
要旨  

しびれている身体で生きる経験 とその意味  

―回復期にある中枢神経障害患者に注目して  

1.  背景  

し びれ を 呈 す る疾 患 は 多岐 に 渡 る が、 研 究 数は 極 め て 少な い 。 特に 、

中 枢神 経 障 害に よ る し びれ は 、 難治 性 と い う特 徴 も あり そ の 傾 向が 顕著

で ある 。 先 行研 究 に お いて は 、 患者 の し び れ の 訴 え に対 し て 、 それ を理

解するという方向 ではなく 、症状緩和方法の模索が主題となっていた（登

喜ら，2007；土田 ，土屋，2012）。患者経験に着目した研究は少なく（坂

井， 2008）、しびれによりどのような経験がなされているのかは、十分に

明 らか に さ れて い な い 。今 後 、 しび れ の ケ アを 構 築 して い く た めに も 、

ま ずは 患 者 がど の よ う な経 験 を して い る の か理 解 す る必 要 が あ る と 考え

た 。そ の 際 、し び れ を 患者 の 主 観的 で 私 秘 な症 状 と 見做 し た り 、医 学的

な 説明 を 当 ては め た り する と 、 患者 が 経 験 して い る こと を 捉 え 損ね てし

ま う。 そ こ で、 し び れ に対 す る 既存 の 先 入 見や 、 研 究方 法 を 一 旦棚 上げ

する現象学的態度 で 事象に迫ることを試みた。  

2.  目的  

回 復期 に あ る 中枢 神 経 障害 患 者 の フィ ー ル ドワ ー ク に よっ て 、 しび れ

ている身体で生きる経験を、現象学的記述を通して開示することである。 

3.  方法  

回 復期 の 患 者 への 参 与 観察 と 非 構 造化 イ ン タビ ュ ー と から な る フィ ー

ル ドワ ー ク を実 施 し 、 フィ ー ル ドノ ー ツ （ 以下 、 FN）を 主 た る 分析 対象

とした。研究参加者は、中枢神経障害によるしびれを呈する患者 4 名で

あり、記述は 3 名の経験から構成した。分析は、現象学的な思想を下敷

きとし、メルロ =ポンティの＜身体＞を視座として行った。FN を繰り返し

読 む中 で 、 しび れ の 感 じ方 よ り も、 し び れ てい る 身 体を ど の よ うに 感じ

て いる か 、 それ に よ り 生活 が ど のよ う に 現 れて い る のか と い う こと が、

データの核となっていたこと が明らかになり 、その点を 記述の柱とした。

倫理的配慮は、首都大学東京研究倫理審査委員会（受付番号： 13098）と

施設（ H25-36）の倫理審査を受け承認を得て実施した。  

4.  結果 ・考察  

し びれ て い る 身体 で 生 きる 経 験 に つい て 、 以下 の 通 り 記述 し 、 検討 し

た 。① し び れて い る 身 体に 関 す る既 存 の 議 論で は 、 神経 損 傷 領 域に しび

れ感が出現し、それによって巧緻性が低下 するとされていた。これらは、

し びれ が 限 局し た 症 状 であ り 、 身体 と 外 と の関 係 が 損な わ れ る とい う視

点 であ る 。 本研 究 で は 、し び れ が局 所 に 留 まら な い よう な 「 か らだ がバ

ラ バラ に な って い る 気 がす る 」 とい う 、 か らだ の ま とま り を 崩 す様 子が

記 述さ れ た 。ま た 、 筋 肉痛 や 疲 労が わ か ら なく な っ たり 、 尿 意 や便 意を

感 じて も そ れが し び れ によ る も のか も し れ ない と 、 自ら の 感 覚 に疑 念を



抱いてしまう 、しびれている身体の多様な経験 が開示された。これらは 、

外との関係だけではなく、「中がわからない」としか言いようがない、皮

膚 表面 に 確 かめ ら れ る 「自 分 」 と、 そ れ に よっ て 生 じて く る 自 分で はな

い よう に 感 じる 「 中 」 を生 じ さ せて い た 。 また 、 そ の身 体 に つ いて は既

存 の言 葉 に はぴ っ た り と当 て は まら ず 、 語 りの 中 で 表現 を 模 索 して いく

様子が見られた。  

② しび れ て い る＜ 身 体 ＞で 生 き る こと は 、 身の 回 り の 物と の 接 触に 、

こ れま で と は異 な る 意 味を 生 じ させ て い た 。金 属 を 過度 に 冷 た く感 じさ

せ たり 、 雨 など の 滴 や ビニ ー ル 、衣 類 な ど を「 当 た る」 よ う に 感じ させ

る と同 時 に 、気 持 ち 悪 さや 嫌 な 感じ を 常 に 伴っ て い た。 さ ら に は、 機能

的 には 歩 け たり 、 立 ち 座り な ど の動 作 が で きて い る よう に 見 え ても 、し

びれていることで歩けないと感じたり、「こわい」と感じ、今の身体の動

作 可能 性 が 、そ の 先 の 保障 に な らな い 様 子 も記 述 さ れた 。 こ れ らは 、 こ

れ まで の 習 慣的 身 体 の 働き に 支 えら れ て 実 現し て い るが 、 し び れた 身体

に おい て は 、新 た な 動 作の 習 慣 化が 難 し い とい う 事 態を 引 き 起 こし てい

た。  

③ 患者 の 経 験 から 、 し びれ が 「 治 らな い 」 とい う こ と の意 味 の 生成 や

更 新の さ れ 方が 記 述 さ れた 。 発 症か ら 数 か 月の 時 点 で、 半 年 後 に残 った

し びれ は 一 生も の と 言 われ る と 、半 年 ま で は治 る ― 治ら な い が あま り問

わ れな い 。 だが 、 半 年 を迎 え る と「 思 っ た より 、 残 った 」 と 想 定し てい

た回復を基準に、しびれが「残った」という意味が立ちあがり、それが、

「まだ半年だから」 1 年経ってみないとわからないと なっていた。 また、

退 院日 が 決 まる と 「 と うと う 、 治ら な か っ た」 と 、 制度 的 な 区 切り と、

退 院ま で に 見通 し て い た回 復 と の差 異 に よ り「 治 ら なか っ た 」 こと が一

旦 確定 し て いた 。 こ の よう に 、 回復 過 程 に あ る 身 体 と時 間 経 験 との 含み

あいによって、症状や時間の意味 がダイナミックに更新さ れていた。  

5.  結論  

し びれ に つ い ての 既 存 の見 方 に 対 して 、 結 果考 察 で 記 述さ れ た しび れ

ている身体の経験から、以下の 点を見出した。1 点目は、しびれが神経支

配 領域 だ け に限 局 さ れ る経 験 で はな い と い うこ と で ある 。 し び れて いる

こ とで 、 動 いて い る 自 分の 実 感 が希 薄 に な った り 、 から だ の ま とま りを

崩していくような経験につながっていた。2 点目は、しびれは皮膚表面だ

け の感 覚 異 常と し て だ けで は な く、 か ら だ が無 自 覚 に行 っ て い た様 々な

区別を難しくさせたり、自らの感覚に対 する疑念を生じさせていた。3 点

目 は、 し び れの 改 善 が 時間 の 経 過と 必 ず し も比 例 し ない こ と で ある 。患

者 らは 、 様 々な 物 と の 接触 に よ り、 異 常 な 冷た さ や 飛び 上 が る よう な違

和 感を 経 験 して い た 。 退院 後 は 、接 触 機 会 も増 え 、 しび れ が ひ どく なっ

たように感じていた。つまり、しびれている身体で生きるということは、

経 験の 調 和 の歪 み を 引 き起 こ し 、身 の 回 り の 馴 染 み の物 を 別 様 に出 現さ

せたりするような、生活世界の変容に繋がっていた。  
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Experiences and Interpretation of Living with a Numb Body: A Focus on Convalescent Patients with 

Central Nervous System Damage 

 

 

1. Background  

Although there are various diseases that present with numbness, few studies have been conducted on them. 

In particular, because numbness caused by central nervous system damage is refractory, the tendency of 

such an occurrence is higher. Previous research was centered on the search for methods to relieve 

symptoms rather than understanding patients’ complaints of numbness (Toki et al., 2007; Tsuchida & 

Tsuchiya, 2012). Few studies have focused on the experiences of patients (Sakai, 2008); therefore, what the 

patients undergo because of numbness remains to be clarified. For the sake of developing a treatment for 

numbness, first of all we need to understand what the patients experience. For this purpose, if we regard 

numbness as a subjective and private symptom or apply medical explanations to it, we will fail to capture 

patients’ experiences. Therefore, we attempted to approach the events from a phenomenological perspective, 

keeping aside the existing prejudice and research methods on numbness. 

 

2. Purpose 
The purpose of this study is to reveal the experiences of living with a numb body as a phenomenological 

description by conducting field work on convalescent patients with central nervous system damage. 

 

3. Methods  

Field work comprising observation of participants and unstructured interviews with convalescent patients 

was conducted, and the notes (hereafter referred to as “FN”) were used as the main subject of analysis. 

Study participants included 4 patients presenting with numbness caused by central nervous system damage; 

the descriptions were created based on the experiences of 3 patients. The analysis was performed based on a 

phenomenological theory with the viewpoint of the <Lived Body> by Merleau–Ponty. When FN were 

repeatedly reviewed, it became clear as to what formed the core of the data; it was not so much how the 

patients were feeling the numbness, but how they were feeling about their numb bodies, and how their lives 

were turning out because of that. We made this core point the pillar of the descriptions. Regarding ethical 

considerations, the study was conducted after the review and approval by the university (Acceptance 

Number: 13098) and facility (H25-36). 

 

4. Results and Discussion 
The experiences of living with a numb body are described and examined as follows: (1) The existing 

discussions about a numb body argue that a feeling of numbness develops in the region of nerve damage, 

which in turn decreases the dexterity. According to this, numbness is a localized symptom, in which the 

relationship between the inside and the outside of the body is impaired. In this research, an expression “I 

feel my body is falling apart” was attained, implying that numbness does not remain localized and that the 

coordination of the body is hindered. In addition, various experiences with the patients’ numb bodies were 

revealed, including that they were unable to tell if they had a muscle ache or fatigue and that they 

questioned their own sensations thinking that their sense of a need to urinate or defecate may be because of 

the numbness. These descriptions can show that not only the understanding pertaining to the outside of the 

body was hindered but also that pertaining to the inside of the body was affected; furthermore, the patients’ 

“self” that could be confirmed on the skin surface was creating the “inside” that was unlike their self. In 

addition, it was observed that the patients were not able to find the exact words and often searched for the 

right expressions while describing these experiences. 

 

(2) Living with a numb <Body> was leading to different interpretations with respect to the patients’ 

contacts with the things around them. At once metals felt overly cold and at the next instance they felt like 

drops of rain, vinyl, clothes, etc. “hitting.” At the same time, the patients always felt sick or uncomfortable. 

Furthermore, even when the patients appeared to be able to functionally walk and perform movements such 

as sitting and getting up, they felt they could not walk or were “scared” because of numbness; thus, it was 

interpreted that the present movements in the body did not reassure the patients about their future 

movements. Although these body movements are made possible by their habits, the situation is such that 
new movements would not easily turn into habits in a numb body. 

 

 



(3) The creation and updating of the interpretation of numbness being “incurable” was described based on 

the patients’ experiences. If they were told within a few months of onset that the numbness remaining after 

6 months would be permanent, whether or not it could be cured, the remaining numbness was not 

questioned much until 6 months. However, post 6 months, the interpretation of numbness “still remaining” 

was formed based on the recovery level assumed to be “remaining more than expected.” Then the patients 

felt that it had been only 6 months and that they would not know until 1 year. In addition, when the date of 

discharge was determined, the systematic closure “it was not cured, after all” and the fact that “it was not 

cured” considering the difference from the assumed recovery to the time of discharge were once confirmed. 

In this way, the interpretations of symptoms and time were dynamically updated by the relationship 

between the body in the recovery process and temporal experience. 

 

5. Conclusions 

In comparison with the existing views, the following points were observed based on the experiences with 

the numb body described in the Results and Discussion section. First, numbness is not an experience 

localized in only the innervation zone. Numbness led the patients to experiences in which their own sense 

of movement became weak and the coordination of their body was hindered. Second, numbness not only 

caused abnormalities in sensation on the skin surface but also made it difficult for the body of the patients 

to make a number of unconscious distinctions; moreover, it led to the patients questioning their own 

sensations. Third, the improvement in numbness is not always proportional to the course of time. The 

patients were experiencing abnormal cold and jumpy sensations through contacts with various things 

around them. They were feeling that the numbness worsened because of increased contacts with such things 

after discharge. In other words, living with a numb body was causing the distortion of the coordination of 

experiences, which was leading to the transformation of the patients’ daily lives in such a way that familiar 

things around them were appearing different. 
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 研 究 背 景  

Ⅰ .研 究 背 景 と動 機  

A．研 究 背 景  

し びれ を 呈 す る疾 患 は 多岐 に わ た る。 大 別 する と 、 中 枢神 経 障 害と 末

梢 神経 障 害 に分 け ら れ る。 中 枢 神経 障 害 で は、 脳 卒 中や 脊 髄 損 傷、 多発

性 硬化 症 、 さら に は 腰 椎椎 間 板 ヘル ニ ア な どの 整 形 外科 疾 患 に 起因 する

ものがある。末梢神経障害では、糖尿病や HIV の進行に伴い生じるもの

や、がん化学療法副作用によるもの（ Chemotherapy-Induced Peripheral 

Neuropathy：以下 CIPN とする）がある。各疾患のしびれの発症率は、経

験 的に は 高 いこ と が 知 られ て い る。 し か し 、麻 痺 の よう に 重 症 度や 割合

を 数値 化 し て測 定 す る こと も 、 採血 デ ー タ とし て 示 すこ と も で きな いた

め、統計的資料はなく、実態把握においても難しさがある。  

こ のよ う な 様 々な 疾 患 で生 じ る し びれ で あ るが 、 本 研 究で は 、 末梢 神

経 障害 で は なく 、 中 枢 神経 障 害 によ る し び れに つ い て探 究 し て いく 。そ

の 理由 に つ いて は 、 後 述の 文 献 検討 で 詳 細 に述 べ る が、 こ こ で も簡 単に

触れておきたい。  

中 枢神 経 障 害 によ る し びれ は 不 可 逆的 で あ り、 薬 剤 に よる 症 状 のコ ン

ト ロー ル が 図り づ ら い とい う 特 徴が あ る 。 一方 、 末 梢神 経 障 害 につ いて

は、 CIPN であれば、薬剤投与を中止することで症状の減退が可能であっ

た り、 漢 方 を事 前 投 与 する こ と で症 状 の 出 現を 緩 和 でき る な ど 、マ ネジ

メ ン ト が 可 能 で あ る （ Donovan, 2009 ; Brem＆ Kumar,2010； 佐 々 木 ら ，

2015）。糖尿病や HIV では、末梢神経障害が進行していくことで、感覚が

失 われ る こ とや 、 肢 体 切断 に 至 るな ど 別 の 側面 が 出 現し て く る 。中 枢神

経 障害 に よ るし び れ は 不可 逆 で ある ゆ え に 、あ る 一 定時 期 を 過 ぎる と、

症 状の 進 行 も軽 減 も ほ とん ど な い状 態 と な る。 そ の よう な 病 態 とし ての

“ 症状 固 定 ”が 示 さ れ る一 方 で 、先 行 研 究 （登 喜 ， 蓬莱 ， 山 下 ，高 田，

柴 田 ， 2005； 坂井 ， 2008） で は 、 患者 が 何 年 経っ て も 強 弱 を 伴 っ てし び

れ を経 験 し たり 、 気 に なっ た り なら な か っ たり す る こと が 明 ら かに なっ

て いる 。 こ のこ と か ら 、し び れ を訴 え る 者 は、 病 態 とし て 示 さ れて いる

経 時変 化 と は異 な る 経 験を し て いる こ と が 推察 さ れ る。 し び れ の経 験に

はこのような特徴があることを確認し、先の議論を進めていきた い。  

 

B．研 究 動 機 ：しびれの研 究 に取 り組 むようになった患 者 X さんとの出 会  

初めに、しびれの研究に取り組むきっかけとなった、患者 X さんとの

出会いについて示し、そこからしびれについての議論を展開していく。  
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私は新卒からの 5 年間を総合病院の脳神経外科病棟で過ごした。脳神

経 外科 病 棟 には 、 く も 膜下 出 血 ・脳 出 血 ・ 脳梗 塞 の 様々 な 回 復 過程 にあ

る 方が 入 院 して お り 、 急性 期 か ら慢 性 期 ま でケ ア の 幅も 広 か っ た。 人工

呼 吸器 や 微 量点 滴 な ど の術 後 管 理、 年 単 位 で入 院 し てい た 遷 延 性意 識障

害 の方 へ の 生活 全 介 助 、回 復 期 にあ る 方 へ の生 活 援 助な ど で あ る。 病棟

患者の約 8 割が運動障害を抱えており、清潔・食事・排泄・移動など、

昼夜を問わず 全て の生活動作に援助が必要であった。いわば、“動けない

こ と” へ の 援助 が 、 私 たち 看 護 師の 日 常 と なっ て い た。 そ の た め、 運動

障害がない患者や、 ADL が自立した患者は、「幸運な患者」「治った患者」

として映るようになった。  

そのような日々の中で出会ったのが、脳腫瘍の患者 X さんだった。私

は臨床経験 3 年目の時にプライマリーとしてこの X さんを担当した。手

術自体は成功したが、 X さんには術後脳浮腫による意識障害、小脳失調、

嚥 下障 害 が みら れ 、 誤 嚥性 肺 炎 を併 発 し 、 一時 は 気 管切 開 と な り人 工呼

吸 器管 理 で 生死 の 境 を さま よ っ てい た 。 次 第に 肺 炎 は改 善 し 、 全身 状態

も 安定 し 自 発呼 吸 が 可 能と な っ た。 だ が 、 長期 臥 床 によ る 筋 力 低下 のた

め 歩行 も 困 難で あ り 、 リハ ビ リ テー シ ョ ン （以 下 、 リハ ビ リ と する ）が

開始された。その甲斐あってか、X さんは一人で歩けるようになり、食事

も一人で食べられるようになり、家族もプライマリーだった私も X さん

の回復を心から喜んだ。ところが、ある日 X さんは「腕がしびれる。だ

るい」としびれを訴え始めた。X さんによると、少し前からしびれていた

と いう 。 手 術操 作 に よ る神 経 損 傷や 頸 椎 症 が疑 わ れ たが 、 い ず れも 否定

された。X さんのしびれに対しては、内服薬や湿布、鎮痛成分入りの軟膏

などが試されたが、どれも改善には結びつかなかった。私たち看護師も、

温めたり、マッサージをしたり、X さんが楽になるように実施後の様子を

うかがいながら、X さんと共に思いつく限りのものを試していた。しかし、

何をどのように行ってもしびれがなくなることはなく、X さんの訴えにも

あきらめが混じるようになってきた。そして、入院から約 4 か月後、X さ

んはしびれの完治を 目指しリハビリ病院に転院していった。  

この頃の X さんとのかかわりに、私たち看護師は行き詰まりやかかわ

りづらさを感じていた。X さんの訴えを医師に伝え、処方や他科受診など

の 調整 を 図 ろう と し て も、 医 師 から は 「 し びれ は 治 らな い 」 と 言わ れ、

医師と X さんとの板挟みのような状態になっていた。また、日々変わる X

さんの訴えの内容や、しびれの訴えが増えていくことに困惑もしていた。

さらに、看護師として症状軽減に対して何もできない辛さも感じていた。

そして X さんの転院に当たり複雑な気持ちで見送ったことを覚えている。

そ れは 、 医 学的 に は 治 らな い と いわ れ て い るし び れ の完 治 を 目 指し てい

る X さんの目標の高さに、その後の失望などを予測すると何とも言えな

い 漠然 と し た不 安 と 、 しび れ の 訴え か ら 解 放さ れ た とい う 安 堵 感と が入
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り混じった思いだった。  

やがて、リハビリ病院を退院した X さんは、私が勤務していた病院の

脳 神経 外 科 外来 に 通 院 する よ う にな り 、 併 せて 、 麻 酔科 ペ イ ン クリ ニッ

クでしびれの治療も 受けるようになった 。X さんは、麻酔科 で神経ブロッ

ク 治療 や 内 服加 療 な ど 様々 な 治 療を 受 け た が、 思 う よう な 改 善 には つな

がらなかった 。週 1 回麻酔科で治療を受けては、病棟に立ち寄り、顔見

知 りの 看 護 師を 探 し 、 しび れ が 治ら な い こ とを 訴 え てい た 。 そ して 、数

か 月の 麻 酔 科で の 治 療 が一 通 り 終了 し た 日 、今 後 治 療を 続 け る かど うか

医師と X さんで話し合いがなされ、X さんは治療を終了することになった。 

ち ょう ど 、 そ の日 の 外 来担 当 が 私 だっ た 。 転院 後 、 半 年以 上 ぶ りに X

さんに会ったが、 X さんは悲痛な面持ちでしびれが治らないことを話し、

「 最後 に 坂 井さ ん に 会 えて よ か った 」 と 寂 しそ う な 笑顔 を 浮 か べて 去 っ

て 行っ た 。 ガラ ン と し た待 合 室 で、 会 計 を ひと り ポ ツン と 待 っ てい た X

さ んの 様 子 が、 そ の 場 を去 り が たい 気 持 ち や、 声 を かけ て も ら うの を待

っ てい た よ うに も 見 え た。 私 は まだ 治 療 中 の他 の 患 者の と こ ろ に戻 りな

がら、「 最 後っ て な んだ か 変 だな。“ 今 日は 会 え てよ か っ た ”な ら わ かる

けど。でも治療の最後の日っていうことかな。」など引っ掛かりを感じな

が らも 、 自 分を 納 得 さ せる よ う な説 明 を 自 分に し な がら 残 り の 業務 にあ

たっていた。それが、月曜日のことだった。そして、金曜日の夕方 5 時

と なり 、 外 来が 終 了 し 病棟 に 戻 ろう と し た その 時 に 電話 が 鳴 っ た。 警察

からだった。X さんが“しびれを苦にして”という内容の遺書を残し自死

したので、事件性の確認のため病状を確認したいという旨の 電話だった。

私は、その知らせに大変驚き戸惑い、月曜日に会ったときの X さんの様

子と別れ際の言葉が蘇ってきた。「あの時には、もう死ということを考え

ていたのかもしれない。最後といったのは、最期ということだったのか。

おかしいなと思ったのに、なんで声をかけられなかったんだろう」。様々

な思いが渦巻き、その事実をなかなか受け入れられなかった。そして、 X

さ んの 苦 悩 に気 づ け な かっ た 自 責の 念 と 罪 悪感 が 、 私の な か に 残っ てい

った。  

この X さんとの経験を振り返るなかで、私たち医療者が無自覚に働か

せ てし ま っ てい る 或 る 見方 が あ り、 そ れ が 患者 の 経 験の 理 解 を 妨げ てい

たことに気付かされた。すなわち、ADL という側面から患者の重症度を比

較 判断 し 、 しび れ の 患 者を “ 軽 症” と 見 做 すこ と で ある 。 お そ らく この

見 方は 、 私 個人 だ け の 見方 で は なく 、 病 棟 全体 、 医 療全 体 、 そ して 社会

全 体の 見 方 であ る と 言 える 。 そ して 、 そ の よう な 見 方を す る 医 療者 や社

会 との か か わり の 中 で 、し び れ てい る 患 者 の経 験 が 意味 づ け ら れる 。加

え て、 症 状 緩和 へ の 強 い志 向 性 も働 い て い る。 患 者 がし び れ に つい て何

か を訴 え る と、 そ れ を 理解 す る こと を 飛 び 越え 、 一 息に “ 症 状 緩和 ”へ

と 向か う 。 だが 、 難 治 性で あ る ため 、 症 状 緩和 に お いて も 効 果 が得 られ
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難い（登喜ら ， 2007）。しびれのケアを構築していくには、症状緩和へと

向かう前に、まずは患者がどのような経験をしているのかを明らかにし、

理解することが先決である。  

 

C．しびれとは  

次 いで 、 教 科 書な ど で 示さ れ 、 臨 床で も 定 着し て い る しび れ に つい て

の見方を、 X さんの事例と照らし検討し、本研究での見方を示す。  

 

１．変 幻 性  

先 行 研究 （ 登 喜 ら ， 2005） で は 、 運動 障 害 が 症状 固 定 す る の に 対 し、

し びれ は 常 態化 が 困 難 な変 幻 性 とい う 特 徴 があ る と され て い る 。こ の変

幻 性に よ り 、患 者 は し びれ の 訴 えの 信 憑 性 を疑 わ れ たり 、 本 気 で取 り合

っ ても ら え ない と い う こと を 、 医療 者 と の 間で 経 験 して い た と され てい

る。  

X さんの事例を振り返りながら考えてみたい。X さんが最初にしびれを

訴えた頃は、「段々良くなってくると、このこと（しびれ）も
、
気になって

きますね。」と語っていた。それまでの X さんは、術後合併症により生命

の 危機 的 状 態に あ っ た 。そ れ を 脱し て か ら も、 筋 力 低下 、 食 事 、呼 吸な

ど 生活 に 必 要な 動 作 ひ とつ ひ と つに 大 き な 努力 を 要 して い た 。 その よう

な 状態 に あ って は 、 た とえ し び れて い た と して も 、 それ 自 体 に は注 意が

向かず、むしろ背後に退いていたと言える。そのため、「しびれ が気にな

る 」の で は なく 「 し び れ も 気 に なる 」 と 、 あく ま で 複数 あ る 気 にな るこ

と のひ と つ とし て 表 現 され て い た。 そ れ が 、他 の 症 状が 次 第 に 改善 して

い くに 従 い 、相 対 的 に しび れ の こと も 意 識 に浮 か び 上が る よ う にな って

きたと考えられる。  

こ のこ と は 、 しび れ の 特徴 と し て あげ ら れ る変 幻 性 に つい て 再 考す る

必 要性 を 示 す。 変 幻 性 とは 、 誰 のど の よ う な視 点 を 含ん で い る のだ ろう

か。私たち病棟看護師は、日々変わる X さんのしびれの訴えや、罨法や

薬 の効 果 な どが 同 一 で はな い こ とに 困 惑 を 覚え て い た。 そ の 困 惑の 背後

で 、症 状 は 状況 に よ っ て変 化 す るも の で は なく 、 刺 激― 反 応 の よう な生

理 学的 な 因 果関 係 に 基 づき 変 化 する と い う 見方 が 働 いて い た の では ない

か 。私 た ち の身 に 起 き るこ と は 、因 果 関 係 だけ で 十 分説 明 で き るの だろ

うか。  

X さんの経過を見てみると、しびれの変幻性に対する新たな視点への示

唆 が見 え て くる 。 会 社 から リ ス トラ を 仄 め かさ れ た とき は 、 手 のし びれ

が つら い と 言い な が ら も、 動 き はよ く な っ てい る か ら、 治 る 可 能性 があ

る ので は な いか と ポ ジ ティ ブ に 受け 止 め ら れて い た 。ま た 、 主 治医 が X
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さ んの 訴 え に応 じ 、 新 たな 薬 を 処方 し た と きに は 、 効果 が あ る とい う肯

定 的な 評 価 が聞 か れ た が、 翌 日 には ダ メ だ と語 っ て いた 。 こ こ から は、

症 状が 生 理 学的 な 側 面 だけ で は なく 、 加 え て医 療 者 や社 会 と の 関係 性の

中 で、 あ る 意味 を 持 っ て経 験 さ れて い た こ とが わ か る。 医 学 的 には 、状

況 によ っ て 症状 が 変 化 する と い うの は 不 定 愁訴 と 捉 えら れ 、 そ の人 の訴

え に信 憑 性 がな い と 思 われ る こ とも 臨 床 で は多 い だ ろう 。 だ が 、患 者の

経 験に 忠 実 に考 え る と 、し び れ に対 す る 「 変幻 性 」 とい う 表 現 自体 が、

事 実を 適 切 に言 い 当 て てい な い ので は な い だろ う か 。生 理 学 的 な因 果関

係 を前 提 に 、患 者 に 起 きて い る こと を 外 部 から 観 察 した 結 果 が 変幻 する

と いう こ と であ り 、 患 者経 験 と して は 変 幻 して い た わけ で は な い。 にも

か かわ ら ず 、変 幻 性 と いう 言 葉 を当 て て 見 てし ま う こと が 、 患 者が 「わ

か って も ら え な い 」 と 感じ る 、 しび れ が 伝 わら な い 経験 を 形 作 る一 側面

になっていたと考えられる。  

こ こに は 、 患 者を 全 人 的に 捉 え る 必要 性 を 理解 し な が らも 、 無 自覚 に

生 理学 的 な 因果 関 係 が 働い て し まう 、 医 療 者の 実 践 や研 究 の 形 式が ある

こ とが わ か る。 本 研 究 では 、 一 方で そ の よ うな 態 度 が無 自 覚 に 働い てし

ま うこ と を 自覚 し な が ら、 他 方 で 患 者 が 何 をど の よ うに 経 験 し てい るの

か とい う 、 患者 の 経 験 に立 ち 帰 り、 患 者 の 経験 か ら 離れ な い よ う研 究を

進めていくことを試みる。  

 

２．しびれは主 観 的 症 状 なのか  

冒 頭で 述 べ た よう に 、 しび れ は 中 枢神 経 障 害だ け で は なく 、 整 形外 科

疾患や糖尿病性末梢神経障害、がん領域では CIPN としても出現している。

各 領域 で 研 究が 行 わ れ てい る が 、そ れ ら の 多く が し びれ を 主 観 的 な 症状

であり、患者にしかわからない私秘的なものとしていた（ 登 喜ら ，2005；

登喜ら，2007；梅津 ，武田，2011；堀口 ，辻川，梅岡，坂口 ，大西 ，2012；

梅岡，辻川，大西， 2012 など）。かつて坂井（ 2008）もそれを前提にし、

その際には疑いをもつことさえなかった。  

な ぜ、 し び れ は主 観 的 で私 秘 的 な 症状 だ と 見做 さ れ る のだ ろ う か。 そ

の 理由 の ひ とつ は 、 他 者 が 経 験 して い る し びれ の わ から な さ で あり 、共

有 のし づ ら さに あ る と 思わ れ る 。 さ ら に 、 主観 的 で ある と 見 做 され る背

景 には 、 数 値化 で き な いと 客 観 的で は な い とい う 実 証科 学 的 な 考え 方が

潜 んで い る 。し び れ な ども 、 量 的研 究 や 臨 床で の 介 入の 評 価 の ため に用

いられる質問紙 1で「ビリビリ」「ジンジン」といったオノマトペを示し、

                                                                 
1  マ ク ギ ル 疼 痛 質 問 票 （ M P Q  :  M c G i l l  p a i n  q u e s t i o n n a i r e）： 主 観 的 な 痛 み を 客 観 的 に 評

価 す る た め に 、 1 9 7 5 年 に M e l z a c k に よ っ て 開 発 さ れ た 。 1－ 2 0 群 に 分 類 さ れ 、 痛 み を 表

現 す る 言 葉 な ど 形 容 詞 が 配 置 さ れ て お り 、 全 体 の 合 計 点 で 評 価 す る 。 和 訳 さ れ た も の は 、

日 本 で は 使 い に く い と さ れ て い る が 、 患 者 の 痛 み の 種 類 や 特 性 を 知 る 上 で は 有 用 で あ る 。

（ 松 原 ほ か （ 2 0 11）、 p 2 5 2 よ り ）  
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数値化し評価しようとする動きもある。介入評価という視点においては、

数 値化 し て 共有 す る こ との 重 要 性は 高 い 。 一方 で 、 数値 化 だ け では 見落

としてしまう側面がしびれにはある。患者らは、「表現がむずかしい。な

ん て言 っ た らい い ん だ ろう 」 と 語る こ と が 多い 。 表 現に お け る 難し さを

含 みも つ た め、 質 問 紙 で数 値 化 する 際 に 削 ぎ落 と さ れて し ま っ たり 、語

れ るこ と だ けを 、 つ ま り自 覚 さ れて い る こ とだ け を 分析 の 対 象 とす るよ

うな方法では、接近が難しいことがわかる。このような形で評価すると、

そこに表れないものは主観的で私秘的なものとして扱われてしまう。  

だ が、 し び れ が主 観 的 で私 秘 的 な もの だ と する と 、 そ もそ も 看 護師 が

悩 むこ と も ない だ ろ う 。実 際 に 看護 師 が 悩 むの は 、 患者 の し び れの つら

さ や苦 悩 が ある 水 準 で わか っ て いる か ら で はな い か 。で は 、 そ れは どの

よ うな 場 面 で生 じ て い るの だ ろ うか 。 印 象 的な エ ピ ソー ド が あ る。 修論

の結果記述の確認のために、研究参加者である Z さんに会った場面だっ

た。私は Z さんに A4 サイズの紙をホチキス留めしたものを手渡し、確認

を依頼した。それを手に取り、1 ページ目を読みだした Z さんが、次のペ

ージに移ろうとした時だった。Z さんは右手で紙をめくろうとしていたが、

1 枚だけすくいあげめくることができない。どうしたのだろうかとその様

子を見守っていると、「右手がしびれているから紙をめくることができな

い」のだと Z さんは説明してくれた。また、「手が動いているのにめくれ

な いの は 、 傍か ら 見 た らと て も おか し な 様 子に 映 る だろ う 」 と も語 り、

しびれているからめくれないと説明するのも私が Z さんのしびれのこと

を知っており、そのことに関心をもっている人だからだとも語っていた。

こ のよ う に 、何 か 違 和 感を 覚 え させ る 様 子 がそ こ に あり 、 私 た ちの 関心

が向かう。その向けられている眼差しに促され、 Z さんがしびれを語る。

上記の場面では、このようなしびれの伝わり方が見て取れ、“患者の主観

的な症状”とは言い切れない在り様が確認できる。  

ま た、 こ の エ ピソ ー ド は“ し び れ を訴 え る ”相 手 が 重 要で あ る こと を

示している。 Z さんは、私がしびれのことを知っているから語ると言い、

X さんも同様に、外来受診後に病棟看護師を訪ね、 X さんのなかでこの人

に 訴え た い とい う 相 手 に、 し び れが 治 ら な いこ と を 訴え て い た 。誰 彼か

ま わず 、 し びれ を 訴 え てい た わ けで は な い こと が 伺 える 。 す な わち 、患

者 たち は 関 係性 の 中 で しび れ を 訴え て い た と考 え ら れる 。 本 研 究の 予備

調 査に お い ても 、 し び れが ひ ど く身 の 置 き 所も な い と病 院 ス タ ッフ が対

応 に苦 慮 し てい る よ う な方 で も 、初 対 面 の 私に は し びれ の こ と は一 言も

話さないということがあった。  

以 上の こ と か ら、 し び れの 経 験 を 考え る 際 には 、 場 や 相手 な ど との 関

係 性に も 着 目し て い く 必要 が あ るこ と が わ かる 。 そ のよ う に 考 える と、

し びれ と い う症 状 だ け に焦 点 を あて る の で はな く 、 表現 さ れ る 場・ され

な い場 も 含 めて 記 述 す るこ と が 、し び れ の 経験 の 特 徴を 明 ら か にす るこ
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とにつながると言える。  

 

３．関 係 性 の中 で方 向 づけられるしびれ  

 前項 で は 、し び れ が 主観 的 症 状で は な く 関係 性 の 中で 生 じ て いる もの

だ と捉 え る 立場 で あ る こと を 示 した 。 そ の 関係 性 の 中に い る 私 たち 医療

者 は、 し び れを 訴 え る 患者 に ど のよ う に 関 わっ て い るの だ ろ う か。 予備

調 査で も 、 理学 療 法 士 や作 業 療 法士 が マ ッ サー ジ な どを 実 施 し て、 その

後 にし び れ が軽 減 し た か否 か 尋 ねて い る 場 面を し ば しば 見 か け た。 他方

で 、し び れ その も の や 、そ れ を どの よ う に 感じ て い るか を 、 患 者に 尋ね

ている場面はあまり見かけなかった。私自身の臨床を振り返ってみても、

急 性期 に お いて は 、 し びれ の 変 化が 状 態 を 見極 め る 一つ の 指 標 にな るた

め 頻繁 に 尋 ねて い た が 、回 復 期 にな る と 積 極的 に 尋 ねる こ と は 少な くな

ったように思う。また、評価という点では、VAS などのスケールが用いら

れ 、日 々 の 変化 や 内 服 後の 変 化 を尋 ね ら れ 、患 者 は 自ら の し び れを 数値

化して答える習慣を次第に身につけていく。  

発症後の急性期から回復期リハビリにおける、このような医療者の関わ

り 方が 、 患 者の し び れ の経 験 を 方向 づ け て いた 可 能 性も あ っ た ので はな

いか 。 つ まり、「 薬 を 使 う と 症状 が 和 ら ぐ」「 症 状 は数 値 で 評価 す る 」と

い うよ う な 、科 学 的 数 量的 な も のの 見 方 で 身体 に 起 きて い る こ とを 評価

す るよ う な 視点 を 、 患 者の 経 験 に持 ち 込 ん でい た と 言え る 。 ま た、 様々

な 薬を 試 し たり 、 罨 法 やマ ッ サ ージ な ど 症 状緩 和 の 対処 療 法 に 傾倒 して

い くこ と は 、患 者 の 経 験を 理 解 し共 有 す る ので は な く、 し び れ をコ ント

ロ ール す る 方向 に 向 か わせ て し まう 。 し び れを 評 価 やコ ン ト ロ ール する

対 象と し て では な く 、 しび れ へ の付 き 合 い 方 を 共 に 見つ け て い く方 向性

も必要なのではないか。  

以上のことから、しびれを患者の身体に起こっている主観的な経験と し

て 考え る の では な く 、 私た ち 医 療者 を は じ め、 家 族 や友 人 な ど 様々 な他

者との関わりの中で生じてくるものとして見ていく立場をとる。  

 

Ⅱ .文 献 検 討  

A．しびれの研 究 動 向 概 観  

国内外においてしびれを主題 とした研究は、原因疾患を問わず極僅か

である。以下に、しびれとその周辺領域、主な疾患別に先行研究動向の

概観を示す。検索は 医中誌 WEB にて実施した結果である。  

まず、条件を設定せずに「しびれ」のみで検索すると約 7,000 件（ 2015

年 9 月 ）該当 した 。 条件を 追加し 、「し びれ・ 痛み・ 原著 ・ 会 議 録 除 く 」
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で検索すると 79 件該当し た（ 2013 年 7 月）。 79 件から、医学雑誌の解説

35 件を引いた 44 件は医師による医学論文であり、整形外科 15 件、ペイ

ンクリニック・がん領域がそれぞれ 5 件という順で多く、治療介入の症

例報告であった。次に、近年薬剤の保険適応がはじまった「神経障害性

疼痛」について、しびれと掛け合わせて検索すると 118 件（ 2014 年 1 月）

該当し、看護としては 1 件商業雑誌の特集解説があるのみで、学術論文

は見当たらなかった。ペインクリニックの医師による疼痛コントロール

に関する研究や、脳外科医による髄腔内処置や大脳皮質刺激療法などが

散見され、治療とその評価に関する症例報告が主であった。看護に絞っ

てみると、「しびれ・看護・原著・抄録有・会議録除く」で検索し 114 件

該当した。学会論文集や商業雑誌の解説特集を除くと 55 件となった。内

訳は、CIPN が 12 件と最も多く、次いで脳卒中後遺症 が 6 件あり、そこに

は次項で詳細に検討している登喜ら （ 2005， 2007）と坂井（ 2008）、（土

田，土屋； 2012）が含まれている。  

次に、中枢神経障害を引き起こす疾患で検索してみると、「頸椎症・看

護・原著・会議録除く」で 63 件（ 2014 年 1 月）、「頸椎症性脊髄症・看護・

原著・会議録除く」で 54 件（ 2014 年 1 月）該当したが、研究論文は見当

た らず 、 周 手術 期 に 関 する 学 会 発表 が 数 件 あっ た の みで あ っ た 。し びれ

についての研究も見当たらなかった。脊髄損傷に関しては、2 万件近く該

当 し、 数 多 くの 研 究 が なさ れ て いる 。 内 訳 は、 ほ と んど が 医 学 研究 であ

り 薬剤 や 外 科的 治 療 の 評価 に 関 する 症 例 報 告で あ っ た。 散 見 さ れた 看護

研究では、患者の ADL 自立や精神面、障害受容に焦点があてられており、

学術研究としては脊髄損傷患者に関わる看護師の感情体 験（加藤，渡辺，

堀内，2011）や、両者の感情に焦点をあて援助関係の構造（加藤 ，2012）

を示したものが見受けられた。さらに、「脊髄損傷後疼痛」に絞ってみる

と、28 件（ 2014 年 1 月）該当したが、ほとんどが医学雑誌の解説特集で、

3 本のみが原著論文であった。それらは、ガバペンチンや漢方などの内服

薬治療に関する、治療評価に関する医学論文であった。  

海 外 の 研 究 動 向 に お い て も 同 様 の 傾 向 が 確 認 さ れ た 。 CINAHL に て

「 numbness」を検索すると、891 件検出され（ 2015 年 9 月）、全タイトル、

抄 録、 書 誌 情報 を 概 観 する と 、 医学 論 文 が 大多 数 を 占め て い た 。分 野別

で は 整 形 外 科 領 域 で 、 手 根 管 症 候 群 （ Carpal Tunnel Symdrome） や 骨 折

によるしびれが多くみられ、次いで抗がん剤、特に CIPN を好発する Taxan

系や Platinum 系を使用する乳がんについての研究が多く、それぞれ 4 割

程度で全体の 約 8 割を占めていた。残りは HIV や神経痛、小児歯科など

が みら れ た 。中 枢 神 経 障害 に 関 して は 、 ほ とん ど 見 られ な か っ たた め、

CINAHL にて「 numbness×stroke」で絞り込み検索をしたところ、 42 件検

出された。医学論文が 39 件とほとんどであり、診断や治療法について扱

っているものであった。3 件が看護系のジャーナルに投稿してあり、その
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うちの 2 件は日本語論文（登喜ら ， 2005；坂井， 2008）であった。残り 1

件は ED について扱った論文であり、しびれを 主題としたものではなかっ

た。  

そ こ で 、「 numbness 」 以 外 の 類 似 語 で 検 索 し 検 討 し た 。 ま ず 、

「 neuropathy：神経障害」を CINAHL にて検索すると、 4,619 件検出され

た。関連用語を掛けると、「 neuropathy×diabetes」が 1,434 件と最も多

く、次いで「 neuropathy×chemotherapy」が 320 件、「 neuropathy×stroke」

が 94 件、「 neuropathy×numbness」が 78 件であった。78 件のタイトルを

概観すると、 医学系雑誌（ Neurodiagnostic Journal, Journal of Pain & 

Symptom Management, journal of Cancer）に掲載されている、事例研究・

解説がほとんどであった。分野別では、糖 尿病が 15 件と最も多く、以下

がん化学療法：10 件、HIV ：5 件、歯科口腔系：5 件、整形外科、腎臓（糖

尿 ）な ど が 散見 さ れ た 。歯 科 口 腔系 の 論 文 が多 い 理 由と し て 、 末梢 神経

障 害の 臨 床 的疾 患 で 多 いも の と して 、 三 叉 神経 痛 ・ 顔面 神 経 麻 痺・ 筋膜

疼痛症候群などがあり、歯科口腔領域の医師が治療に当たることが多い。

そ のた め 、 研究 論 文 と して も し びれ や 疼 痛 とい う 枠 では な く 、 歯科 口腔

系 の専 門 雑 誌に 掲 載 さ れて い る 割合 が 高 い こと が 推 測さ れ る 。 看護 文献

は 6 件あり、 5 件が Clinical Journal of Oncology Nursing に投稿され

ていたがん化学療法に関連するもので、1 件は HIV に関する研究であった。 

以 上の 事 か ら 、し び れ の研 究 動 向 とし て 次 のこ と が 言 える 。 ま ず、 脳

卒 中後 遺 症 や脊 髄 損 傷 に関 す る 研究 数 の 多 さか ら す ると 、 そ の 後遺 症で

あ るし び れ を扱 っ た も のが 極 め て少 な い と いう こ と であ る 。 医 学領 域と

し ても 研 究 数は 多 く な く、 長 ら く慣 れ る し かな い と 言わ れ て い るた め、

研 究と し て 取り 組 む 意 義が 見 出 しづ ら い こ とが 推 測 され る 。 対 照的 に、

増加傾向にあるのが CIPN について、がん領域でなされている研究である。

2000 年代前半より、CIPN についての 研究は年に数件なされてきたが、2013

年頃より増加傾向にある。 CIPN を高頻度で引き起こす薬剤の適応癌種が

増 え、 患 者 数も 増 え て きた こ と が背 景 と し て読 み 取 れる 。 だ が 、全 体と

し てし び れ につ い て の 研究 は 充 分に な さ れ てい る と は言 い 難 く 、特 に患

者の経験に焦点を当てたものは少なく、更なる研究の蓄積が必要である。 

最 後に 、 し び れと い う 語に つ い て 確認 し 、 本研 究 に お いて 、 な ぜ「 神

経障害」や「感覚異常」という明確に定義された医学用語ではなく、「し

びれ」なのかを確認していきたい。  

し びれ と い う 語の 起 源 は古 く 、 室 町時 代 に は既 に 使 わ れて い た 記録 が

あ り、 日 本 では 日 常 語 ・慣 用 語 とし て 長 く 使わ れ て きた と い う 背景 があ

る（吉本，細川，権， 2013）。医学用語が先にあり、からだの症状に当て

は めら れ る ので は な く 、む し ろ 生活 に 馴 染 んで い る 、帰 納 的 に 生じ 使わ

れ てい る 言 葉で あ る 。 この こ と が、 し び れ とい う 語 の定 義 づ け を難 しく

している側面もあるだろう。『南山堂医学大辞典第 19 版』では、しびれ
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は 「 感 覚 過 敏 （ hyperesthesia） や 異 常 感 覚 、 感 覚 鈍 麻 (hypoesthesia)、

と きに 運 動 障害 を も 意 味す る 日 常語 で 、 本 来医 学 用 語で は な い が、 感覚

過 敏や 異 常 感 覚 の場 合 に用 い る こ とが 多 い 。 」（ p1073） と 定 義 され て お

り 、過 敏 と 鈍麻 と い う 正反 対 の 状態 や 、 複 数の 意 味 を含 み も つ 語で ある

ことがわかる。  

他 方で 、 論 文 にお い て しび れ を 扱 う場 合 に は、 ど の 状 態の こ と を扱 っ

て いる の か 問 わ れ る こ とが 多 い 。調 査 研 究 など に お いて 、 条 件 を等 しく

設 定し ラ ン ダム サ ン プ リン グ を 行う 場 合 や 、質 的 研 究で も 経 験 の類 型化

や パタ ー ン など を 明 ら かに し た い場 合 に は 、条 件 の 一つ と し て 定義 づけ

は 必要 だ ろ う。 一 方 、 本研 究 で は、 ひ と つ の意 味 に 定義 づ け ら れな い性

格 をも つ 「 しび れ 」 と いう 語 を 、患 者 が 用 いて い る こと に も 意 味が ある

と 考え る 。 すな わ ち 、 患者 に と って も 、 先 に示 し た よう な 医 学 用語 と 1

対 1 対応で表現できるものとして、経験されてはいないということが推

測 され る 。 よっ て 、 患 者の 経 験 を明 ら か に する こ と に主 眼 を お く本 研究

で は、 患 者 の経 験 を あ らか じ め 示さ れ て い る医 学 用 語に 当 て は める ので

は なく 、 患 者が 語 っ て いた 「 し びれ 」 と い う語 を 用 いて い く 。 また 、結

果 記述 を 通 して 、 患 者 がな ぜ 「 しび れ 」 と いう 語 を 用い 表 現 し てい る の

かも、示していく。  

 

B．しびれについての先 行 研 究 検 討  

以 下で は 、 し びれ に つ いて の 看 護 研究 に つ いて 、 そ の 発生 機 序 の違 い

から末梢神経障害と中枢神経障害とに大別し検討していく。  

 

１．末 梢 神 経 障 害 によるしびれ  

末 梢神 経 障 害 につ い て 概観 す る と 、糖 尿 病 性神 経 障 害 では 、 質 問紙 調

査が 2 件あり、しびれの日常生活への影響を調べた研究（ 赤沢，木下，

川 手， 山 村 ， 2001） と 、神 経 学 的 徴候 や 症 状の 程 度 と 日常 生 活 の支 障 、

症 状へ の 具 体 的 対処 を 調査 し た も の（ 金 村 ，旗 持 ， 2014） で あ った 。 ま

た 、足 ト ラ ブル を 早 期 発見 す る アセ ス メ ン トツ ー ル 開発 の た め 、生 理学

的な調査を実施したもの（鷲田ら ，2007）がある。また、 HIV による末梢

神 経 障 害 に 関 す る 研 究 も 、 既 存 の ス ク リ ー ニ ン グ ツ ー ル （ Subjective 

Peripheral Neuropathy Screen）の HIV 患者への適応を検討した研究が 1

件（ McArthur， 1998）のみであった。糖尿病や HIV に関する研究数の多

さ から す る と、 神 経 障 害に 関 す る研 究 の 割 合は 極 め て少 な い と 言え る。

糖 尿病 性 神 経障 害 は 、 痛覚 低 下 に伴 う 感 染 症や 足 壊 疽、 下 肢 切 断と いう

別の側面に繋がる進行性の様相を呈する。HIV においても、末梢神経障害

が 生じ て く ると い う こ とは 、 生 命を 脅 か す 他の 合 併 症の リ ス ク も高 まっ
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て いる こ と を意 味 す る 。い ず れ も、 疾 患 の 進行 に 伴 い様 々 な 局 面が 出現

し てく る 。 その た め 、 しび れ が 研究 に お い て主 題 的 に扱 わ れ る こと が少

ないと考えられる。  

国内外において研究数が増えているのが、 CIPN に関するものである。

CIPN という用語が広く使われており、研 究領域としても確立しているこ

と言える。さらに、近年では TIPN（ Taxane-Induced Peripheral Neuropathy）

と、原因薬剤を特定した表記も見られるようになってきた。このように、

CIPN を 扱 っ た 研 究 の ほ と ん ど （ 武 居 ， 瀬 山 ， 石 田 ， 神 田 ， 2011 ；

Tofthagen,McAllister,& McMillan,2011；梅岡ら，2012； Maxwell,2013；

三 木， 雄 西 ， 2014） が 、使 用 薬 剤 毎に 適 応 癌腫 と セ ッ トに さ れ 研究 が な

される傾向にある。  

研 究の 方 向 性 とし て は 、症 状 管 理 と実 態 調 査に 大 別 さ れる 。 症 状マ ネ

ジ メン ト に 関し て は 、 看護 師 の 視点 か ら 早 期発 見 の ため の 評 価 法に つい

て (Donovan, 2009)や、不安や鬱、痛みに関する対処法を示したもの（ Brem

＆ Kumar,2010)がある。患者のセルフケアという点からは、温灸 の有効性

を 検 討し た も の （ 梅 岡 ら ， 2012； 堀口 ら ， 2012） が あ る。 実 態 調 査と し

ては、糖尿病を基礎疾患として持つ乳がん患者の CIPN に対して薬物療法

と 理 学 療 法 を 導 入 し て QOL の 低 下 を 防 い だ と い う 事 例 報 告 （ Wampler, 

Hamolsky,Hamel,Melisko,and Topp,2005） や 、 末 梢 神 経 障 害 の 様 相 を 調

べ た も の (高 橋 ら 、 2010； Tofthagen et al., 2011)が あ る 。 こ れ ら の 調

査 では 、 末 梢神 経 障 害 の実 態 が どの よ う に なっ て い るか に 焦 点 があ てら

れ てお り 、 それ を 患 者 がど の よ うに 感 じ て いた り 、 疾患 と の 関 連で どの

ように意味づけていたりするかということは記述されていない。  

そこで、CIPN の患者体験に焦点をあてた、質的研究 2 件を検討した。1

件 目は 武 居 ら （ 2011） によ る 、 オ キサ リ プ ラチ ン に よ る末 梢 神 経障 害 を

体 験し た 大 腸が ん 患 者 の生 活 に おけ る 困 難 さと 対 処 法を 明 ら か にし たも

のである。研究は、 25 名の患者を対象に、半構成的面接を実施し質的帰

納 的に 分 析 し、 困 難 さ につ い て は【 し び れ によ り 生 じる 日 常 生 活へ の支

障】【しびれにより生じる社会生活の制限】という 2 カテゴリー、対処

に つい て は 【し び れ の 予防 ・ 軽 減の 主 体 的 対処 】 【 しび れ に 応 じた 調整

による対処】の 2 カテゴリーを抽出した。これらの結果は、脳卒中後遺

症によるしびれや痛みの様相について、GTA を用いた記述的研究を行った

登 喜ら （ 2005） の 結 果 と類 似 し て いる 。 武 居ら の 研 究 が 、 生 活 にお け る

困 難と 対 処 に焦 点 を 当 てて い る ため 、 使 用 薬剤 や が んと の 関 連 は結 果に

は 現れ て い ない 。 疾 患 が異 な る 患者 に 対 し て、 同 じ 目的 ・ 研 究 手法 でな

された研究結果が類似していることから、次の 2 点が言える。 1 点目は、

研究手法による結果の類似性である。両研究共に、 20 名以上の語りから

しびれによる困難とその対処に焦点を当て、カテゴリーを抽出している。

そ の過 程 で 、が ん や 脳 卒中 と い った 病 状 も 含め た そ れぞ れ の 文 脈が 切り
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落 とさ れ 、 抽象 度 が 上 がっ て い く段 階 で 、 結果 的 に 同じ も の が 残っ た可

能 性で あ る 。も う 一 つ は、 疾 患 に関 係 な く 、生 活 上 の困 難 さ と いう 点に

お いて は 共 通し て い る 部分 が 多 いと い う 可 能性 で あ る。 現 時 点 にお いて

は、類似の手法による研究 は 2 件のみであり、どちらの可能性であるの

かは、更なる研究の蓄積が必要である。  

三 木 ， 雄 西（ 2014） は 、 武 居 ら（ 2011） と 同 様 の 薬剤 を 使 用 す る 対象

であるが、進行再発大腸がん患者 8 名に半構成的面接を実施し、困難や

対 処な ど に 絞ら ず そ の 体験 を 示 した 。 結 果 とし て 、 治療 前 に は 想像 でき

な いオ キ サ リプ ラ チ ン 特有 の 過 剰な 知 覚 の 具体 的 症 状が 明 ら か にな った

とし、【 自 ら体 験 し て初 め て わか っ た し びれ の 感 覚】【 し び れを 我 慢 して

でも 生 き たい】【 当 たり 前 だ った 自 分 の 生活 が で きな く な る 脅威】【 ぎり

ぎりまで「自分で自分のことができること」を死守したい】【しびれを抱

えつつ安全な生活を確保するための努力】の 5 つのカテゴリーを抽出し

た。 3 つ目や 5 つ目のカテゴリーは、武居ら（ 2011）登喜ら（ 2005）との

類 似が 確 認 でき る 。 他 方で 、 進 行再 発 大 腸 がん 患 者 にと っ て 、 最後 の治

療法であるオキサリプラチンの副作用としてのしびれであることが、【し

びれを我慢してでも生きたい】というカテゴリーに現れていた。以上の 2

件 の患 者 体 験を 探 究 し た研 究 結 果か ら は 、 生活 で の 困難 さ や 対 処に おけ

る 患者 体 験 の共 通 性 が 確認 さ れ た。 そ の 一 方で 、 本 研究 で 探 究 しよ うと

し てい る 、 しび れ が 患 者に と っ てど の よ う な意 味 を 帯び て 現 れ てく るの

か は、 文 脈 に依 存 し て おり 、 複 数事 例 を 類 型化 す る 手法 で は 、 明ら かに

できないことがわか った。  

総 括す る と 、 上記 の 末 梢神 経 障 害 に関 す る 文献 で は 、 アセ ス メ ント ツ

ー ルを 開 発 し、 し び れ を可 視 化 する こ と で 正確 に 評 価し よ う と する 傾向

で ある 。 両 者と も に 命 を脅 か す 疾患 が 薬 剤 によ り 救 われ る 一 方 で、 その

薬 剤に よ り 末梢 神 経 障 害を 起 こ して し ま う とい う 背 景が あ る 。 そし て、

末 梢神 経 障 害の 出 現 は 、薬 剤 を 中止 ・ 減 量 する 指 標 にな る た め 、い つだ

れ が見 て も 同じ 評 価 が でき る こ とが 求 め ら れて い る 。こ の よ う な状 況に

お いて は 、 まず は 末 梢 神経 障 害 の評 価 が 適 切に な さ れる こ と が 、 治 療上

の優先事項でもあり、それが 患者の QOL 向上にもつながる。他方で、評

価という方向性だけでは、患者理解に基づくケアは難しい 。 CIPN 領域に

おいても、患者経験を探求し知見を蓄積していくことが必要である。  

 

２．中 枢 神 経 障 害 によるしびれ  

中 枢神 経 障 害 によ る し びれ で は 、 脳卒 中 後 遺症 と 難 病 関連 で 研 究が な

されていた。脳卒中後遺症のしびれに関する研究としては、 2000 年初め

か ら 実施 さ れ て い る 登 喜 ら（ 2005， 2007） の 研究 が あ る 。 登 喜 ら の研 究

は 一貫 し て 「し び れ は 主観 的 知 覚で あ る 」 とい う 前 提に 立 ち 、 対処 法を
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見 つけ て い く と いう 方 向性 を も っ てい る 。 一方 、 坂 井 （ 2008） は後 遺 症

と して し び れだ け が 残 った 患 者 との 関 わ り の難 し さ から 出 発 し 、患 者が

ど のよ う な 経験 を し て いる の か を探 求 す る ため に 、 日常 生 活 で の体 験に

着 目し 、 し びれ の 体 験 とそ の 意 味を 質 的 記 述的 に 明 らか に し て い る 。ま

た 、回 復 期 リハ ビ リ テ ーシ ョ ン とい う 場 に 焦点 を あ て、 脳 卒 中 患者 のし

び れや 痛 み と 対 処行 動 の様 相 を 明 らか に し た 研 究 （ 土 田， 土 屋 ， 2012）

が ある 。 難 病患 者 の し びれ に 関 する 研 究 と して は 、 多発 性 硬 化 症患 者へ

の質問紙調査（和田 ，渡辺，2001）や、後縦靭帯骨化症への質的研究（ 浜

崎 ，福 間 ， 長 井 ， 2008）が あ り 、 いず れ も しび れ を 常 時感 じ る つら さ を

指摘している。  

別 の角 度 か ら 研究 し た もの と し て 、し び れ とう つ と の 関係 に 焦 点を 当

てた研究（ Morimoto,Schreiner,& Asano,2002；山口ら ， 2014）や、腰椎

術後のしびれ（ 梅津 ，武田， 2011）、さらに生理学的研究では、健康人の

正 座に よ る しび れ 感 と 末梢 血 流 状態 と の 関 係を 調 べ た実 験 研 究 （佐 藤 ，

中村， 2007）があった。  

以下では、中枢神経障害によるしびれを主題とした 4 件について検討

し、本研究の立場を示していく。  

 

登喜ら（ 2005）は、しびれや痛みの様相について GTA を用いた記述的

研 究を 行 い 、さ ら に 代 替療 法 や 対処 法 に つ いて の 質 問紙 調 査 （ 登喜 ら ，

2007）を実施している。 2005 年の研究は、しびれについてなされた初め

て の看 護 研 究で あ り 、 脳卒 中 後 遺症 と し て のし び れ の様 相 を 示 した 先駆

的な論文である。  

まず、 2005 年の研究では、脳卒中者が経験しているしびれや痛みの状

態 や要 因 、 日常 生 活 へ の影 響 や その 対 処 な どの 様 相 を明 ら か に する こと

を目的とし、25 名の参加者に対して半構成的面接法でデータ収集し、GTA

で 分析 し て いる 。 結 果 では 、 患 者が 体 験 し てい る し びれ や 痛 み の内 容を

【しびれ・痛みの表現と要因】【しびれ・痛みに 伴う感 覚異 常 】【しび れ・

痛み の 日 常生 活 へ の 影響】【 し びれ ・ 痛 みの 医 療 者の 対 応】【し び れ ・痛

みの受け止め】【しびれ・痛みへの対処】に大別し、さらにそれぞれの 内

容 につ い て カテ ゴ リ ー とサ ブ カ テゴ リ ー を 抽出 し て いる 。 考 察 では 、し

び れや 痛 み の特 徴 と 特 異な 感 覚 とし て 、 し びれ が そ の本 人 に し かわ から

な い、 目 に 見え な い 障 害で あ り 、周 囲 の 理 解を 得 る こと が 難 し く、 変幻

性 があ る と 特徴 づ け て い る 。 そ して 、 周 囲 に理 解 さ れな い こ と で苦 しみ

がつのる体験をしていたと述べている。  

ここではこの研究の考察について 2 点考えたい。1 点目は、患者の「な

った者にしかわからない」という発言についての解釈である。登喜らは、

「 体験 を 言 語化 で き な いが ゆ え に他 者 と 共 有で き な い苦 悩 で あ ると とも

に、様々な感情が混在し一言で言い表せない苦悩であるように思われる」
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と 考察 し て いた 。 だ が 、患 者 は しび れ の 感 じを 様 々 に表 現 し て いる こと

か ら、 表 現 を工 夫 し て も“ 伝 わ って い な い こと が 伝 わっ て く る こと ”の

つらさであると解釈することもできる。このような視座に立つと、「なっ

た もの に し かわ か ら な い」 と い う発 言 は 、 伝わ ら な いと い う 他 者と の関

係 のな か か ら生 じ て お り、 そ れ ゆえ し び れ を患 者 に しか わ か ら ない 私秘

的な経験とすることを、留保する根拠となる可能性がある。2 点目は、患

者 らは 医 療 者か ら 勧 め られ た 対 処法 で あ っ ても 、 効 果が な い と 判断 した

ら 、他 の も のに 代 え て おり 、 そ れは 積 極 的 な対 処 行 動だ と す る 考察 につ

い てで あ る 。こ れ は 、 医療 者 が 対処 法 を 提 供す る だ けで は な く 、む しろ

患 者と 共 に 対処 法 を 勘 案し 、 そ の経 過 で 生 じる 悩 み ・不 安 な ど を共 有す

ることが、看護として重要であることを示唆していると考えられる。  

登喜ら（ 2005）の研究では、しびれの罹患年数が平均約 8 年という慢

性 期に あ る 患 者 を対 象 とし て い た のに 対 し て、 土 田 ， 土屋 （ 2012） は、

回復期にある患者の経験に焦点をあて M-GTA で分析を行っていた。この

研 究の 結 果 ・考 察 か ら 明ら か に なっ た こ と につ い て 、本 研 究 へ の示 唆と

いう点から考えてみたい。まず、3 つのカテゴリーを挙げているが、それ

ら を切 り 離 して 考 え る こと が で きず 、 複 雑 に絡 み 合 って い た と いう 結果

が 出て い た 。カ テ ゴ リ ーを 作 る とい う 、 文 脈を 切 り 落と す 作 業 をし たこ

とで、図らずも切り離せないことが示されたと言える。分離してもなお、

重なり合っている、つまり、分離しきれないことが生じていた 。それは、

翻 すと 、 文 脈を そ の ま まに 分 析 する よ う な 視点 を 、 しび れ と い う事 象が

要求しているとも言える。  

2 点目として、患者は効果的と言われる対処法を 鵜呑みにするのではな

く 自ら が 主 体的 に 対 処 法を 模 索 し、 選 択 し てい る と 考察 さ れ て い た 。こ

れ は、 前 述 の 登 喜ら （ 2005） とも 重 な り 、 これ ら の 結 果か ら は 患者 が 具

体 的な 対 処 法の 提 供 を 求め て い るわ け で は ない こ と がわ か る 。 そし て、

看 護実 践 と して は 患 者 が自 ら の 対処 法 を 模 索す る プ ロセ ス に 、 寄り 添い

と もに あ る こと が 重 要 だと 推 測 され る 。 最 後に 、 論 文中 の エ ピ ソー ドか

ら 、次 の 重 要な 示 唆 が 得ら れ た 。患 者 が ぽ ろぽ ろ 泣 いて い る と 、看 護師

が 「ど う し たの ？ 」 と 声を 掛 け たこ と が 、 救い に な った と い う エピ ソー

ド であ る 。 この 患 者 の 語り か ら は、 対 処 法 を提 供 す るこ と の み が救 いに

な るの で は なく 、 患 者 のつ ら さ を察 知 し 声 をか け 、 その 想 い を 共有 しな

がら傍に居ることがケアにつながることを示唆している。  

続けてなされた、登喜らの 2007 年の研究では、対処法を探究する実態

調 査 が 質 問 紙 調 査 に よ り な さ れ た 。 明 ら か に さ れ た 対 処 法 に つ い て は 、

「 痛み だ け の者 」 は 寒 冷刺 激 を 避け た り 、 温め た り 休め る な ど の「 保護

的対 処 」 が上 位 項 目 とな っ た が、「 し び れだ け の 者」 は 家 族 らと 過 ご す、

患 者会 に 参 加し て 情 報 を得 る な どの 他 者 と の交 流 が 上位 に 入 っ てい た。

また、「痛みもしびれもある者」は、この両方に加え「一人で耐える」と
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い う項 目 が 入っ て い た とい う 結 果と な っ た 。こ の 結 果か ら は 、 しび れを

訴 える 患 者 は他 者 と の 交流 、 特 に家 族 や 患 者会 な ど 親し い 人 、 状況 がわ

かる人との交流を 求めていたことがわかる。  

次 に対 処 法 から 得 ら れ た効 果 に つい て、「 しび れ だ けの 者」「 痛み もし

び れも あ る 者」 は 実 施 した 療 法 の効 果 に つ いて “ ど ちら と も い えな い”

と 回答 し て いる も の が 多か っ た 。そ れ に つ いて 、 多 くの 療 法 を 用い ては

い るが 、 そ の効 果 が 実 感で き な い不 確 か な 状況 で あ ると 結 論 づ けら れて

い た。 こ の こと か ら 、 しび れ に 対し て 対 処 法を 模 索 する こ と の 限界 も 示

さ れて い る と言 え る 。 しび れ は 難治 性 で あ り、 効 果 的な 治 療 法 も確 立さ

れ てい な い 。そ の な か で、 し び れに 効 果 的 な対 処 方 法を 探 す こ とは 、患

者 ―看 護 師 双方 に と っ て、 見 つ から な い も のを 探 す こと に な り 、解 決策

と はな ら な いこ と が 推 察さ れ る 。登 喜 ら の 継続 的 な 研究 に よ り 、脳 卒中

後 遺症 と し てほ と ん ど 研究 が な され て い な かっ た 分 野を 切 り 開 いた 、そ

の 成果 は 非 常に 大 き い 。他 方 で 、対 処 法 を 模索 す る 方向 性 で の 研究 を進

め てい る も のの 、 現 状 では し び れの ケ ア が 確立 し た とは 言 い 難 く、 方向

性を異にするアプローチも必要であると考える。  

そこで、次の 2 点を、登喜らの先行研究からの知見を受けた、本研究

の立場として示したい。1 点目は、しびれている方へのケアとして、対処

法 を探 す こ とと は 異 な る方 向 の ケア の 検 討 であ る 。 しび れ て い る人 に特

徴的であった「家族らと過ごす」「積極的に人と話をする」などの他者と

の交流と、「一人で耐える」という一見正反対の対処方法だが、これはど

ち らも 他 者 にわ か っ て ほし い と いう こ と が 根底 に あ る と 言 え る 。 わ かっ

て ほし い け どわ か っ て もら え な いか ら 「 一 人で 耐 え る」 と い う 対処 をす

る人、わかってほしいから「積極的に人と話をする」「患者会などに参加

す る」 と い う人 。 こ れ らは 痛 み や麻 痺 な ど とは 違 う しび れ の ひ とつ の特

徴 であ る 。 そう だ と す ると 、 対 処法 を 探 す 手前 に 、 患者 が 経 験 して いる

こ とを 経 験 して い る ま まに 記 述 する 、 こ の こと が 求 めら れ て い る と 言え

る。  

2 点目は、研究方法についてである。登喜ら（ 2005）は、しびれには変

幻性があり、また表現することが難しいと述べているが、 2007 年論文で

は 量的 な ス ケー ル を 用 いて 評 価 して い た 。 ここ に ひ とつ 矛 盾 が ある 。常

に 状況 に よ って 移 ろ い やす い も のを 、 質 問 紙と い う 決め ら れ た 枠で 捉え

る こと は 、 患者 経 験 を 大き く 離 れる こ と に なり 、 ま た表 現 で き ない とす

るものを、強さとい う物差しで VAS を用いて点数化していることも同様

で ある 。 こ のこ と か ら 、し び れ の経 験 を 量 的な 研 究 のみ で 探 究 する こと

は 、し び れ とい う 事 象 を捉 え 損 ねる こ と に なる 。 よ って 、 先 行 研究 でな

された GTA や質問紙とは異なる理論的背景が必要とされていると言える。 

  

 前述の 3 つの研究がしびれの様相や対処法を探究する方向性であった



16 

 

の に対 し て 、 坂 井（ 2008） は 、個 々 の 患 者 の経 験 に 着 目し 当 事 者の 視 点

か らそ の 経 験 を 探究 し てい る 点 が 特徴 的 で ある 。 坂 井 （ 2008） は、 脳 卒

中後 遺 症 とし て し び れだ け が 残っ た 患 者 との 関 わ りの 難 し さ から 出 発 し、

患 者が ど の よう な 経 験 をし て い るの か を 、 日常 生 活 での 体 験 か ら質 的記

述 的に 明 ら かに し た 。 結果 に お いて 、 日 常 生活 の 文 脈を 残 し つ つ、 当事

者 の視 点 か らし び れ が どの よ う に現 れ 、 そ れを ど の よう に 体 験 して いく

の かと い う こと が 記 述 され た こ とは 意 義 深 い。 考 察 にお い て は 、運 動と

触 覚を 切 り 離し 、 運 動 に触 覚 が 伴わ な い こ とが 微 細 な動 作 に お いて 困難

さ が生 じ る 原因 だ と 、 因果 関 係 的な 説 明 を して い る 。ま た 、 日 常性 の喪

失 が苦 悩 に つな が る と 考察 さ れ てい る が 、 部分 的 に でき る こ と ―で きな

い こと が 混 在し て お り 、喪 失 と は言 い 切 れ ない 状 態 が結 果 か ら 伺え る。

む しろ 、 は っき り と ど ちら か に 固定 し な い こと が 苦 しさ を 招 い てい ると

言 える 。 ま た、 慣 れ る とい う プ ロセ ス に 着 目し て い る点 に は 独 自性 があ

る が、 そ の 分析 が 「 日 々の 積 み 重ね の 中 で ごく 自 然 に生 じ て い る」 と簡

潔 にま と め られ て い た 。こ れ を 、身 体 化 さ れて い く 過程 と し て さら に緻

密な分析がなされることが期待される。  

 

４．しびれの看 護 研 究 のまとめ  

ここまでの先行研究の検討から、次の 3 点が示唆される。1 点目は研究

方 法 の 選 択 に つ い て で あ る 。 登 喜 ら （ 2005,2007）、 土 田 ， 土 屋 （ 2012）

ともに GTA/M-GTA を用いていた。だ が、複雑に絡み合った、またインタ

ビ ュー デ ー タだ け で 十 分に 表 現 しき れ な い 微妙 な 感 覚的 な も の を扱 って

いるため、文脈から切り離しカテゴリー化し一般化を目指す GTA と、し

びれという事象がそぐわないことが示された。  

以 上の こ と か ら、 患 者 が経 験 し て いる こ と に接 近 し て いく た め には 、

個 別の 文 脈 を切 り 離 さ ず、 事 象 の現 れ に そ って 分 析 を行 う 必 要 が あ ると

言 える 。 そ こで 、 要 請 され る の が、 現 象 学 的な 方 法 的態 度 で あ り、 分析

の 視点 の 取 り方 で あ る 。 そ の 視 点は ど の よ うに 定 ま って く る の か。 現象

学 的研 究 で は、 あ ら か じめ 決 ま った 見 方 に 沿っ て 解 釈し た り 、 複数 参加

者 の経 験 か ら個 別 の 文 脈を 切 り 離し 、 類 型 化や 理 論 化を 目 指 す ので はな

い。むしろ、個別の事象が示すとおりに、事象がどのような意味を伴い、

ど のよ う に 経験 さ れ て いる の か を探 究 す る 。そ の 際 、探 究 す る 事象 に対

し て、 無 自 覚に 働 い て しま う 先 入見 に 気 づ かせ て く れる の が 現 象学 の思

想 であ り 、 先入 見 を 留 保し 事 象 に臨 む こ と が現 象 学 的態 度 に よ って 可能

に なる 。 そ れに よ り 、 これ ま で 見て い た の に見 え て いな か っ た 視点 に研

究者が気付くことを可能にする。いわば、隠れていた探究すべきものを、

見 える よ う にす る そ の 切り 口 を 示し て く れ るの が 、 現象 学 で あ る。 ここ

で 、切 り 口 とし た の は 、 事 象 の 分析 に 際 し ても 現 象 学を あ て は める と、
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そ れは 現 象 学が ひ と つ の先 入 見 とな り 、 本 末転 倒 と なる か ら で ある 。 詳

細 は、 後 述 の「 研 究 デ ザイ ン 」 で述 べ る が 、現 象 学 とい う 切 り 口 に よっ

て 、初 め て 見え て き た もの を 、 見え た ま ま に記 述 的 に発 見 し て いく こと

が現象学的研究の成果となる。  

ま た、 現 象 学 的研 究 で は、 個 別 事 例の 内 容 では な く 、 事象 が ど のよ う

に 成り 立 っ てい る の か を、 記 述 で開 示 し て いく こ と が目 指 さ れ る。 成り

立 ち と は 、 意 味 が い か に 生 起 し て く る の か を 捉 え る こ と で あ り 、 鷲 田

（ 1997）によると、「世界をそれが現れているかぎりでその現れにそくし

て 問題 に す る。 だ か ら そこ で は 、現 れ の 構 造、 つ ま りは 、 何 か が何 かと

し て何 か に 対し て 現 れ る時 の そ の＜ 関 係 ＞ が問 題 と なる 。 し か もそ れら

の ＜関 係 ＞ が、 そ の 生 成を 可 能 にし て い る 媒体 、 な いし は 条 件 もろ とも

問題 と な るの で あ る 。」（ p8） と 述べ ら れ る。 本 研 究に お い て は、 患 者が

“ しび れ を 、し び れ と して 、 ど のよ う に 経 験し て い るか ” を 、 はっ きり

言 葉に で き ない よ う な 感覚 的 な 経験 （ 言 語 化以 前 の 経験 ） か ら 、 し びれ

の現れを、現れ方ごと記述していくことである。  

2 点目は、データ収集方法についてである。先に示した 2 件は、いずれ

も 、半 構 成 的面 接 の み でデ ー タ を収 集 し て いた 。 だ が、 言 葉 に しづ らい

と いう し び れを 、 イ ン タビ ュ ー デー タ の み で探 究 し てい く に は 、限 界が

あ る。 そ こ で、 患 者 と 共に 様 々 な場 に 参 加 して い く フィ ー ル ド ワー クを

行 い、 動 作 や他 者 と の 関係 な ど も含 め て フ ィー ル ド ノー ツ と し て 記 録し

ていく必要があると言える。  

3 点目として、対処法を探究していく方向性についてである。現場では

確 かに 患 者 は「 こ の し びれ を ど うに か し て くだ さ い 」と 訴 え 、 対処 法を

求 めて い る かの よ う に 見え る 。 しか し 、 果 たし て そ うな の だ ろ うか 。登

喜 ら （ 2005） や土 田 ， 土 屋（ 2012）の 研 究 結 果に お い て 、 患 者 ら が提 供

された対処法を鵜呑みにしていないことが明らかにされてい た。これは、

患 者ら が 対 処法 を 提 供 され る こ と だ け を 、 必ず し も 求め て い る わけ では

な いこ と を 示し て い る ので は な いか 。 そ れ は、 個 々 の経 験 が 個 別性 に富

む ため 、 具 体的 な 対 処 法が 、 か えっ て 自 ら に適 応 し づら い こ と が推 察さ

れる。 Thomas＆ Pollio（ 2002/2006）は、問題解決型志向でなされている

実践 に は、“ 看 護 す る ” と い うこ と に 対 する 深 い 理解 が 欠 け てい る と し、

「 長き に わ たっ て 私 た ちは 患 者 の訴 え を 解 決す べ き 問題 で あ る と捉 えて

しまっていたのではないだろうか。」（ p17）と異論を呈する。これらのこ

と から 、 対 処法 を 提 供 する 以 外 の看 護 の あ り方 を 、 ひと り 一 人 の患 者の

経験をもとに検討し直す必要があると言える。  

よ って 、 本 研 究で は 、 患者 ら の 経 験を 大 勢 のう ち の 一 つと し て 扱う の

で はな く 、 個別 の 経 験 とし て 掘 り下 げ 記 述 する こ と で、 経 験 に 寄り 添う

時 の在 り 方 が提 示 さ れ 、し び れ のケ ア を 拓 く契 機 に なる こ と が 期待 され

る。  
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Ⅲ .  研 究 目 的 ・意 義  

 本研究では、患者の経験を理解するという看護の基本姿勢に立ち帰り、

これまで言語化されていないしびれの経験を、患者の経験に沿って示す

ことを目指している。  

【研究目的】  

回 復期 に あ る 中枢 神 経 障害 患 者 の フィ ー ル ドワ ー ク に よっ て 、 しび れ

ている身体で生きる経験を、現象学的記述 を通して開示することである。 

【研究意義】  

中枢神経障害によるしびれがどのように経験されているのかを、長期

間のフィールドワークを通して現象学的記述 によって 示すことにより、

しびれている身体の多様な現れを明らかにし、しびれを理解する新たな

視座を提示することにある。  

具体的には、次のことが考えられる。第一に、しびれを訴える患者と

医療者との関係改善である。患者は、しびれを表現することの難しさが

あり、うま く伝えられないもどかしさもその困難さの一つとしてあった。

本研究の結果として記述的に示していく 、文脈を伴った他者のしびれの

経験やその言語化 が、自らのしびれの経験に言葉を与えていく 手がかり

になると考える。医療者にとっても、「わからない」ことがどのように生

じているのか理解が進むことで、 患者の訴えを捉える視点が変わること

が期待される 。さらに、それらが 関係の 改善につながり、しびれのケア

が様々に展開していくことにもつながると考える。  

第二に、障害受容とは異なる後遺症との付き合い方を、患者とともに

発見していくことである。 入院期間の短縮化、療養の在宅化が進み、中

枢神経障害における回復期は、 濃厚に医療者が関わることができる貴重

な時間であると言える。その回復期において、後遺症とともに、どのよ

うに先の時間を歩んでいけばよいのかを見つけることは重要な課題であ

る。しびれている身体がどのように経験されているのかが開示されるこ

とで、それに伴う困難さに配慮したケアや訓練につなげ、退院後に何が

どのように経験される可能性があるのかなどを、事前に共に考えること

ができるだろう。それによって、退院後に患者が歩んでいく先の時間に

見通しが立てられることができるのではないかと考える。  
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 研 究 方 法  

Ⅰ .  研 究 デザイン  

A．方 法 論 の検 討  

本研究では、患者の経験を理解するという看護の基本姿勢に立ち帰り、

しびれの経験を、患者の経験に沿って示すことを目指している。その際、

現 象学 と い う思 想 的 背 景が い か にし て 要 請 され た の か、 そ の 理 由を 述べ

ていく。  

 

医 療の 現 場 で は誰 が 見 ても 同 じ よ うに 評 価 でき 、 そ れ が共 有 可 能で あ

るこ と が 求め ら れ て いる 。 そ のた め、“ 主観 的 な ”自 覚 症 状 に対 し て は、

画 像化 や 数 値化 す る こ とで “ 客 観的 ” に す ると い う 方向 性 が 、 多く の研

究において確認できる。例えば、f-MRI などの画像を介して慢性疼痛のメ

カ ニズ ム や 介 入 の 評 価 を探 究 す る実 証 実 験 研究 と 、 その 実 践 で の応 用が

集 学的 医 療 と し て 、 麻 酔科 医 や 理学 療 法 士 を中 心 に 系統 的 に な され てい

る（住谷ら， 2007；北原，小島，花田，栗山，大村， 2009；柴田，住谷，

真 下 ， 2011； 城 ， 松 原 ， 2011； 宇 野 ， 城 ， 松 原 ， 2014； 林 ら ， 2015， 他

多数）。看護領域でも、甘味と下降性痛覚調節系の関連を調べたものや（掛

田， 2011）、痛みを実験で測定し、注射時の痛み緩和という応用を検討し

た もの が あ る （ 深井 ， 大名 門 ， 1992； 深 井 ，新 見 ， 田 中， 1999）。 また 、

超 音波 で 正 座時 の 血 流 を測 定 し 、し び れ と 血流 の 関 連を 測 定 し た実 験研

究 （佐 藤 ， 中 村 ， 2007）な ど が あ る。 こ れ らは 、 対 象 者を あ る 母集 団 か

ら サン プ リ ング し 、 室 温・ 湿 度 を一 定 に 保 ち、 睡 眠 時間 や 食 事 など も含

め 、コ ン ト ロー ル さ れ た状 況 下 にお く 。 い わば 、 現 実の 生 活 か ら切 り離

し た環 境 を 設定 し 、 再 現性 を 担 保し て い る 。こ の よ うな 方 向 性 は、 生理

学 的な 側 面 から の 新 た な発 見 を もた ら し 、 治療 プ ロ グラ ム の 開 発に つな

げられており（牧野ら，2013；城ら ，2013）大きな意義がある。他方で、

そ こに あ る のは 私 た ち のか ら だ では な く 、 生理 学 的 な反 応 を し めす “人

体”である。“人体”は同一条件下で、同一の刺激に対して同一の反応を

示 す、 母 集 団を 代 表 す る再 現 性 のあ る サ ン プル と し て、 研 究 者 たち の前

に呈されている。  

だが、研究の背景で見てきた X さんのように、患者の経験は“人体”

の 経験 で は ない 。 周 囲 の人 と の 関係 、 身 体 機能 の 回 復過 程 、 社 会的 役割

な ど複 雑 に 交叉 し な が ら、 同 じ 薬を 服 用 し ても 、 効 くと 言 っ た り、 効か

ない と 言 った り す る 、“ひ と ” の経 験 な ので あ る。“ひ と ” には 、 二 度と

して同じ状況、同じ身体はない。“ひと”である、患者の経験を捉えよう

と する と き 、自 然 科 学 的な 枠 組 みで 、 コ ン トロ ー ル した 条 件 下 で捉 える



20 

 

こ とは 難 し い。 仮 に 、 既存 の 枠 組み に 当 て はめ た と して も 、 そ こで 得ら

れる の は 、私 た ち が 日々 生 き てい る 身 体 に基 づ く 経験 で は な く、“ 人 体”

としての押し並べられた数値である。池川（ 1991）は、「人間の行動に関

し て、 本 来 は数 量 化 で きな い 性 質の も の ま でも 間 接 的に 数 量 化 して しま

う危険性はないものだろうか。」（ p18）と、自然科学的な研究方法に傾倒

していく看護に警 鐘をならしている。さらに、「人間の個別性や特殊性を

捨 象し た 後 に残 っ た 一 般性 の な かに 、 看 護 の本 当 の 意味 で の 科 学性 や本

質があるとはどうしても考えられない。」（ p24）と述べ、看護は探究しよ

う とす る 事 象に よ り 、 その 方 法 が導 か れ る べき で あ ると し て い る。 フィ

ールドワークにおいても、手がしびれている A さんが、簡易上肢機能検

査（ STEF） 2を受ける場面が何度かあった。結果はいつも満点で、担当の

作業療法士（以下、 OT）も、「こういうのは問題ないんだよね。」と、 A さ

ん のし び れ が数 値 に は 現れ て こ ない こ と を 認識 し て いた 。 実 践 の場 にお

い ては 、 上 で池 川 が 指 摘し た よ うに 、 自 然 科学 的 な 説明 や 、 数 量化 する

評 価だ け で は患 者 経 験 を十 全 に 捉え ら れ な いこ と が 、医 療 者 に も経 験的

に 把握 さ れ てい る 。 だ が、 研 究 にな る と 、 自然 科 学 的な 思 考 ス タイ ルに

則ることで 、医療者が現場で感じていた事象そのものと乖離してしまう。

こ れら の 事 から 、 本 研 究で は 、 自然 科 学 的 な枠 組 み でな さ れ る 実験 研究

や量的研究とは異なる研究の枠組みが必要とされていると言える。  

で は、 個 別 性 を重 ん じ る帰 納 的 研 究方 法 で ある 、 質 的 研究 で は どう だ

ろ う か 。 し び れ に つ い て 主 題 的 に 扱 っ た 先 行 研 究 は 4 本 （ 登 喜 ら ，

2005,2007；坂井， 2008；土田，土屋， 2012）あり、既に 3 本（登喜ら ，

2005,2007；土田， 土屋， 2012）が GTA で実施されていた 。先行研究で、

結 果と し て 何が ど の よ うに 示 さ れた か も 踏 まえ て 考 えて み た い 。文 献検

討でも述べたが、しびれという事象に対して GTA を用いたことで、次の

難しさが生じていたことが確認された 。1 点目は、言語化されているもの

を基に分析する手法である GTA を、患者自身も言葉にしづらいしびれに

対 し、 イ ン タビ ュ ー と いう デ ー タ収 集 で 実 施し た 点 にあ る 。 イ ンタ ビュ

ー デー タ で は、 当 然 の こと な が ら言 語 化 で きる も の しか デ ー タ とし て挙

がってこない。言語化によって、「わからない」というところへ帰着する

よ うな し び れの 経 験 で ある か ら こそ 、 は っ きり 言 葉 にな ら な い 事象 にも

アプローチできる方法が求められる。  

2 点目は、 GTA という手法としびれの経験のミスマッチが挙げられる。

GTA では、個別の経験の探究というよりも、むしろ帰納的 に理論構築をす

る こと で 、 ある パ タ ー ンや 変 化 など を 予 測 し、 実 践 に活 か す こ とに 主眼

が 置か れ る 。そ の た め 、意 味 が 立ち あ が っ てく る 個 別の 様 々 な 文脈 は捨

象 され 、 背 景を 伴 わ な い抽 象 度 の高 い 言 葉 だけ が 残 って い く 。 する と、

文 脈の な か では つ な が って い た もの が 、 別 様に 分 類 され て し ま う。 例え

                                                                 
2  S T E F :  S i m p l e  Te s t  f o r  E v a l u a t i n g  H a n d  F u n c t i o n  
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ば 、登 喜 ら （ 2005） で は、 ＜ し び れ・ 痛 み が強 ま る 時 ＞＜ し び れ・ 痛 み

が弱まる時＞がカテゴリーとして挙げられているが、弱まる時として“身

体 を動 か す ”が あ り 、 強ま る 時 にも “ 動 い た後 ” が 含ま れ る 。 動く こと

が 両方 に 分 類さ れ る と いう 矛 盾 が生 じ て し まう 。 こ のよ う に 、 文脈 から

切 り離 す こ とに よ っ て 、断 片 的 にし か 見 え なく な っ てし ま う し びれ であ

る から こ そ 、個 別 の 文 脈に 忠 実 に迫 っ て い く方 法 が 必要 で あ る こと がわ

かる。 Thomas＆ Pollio（ 2002/2006）は、「『個』を喪失し、機械化された

枠 組み の な かで 行 わ れ る研 究 や 医療 行 為 は 、ど ん ど んむ な し い 力技 とな

ってしまう。」（ p17）と述べている。本研究においても、患者の生きられ

た 世界 に お いて し び れ がど の よ うに 現 れ 、 成り 立 ち 経験 さ れ て いる のか

を 、個 別 の 文脈 を 携 え たま ま 、 患者 の 視 点 から 探 究 でき る 方 法 が求 めら

れていると言える。  

 

B.現 象 学 と現 象 学 的 アプローチ  

そこで、しびれとともに日常生活を営む患者の経験を、患者がはっき

りと自覚していない次元から記述していく、現象学が道標になるのでは

ないかと考える。  

現象学 （ phenomenology）は、エトムント・フッサール (Edmund 

Husserl,1859-1938)によって創設された哲学上の立場である。その後、

ハイデガー（ Martin Heidegger,1889-1976）や、メルロ =ポンティ（ Maurice 

Merleau-Ponty,1908-1961）、ガダマ― (Hans-Georg Gadamer,1900-2002)

らによって継承発展し、現代思想の一つの潮流とな っている（木田，1970，

1991， 2004；榊原， 2011）。現象学は 、哲学という学問領域のみにとどま

らず、人の営みや成長・発達、病いなどを研究領野とする社会学、心理

学、教育学、精神医学、そして看護学 において取り入れられてきた。  

看護学における現象学的研究の方法論には、大別すると三つの傾向が

みられる。ひとつは、ジオルジ（ Amedeo Giorgi,1931-）やコレッツィ (Paul 

F. Colaizzi,1938-)、ヴァン・マーネン（ Max Van Manen,1942-）ら、心

理学や教育学などの他分野で開発された現象学的アプローチを用いて実

施された研究である （緒方，佐藤， 2004；

Lesniak,2010;Shorter&Stayt,2 009 など）。二つ目は、パースィ（ Rosemarie 

Parse）やワトソン（ Jean Watson）、ベナー（ Patricia Benner）ら、看

護研究者が現象学をみずからの分野に取り込み理論構築を行 い、そ れを

手法として取り入れたものである（広瀬，1992；相良，2004；Naef & Bournes, 

2009）。その中には、広瀬（ 1992）のようにジオルジの方法とパースィの

方法を、研究目的に照らし合わせ改訂したものもある。 最後は、上記の

ような分析方法を用いることなく、現象学の思想を援用し、事象に沿っ

た方法を見出し、記述した研究である（ Thomas & Pollio， 2002/2006；
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西村， 2001；西村，前田， 2011）。どのような方法を用いるのかは、焦点

を当てる事象の特徴と研究目的から導き出す必要がある。 加えて、 既存

の分析方法を用いるのか、現象学の思想 に立ち帰り自ら作り上げていく

のか検討することも必要である（中山， 1993）。  

本研究 は、先にも述べたが、しびれというはっきりと言語化すること

が難しく、且つ様々な物や人との関係の中で現れてくる ものを記述的に

示すことが目的である。また、しびれのみを取り出すような見方ではな

く、しびれている身体がどのように経験されているのかに焦点を当てて

いる。そのための、データ収集としてフィールドワークを基本に据え、

そこで記録されたフィールドノーツを分析対象としている。 これらを鑑

みると、既存の分析方法は、しびれている身体で生きる経験へと接近す

るための方法として、適していない点や不十分な点を残していると言え

る。例えば、 ジオルジやコレッツィの方法や、解釈的現象学を前提とし

ているヴァン・マーネンの方法、これらを発展させたパースィやワトソ

ンの方法は、意識に現れたものを対象とする点や、研究においてはイン

タビューデータを主分析対象とする点がそれにあたる。 ベナーの方法に

関しては、まずハ イデガー の『存在と時間』で展開された基 礎的存在論

に依拠した解釈学的方法である点が、本研究の 理論的背景と 異なる。加

えて、『現象学的人間論と看護』（ 1989/1999）のなかで、メルロ =ポンテ

ィの身体論に立脚し「熟練技能を具えた習慣的身体」という視点を挙げ

ているが（ pp75-90）、そこで示されていた習慣的身体は、状況に促され

自ずと働きだすような身体ではなく、 技能知
ノウハウ

を蓄積している場のように

解釈された身体であった。このようなメルロ =ポンティ解釈は、しびれて

いる身体を捉えるうえで、かえってひとつの先入見になってしまう。  

本研究と同じく、 はっきりと意識化されていないことや身体的な現れ

に着目した研究としてトーマス＆ポリオ（ Thomas&Pollio,2002/2006）が

ある。彼らは、既存の分析方法を詳細に検討し、病 いの経験に身体的な

側面から迫る上で 、「身体性の最も豊かな説明は、メルロ =ポンティの著

作に見いだされる」（ p25）とし、その思想を援用し分析を行っている。

そもそも事象の特徴に即して方法を検討するという現象学の考え方から

すると、既存の分析方法に適さない点があるのであれば、分析方法をそ

の事象に合わせて吟味していくことが求 められていると考えられる。  

以上のことから、本研究では、身体の現象学を展開したメルロ =ポンテ

ィの現象学が、しびれている身体に接近する方法を示して いると考え、

分析の理論的背景とした。他方で、メルロ =ポンティの思想は分析方法で

はない。よって、本研究では、しびれている身体を記述するにはどのよ

うな方法が必要なのか、その方法論の 検討も同時に実施される必要があ

ると考えた。  
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C.現 象 学 的 な視 点 から見 えるもの  

現象学は、自然科学が行ってきたような外部の基準を経験にあてがう

のではなく、経験という偶然的な出来事のただなかから 合理性や真理が

出現してくるその過程を記述的に取り出す（鷲田 ， 2003）ことに主眼を

置いている。このように見ていくとき、私たちが医学の知識を経験の外

からあてはめ、主観的で私秘的な症状と見做していたしびれが、次のよ

うな可能性を得る。すなわち、しびれが周囲の人々や物との関係、季節

の変化など多様な文脈の中から現れていることを、訴えが定まらない“不

定愁訴”として見るのではなく、意味を帯びて現れるまま（現象）に見

ることを可能にしてくれる。  

さらに、わたしたちの身体を、先にみたような“人体”としてではな

く、“生きられた身体（ Lived Body）3”として見ることを可能にするのが、

メルロ =ポンティの＜身体＞ 4である。古典哲学においては、意識＝心と物

体＝身体という図式で捉えられており、物体である身体は理解したり判

断したりといった働きはしないとされていた（木田 ， 1991）。自然科学で

扱う身体は、専らこちらでありそれが“人体”である。だが、メルロ =ポ

ンティ（ 1945/1967）は＜身体＞を、上記の二項対立という枠組みや、＜

身体＞を机や椅子と並んで世界の中にあるとするのではなく、むしろ＜

身体＞とは世界が現れる場であるとし、「私の身体は世界の軸である」「私

は自分の身体を手段として世界を意識する」（ p148）と述べている。この

立場に依ると、しびれを訴える患者が日常生活動作を問題なく行ってい

るように見えたとしても、その中でしびれている身体や、自らのからだ

を含めた周囲の物がどのように現れているのかを、物体でもない意識で

もない両義的な存在であるとした＜身体＞のほうから探究していくこと

が可能になる。それは、“病気ではなく病む人をみる”と教育されている

看護においては、一見すると当たり前のように聞こえる。だが、先行研

究を見るとその枠組みはどうなっていただろうか。先にも触れたが、研

究では無自覚に“人体（ Body）”に生じた症状として扱われ、しびれを＜

身体＞から切り離して扱われていた。同じ轍を踏まないためにも、＜身

体＞に起点を置くことで、先行研究とは異なる立場から、「しびれている

身体」へと迫ること が可能になると考える。  

加えて、メルロ =ポンティは＜身体＞が、習慣的身体（仏： le corps 

                                                                 
3  “ 生 き ら れ た 身 体 ”は 日 本 で は 市 川 浩 が 、そ の 著 書『 精 神 と し て の 身 体 』『 ＜ 身 ＞ の 構 造 』

の な か で 、 次 の よ う に 述 べ て い る 。「『 身 体 』 と い う 言 葉 は ど う し て も 『 精 神 』 と い う 言 葉

と 対 立 す る も の と し て 考 え ら れ る し 、 英 語 の ボ デ ィ と マ イ ン ド を 連 想 さ せ ま す 。」「 マ イ ン

ド ― ボ デ ィ と い う 二 分 法 に 拘 束 さ れ た も の の 考 え 方 と 、 そ れ に 基 づ い た 理 論 の 歴 史 を ひ き

ず っ て し ま う 。」（ 以 上 、『 ＜ 身 ＞ の 構 造 』 p 7 8 よ り ）「『 身 』 は 、 単 な る 身 体 で も な け れ ば 、

精 神 で も な く ― し か し 時 と し て そ れ ら に 接 近 す る ― 精 神 で あ る 身 体 、 あ る い は 身 体 で あ る

精 神 と し て の ＜ 実 存 ＞ を い み す る の で あ る 。」（ 以 上 、『 精 神 と し て の 身 体 』 p 1 9 6 よ り ）  
4  以 下 、こ こ で 検 討 し た メ ル ロ =ポ ン テ ィ の ＜ 身 体 ＞ を 意 味 す る と き に は 、＜ 身 体 ＞ と 表 記

す る 。  
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habituel）と顕在的身体（仏： le corps actuel）という二層からなると

いうことを、幻影肢の患者の経験から述べている（ 1945/1967， p148）。

この見方は、からだが“人体”と見做されることから解放してくれる。

すなわち、＜身体＞が顕在的身体という、いま現れているからだ“人体”

だけではなく、習慣というからだによって生きられた時間も含み込むも

のであるという視点である。このように身体の経験を 見る時、出来てい

ることを出来ないと感じたり、出来ないのにある慣れ親しんだ場 に行く

と動きだし失敗することが、どのように生じてくるのかを 患者の経験か

ら明らかにすることができる 。  

また、この習慣的身体は、ほとんど意識されない仕方で働いていると

されている（ 1960/1970，p29）5。これを、メルロ =ポンティ（ 1945/1974）

は「ひと
、 、

（仏： On） が私のなかで知覚するのであって、私が知覚するの

ではない」（ p21）と述べている。この見方に依ると、しびれている身体

の経験は、私やあなたという閉じられた個人の経験ではなくなり、 ひと
、、

（ On）の経験として、われわれに共有可能なものとして拓かれる。そこ

においては、しびれが主観的症状でありわからないものとされていたこ

とは、主題的な問題ではなくなる。ここにおいて、しびれている身体へ

の道が拓かれる。  

最後に、現象学における「意味」と、それを成り立たせている「 図 /地

（ figure/ground ）」 6について触れて おきたい。メルロ =ポンティ

（ 1945/1967）は純粋感覚などというものは存在しないとし、「初歩的な
                                                                 
5  前 人 称 性 （ 仏 ： p r e p e r s o n n a l i t e） ／ 非 人 称 性 （ 仏 ： i n p e r s o n n a l i t e）： 普 通 我 々 は 自 ら

の 存 在 を 人 称 的 な も の（ つ ま り ＜ 私 ＞ と い う 存 在 ）と し て 理 解 し て い る が 、 2 0 世 紀 の 思 想

に お い て は こ の よ う な ＜ 私 ＞ と い う 個 別 人 称 を 越 え た 意 識 や 行 動 の あ り 方 、 あ る い は ＜ 私

＞ に 先 立 っ て 働 き だ し て い る 生 の あ り 方 を 指 し て い る 。メ ル ロ =ポ ン テ ィ は こ れ を 、「 ひ と

（ O n） が 私 の う ち で 知 覚 す る 」 と 表 現 し た 。  

 私 が 誕 生 し た と き 、 私 は ま だ ＜ 私 ＞ で は な く 、 私 と 言 う 意 識 を も っ て は い な い 。 こ の 段

階 で は 人 称 的 な 生 を 生 き て は い な い 。 後 に 、 す で に ＜ 私 ＞ で あ る 私 の 生 に あ っ て も 、 私 の

生 は 、 或 る 匿 名 的 な 生 と 地 続 き な も の と し て 現 れ る 。 私 は 呼 吸 を し 、 消 化 す る が 、 こ う し

た 私 の 生 は 、 私 が ＜ 私 ＞ の 責 任 に お い て 、 自 覚 的 に 選 び 取 っ た も の で は な い 。 ＜ 私 ＞ の 自

覚 的 で 人 称 的 な 生 の 背 後 で 、 通 常 は そ れ と し て 意 識 さ れ な い 身 体 の 生 が 営 ま れ て い る 。 と

す れ ば 、私 の 生 は 、私 の 中 に あ る ＜ 誰 か ＞ に よ っ て 、強 い て 言 え ば ＜ ひ と ＞（ O n）に よ っ

て 、 そ の つ ど ・ す で に 、 営 ま れ 、 担 わ れ て い る こ と に な る 。 私 は 、 こ の よ う に し て 、 前 人

称 的 な 関 係 か ら ＜ 私 ＞ と な る が 、 し か し 完 全 に ＜ 私 ＞ と な り お え る こ と は な い 。 私 は 、 し

か し そ の こ と で 、他 者 た ち と 非 顕 在 的 な 仕 方 で 結 び 合 っ て も い る の で あ る 。『 岩 波 哲 学・思

想 事 典 』 p 9 6 3、 p 1 3 2 1 よ り 要 約 。  
6  図 と な っ て 現 出 す る ゲ シ ュ タ ル ト （ 形 態 ） が 常 に 何 も の か を 背 景 と し て し か 現 れ な い と

い う ゲ シ ュ タ ル ト 理 論 に 基 づ く 。 こ れ は 、 知 覚 的 体 制 化 を 構 成 す る 基 本 的 特 徴 の 一 つ と さ

れ る 。例 え ば 、白 紙 の 上 の イ ン ク の し み な ど を 見 る 場 合 、し み は 知 覚 意 識 の 焦 点 に 位 置 し 、

背 景 と な る 白 紙 に 対 し て 浮 き 上 が っ て 見 え る 。 前 者 を 「 図 」、 後 者 を 「 地 」 と 呼 ぶ 。『 岩 波

哲 学 ・ 思 想 事 典 』 p 4 3 1、 8 7 3 よ り 要 約 。  

メ ル ロ =ポ ン テ ィ は 、 い っ さ い の 科 学 的 説 明 、 特 に 古 典 科 学 に よ る 説 明 を 否 認 し て 、 私

た ち が 経 験 し て い る 世 界 そ の も の に 戻 ろ う と 企 て た 。 そ の 際 、 人 間 の 知 覚 を 、 刺 激 と 感 覚

の 1 対 1 の 対 応 と 恒 常 的 な 比 例 関 係 が 成 立 す る と い う 恒 常 仮 定 を 用 い て 説 明 す る の で は な

く 、 ゲ シ ュ タ ル ト 、 つ ま り 要 素 の 総 和 に は 還 元 さ れ な い 内 的 文 節 を 持 っ た 全 体 、 あ ら ゆ る

定 立 作 用 に 先 立 つ 構 造 的 意 味 ― 「 地 」 の 上 の 「 図 」 ― を も っ た 有 機 的 全 体 、 こ れ が 知 覚 野

の 構 文 法 だ と 考 え た 。 つ ま り 、 知 覚 と は 、 所 与 の 配 置 と 共 に そ れ ら を 結 合 す る 意 味 を も 一

挙 に 生 み 出 す 働 き で あ り 、 ま た 所 与 が 持 っ て い る 意 味 を 発 見 す る 働 き な の で は な く 、 そ れ

ら が「 あ る 意 味 を も つ 」よ う に す る 働 き な の で あ る と 考 え た 。メ ル ロ =ポ ン テ ィ の 説 く「 生

き ら れ る 世 界 」と は 、ゲ シ ュ タ ル ト と し て の 世 界 に ほ か な ら な い 。（ 木 田： 1 9 7 0、p p 1 2 4 - 1 4 5

よ り 要 約 ）  
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知覚でも、もうすでに一つの意味（ 仏： sens）を担っている」（ p30）と

述べている。例えば、ナースステーションで記録を書いているときに、「ガ

ッシャーン」という音が聞こえたとする。看護師たちは、不穏患者がい

る病室に小走りで駆けつけるだろう。これは、「ガッシャーン」が 何ヘル

ツというような“純粋な音”として与えられているのではなく、“不穏患

者がベッド柵を外し動きだした音”という意味を伴い、看護師に聞こえ

ているのでは ないか。だからこそ、記録を 書き続けるのではなく、ある

病室に走っていくという行動が生じてくる。つまり、私たちが 意識的に

意味づけたりする前に、既にそのような意味を伴って現れてくることが、

メルロ =ポンティの言う「知覚」であり、「現象」である。では、なぜこ

のように意味を帯びてくるのか。これを「 図 /地」で考えてみると、「ガ

ッシャーン」が不穏患者が動き出した音として聞こえることが「図」で

あり、それは、病棟で、しかも不穏患者がいるという「地」の上に成り

立つ。同じ「ガッシャーン」でも、「地」が自宅のリビングに居る時にで

あれば、食器を落とした音という意味を伴い聞こえてくるだろう。  

このような視座に立つとき、患者の経験を研究 者が意識的に 意味づけ

る必要性はなくなる。むしろ、患者に意味を伴い現れてくるままに、患

者の視点から記述していくことが、意味を露にすることになる。そして、

意味だけではなく、その意味を成り立たせている、自覚されていない身

体の次元である「地」も含めて記述していくことにより、例えば「図」

だけを見ていくことで、変幻性があるとされていたしびれに、別様の解

釈可能性が拓かれる。  

 

D．フィールドワークという方 法 への接 近  

本 研究 で は 、 前述 ま で の検 討 を 踏 まえ 、 し びれ を 私 秘 的な 、 そ の人 に

し かわ か ら ない よ う な もの と し て見 る 立 場 をと ら な い。 む し ろ 、私 たち

医 療者 を は じめ 、 家 族 や友 人 な ど 様 々 な 人 たち と の 関わ り や 、 身の 回り

の 道具 な ど の品 々 、 移 ろう 季 節 とと も に 生 活す る 中 で生 じ て く るも のと

して見ていく立場をとる。  

上 記の 視 点 か ら調 査 を 開始 し 、 参 与観 察 と イン タ ビ ュ ーか ら な るフ ィ

ールドワーク（以下、 FW とする）を実施していった。インタビューは、

日時を決め個室で実施したフォーマル・インタビュー（以下、 F-IN とす

る ）と 、 参 与観 察 の な かで ラ ウ ンジ や 病 室 、移 動 中 など か か わ りの 中で

自然発生的になされたインフォーマル・インタビュー（以下、IF-IN とす

る ）が あ る 。後 者 に つ いて は 、 歩き な が ら 、リ ハ ビ リを し な が ら、 周囲

の 人々 と か かわ り な が らダ イ ナ ミッ ク な 形 で生 じ て いた 。 よ っ て、 本研

究 では イ ン タビ ュ ー と して 扱 う より も 、 む しろ 参 与 観察 と し て 動き と会

話を分けることなく、フィールドノーツ（以下、FN）に記載していった。  
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その中で、 FN と F-IN との違いに気が付いた。 FN では、歯磨きや食事

場 面、 歩 行 時な ど 、 同 伴し て い る際 に 、 し びれ に つ いて の 語 り が自 ずと

な され た り 、私 と の や りと り の なか で 参 加 者た ち は 、し び れ て いる 身体

について多く語っていた。他方、 F-IN になると自発的な語りが減り、尋

ね ても 言 葉 が出 て こ な い場 面 が 多く 、 そ れ はイ ン タ ビュ ー 回 数 を重 ねて

も 同様 だ っ た。 し び れ が、 他 者 との 関 係 や 動作 な ど 、前 述 の よ うな 生活

の 様々 な 場 にお い て 現 れる の だ とし た ら 、 イン タ ビ ュー と い う 言語 的側

面 に重 点 が おか れ る 方 法の み で 掬い 上 げ る こと が 、 難し か っ た と思 われ

る 。加 え て 、回 復 期 は 、発 症 か ら数 か 月 も 経っ て い ない 時 期 で あり 、何

か を何 か と して 自 覚 的 に語 る こ とが 難 し い 時期 で あ るこ と も 、 背景 とし

て考えられる。  

そこで、リハビリ場面とその前後の生活動作 の時間も含めた FW をメイ

ン に据 え 、 研究 活 動 を 継続 し た 。本 研 究 に おい て は 、研 究 者 と 参加 者と

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 基 盤 と し 、 特 定 の 見 方 ・ 視 点 に 寄 ら な い

Jorgensen（ 1989）の参与観察の立場をとった。そのため、 FN には、その

日 私が フ ィ ール ド に 入 って か ら 、参 加 者 に 会い 挨 拶 し、 リ ハ ビ リの 時間

や、移動、食事などを共にし、別れるまでを詳細に記載していった（ 1 回

の FN 分量は文字数にして 2～ 3 万字）。そこには、雑談の内容、スタッフ

や 病棟 の 他 の患 者 と の 会話 、 し びれ と 関 係 ない と 思 われ る よ う なこ とも

含 んで い る 。な ぜ な ら ば、 そ れ らが 経 験 を 成り 立 た せる 文 脈 で あり 、背

景 だか ら で ある 。 見 て いる 私 と 、私 と 会 話 して い る 参加 者 、 リ ハビ リス

タッフや家族との会話など、その場に共に参加していることが、本 FN の

基 盤と な っ てい る 。 い わば 、 参 加者 を 中 心 に、 私 も 含め た 関 わ った 人・

物 が登 場 し 、動 作 だ け では な く 、表 情 や 会 話な ど も 記録 さ れ て いる 。そ

のため、会話部分はインタビューとして扱い、動作部分は FN として扱う

と いう よ う な、 切 り 分 けは で き ない 。 む し ろ、 動 作 部分 を 見 て いる 私の

存 在が あ る から 、 そ の 時の こ と をス タ ッ フ が離 席 し たわ ず か な 合間 に、

ち ょっ と 話 し た り、 病 室に 戻 っ て から 話 し たり し て い た 。 こ れ は、 F-IN

では難しいことであり、その場に参加者と共に、ライブに参加しながら、

見て・聞いて・話してというその全体が本研究の FN であり、特徴でもあ

る。このような特徴をもつ FN が主たる分析対象となったのも、「表現し

づらい」「他者にはわからない」と言われているしびれの現れをつかむた

め の方 法 で あり 、 し び れの 現 れ に即 し て 、 現れ る 場 に共 に 参 加 する とい

う、しびれという事象が示してきた方法であると言える。  

 

次に、 FN の特徴について検討していきたい。教育分野でフィールドワ

ークに基づく研究を数多く行っている麻生（ 2009）は、観察には 2 種類

あるとしている。ひとつは、個別性や１回性を重んじ、観察者とのやり

取りが生じるような『現象的観察』である。もうひとつは、昆虫観察な
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どに代表されるような、目の前の個別性ではなく、 その属する「種」や

「類」のサンプルとして観察される『科学的観察』である。実験研究な

どで、ひとを“人体”として観察する場合が後者にあたるだろう。麻生

（ 2009）は、出来事（事象）それ自体を客観的に観察するといったこと

が原理的にはあり得ないとし、人を対象にした観察として『現 象的観察』

を提唱している。さらに、研究者としてその場に居合わせることについ

て、次のように述べている。「私たちは身体をもつ存在として、フィール

ドに足を踏み 入れる。そこで生じるのは、個別的で歴史的な事象である。」

（麻生， 2009， p189）。本研究の FN は、“しびれの経験に関心を寄せる私

という研究者”が、その場を参加者と共に過ごし、そこで生じた一回性

の事象を記録したものである。それは、麻生（ 2009）がフィールドノー

ツを次のように定義づけていることにも裏付けられる。「『現象的観察』

における観察記録文（フィールドノーツ）は、観察された『事象』その

ものの観察記録ではない。それは『観察者が事象をど のように観察した

か』という体験レポートなのである。」（麻生 ， 2009， p189）。  

そこには、自ずと見ている者のパースペクティブが現れる。そのため、

FN には、参加者の動きを見て「ゆっくり屈む」「すっと立ち上がる」など、

何秒という数字ではなくオノマトペ が散見されていた。これらは、本 FN

が『現象的観察』であり、先に示したように個別具体的な経験に根差し

ていることに依る。つまり、予備調査も含めフィールドに長期で入るこ

とが、フィールドワーカーである私に、その場の時間の過ぎ方を身につ

けさせる。さらに、数か月に渡って同じ患者にかかわり続けることが、

患者の動き方や所要時間を無味乾燥な数字ではなく、「すっと」という改

善しているという意味を伴い現れることを可能にする。以上のことから、

フィールドノーツが客観的ではないと見做す『科学的観察』とは、立場

を異にしており、だからこそ見えてくるものこそを、本研究では意味が

立ち上がってくる基盤として、分析対象としているのである。  

 

Ⅱ .  具 体 的 な方 法 と手 順   

A.  調 査 実 施 施 設  

関東圏にある回復期リハビリテーション病院（ 200 床） 1 施設である。

入院患者の概要は、脳卒中 6 割・整形外科疾患 2 割・脊髄損傷 1 割弱で、

その他事故や糖尿病による四肢切断の患者や廃用症候群患者であった。  

当該施設では、入院患者に加え、外来や訪問形式でのリハビリも実施し

て いた 。 リ ハビ リ の 実 施場 所 は 、リ ハ ビ リ 室だ け で はな く 、 病 室・ 病棟

の 廊下 や 階 段、 ラ ウ ン ジ、 患 者 の状 況 に よ って は 食 事や 入 浴 も リハ ビリ

ス タッ フ が 担当 し 、 実 践形 式 を 多く 取 り 入 れ た 訓 練 がな さ れ て いた 。リ
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ハ ビリ 室 は 、療 法 ご と に部 屋 が 分か れ て い るの で は なく 、 体 育 館の よう

な 広さ の オ ープ ン ス ペ ース で 実 施さ れ て い た。 そ こ には 、 入 院 患者 だけ

で はな く 、 外来 リ ハ ビ リを 受 け てい る 患 者 も多 く 、 患者 同 士 で 声を 掛け

あったりしている様子が見られた。  

患者へのリハビリは、次のようなチーム体制が取られていた。患者の症

状 にあ わ せ 必要 と 判 断 され た 、 理学 ・ 作 業 ・言 語 の 各療 法 士 が プラ イマ

リ ーと し て 付き 、 主 治 医・ プ ラ イマ リ ー 看 護師 、 介 護福 祉 士 ・ ケー スワ

ーカが治療方針や退院時の目標設定を実施していた。日々のリハビリは、

プ ライ マ リ ーが 中 心 に 担当 し 、 不在 時 に は プラ イ マ リー が 設 定 した 訓練

項目を他のメンバーが実施するという体制であった。  

 

B. 研 究 期 間  

研究期間は予備調査も含め、平成 25 年 6 月から平成 27 年 1 月までの

19 か月（予備調査 10 か月、本調査 9 か月）であった。予備調査は、先行

研究での知見を受け、本研究におけるテーマや参加者の条件などを検討

し、計画を洗練させることと 、どのような調査方法が最もテーマに即し

ているのかを検討するために実施した。  

 

C.  研 究 参 加 者  

１．参 加 者 の条 件 ・人 数  

当該施設に入院中の患者で、認知機能に障害がない「中枢神経障害に

よるしびれ」を経験していることを条件とした 。本研究は、参加者の条

件を揃えて共通項を見つけるのではなく、しびれている身体の多様な現

れを、文脈や時間経過も含めて 記述を通して開示していくことが目的で

ある。そのため、疾患の種類や、後遺症の程度、年齢などの詳細な条件

よりも、むしろしびれを自覚していることを条件とした。そして、調査

者としての私とともに、それを語り確かめるためにも、ともに過ごす時

間を分かちもつこと に重点を置いた。  

次に、参加者の人数について、研究目的とそこから導かれた現象学と

いう研究手法から検討したい。まず、本研究は多くの参加者からデータ

を集め、それをもとに一般化や理論化を目指す研究ではない。故に、量

的研究でなされるランダムサンプリングや、質的研究でも GTA でなされ

る理論的サンプリングのように、信頼性・妥当性を保つために必要とさ

れる数があらかじめ 決まってはいない。患者本人も言葉にしづらいしび

れの経験を記述していくには、患者数を多く集めることよりも、ひとり

ひとりの患者との関わりの濃度（密度）が重要となる。すなわち、参加
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者の回 復期の 時間 を 、週 1～ 2 回数 か月 に渡っ て関わ り共 有 す る こ と が 、

データを“厚い記述（ thick description） 7”に導いていく。つまり、事

前に決まっている人数を満たすことが、本研究における基準ではなく、

“厚い記述”に達しているかどうかが 要となる 。いわば、参加者をサン

プル（標本）として捉える研究手法とは、考え方を異にしている と言え

る。  

加えて、現象学的な研究においては、経験を個人に閉じられた数えら

れるものとして捉えていない。これは、量的研究のサンプリングにおい

て、参加者の条件を設定し、どの「 1」を取っても同じになるよう操作的

に定義するのとは異なる。個別の経験は、様々な周囲の人々とのかかわ

りのな かで、 意味 を 帯びて 現れて くる 。 本研究 の FN に も 現 れ て い た が 、

参加者の経験は、医師・看護師・リハビ リスタ ッフ・家族・同室の 患者・

リハビリ室でみかける入院患者、外来患者などとの関係、さらには時間

の経過のなかで、立ち現れていた。いわば、ひとりの患 者の経験には、

数多くの人々が関わっており、その交叉のなかで経験が意味を帯びてく

る。だとすると、ランダム サンプリングのように、単純に患者一人を「 1」

として扱うことはできず、その布置を含みもつものとして考える必要が

ある。故に、参加者数が数名であることが、そのまま数名の経験とし て

捉えられるのではなく、その背後にある多くの人々をも含み込んだ 経験

の全体として位置づけられる。  

 

２ .  研 究 参 加 者 概 要  

 本研究では、下記の方々から研究協力が得られた 8。協力者 数としては、

4 であるが、それらは「 4 個」の経験ではなく、事象を開示していくパー

スペクティブ としてのそれぞれの経験である 。参加者の概要は表 1 の通

り であ り 、 発症 の 経 緯 やリ ハ ビ リの 経 過 な どの 詳 細 は結 果 で 記 載す る。

なお、結果は A さん、 B さん、 C さんの 3 名の経験の記述で構成した。 D

さ んは 非 外 傷性 脊 髄 損 傷で あ り 、時 間 と 共 に症 状 が 改善 し 、 退 院時 には

ほ ぼし び れ も消 失 し て いた 。 よ って 、 不 可 逆的 で あ る中 枢 神 経 障害 によ

るしびれではなく、他の 3 名とは病態が大きく異なっていたため除外し

た。  

                                                                 
7  「 厚 い 記 述 （ T h i c k  d e s c r i p t i o n）」 は 、 エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ ク な 研 究 の 一 つ の 方 法 論 的 変

形 と 見 做 す こ と が で き る だ ろ う 。「 厚 い 記 述 」と い う 用 語 は 、も と は 文 化 人 類 学 者 マ リ ノ フ

ス キ ー の 著 作 で 用 い ら れ た も の で あ る が 、ギ ア ー ツ（ G e e r t z , C）が「 T h e  i n t e r p r e t a t i o n  o f  

c u l t u r e」（ 1 9 7 3）こ れ を 広 め た 。（ 引 用： Va n  M a n e n（ 1 9 9 0， 1 9 9 7 / 2 0 11）、『 生 き ら れ た 経

験 の 探 究 』 p 2 7 3 よ り ） ギ ア ー ツ は 、「 厚 い 」 と い う 語 に 「 か さ 」「 分 量 」 で は な く 、「 意 味

構 造 の ヒ エ ラ ル キ ー 」、 つ ま り 意 味 構 造 を 表 現 す る 記 述 が な さ れ て い る も の を 「 厚 い 記 述 」

と し て い る（ 参 考：G e e r t z , C /森 泉 弘 次 訳（ 1 9 8 8 / 1 9 9 6）『 文 化 の 読 み 方 /書 き 方 』、岩 波 書 店 ）  
8  C さ ん か ら 研 究 へ の 協 力 承 諾 を 頂 き 、 フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 開 始 し た 後 に 、 C さ ん の 奥 さ

ん も 脳 卒 中 後 遺 症 で 、半 身 し び れ て い る こ と が わ か っ た 。奥 さ ん に も お 話 を 伺 っ て い る が 、

本 研 究 で は 回 復 期 に 焦 点 を 当 て て い る た め 、 継 続 研 究 の 協 力 者 と し て 扱 う こ と と し 、 本 研

究 で は 参 加 者 と し て は 数 え て い な い 。  
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表 １．参 加 者 調 査 概 要  

  年 齢  
性

別  
病 名  

フィールドワーク  フィールドノーツ    

インタビュー  
回 数  期 間  総 時 間   総 頁  総 文 字 数  

A  40 代  女  脊 髄 損 傷  30 回  7 ヶ月  
3635

分  

487  

頁  

508632

文 字  

6 回  

319 分  

B  70 代  男  脊 髄 損 傷  8 回  2 ヶ月  
1500

分  

123  

頁  

142949

文 字  
0 回  

C  50 代  男  脳 幹 出 血  20 回  7 ヶ月  
4420

分  

377  

頁  

426938

文 字  

6 回  

535 分  

D  80 代  女  脊 髄 損 傷  7 回  1 ヶ月 半  
1475

分  

113  

頁  

131171

文 字  

1 回  

38 分  

  

D.  データ収 集 方 法  

 研究デザインでの検討を受け、本研究では参与観察と F-IN からなる FW

を実施し、データ収集を行った。  

 

１．フィールドワーク  

a. 実 施 頻 度  

FW は参加者が入院期間中、週 1～ 2 回、 1 回 2～ 4 時間実施した。退院

後も、外来リハビリや訪問リハビリの継続がある場合は、許可を得て実

施した。  

上記の頻度とした理由は、回復のスパンと生活の場というフィールド

の特徴による。回復期においては 1 日単位で変化が起きるというより、

むしろ、週～月単位という中期的なスパンで変化が生じるという特徴が

ある。また、入院期間も 2～ 3 ヶ月、時には半年弱になることもある。急

性期病院の入院が 1 週間程度で、治療が主眼と される場であるとすると、

回復期リハビリテーション病院では患者の生活に主眼が置かれ、その再

構築に共に取り組んでいる場である。以上のことから、毎日や隔日など

頻回に短期間に集中して関わるよりも、週 1～ 2 回という頻度で数か月単

位でじっくり関わるほうが、より多層的に患者の経験を記述でき、研究

目的から見ても妥当であると考えた。  

 

b. 実 施 場 面  

 あらかじめ場面を限定することなく、リハビリや食事や排泄、テレビ

を見たり散歩をしたりする入院生活の全般において実施した。場面を限



31 

 

定しない理由について、以下に 2 点述べる。1 点目は場面を限定すること

による、或る種の偏りを最小限にするためである。坂井（ 2008）では、

参加者が自己の身体と向き合う時間であり、且つしびれにより動作がで

きない場面が顕著に表れるリハビリ場面を中心に FW を実施していた。そ

の結果、しびれの経験ではなく、しびれに対するリハビリの経験となり、

できないことが多く記録され た。他方、本研究の主眼は、しびれている

身体の現れを記述することにある。場面を特定しないことにより、多様

な現れをつか むとともに、先に述べた何が地平となり、何がどのように

図として現れてくるのかを浮かび上がらせることが可能になる。  

2 点目として、参加者の経験はある特定の限定された場面だけで生じる

のではなく、生活の様々な場で他者や物との関係性のなかで生じている

という立場をとるためである。予備調査では、リハビリ場面には同席し

ていなかったが、散歩や爪切り、テレビや DVD 鑑賞、エプロン畳みなど

の様々な時間を共有するなかで、こちらから聞かずとも患者からしびれ

について自然と語られた場面があった。そこには、場面を限定していた

時には気づかなかったことが多く含まれて おり、またしびれのみに焦点

を当てていた時（坂井， 2008）とは違う現れ方が確認された。以上の 2

点を踏まえ、本研究では広く様々な場と時を参加者と共有することに重

きを置き、 FW を実施した。  

 

c. 実 施 方 法 とその実 際  

予備調査を通して、看護師である私は相手の存在に促され、とっさに

手が出て患者を支えるなど、無自覚にケアをしていること、またそれが

可能な距離に 位置していた ことに気が付いた。それは、一方では参加者

の経験を変化させている外部因子であるという見方もできるだろう。他

方、臨床に眼差しを向けてみると、そのような関わりが患者と医療者の

間に日々営まれていた。その営為に、自ずと参加できるのも看護研究者

ならではの長所でもある。そこで本研究では、研究者と参加者とのコミ

ュニケーションを基盤とし、特定の見方・視点だけに寄らない Jorgensen

（ 1989）の参与観察の立場をとった。  

FW での具体的な動きは、以下の通りであった。まずカルテで、参加者

の当日のスケジュールを確認 9し、挨拶に行く。その際に、どの訓練や自

主トレに同行するかを相談したり、その場で色々話しこんだり、ラウン

ジに移動して話すこともあった。生活援助の許可が得られた参加者につ

いては、食事や排泄、清潔行動などの日常生活援助を病棟スタッフの指

                                                                 
9  個 人 ご と に リ ハ ビ リ 単 位 数 が 決 ま っ て お り 、 ス タ ッ フ の 勤 務 状 況 に 合 わ せ て 、 毎 日 訓 練

ス ケ ジ ュ ー ル が 組 ま れ て い た 。訓 練 は 日 中（ 9 - 1 7 時 ）の 間 に な さ れ 、そ の 合 間 に 自 主 ト レ ・

休 憩 ・ 食 事 ・ 入 浴 な ど が 予 定 さ れ て お り 、 患 者 は 就 寝 ま で 予 定 が 詰 ま っ て い る こ と も 珍 し

く な か っ た 。  
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示のもと実施した。また、何かをするということだけではなく、診察場

面に同席したり、訓練の待ち時間などに傍に座り、一緒にその場を共有

したりすることもあった。  

FW においては、メモ帳（フィールドメ モ）を片手に随時メモ 1 0をとり、

合間の時間にステーションで電子メモに入力した。 FW 終了直後に、院内

図書室で FN を作成し、完成させてから帰宅した。FN の作成には、関わっ

た時間のおよそ 2.5～ 3 倍の時間（ 5～ 10 時間）を要した。各参加者の FW

実施回数と期間、 FN のページ数（文字数）などについては、先に示した

表１を参照されたい。なお、B さん D さんについては、家庭の事情と病状

から入院期間中のみ研究協力を頂いた。  

 

2.インタビュー  

 インタビューは、 IF-IN と F-IN 双方実施した。 IF-IN については、関

わりのなかでの会話や、参加者からの「何か聞きたいことはありません

か？」という投げ掛けから始まった会話を、フィールドメモに記録し、

FN に記載した。 ここでは、 F-IN について述べていく。  

F-IN は、面談室のようなプライバシー が保たれ、落ち着いて話すこと

ができる個室で実施した。インタビューはすべて非構造化面接で行い、 1

回目のインタビューでは「発症からの経過について教えて下さい。」とい

う質問のみ行い、あとは参加者の自由な語りに任せた。2 回目以降の入院

中のインタビューでは、「○ヶ月経ちましたがいかがですか？」「最近の

調子はどうですか？」というある特定の症状に絞らないオープンクエス

チョンのみとした。退院後のインタビューでは、「退院されてからいかが

ですか？」というオープンクエスチョンを想定していたが、参加者のほ

うから自発的に語られた。 インタビュー回数については、 2015 年 9 月現

在までの回数 を表 1 に示した。   

 

3. カルテ  

 同意が得られた参加者については、病名や経過、実施された治療や現

在行われているリハビリなどの情報のみをカルテで確認した。  

 

                                                                 
1 0  随 時 メ モ を 取 り な が ら 関 わ る こ と が 可 能 だ っ た の は 、実 施 施 設 の 特 徴 も あ っ た 。リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン の 学 生 実 習 が 年 間 通 し て 行 わ れ て お り 、 学 生 た ち は 患 者 の 様 子 や 、 指 導 内 容

を メ モ し な が ら 同 伴 し て い た 。 ま た 、 リ ハ ビ リ ス タ ッ フ も 評 価 の た め に 、 数 値 な ど を 頻 繁

に メ モ し た り 、 訓 練 メ ニ ュ ー を 書 い た メ モ を そ の 都 度 確 認 し て い た 。 そ の た め 、 研 究 者 が

メ モ し な が ら 関 わ る こ と が 、 通 常 の 病 院 の 風 景 に 馴 染 ん で い た 側 面 も あ っ た 。  
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E. 分 析 過 程  

本研究は、研究自体が現象学的な 態度のもとになされている。さらに、

分析については、下記に述べた先行する 現象学的アプローチ を参照し、

しびれの事象に即して実施した。  

本項では、まず現象学的研究におけるデータ分析「方法」が意味する

ところについて述べ、次いで「分析過程」として実施した詳細を論じて

いくこととする。最後に、現象学的研究において示すべき結果考察の水

準について述べる。  

1. 現 象 学 的 研 究 における方 法 （methodos
メ ト ド ス

）について  

現象学的研究においては、あらかじ め決まった分析方法はなく、むし

ろ研究テーマや対象によって 分析方法を変える必要がある（松葉，西村，

2014）。なぜならば、現象学が「事象そのものへ！」（ハイデガー，1927/2003、

p71）という根本姿勢に依るからであり、本質というものが外から発見さ

れるのではなく、「それが現れる個別的『状況』を通じてしか接近できな

い」（メルロ =ポンティ，1964/1996，p94）ものだと言われるためである。

鷲田（ 1997）は、メルロ =ポンティの『知覚の現象学』（ 1945/1967）序文

で示されていることを、「経験に外部から合理性や 真理の基準をあてがう

のではなく、経験という偶然的な出来事のただなかから合理性や真理が

出現してくるその過程を記述的に取り出すのが現象学だ」（ p85）と端的

に示している。ヴァン・マーネン（ 1990， 1997/2011）は、現象学的方法

と他の質的研究であるエスノグラフィ―や GTA、内容分析との違いという

点から、次のように述べている。後者は分析前に知りたいことを示す語

が既にわかっており、それを基準として あらかじめ措定し、分析するこ

とができるという。他方、「現象学の方法論は、前もっての仮定がないこ

とを目指す研究へ向けてアプローチを行うものである。」（ p57）とし、何

がどのように 見つかるかも含めて発見を志向していると 述べている 。現

象学的な看護研究への示唆として、榊原（ 2011）は、自然科学的な見方

をカッコに入れ、「生きられた体験」に立ち返りながらも、見つめられて

いる＜事象＞がどのようなものであるかによって、取られる「方法」が

異なってくるとし、「方法」はいわば、＜事象＞そのもののほうから定ま

ってくると述べている。さらに 、西村（ 2014）はデータ分析の視点も、

フィールドノーツやインタビューデータ等々の方から発見されると述べ

ている。村上（ 2013）も、現象学的研究において「特定の方法をあらか

じめ設定して事象の分析をすることは不可能である。」（ p343）とし、方

法を冒頭に提示する自然科学の論文 フォーマットとは合わないことを示

している。  

次に、現象学的研究における「方法」の意味するところを確認する。研
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究において、分析方法と言われる場合、その「方法」とは手順やマニュ

アルのように捉えられている。量的研究における、プロトコールのよう

にあらかじめ決まった分析手順に則って実施したり、質的研究では GTA

で見られるようなコード化する基準がそれである。このような「方法」

の考え方に従って、再現性の有無についての検討もなされている。他方、

現象学では木田（ 1970）が「開かれた方法的態度」であるとし、「方法と

は本来、デカルトの解析の方法やヘーゲルの弁証法がそうであったよう

に、思考の スタイル
、、 、、

、研究対象に立ち向かう態度
、、

のことなのである。」（ p8）

としている。村上（ 2013）も、「現象学において『方法』とは、探究すべ

き現象が見えてくる 視点の取り方
、、、、、、

と、現象の見
、
方
、
のことである。」（ p343）

と、木田同様に手順を意味する自然科学の「方法」とは違う水準にある

ことを強調している。これを受け、松葉 ，西村（ 2014）らは現象学的研

究における分析方法とは、「思考の 道筋
メ ト ド ス

」であるとし、マニュアル的な 分

析手順はないことを明示している。  

以上の事から、本研究において も、FN を作成したり、それを読み込んだ

りする実施手順はあるものの、「分析方法」としてあらかじ め決まってい

る何らかの手順に従って分析を行 うことはしていない。だが、「思考の道

筋」はある。よって、以下に「思考の道筋」として、事象に沿って実 際

にどのような手順で 、どのように分析を進めて行ったのかという「分析

過程」として示していく。  

 

2. データ分 析 過 程  

本研究では、 FW を調査手法として用いた。データは、 F-IN を逐語録に

したものと、参与観察とその中での IF-IN を含む記録である FN の 2 種類

になった。先の「研究デザイン」で示したように、本研究では FN を主た

る分析 対象と した 。 以下に 、実際 に行 っ た FN の分 析過 程 を 示 し て い く 。 

 

(1)  FN を繰り返し読んだ 。  

(2)  FN の全データについて、参加者毎に分析を書き込んでいく（松葉 ，

西村（ 2014）の別冊『現象学的方法を用いたインタビューデータ分

析の実 際』 と同 じ作 業にな る ）。 全デ ー タとし たの は、 研究 者の関

心に沿ってデータを抜粋したり、都合の良い部分のみを選び分析を

加えるのではないということと、全体の布置を捉える目的も含んで

いるためである。この過程は、 1 年から 1 年半かけて実施し、分析

も間を開けて複数回実施し た。  

(3)  分析に際しては、村上（ 2013）による「付章インタビューを使った

現象 学の 方 法 」（ pp342－ 363）と、 松 葉 ， 西 村（ 2014） の「 現象 学

的看 護研 究の 実際 」（ pp122－ 150）を 参 照し た。 本研 究の 分 析に お
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いては、具体的に次の点に着目した。  

時間に関する表現、からだの動きや感じ方に関する表現、しびれ

に 関 す る 言 及 （ 表 現 の さ れ 方 や オ ノ マ ト ペ と 文 脈 の 流 れ な ど ）、 ど

のような動作をしながらしびれを語るのか、質問に対する応答と会

話の流れに着目しながら繰り返し読んだ。  

表現については、どのように変化しているのか（例えば、しびれ

→冷たい→痛い→しびれている）や、その変化を文脈や、回復時期、

季節、受診 といった イベントなどを背景にして読んだ。また、語尾

や、村上（ 2013）でいうところの「ノイズ」といわれる、「でも」「や

っぱり」に着目し、それらが繰り返し現れる場面にも注目した。  

(4)  A さん、C さんに関しては FN の頁数が 400～ 500 頁近くあったため、

全体の経過を把握するために（ 3）の作業において、 FN 内で 気にな

った箇所をノートに抜き出し、分析解釈を行い、頻出する言葉や動

作、気になった点を抜き出した。ノートに抜き出し書き写す作業の

なかで、注意を払って転写していても、時々転写ミスをすることが

あった。この転写ミスは、参加者と研究者である私との視点のずれ

が生じ ている こと を 気づか せてく れ、 分 析を深 める契 機と な った 。 

(5)  繰り返されていた言葉や動作に関しては、FN に付箋で色分けし、FW

期間を通して、全体的に見られるのか、ある時期に集中しているの

かなど、経過の中で把握することも同時に行った。  

(6)  上記を何度も繰り返し、その過程で しびれが語られる際によく出て

くる動き・表現、印象的な場面・発言などから、いくつかのことが

トピックとして見えてきた。  

(7)  トピックごとに、関連する FN データを全て抜粋した。全体の中に

あった とき には 気づ かなか った 語り のト ーンや 、発 症か らの 時期 、

季節による変化が見えてきた。また、特定のからだ の動きがある特

定の文脈で意味をもって現れていたことや、最初は関連があるのか、

ないのかもわからなかったトピック間の関係も見えてきた。  

(8)  研究目的に照らし合わせ、次の点から結果構成を検討した。データ

の中心になっていたことが、しびれの感じ 方よりも、しびれている

身体をどのように感じているかであった。それが、どのような場面

でどのように現れてくるのかを記述することを、結果のひとつの柱

とした。次に、その身体で生きることが生活場面をどのように現象

させていたのかを、もう一つの柱として記述した。  

(9)  結果構成に従い、FN からデータを抜粋し、さらに詳細な分析を加え

つつ、事象の記述を行った。結果の見出しは、算用数字の見出しは

上記の 結果 の柱 の現 れを、 個別 の文 脈に 置きな おし たも ので ある 。

アルファベットの中見出しは、それを現す個別の場面である。表現

に関しても抽象的な言葉に置き換えてしまうのではなく、そこに回
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収しきれないものを含んでいる、参加者の 言葉をそのまま用いて記

述した。  

 

3. 現 象 学 的 研 究 に求 められる記 述  

先に 現 象 学的 な 方法 とは、「 方 法的 態 度」「現 象 の 見方」「 思 考の 道 筋 」

で あり 、 自 然科 学 の よ うな 手 順 を意 味 し て いな い こ とを 確 認 し た。 方法

の 意味 す る 水準 が 異 な れば 、 記 述と し て 示 され る 水 準も 異 な る 。以 下で

は 、現 象 学 的研 究 が 目 指す 記 述 の 水 準 に つ いて 先 行 する 議 論 と の関 連か

ら述べ、次章からの 記述考察がどのような視座に立つかを示していく。  

ま ず、 現 象 学 的研 究 に おけ る 「 記 述」 と は 、何 を 意 味 する の か を述 べ

た い。 一 般 的に 用 い ら れて い る 記述 と は 、 単に 書 く こと を 指 し てい る場

合 が多 い だ ろ う 。他 方 で、 鷲 田 （ 1997） は 「記 述 と は 、な に か を模 写 す

る こと で も 記録 す る こ とで も な く、 そ の な かで は じ めて ＜ 事 象 ＞が ある

プロ フ ィ ール を も っ て現 れ て くる こ と に なる 場 を 拓く と い う こと で あ る」

（ p4）という。別様に表現すると、「記述とは発見でもある」（鷲田，2003，

p83）と言われ、記述的にしか接近出来ないものを、記述によって発見す

ることそのことが 、現象学的研究における「記述 」だと言える。つまり、

量的 研 究 にお い て は 数値 で 結 果を 示 す こ とが 方 法 論上 妥 当 で ある よ う に、

現 象学 的 研 究に お い て は「 記 述 」が 発 見 で あり 結 果 であ り 、 そ の記 述そ

のものが「方法」となる。  

次に、「一般化可能性」についてである。自然科学が認める方法で実施

さ れる 量 的 研究 と 同 じ 水準 で の 「一 般 化 可 能性 」 を 、 記 述 に お いて は求

め ては い な い。 前 章 で も検 討 し たよ う に 、 量的 研 究 では 接 近 し づら い事

象 に迫 る た めに 、 本 研 究で は 現 象学 的 な 視 座に た ど り着 い た 。 にも かか

わ らず 、 記 述 に お い て 量的 研 究 と同 じ パ ラ ダイ ム に のっ て し ま って は、

本 末転 倒 で あり 、 事 象 を裏 切 る こと に も な る。 現 象 学的 研 究 は 、一 般的

な 「構 造 」 を取 り 出 す こと を 目 的と し て お り、 水 準 の違 う 一 般 化で あり

（松葉，西村，2014）、「 1 例のみの分析を通して、普遍性とは異なるタイ

プ の学 問 的 な価 値 を 手 に入 れ る」（村 上 ， 2015）と さ れ て い る 。つ ま り 、

事 例を 個 別 に、 文 脈 を 伴っ た ま まに 分 析 し つつ も 、 掘り 下 げ て いく こと

でケースだけに留まらない“底でのつながり”（坂井 ， 2015）、「事例の一

般化可能な本質」（谷津， 2012， p419）を記述していくことであると言え

る。  

そこで生み出されるのは、次のような 知のかたちである。村上（ 2015）

は、「現象学的な研究は、個別と個別が、事象の布置を媒介として響き合

う と言 う よ うな 、 触 発 の仕 組 み をも つ 。 誰 かの 経 験 の布 置 は 他 の誰 かの

布置と響き合う 」（ p563）とし、読者の個別の経験を触発し、それを蘇ら

せ たり 、 そ れを 捉 え 直 し、 あ ら たな 意 味 を 与え た り し得 る か ど うか が問
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われることを示している。ヴァン・マーネン（ 1990， 1997/2011）も、優

れた現象学的記述は、我々の生きられた生の感覚と共鳴し合うとし、我々

が 経験 し た こと が あ る 、あ る い は経 験 し 得 るこ と だ と認 識 し て 肯く こと

が でき る も ので あ る と 述べ て い る。 私 た ち の生 に は 二度 と し て 全く 同じ

こ とは 生 じ えな い 。 看 護に お い ても 、 同 じ 疾患 の 患 者で も 、 同 じケ アが

あ ては ま る わけ で は な い。 そ う だと す る と 、固 定 的 な枠 組 み を あて はめ

る 知だ け で はな く 、 現 場で 起 き てい る こ と に 柔 軟 に 対応 で き る 知の かた

ちが、看護にこそ必要だと言える。メルロ =ポンティ（ 1945/1967）は、「現

象 学と は 何 か」 を 論 じ た文 脈 に おい て 、 私 の経 験 と 他者 の 経 験 との 交叉

点で、それら諸経験の絡み合いによって意味が現れてくる（ p23）と述べ

て おり 、 そ の都 度 意 味 が生 成 さ れる と し て いる 。 読 者の 経 験 を 触発 する

という知のかたちは、常にダイナミックに知を紡ぎ出していくと言える。

本 研究 に お いて も 、 多 様な 経 験 を携 え た 患 者と 私 の 経験 の 絡 み 合い によ

っ て一 つ の 論文 が 生 ま れ、 そ の 論文 と 読 者 との 交 叉 点で ま た 意 味が 生ま

れる。新たな意味が創造され続ける可能性を含んだ、「触発」という知の

かたちが、現象学的研究が呈する意義である。  

こ のよ う な 、 知の ス タ イル に 立 つ と、 稀 な 一例 で あ る のか 、 典 型例 で

あ るの か と いう 区 別 を 越え た 、 読者 の 個 別 の経 験 を 触発 す る 構 造を 携え

て いる か ど うか が 、 現 象学 的 研 究に お い て 求め ら れ る、 記 述 考 察の 水 準

であることがわかる。  

 

F.  倫 理 的 配 慮  

１．研 究 についての説 明 と同 意  

研究参加者の条件を病棟に伝え、適合する方を病棟管理者からリスト

アップしてもらった。その後、病棟管理者から研究者の立場を紹介して

もらい、自己紹介後は研究者自らが口頭と研究参加依頼書（ 資料 1）を用

いて、依頼内容を説明した。必要時は家族の同席のもとで説明を行うこ

とも検討したが、1 件もなかった。参加の同意が得られたら、研究参加同

意書（資料 2）に記入してもらい、研究者と参 加者 で 1 枚 ず つ保管 した 。

麻痺などの後遺症により自記が困難な場合は、参加者の同意を得て病棟

管理者に代筆を依頼した（実績： 1 件）。  

研究への同意については、その場ですぐに返答する必要はなく、数日

検討することも可能であることを口頭で伝えた。その際、直接断りにく

い場合は、ある一定期間を区切りそれまでに返事をしないという方法を

もって、参加しないという意思表示とした（実績： 1 件）。また一旦承諾

しても途中で辞退できること、研究協力を断っても日々のケアに何ら支

障がないことを施設長に約束してもら っていること（資料 3）を、口頭と
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文書（資料 1）で本人・ご家族に説明した。研究結果は博士論文として発

表し、学術誌や関連学会で発表するこ と を口頭 と文書（資 料 1）で本人・

家族に説明した。  

 

2．研 究 参 加 者 への考 えられる影 響 とその配 慮  

a.拘 束 時 間 と負 荷  

参与観察は基本的に週 2 回日勤帯に実施 したが、すべてに同行するわ

けではなく、 1 日あたり合計 2～ 3 時間となった。また、参与観察のため

に普段の生活とは別に時間を 作るのではなく、むしろ参加者の日常に同

行する形とした。負担軽減の配慮としては、 FW 開始時に、毎回予定を確

認し、どの時間同行するのかを相談し 決定した。また、ケアや関わりを

通して信頼関係を築き、時間を共有することが苦痛でないような雰囲気

を作ることに努めた。  

インタビューでは 1～ 3 ヶ月に 1 回、約 1 時間程度実施した。面接の場

合は時間を確保する必要があるため、参加者と相談し無理のない時間帯

に実施し、負担の軽減に努めた。語ることによる精神面での負担に関し

ては、話したくないことは無理に話さな くてもよいこと、つらくなった

ら途中で中断できることを事前に口頭と文書（ 資料 1）で説明した。  

 

b．プライバシーの保 護  

デ ータ 収 集 （ フィ ー ル ドメ モ や 逐 語録 ） 時 から 匿 名 化 した 。 結 果の 提

示方法が、個人毎の記述であり、生データを抜粋提示しているため、3 名

には結果が完成した時点で確認を依頼し、個人情報保護・プライバ シー・

不 利益 が 生 じな い か を 確認 し て もら い 、 許 可を 得 た 。デ ー タ の 取り 扱い

は 自宅 や 院 生室 の み で 行っ た 。 保管 場 所 は 自宅 書 斎 の鍵 の か か る引 出で

厳 重保 管 し た 。 デ ー タ を記 載 し た電 子 フ ァ イル に は パス ワ ー ド をか け 保

存した。また、 USB メモリー等の電子媒体の安全措置については、『首都

大 学東 京 に お け る 個 人 情報 の 安 全管 理 に 関 する 取 扱 いマ ニ ュ ア ル』 に準

じ て取 り 扱 った 。 な お 、倫 理 的 配慮 は 、 首 都大 学 東 京 荒 川 キ ャ ンパ ス 研

究倫理審査委員会（受付番号： 13098）と研究協力施設（ H25-36）の倫理

審査を受け承認を得て実施した。  
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しびれている身 体 で生 きる経 験 （結 果 ）  

 

以下では、3 名の参加者それぞれの経験を、しびれている身体と、しび

れている身体で生きることが、生活をどのように現象させていた のかを、

記 述を 通 し て示 し て い く。 一 人 ひと り の 経 験を 記 述 した の は 、 先の 「方

法論の検討」において、しびれが周囲の人々や物との関係や、生活の場、

そ して 時 間 とい う 多 様 な絡 ま り のな か で 現 れて い た から で あ る 。 そ の絡

ま りで あ る 文脈 を 切 り 落と さ ず に記 述 で き るの が 、 個別 の 経 験 に 沿 って

示していくことであった。  

こ の文 脈 の 絡 まり に は 、フ ィ ー ル ドワ ー カ ーで あ る 「 私」 の 関 わり も

含まれていた。先に触れたように、『現象 的観察』である本 FW では、し

び れと い う 事象 に 関 心 を寄 せ 、 傍ら で 時 間 を共 に す る「 私 」 の 存在 があ

る から こ そ 、参 加 者 た ちは 様 々 なこ と を 語 り、 動 作 で表 現 し て いた 。そ

こに居たのは、匿名の“研究者”や“筆者”ではなく、「私」という身体

的存在であった。このような FW をもとに、結果の記述がなされているた

め、その表記は「私」としている。  

結果で 提示した FN の抜粋のルールについては、下記に示した通りであ

る。先にも触れたが FN という特徴上、会話分析のトランスクリプトのよ

うに「―」が何秒、「～」「。。。」がどのような意味を持つという、決まっ

た ルー ル は ない 。 こ れ らは 、 フ ィー ル ド ワ ーカ ー と して の 私 に 、そ のよ

う な意 味 を 帯び て 現 れ てき て い ると い う こ とで あ る 。そ れ ら は 、文 字 だ

け では 表 現 でき な い 声 や場 の 表 情 で あ り 、 語り の 意 味を 成 り 立 たせ てい

た もの と し て、 分 析 す る際 の ヒ ント と な っ た。 個 別 の特 徴 に つ いて は、

各参加者の記述の冒頭で詳細に述べていく。  

 

【抜 粋 に関 する説 明 】  

  抜粋部分は、FN からそのままの形で抜き出した。論文用に追加修正な

どは加えていない。中略部分は（中略）と表記した。  

  下線、太字：分析の際に着目した箇所。  

  括弧部分：会話中の参加者の動きやジェスチャー、表情など、言語以

外の情報。  

  OT（作 業療 法士 ）、 PT（理学療 法士 ）、 ST（言語 療法士 ）：「 OT1」とい

う場合 の数 字 は 、プ ライマ リー を「 1」 とし 、 その 他の 数字 はプラ イ

マリー以外の その日の担当者である。  

  データの時期：例【抜粋 1 #15ｐ 280】 FN は「 #0」が研究の依頼時で

あり、「＃」の後の数字は何回目の FW であるのかを示している。ペー

ジ番号は全て通し番号とした。データの時期については、各参加者の

結果記述冒頭の経過を示した表を参考にされたい。  
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  場面の説明：【抜粋  # p】の後に、どのような場面なのか説明した。  

  本文に おい て、 デー タから 会話 を引 用し た場合 は 「 」、 動作 など観 察

部分は（）とした 。  

 

Ⅰ .  A さんの経 験  

A.  A さんの経 過  

 A さんについて、発症の経緯や治療経過を含めて紹介 する。 A さんは、

40 代女性で、夫と娘の 3 人暮らしである。α月 10 日に、室内の壁に頭を

ぶ つけ 転 倒 。意 識 は は っき り し てい た も の の、 痛 み と手 足 が し びれ て全

く動けず、救急車要請し Z 病院に搬送された。脊髄損傷（ C6 頚損、 ASIA

機能障害尺度 D）との診断であり、入院時は自力体動も難しく、下半身は

岩のように感じていたという。Z 病院での 1 ヶ月弱の保存的加療の後半に

なると、A さんは車椅子乗車が可能になり、短時間のリハビリも受けるよ

うになった。  

回復期の X リハビリ病院（研究協力施 設）に転院となった A さんは、

右下肢に MMT4 点の運動麻痺と深部知覚低下、そして C7 領域以下に軽度

感 覚鈍 麻 あ りと の 診 断 を受 け た 。リ ハ ビ リ は、 理 学 療法 と 作 業 療法 を中

心に組まれていた。A さんは、杖歩行からすぐにどこにもつかまらずに歩

くフリーハンド歩行となり、 3 週間弱の入院加療を経てα +1 月末には自

宅退院となった。退院翌週のα +2 月から半年間、週 1 回理学療法と作業

療法を 2 単位（ 40 分）ずつ外来で受けていた。脊髄損傷の 経過観察は、

自宅に近い Y 病院の整形外科に定期的に通っていた。  

 A さんは、体育大学を卒業しており、若いころから様々なスポーツをし

て おり 、 家 族で ス ポ ー ツを 楽 し むこ と が 趣 味だ っ た 。障 が い 者 スポ ーツ

指導員の資格も有しており、若い頃は資格を活かした仕事についていた。

病 前ま で は 発達 障 害 の 子ど も の 作業 所 に 、 パー ト と して 勤 め て おり 、長

年 障が い 者 福祉 に か か わっ て い たこ と も あ り、 医 療 用語 が 会 話 にみ られ

ることもあった。 A さんの経過と、 FW の詳細は表 2 を参照されたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



41 

 

表 2 A さんの経 過 と調 査 実 態  

 

Note .201X 年 α月 ＝発 症 年 月 、横 軸 は月 単 位 での経 時 変 化 を示 す 。 IV＝フォーマルインタビュ

ー、FW＝フィールドワーク、＃＝フィールドワークの回 数 。  

 

B.結 果 記 述  

以下では、A さんの結果記述を、『知らない“自分のからだ”に出会う』

『生活のなかで“しびれている身体”に出会う』『変わらなかったしびれ』

と いう 構 成 で示 し て い く。 こ の 構 成 は 、 回 復期 と い う方 向 性 を もっ た時

間において、 A さんが経験していることの分析から浮かび上がってきた。

FW が始まったのは、ちょうど発症から 1 ヶ月を過ぎた頃であった。その

ため、 FW の前期には A さんが自らのからだをどのように感じているのか

多 く語 ら れ てい た 。 そ れが 『 知 らな い “ 自 分の か ら だ” に 出 会 う』 とい

う項になる。そして、退院後の A さんは、入院中には想定されなかった

ような様々な事態に直面していた。そこで現れたのが、『生活のなかで“し

びれている身体”に出会う』という項になる。最後 の、『変わらなかった

しびれ』では、発症から半年までを貫く問いとして、A さんに通底してい

た 時間 と 、 しび れ の 意 味づ け が どの よ う に 生じ て い た の か に つ いて 記述

した。  

A さんの FN には、話し方の特徴として、悩んだり言い淀む様子が見ら

れた。その様子を、下記の ルールに則って FN に記載した。  

→「、、、」：何か言おうとするが、言 葉が続かない、途切れた箇所。  

→「ね ―。」： 語尾 を まっす ぐ伸ば して い るよう な話し 方を し た箇所 。 

→「う～～ん。」「ね～。」： 抑揚をつけて伸ばしている場面。  

→「全体的 ⁈」： ⁈は 断言せずに、 半疑問形で語った箇所。  

→「 PT4」「 OT4」：A さんの外来プライマリーを示す番号が「 4」である。  

201×年 α月 α＋1　月 α＋2　月 α＋3　月 α＋4　月 α＋5　月 α＋6　月 α＋7　月

初夏

12日研究承諾 発症から半年

発症 転院→退院 外来リハ開始【週1回：木曜】 外来リハ終了

IV 16日1回目 14日2回目 16日3回目 18日4回目 29日5回目

ＦＷ

#0-5.5（p0-102）：

6日

#6-9（p103-

174）:4日

#10-13（p175-

240）:4日

#14-18（p241-

317）:5日

#19-22（p318-

380）:4日

#23-26（p381-

432）:4日

#27-30(p433-

487):4日

経過

α/10：自宅で壁に頭を

ぶつけ、頚損となり急性

期病院に入院。保存的

加療にて1ヶ月弱で回復

期リハビリ病院に転院。

上旬：リハ病院に転院

する。

上旬：外来リハ初日→

OT2単位、PT2単位を

週1回継続することにな

る。

OT2単位のみとなる。 月末をもって外来リハ終

了となる。

α/10-11：ＩＣＵで過

ごす

月末：自宅退院 発症から半年検診で、

頚損についてMRIなどフォ

ローアップあり。医師より、

今残っているしびれはこの

ままである可能性が高い

と言われる。

夏 秋 冬
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１．知 らない“自 分 のからだ”に出 会 う  

a.「中 身 が違 う人 みたい」－からだを触 りながら「中 」に気 づく  

（1）「皮 膚 は確 かに自 分 なんだけど、中 が違 う人 みたい」  

 麻 痺 の ある 患 者 は 、そ の 手 足を 「 こ れ 」「こ い つ」「自 分 の もの で はな

い」などと語っており（山内 ，2007）、自分と切り離した表現をしていた 。

一方、しびれ に関しては、患者は「分厚い手袋をはめているみたい」「人

様の手足みたい」（坂井， 2008）と表現しており、麻痺とは違い物扱いは

し てい な い 。こ の よ く 耳に す る しび れ の 形 容の さ れ 方 に は 、 し びれ てい

る 身体 を ど のよ う に 経 験し て い るの か を 、 紐解 く 糸 口が 含 ま れ てい ると

思われる。  

以下の場面は、初回の FW 時であり、A さんがリハビリ病院に来て 10 日

程経った頃であった。抜粋 1 では、「中身が違う人みたい」と感じること

について、A さんは「だから」を繰り返し、具体的な場面を間にはさみ 何

度も言い換えながら 、着地場所を探っていた。A さんが、からだのあちこ

ち を触 り な がら 、 言 語 化し て い た こ と に 注 目し て い き た い 。 こ こで は、

自らのからだに触れることで生じていた、“触れる―触れられる”という

応答関係が上手く成立していないこと が、 A さん にお いて問 われて いる 。 

 

【抜 粋 1 #1p16-17：リハビリ病 院 転 院 後 約 10 日 経 過 した頃 ―作 業 療 法 を終

えて病 室 に戻 った場 面 】  

A  「そう。手 はね（両 手 を胸 の高 さにあげて右 手 で左 の第 4・5 指 を触 りながら）、し

びれてるけど、痛 くはないんです。冷 たくなる⁈」  

坂 井 「冷 たくなるって、おっしゃる方 いらっしゃいます。」  

A   「（頷 きながら）冷 たくなるの。汗 かもしれないけど、冷 たくなって 1 1。それで、過 敏 に

なると、痛 い。痛 くなる。 a だから、前 の病 院 で、看 護 師 さんがあったかいタオルで拭

いてくれるでしょ、それがここはあったかいのがわかるのね（両 手 で脛 のあたりを往 復 す

るように触 りながら）、でもここ（腿 を触 りながら）触 られるとわかんなかったのね、こ

こは（腿 を触 りながら）自 分 の足 じゃないみたいで、自 分 の足 じゃないみたいって、

触 られると自 分 の足 だとわかるのね。でも、なんて言 うんだろ（両 手 をおなかの前 あ

たりにして、手 のひらを顔 の方 にむけて指 を動 かしながら）、中 が自 分 の足 じゃない

みたい。ってわかるかな、変 だよね。」考 えながら話 す。  

坂 井 「でも、なんか自 分 の足 じゃないみたいな、変 な感 じなんですよね。」  

A   「そう、だから、当 たるだけでザーとして。前 の病 院 はね、（右 後 ろを振 り返 り、ベッド

の上 の包 布 を触 りながら）こういう布 団 と、タオルケットを置 いてくれてて。それが、型

押 ししたみたいな、でこぼこのだったの。そしたら、その凹 凸 が当 たるだけで、ザーとして

                                                                 
1 1  作 業 療 法 時 に O T か ら 、手 が 冷 た い の は 、自 律 神 経 障 害 で 手 汗 を か き 、そ の 気 化 熱 が 奪

わ れ る か ら だ と 説 明 さ れ て い た 。  
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鳥 肌 立 って。こんなんで、鳥 肌 立 つんだって、面 白 かった（明 るくさばさば話 す A さ

ん）。だから、ここからここまでが（膝 から腿 、鼠 径 部 を辿 りお腹 のあたりまでをすー

っとさするように上 にあがりながら）、当 たるだけでさわさわして。なんか、さわさわする

んですけどって言 って。」  

坂 井 「ああ、さわさわする感 じはわかるけど、」  

A   「そう、それはわかるけど、何 でかわからない。さわさわするって、今 もね、こういうの（ジ

ャージズボンでちょっとぼこぼこしている）履 いてるけど、こういうの（横 にあった綿 のさ

らっとした生 地 のものを指 さし）履 いてもするから、」  

坂 井 「膝 から、腰 なんですね。」と自 分 の体 を触 りながら話 す。  

A   「そう、触 られるとわかるんだけど、中 身 が違 う人 みたい⁈皮 膚 は確 かに自 分 なん

だけど、中 身 が違 う人 みたい。腰 も、わからなかったし（首 を傾 げながら、わかるかな、

変 かなという雰 囲 気 で語 る）。」  

坂 井 「不 思 議 ですよねー。」  

A  「ねー。」  

A   「b  だから、最 初 にトイレに座 った時 、わかんなくて、なんかゼリーとか、何 かの上 に座

っているみたいで、びっくりした。」  

坂 井 「あ、えーと、それは、（しゃがんでいたのを中 腰 になり、便 座 のジェスチャーをする）、

便 器 があって、その上 にゼリーみたいなものがあって、それに座 っているような、この間

に（中 腰 になるジェスチャー）何 かあるような感 じだったんですね。」  

A  「そう。」  

坂 井 「あ、ここが（A さんの腿 の側 面 をさわりながら）、そう感 じてたんですね。」  

A  「 c だから、ゆらゆらして。」  

坂 井 「ああ、ゼリーの上 だから、こう（上 体 が揺 れるジェスチャーをして）なって。」  

A  「そう。こうゆらゆらして（ジェスチャー）、えーなんでだろうって。」  

坂 井 「それは、でも、怖 いですよね。」  

A   「怖 かった。それは、一 人 でおトイレ行 けるようになった頃 だから、えーと、最 初 はカテ

ーテル入 れてたんです（左 手 で股 の間 から線 がでるような感 じにして）、それが抜 け

て、おトイレ行 けるようになった頃 だから、1 週 間 から 10 日 くらいかな。しばらく経 て、

怪 我 して 10 日 間 くらい経 った頃 かな。」  

 

 “触れる―触れられる”という応答関係と、「自分の足じゃないみたい」

「 中身 が 違 う人 み た い 」と い う こと が 、 ど のよ う に 経験 さ れ て いた のか

を見ていこう 。「 a だから」の後を見てみると、“わかる―わからない”が

何 度も 反 転 した 複 雑 な 構造 に な って い た 。 整理 す る と、 下 記 の ①～ ⑤に

なる。  

 

①脛 を触 りながら：「ここはあったかいのがわかるのね」  

②腿 を触 りながら：「でもここ触 られるとわかんなかったのね」  

③腿 を触 りながら：「ここは自 分 の足 じゃないみたいで」  
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④腿 を触 りながら：「触 られると自 分 の足 だとわかるのね」  

⑤手 指 を動 かしそれを見 ながら：「中 が自 分 の足 じゃないみたい」  

 

A さんにおいて、「自分の足じゃないみたい」ということが、 どのよう

に問いとして発生 していた のか。① A さんは脛に触り 、まずわかることを

確かめる。次いで 、②腿に触り 、脛に触られた感じとの比較において、「触

ら れる と わ かん な か っ た」 と 、 わか ら な か った こ と が示 さ れ る 。③ さら

に 、 そ の わか ら な さ を足 場 に して、「 こ こは 自 分 の足 じ ゃ な いみ た い で」

と、「自分の」という所有性を含むことが主題化してくる。④だが、すぐ

に「触られると自分の足だとわかるのね。」と、一見正反対のことを示す。

こ こで 、 ① 脛と ② ～ ⑤ 腿を 比 べ てみ る と 、 後者 の 腿 にお い て 問 われ てい

ることが、脛では問われていない ことがわかる。①では一息に「わかる」

と なる こ と が、 ② ～ ⑤ では 触 ら れて “ わ か る― わ か らな い ” だ けで はな

い 、異 な る 二つ の こ と が 同 時 に 生じ て き て しま う 。 すな わ ち 、 ②「 触ら

れ ると わ か んな か っ た 」に は 、 わか る と わ から な い が 含 ま れ る 矛盾 した

構 造に な っ てい る 。 つ まり 、 接 触面 に お け る ④ 「 自 分の 足 だ と わか る」

こ とと 、 そ れに 応 じ る はず の か らだ の 手 応 え が ⑤ 「 中が 自 分 の 足じ ゃな

いみたい」へと変容していたと言える。“触れる―触れられる”という応

答関係において、自らのからだが応える感じがなかったこと が、「中」を

A さんに発見させていた。  

応答の変容がある一方で、「さわさわ」するという接触は把握され 、直

接触れているところに生じる「わかる」ことと、「何でかわからない」と、

理 由が 説 明 でき な い 、 自分 の 足 じゃ な い み たい と い うこ と が 、 何度 も 語

ら れて い く 。こ の パ タ ーン か ら 、次 の 意 味 の生 じ 方 が見 て 取 れ る 。 これ

ま でわ か る とも 、 わ か らな い と も自 覚 さ れ てい な か った も の が 、し びれ

て いる こ と で何 ら か の 応答 が 欠 け、 そ こ に 注意 が 向 く。 そ れ に より 、 前

半 で「 中 」 と言 わ れ て いた も の が発 見 さ れ 、そ れ が ここ で は 「 中身 」と

言い 換 え られ、「 触 られ る と わか る ん だ けど 、 中 身が 違 う 人 みた い ⁈皮膚

は確かに自分なんだけど、中身が違う人みたい。」と いう表現に行きつく 。 

ここで、 A さんの語りと動きに着目したい。 A さんはからだの表面 を触

って い る にも か か わ らず、「 中 」の わ か らな さ に つい て 語 っ てい た 。「触

ら れて い る のは わ か る 」こ と が 、わ か る だ けで は な いか ら だ の 感じ を 同

時 に確 認 さ せて い た 。 表面 に 触 られ て い る こと が わ かる こ と が 、中 のわ

か らな さ を 語ら せ る 。 そこ に 「 自分 の 」 と いう こ と が絡 ん で く る。 つま

り、「 触 ら れる と わ かる 」 こ とも、「 中 」に つ い ても 主 題 化 され ず 、 それ

らが同時に分かたれることなく経験されることが、「自分の足」であると

言える。A さんが、両足にしびれを感じている ことは、そのしびれを感じ

る こと で 確 かに 自 分 で ある と 断 言で き る 手 がか り に なる と 同 時 に、 中が

自 分じ ゃ な い み た い
、 、 、

と 感じ て し まう こ と を 生じ さ せ てい た 。 そ れは 、片



45 

 

麻痺患者が麻痺した手足を「自分の物じゃない」（山内， 2007）と断言し

物のように扱うのとは違い、「中身が違う人みたい」という「人」である

こ とを 保 っ てい な が ら 、そ れ が 「違 う 人 み たい 」 と 婉曲 的 に 自 分の 中に

「他」を感じるが、「他」であるとも断定できないことが示される。この

点について、「 ｂ  だから」以降で 具体的に語られていく。  

A さんは、発症後に初めて便座 に座ったときに、びっくりしたという。

動作としては 便座に座っているのに、「なんかゼリーとか、何かの上に座

っているみたいで」、慣れ親しんだ 便座の手応えがなかった のである。そ

れ は、 便 座 に自 分 が
、 、 、

座 って い る 、 自 分 が 触 れて い る 感覚 で は な かっ た と

も言える。さらに、「 ｃ だから、ゆらゆらして」と 、 A さんは、理由もわ

か らず ゆ ら ゆら す る 経 験を し て いた 。 そ こ では 、 自 分の か ら だ が揺 れて

い ると も 、 揺さ ぶ ら れ てい る と も言 え ず 、 さら に ゆ らゆ ら し て いる のは

自 分の か ら だで あ る と も、 別 の 何か で あ る とも 、 断 定で き な い 。便 座で

は 、“ 座 っ てい る こ と” は 実 感さ れ 、 何 かに 触 れ 感じ て い る こと は 、「皮

膚 は確 か に 自分 」 と 語 るよ う に 、 確 か に 把 握さ れ て い た 。 他 方 で 、 それ

がゼリーのように感じられたことで、確かなはずの自分の感覚が揺らぎ、

「 中が 違 う 人み た い 」 と、 そ こ に自 分 で あ りな が ら も、 自 分 で ない もの

を見つけてしまう 。  

 先行 研 究 （ 登 喜ら ， 2005） では 、 し び れ てい る 皮 膚 表面 の 感 覚の 鈍 さ

に より 、 動 作の 巧 緻 性 が低 下 す ると 述 べ ら れる こ と が多 か っ た 。す なわ

ち 、外 部 と の接 触 に お ける 不 具 合 が 、 し び れの 経 験 の根 拠 と し て論 じら

れてきた。だが、ここでは、しびれていることがはっきりわかることが、

逆に何かを覆い隠 し 、「中が違う人みたい」といわれる事態 が生じていた

ことが記述された。それは、しびれに関する既存の議論が主眼をおく“外

と の関 係 ” に関 す る こ とで は な く、 い わ ば “内 と の 関係 ” に 関 する もの

である。別の個所でも、 A さんは次のように語っていた。  

 

「ビリビリ（左 手 を持 ち上 げてじっと見 ながら）。これがないと、逆 に何 も感 じない。」（中

略 ）「歩 くときとかもそう。（両 手 で腿 をこするようにして）このビリビリがないと、歩 けない

んじゃないかって。」（AFN#1p13）  

 

つ まり 、 触 ら れて わ か るこ と が 、 同時 に ビ リビ リ を 感 じさ せ 、 それ が

動作の手がかりになる。だが、ビリビリは動作を可能にはするが、「中が

違 う人 み た い」 と 言 わ れる よ う な「 中 」 を 作り 出 す 。ビ リ ビ リ があ るこ

とが、世界と A さんをつなぐものでありながら、中を曖昧にさせてしま

うものとなっていた 。  

 

（２）「中 がつながってきた？感 じ。」  

そ の曖 昧 に な った 「 中 」に つ い て 、つ な が ると い う 表 現で な ん らか の
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手 応え を 感 じる よ う に なっ た こ とが 、 以 下 の抜 粋 で 語ら れ た 。 理学 療法

終了後に病棟ラウンジで、二人で話していた一連の場面（ pp59-64）の一

部である。以下の 場面では、 A さんが自らのからだを触ったり、見たり、

動かしたりし、同時に私も A さんに触れたり、共にじっと見たりしてい

た 。触 り ― 触ら れ る な かで 、 抜 粋１ で 「 わ から な い 」と さ れ て いた もの

が、わかるようになってきたことが発見されている。  

 

【抜 粋 2 #4p63：入 院 中 ラウンジでの会 話 場 面 ―神 経 が通 っていないと筋 肉 も

痩 せてくると言 われたことに触 れ、お尻 について言 及 していく】  

A さんは左 右 の手 の平 を上 にむけて、親 指 を小 指 側 にぐーっと曲 げていく。すると左 は

母 子 球 がこんもり山 になるのに対 して、右 は平 らな丘 のような感 じで確 かに盛 りあがり方

が違 う。そして、また A さんが手 をパーにして伸 ばしたときに、私 は A さんの右 の母 子 球 に

触 れてみた。ペタッとしたような、跳 ね返 りがないような、ひやっとぴたっとしたような感 じがし

た。左 手 の方 にも手 を伸 ばしてみると、感 触 が違 った。張 りのある感 じで押 すと押 した分

だけ跳 ね返 ってくるような感 じがして、右 手 を押 した時 のそのまま沈 んでいってしまうような

感 じとは明 らかに違 っていた。  

A   「ねー、神 経 が通 ってない、っていうか通 ってるけど、、こんなんなっちゃうんだね～。多

分 、お尻 もだよね～。」と言 いながら右 のお尻 を全 体 的 に触 り、両 手 で 腿 の上 をさ

するように上 下 して、  

A   「最 近 やっとつながってきました（膝 から腰 のあたりまで手 を添 えながら）。触 ってい

る感 じは、私 の場 合 は最 初 からあったんですけど （腿 を触 りながら）、中 の感 じ

が違 う感 じ？それが、最 近 はわかるようになってきて、」  

坂 井 「ここは大 丈 夫 だったんでしたっけ（膝 下 を触 りながら）？」  

A   「大 丈 夫 でしたね。（膝 から腰 まで触 りながら）膝 からつながってきた感 じ、中 がつ

ながってきた？感 じ。（右 腰 を触 りながら）ここも鈍 かったんだと思 います、今 も鈍

いんだと思 うんですけど。最 初 から、あったかさ？はわからなかったかな、拭 いてもらって

も痛 かったから。だから、さっきの腿 のあたりマッサージしてもらってた時 あったでしょ、あ

の時 も、あれしびれてたんですよ。でも、痛 くはないんです、しびれてる、ビリビリする感

じで、それが感 覚 なのかなっていう。」  

 

下線部の「つながってきた」「わかるようになってきて」に注目したい。

まず、A さんはしびれている下半身を両手で触り、何がと言わないままに

「 最近 や っ とつ な が っ てき ま し た」 と 、 つ なが っ て きた こ と を 発見 して

いた。そして、抜粋 1 でも語られた 「中」が「最近わかるようになって

きて 」 と、「つ な が って き た 」こ と が 「 わか る 」 こと に 接 続 され て い る。

直接的に「中がわか るようになった」と言うこともできるが、A さんはそ

うではなく「中がつながってきた」と表現していた 。ここにも、「中」が

ど のよ う に 生じ て い た かを 見 て とる こ と が でき る 。 すな わ ち 、 私た ちの

からだに既に「中」があり― A さんにおいては病前から― それがどのよう
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な もの か わ かっ て い た ので は な く、 分 か た れて い な かっ た も の が分 かた

れ るこ と に より 「 中 」 は生 じ た ので あ り 、 それ が 何 であ る の か はこ こで

は問われていない。言語化することも難しいのだろう。そのため、A さん

は 「中 が つ な が っ て き た」 と 、 分か た れ る 前の 状 態 にな り つ つ ある こと

を示していた と言える。それは、A さんが「つながった」という完了した

形ではなく、上記抜粋中 3 回とも「つながってきた」という現在完了進

行形であることからもわかる。  

加えて、つながってきたというのは、ある意味「中」の回復であるが、

そ れは 同 時 に「 中 」 が なく な る こと で も あ る。 そ れ ゆえ 、 ど う なっ たか

を表現することにも難しさが伴い、「 膝からつながってきた感じ、中がつ

ながってきた？感じ」と、「感じ」を重ね断定を避けることになる。この

ようなことが、「つながってきた」ことが「最近はわかるようになってき

て 」へ と 接 続さ れ る 。 抜粋 １ の 脛を 触 っ て 、分 か た れる こ と な く一 息で

わかるように、「中がつながってきた」A さんは、脛 同様に一息でわかる、

分かたれていなかったものに戻りつつあることが わかる。  

さらに、「つながってきた」という今を起点にし、 A さんは以前の「鈍

さ 」に つ い ても 、 断 定 を避 け な がら 語 り 始 めた 。 こ こで は 、 鈍 さと わか

ら なさ が 接 続さ れ 、 間 に「 だ か ら」 を は さ み、 し び れて い る こ とと 感覚

が接続されていた。まず、「鈍かったんだと思います」と断定を避けて示

さ れ、 そ こ に具 体 状 況 とし て 、 清拭 時 の 温 かさ が わ から な か っ たこ と、

逆 に痛 み を 感じ て い た こと が 示 され る 。 そ して 、 接 続関 係 が 成 り立 って

い ない 「 だ から 」 を は さみ 、 マ ッサ ー ジ さ れて い る 時「 し び れ てた んで

すよ。」 と 言い 、 直 後に そ こ には 痛 み が なか っ た こと が 加 え られ、「 しび

れてる、ビリビリする感じで、」としびれの様子を、オノマトペ を用いて

示し、「 そ れが 感 覚 なの か な って い う。」と 締 め く く っ て い た。 こ の 文脈

においては、「しびれてること」が、必ずしもネガティブな意味 のみを持

っ てい る わ けで は な い こと が 見 てと れ る 。 すな わ ち 、 し び れ は 鈍さ ―わ

か らな さ の 対比 と し て 、わ か る こと の 手 が かり と し て捉 え ら れ てお り、

だからこそ「感覚」という言葉で表現されたのである。  

 

（３）「体 の中 から感 じる暖 かさって、しびれてから全 然 なくて」  

初夏に発症した A さんは、秋から冬になると手の冷え・冷たさなど温

度 の感 じ 方 につ い て た びた び 言 及し た 。 以 下の 抜 粋 は初 冬 の 頃 に、 初め

て “中 の 温 かさ が な い ”こ と を 語っ た 場 面 であ る 。 状況 は 、 作 業療 法が

始まる前で、 OT6（この日初めて担当）と作業テーブルに移動し、 OT6 が

道具を取りに離席したところからである。  

 

【抜 粋 3 #19p321：外 来 リハビリー作 業 療 法 が始 まる前 】  

私 は椅 子 を持 ち、A さんの左 隣 に移 動 して座 ると、私 の方 を向 いて、  
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A  「こないだ、すごいしんどくて、普 通 のマッサージ、行 ったんです、街 の。全 然 効 かなく

て（笑 ）。お金 の無 駄 だった。フットマッサージもつけたんですけど、あったかいタオル

巻 くのあるじゃないですか、あれやってもらっても、体 の中 から感 じる温 かさって、しび

れてから全 然 なくて（不 思 議 そうに）。」OT6 がフットマッサージのあたりの話 のとこ

ろで道 具 を持 って戻 ってくるが、私 の方 をみて力 説 し続 ける A さん。  

＜このあと、訓 練 が始 まり、そのなかで A さんが「力 入 んない。ジムでやりすぎたかな

（笑 ）」と語 った続 きが下 記 になる＞  

【抜 粋 4：#19p323】  

OT6「ジムで何 を？」  

A   「マシントレーニングと、スタジオと、有 酸 素 運 動 と、ヨガと、あ、ヨガも有 酸 素 運 動 か

（笑 ）。（私 のほうをみて）やっぱ、筋 肉 痛 が（ない）、」  

坂 井 「筋 肉 痛 が、ないですか。」  

A   「すべての感 覚 がしびれに変 わってるんですね～、さっきのあったかいのも。お風 呂

に入 っても、入 った時 はあったかいんですけど、中 からあったかいっていうのがなく

て、」  

OT6「表 面 は感 じるけど、中 は、」  

A  「中 からは全 然 。」  

OT6「表 面 と、中 の感 覚 は全 然 ちがいますからね。」  

A さんはパテにピンを刺 す作 業 を続 ける。  

 

上記の抜粋 3、 4 の一続きの場面では、まず、抜粋 3 で、フットマッサ

ージで足に温タオルが巻かれた時のことが想起され、「体の中から感 じる

温かさって、しびれてから全然なくて。」と不思議そうに語られる 。ここ

では、からだの表面にタオルが巻かれているにもかかわらず、A さんは「体

の 中か ら
、、 、

感 じる 温 か さ 」に つ い て言 及 し 、 しび れ て から そ れ が ない と語

った。これは、抜粋 1 の「前の病院 で、看護師さんがあったかいタオル

で拭いてくれるでしょ、」と、脛を触り ながら温かいことがわかる部分が

示 され 、 対 照的 に 「 中 が自 分 の 足じ ゃ な い みた い 」 と中 の わ か らな さが

語られたことと類似する。  

そして、数分後の抜粋 4 では、筋肉痛がないということから波及し、「す

べての感覚がしびれに変わってるんですね～」と しびれを“感じること”

全般に広げていく。そして、抜粋 3 での「体の中から感じる温かさ」と

いう 話 題 に戻 り 、 入 浴時 に も 「 中 か ら
、 、 、

あ った か い って い う の がな く て、」

と語る。その後 OT6 が「表面は感じるけど、中は、」と尋ねたことに対し、

A さんは「中から
、、、

は全然」と表現を変えて答えていた 。この A さんの「中

から」という表現に着目したい。ここで、 A さんは「中」が温かいという

静的な状態ではなく、「中 から
、、

」とい う動的な、方向性をもった温かさが

感じ ら れ ない こ と を 問題 に し てい た の で はな い か。「中 か ら 」と い う と、

“中から外へ”という方向性がイメージされる。だが、A さんにおいては
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それだけではない 。抜粋 3 でも 4 でも、まず「あったかいタオル」「お風

呂」という、外からの温かさがわかることが示される。その後に、A さん

は 「中 か ら 」の 温 か さ がな い と 語 っ て い た 。つ ま り 、中 だ け の 問題 とし

て 問わ れ て いた の で は なく 、 外 から の 温 か さに 応 じ てい る 感 じ のな さが

「中からは全然」 と表現されていた。  

こ の「 中 か ら」 の わ か らな さ に、「し び れ てか ら 全 然な く て 」「 すべ て

の 感覚 が し びれ に 変 わ って る ん です ね ～ 」 と、 し び れと の つ な がり が示

されていた。まず、「しびれてから全然なくて」と不思議そうに語ってい

ることから、「中からの温かさ」について以前から意識していたというよ

りも、「 し びれ て か ら」、 フ ッ トマ ッ サ ージ な ど 生活 の 一 場 面で 、 ふ と意

識させられていた ことがわかる。そして、「すべての感覚がしびれに変わ

っ てい る ん です ね ～ 」 と、 筋 肉 痛も な い 、 中か ら 感 じる 温 か さ もな い、

し かし 、 そ れら が “ な い” わ け では な い 。 しび れ に 変わ る と い う形 で、

つまりこれまでとは違うなんらかの感じとしてはあることがわかる。  

前 述ま で の 記述 を 受 け、「自 分 の 足じ ゃ な いみ た い 」な ど 「 ～ みた い 」

と いう し び れて い る 身 体の 表 現 のさ れ 方 が 、ど の よ うに 生 じ て いた かを

確 認し て お きた い 。 何 かに 触 れ たり 、 触 れ られ た り する こ と で しび れを

強く感じる一方で、「中がわからない」という、からだの応答が変容して

いた。他方で、「触られるとわかんなかった」で見たように、わかるとわ

か らな い が 、し び れ て いる か ら だに は 同 時 に含 ま れ ると い う 矛 盾し た構

造 があ っ た 。こ の 構 造 が、 麻 痺 のよ う に 自 らの 手 足 を「 自 分 の もの では

な い」 と 断 言す る の で はな く 、 自分 だ と わ かっ て い なが ら も 、 その よう

に も感 じ ら れな い 矛 盾 を内 包 し た「 自 分 の 足じ ゃ な いみ た い 」 の現 れ に

なっていた。  

 

b.「嫌 なんでしょうね」―鳥 肌 が立 つ身 体  

 A さんの FN には幾度も「鳥肌が立つ」場面が見られた。 1 ヶ月の入院

期間と、 6 ヶ月の外来リハビリ場面における FN の、鳥肌についての言及

を追 っ て 見 て い くと 、時 期 によ り 発言 頻 度や 言 及の さ れ方 に 違い が 見ら

れた。概観すると、次のようになる。  

 

  入 院 期 間 中 （#0～5：発 症 から 1 ヶ月 ～2 ヶ月 ）：“鳥 肌 が立 つことに驚 く”ー

鳥 肌 が立 つ身 体 の発 見  

  退 院 直 後 （#6～13：発 症 から 2 ヶ月 ~3 ヶ月 ）：“鳥 肌 が立 つ場 面 を知 る”ー

からだが嫌 だと感 じるようになった物 との出 会 い  

  退 院 2~4 ヶ月 （#14～：発 症 から 4 ヶ月 ～）：鳥 肌 についての言 及 が少 なく

なる。だが、冬 になると、「ピンチなことがいっぱい。」と、ダウンコートを着 ると、表 面 のビ

ニール素 材 が嫌 だと感 じることに気 付 いたり、ズボンのファスナーの金 属 部 分 が腿 にふ
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れると、ヒャっとなったりする話 が聞 かれた（#21）。  

 

（１）「こんなんで鳥 肌 立 つんだ～」―鳥 肌 が立 つことに驚 く  

抜粋 5 は、 FN の中で初めて「鳥肌」が 見られた場面である。状況は、

作 業療 法 で 、チ ラ シ を 紙吹 雪 を 作る よ う に 小さ く 千 切っ て い る 中で 、何

枚くらい重ねて千切るとちょうど良い 負荷になるか OT1 と A さんが相談

しながら、千切り始めたところである。  

 

【抜 粋 5 #1p14：入 院 中 ―チラシを千 切 り鳥 肌 が立 ち「はっ」と声 が漏 れる場 面 】  

A さんがチラシを千 切 る動 作 を続 けながら、「5 枚 でも大 丈 夫 そう」と OT1 に伝 える。そし

て、5 枚 重 ねたものを、紙 吹 雪 を作 るように、小 さく千 切 っていく。左 手 で揃 えた紙 を持

って、右 手 で小 さく千 切 っていこうとし、右 手 を動 かすと、「はっ。」と A さんから声 が漏 れ

る。  

A   「鳥 肌 が立 つ。神 経 が嫌 がってる。あー来 た。 」A さんの半 そでから覗 く二 の腕 や

肘 あたりにプツプツと鳥 肌 が立 っているのが見 える。  

OT1「来 た？」  

A   「すごいな、こんなで鳥 肌 立 つんだ～。」（感 心 しているような、しんどさなどをあまり

含 まず、なんだか自 分 のことじゃないような雰 囲 気 で明 るく話 す A さん。）  

話 しながらも、千 切 る作 業 を続 ける A さん。「来 た！」と時 折 小 さくつぶやき、見 ると、プツ

プツ鳥 肌 がはっきり立 つのが見 える。千 切 りながら発 症 時 の話 になる。  

 

作業をしながら、「はっ」とまず声が漏れ出たことに着目したい。ここ

では、A さんはチラシを 5 枚重ねて千切りだし初めて、鳥肌が立つことに

気づいている。つまり、この時点（リハビリ開始 4 日目）では、何をす

る と鳥 肌 が 立つ と い う 予測 が ま だ立 っ て い ない 。 た だ、 プ ラ イ マリ ーで

ある OT1 がどうしたのと尋ねるのではなく、「来た？」と応答しているこ

と から 、 こ れが 初 め て では な い と考 え ら れ る。 す な わち 、 鳥 肌 が立 つこ

と は、 他 の 場面 で も あ った が 、 この チ ラ シ を千 切 る 作業 で 鳥 肌 が立 つの

は初めてだったのだろう。  

以後は、時間の経過と共に予測がつ いていくようになる。 #3 ではリハ

ビリ中に、「あー、左に鳥肌 立ってきた」と握っていた棒を投 げ出す（ #3p46）

が、驚きの声はない。また「鳥肌が立つ」という現在形ではなく、「立っ

て きた 」 と いう 現 在 完 了形 に な って い る 。 それ は 、 #1「 立 つ 」 では 、そ

の瞬間に鳥肌に突然出会い驚いていた が、「立ってきた」では時間の幅を

含 み、 そ う なる こ と が ある 程 度 見通 さ れ て いた な か での 鳥 肌 の 出現 であ

る。それが、 #4 になると「少しずつ、立ちつつある。ほら。」と言いなが

ら自分の右腕を見たり（ #4p72）、#5 では OT に「鳥肌大丈夫ですか？ 」と

問われ、「まだ大丈夫」と答えたり（ #5p98）、鳥肌に対する予測が立って

いた。さらに #5 になると、私が A さんの鳥肌が消えたことに気付き、休
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憩すると鳥肌が消えるのかなとつぶやいたのに対して、「あれね、動かし

て いる 時 だ け な の。」（ #5p100） と 、 ど ん な 状況 で 現 れ るの か を 言語 化 で

きるようになってい た。  

 A さんは入院生活のなかで様々な物を触ったり、手の動かし方や道具 の

持 ち方 な ど の訓 練 を 通 して 、 何 に対 し て 、 どん な 状 況で 鳥 肌 が 立つ のか

次 第に つ か んで き て い た 。 だ が 、こ の 予 測 は“ 入 院 生活 ” と い う限 られ

た環境において成立していた もので、退院後は語りのトーンが変化した 。

次項で、退院後の 1 ヶ月以内の A さんの様子を示す。  

 

（２）「しびれに意 外 に支 配 されましたね」―接 触 がしびれを浮 かび上 がらせる  

 退院直前の頃、A さんと私は退院後の生活についてラウンジで話してい

た （ #5ｐ 87-91）。 車 の 運転 を ど う する か 、 家事 は ど う する な ど を話 し な

がら、「でも、左手だからね、利き手は右だから、なんか生活で困るかな

～ ？」（ #5p90） と 、 し びれ て い る 左手 を あ まり 使 わ な いよ う に した ら 、

大丈夫ではないかと語っていた。ところが、退院後のリハビリ場面では、

退院後の生活が病前と変容したことが語られた 1 2。以下の抜粋は、退院し

てちょうど 1 週間後の（ #6）外来リハビリを終えた場面である。退院後

に、 A さんが 、しびれをどのように経験していたかが 現れている。  

 

【抜 粋 6 #6p121-122：初 回 の外 来 リハ終 了 時 に立 ち止 まる A さん】  

PT4 がじゃあまた来 週 お願 いしますとボードを持 って立 ち去 ると、ベンチからも装 具 置 き場

からも離 れたちょうど通 路 というか空 間 の真 ん中 に立 ったまま、笑 みが消 えて、  

A  「そう、しびれに意 外 に支 配 されましたね（手 を揉 むように触 りながら）。」  

坂 井 「ああ～」  

A  「何 するにも触 るじゃないですか～（右 手 で左 第 4・5 指 を軽 く握 るようにスッと触 り

ながら）、だから、それこそ、ここ（腿 を触 りながら）に当 たってゾワゾワする。スーパー

の袋 ？あれも、（手 に持 つジェスチャーをして）うわぁ！っていう感 じで、」  

坂 井 「ああ、持 った瞬 間 、」  

A  「そう、嫌 な感 じがして、」  

坂 井 「ああ、入 院 中 は持 たないですもんね、ビニールの袋 。ゾワゾワ？ （自 分 の手 を触 り

ながら）」  

A  「っていうかね、嫌 な感 じがして、うわぁって。」  

坂 井 「ああ、嫌 な感 じが。」  

立 ったまま動 かず考 え込 むような感 じの A さん。  

                                                                 
1 2次 の よ う な し び れ に ま つ わ る 出 来 事 が 語 ら れ た 。「 し び れ て い る か ら 、握 っ て い る 間 に 落

ち ち ゃ っ て 。」（ #6 p1 05）と 、レ ジ を 待 っ て い る 間 に 準 備 し て い た 硬 貨 を 落 と し た こ と や 、

財 布 の 中 の お 札 を 上 手 く 数 え ら れ な い こ と 、 お 皿 を 落 と し そ う に な っ た こ と 、 包 丁 も 「 手

が し び れ て く る と 、 い や ん な っ て 、」 と 親 指 と 人 差 し 指 で つ ま ん で 持 っ た り し て い る こ と 、

そ し て 、 自 宅 の 食 器 洗 い ス ポ ン ジ が 「 あ の こ す る と こ ろ の ザ ラ ザ ラ が ダ メ だ っ た 。 あ れ は

最 悪 だ っ た 。（ 中 略 ）あ の ザ ラ ザ ラ が 、こ こ で そ う な る ⁈ っ て 、あ の チ ク チ ク 感 が 耐 え ら ん

な い 、 ト ゲ ト ゲ 感 ？ 肌 触 り ？ 」（ #6 p115） な ど で あ る 。  
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＜中 略 ：入 院 していたときに親 しくしていた患 者 仲 間 と会 い談 笑 ＞  

【#6 p123】  

病 棟 のリハビリ仲 間 のテーブルから少 し離 れると、歩 きながら右 隣 を歩 いていた私 の方 を

向 いて、しびれが意 外 と辛 かったと話 される。  

坂 井 「ここに入 院 しているときよりも？」  

A   「入 院 していると、自 分 のご飯 食 べて、リハビリしてだけだったけど、家 に帰 ったら、ご

飯 作 って、洗 濯 して、畳 んで、買 い物 行 ってとか、色 々あって、できる部 分 と、しび

れが邪 魔 する部 分 と、何 やるのも。洗 濯 物 、腿 の上 で畳 んだりしません？」  

坂 井 「ここで、ささっと（自 分 の腿 を触 りながら、そこを台 にしてさっと動 作 するという意 味

で話 すが）」  

A  「そう、（洗 濯 物 が）当 たって、うわぁってなって。」  

坂 井 「ああ、そういう、いろんなことをしていくなかで、色 々あるんですね～。」  

 

 A さんはリハビリ終了後に総括するような感じで「そう、しびれに意外

に 支配 さ れ まし た ね 」 と語 っ た 。意 外 に と いう の は 、入 院 中 に はあ まり

困 るこ と は ない だ ろ う と予 測 し てい た こ と によ る 。 なぜ 、 意 外 だっ たの

か 。入 院 中 と退 院 後 を 見て み る と、 物 と の 接触 と い う点 に 大 き な違 いが

見られた。A さんは 、家事全般を行うことで、入院中には触ることがなか

っ たよ う な 、硬 貨 や 包 丁、 食 器 、ス ポ ン ジ 、ビ ニ ー ル袋 と い っ た様 々な

素材に触れていた。そのたびに、「ゾワゾワ」したり、「嫌な感じがして、

うわぁって」となったり、接触がしびれを多様に浮かび上がらせていた。  

 このように、接触と共に現れるしびれを回避することは難しい。A さん

は、「何するにも触るじゃないですか～」と生活の 全てにおいて、何かに

触 るこ と が あり 、 そ こ で常 に し びれ て い る こと が 意 識さ れ て し まう 。普

段 は、 家 事 であ れ ば そ の目 的 に 意識 が 向 か って お り 、そ の 手 前 で常 に生

じ てい る 何 かと の 接 触 は、 背 景 に退 い て し まっ て い る。 こ の 背 景に 退い

ていることが、動作を可能にしていた。ところが、目的を達成する前に、

それを阻むかのように、接触と同時に発生するしびれが、「支配されまし

たね」と A さんに感じさせている た。  

 

（３）「嫌 なんだと思 う」ー“自 分 のからだ”として現 れない  

 A さんは鳥肌が立ってくるとき「嫌なんだと思う」と、自らのことで

ありながら距離をとった他人ごとのような表現になることがあった 1 3。そ

れ らは 、 訓 練や 生 活 の なか で 、 例え ば 字 を 書く と き にペ ン を 持 つな ど、

何らかの動作を持続的にしている時に見られた。以下にその一例を 示す。 

                                                                 
1 3  # 2 p 2 2：タ オ ル の 端 を も っ て 引 っ 張 り 合 う 動 作 を 始 め よ う と タ オ ル を 持 つ と 、A「 つ っ 、

こ の 時 点 で 、 こ の 形 に す る の が 嫌 な ん だ と 思 う 。」  # 4 p 7 2： A「 多 分 指 を 変 え れ ば 、 こ の

姿 勢 が も う 嫌 な ん だ と 思 い ま す 。」と 左 手 で ペ ン を 持 つ 右 手 、特 に 親 指 の 人 差 し 指 あ た り を

触 り な が ら 話 す 。  # 6 p 11 0： A「 ね ー 、き っ と こ れ が 嫌 な ん だ と 思 う 。」と 言 い な が ら 、指

折 り の 動 作 を ち ょ っ と し て み る 。  
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【抜 粋 7 #3p46：入 院 中 の作 業 療 法 ―50 ㎝ほどの棒 を両 手 で握 り、上 下 する

運 動 中 】  

A  「あー、左 に鳥 肌 立 ってきた」と言 い、棒 を投 げ出 すように棚 の上 に置 く。私 も A さ

んに近 づき見 てみると、左 腕 全 体 に鳥 肌 がポツポツと立 っている。そして、右 手 で、

左 の第 4・5 指 を触 りながら、  

A  「ここのね、握 っているのが嫌 なんだと思 う。」  

坂 井 「あー、ほんとだ。右 にもでてきましたね。」  

A  「この握 っているのが、今 日 は嫌 なんだと思 う。この前 と同 じだね、右 手 のときと」  

と前 回 作 業 療 法 で板 を持 っている右 手 にばーっと鳥 肌 が立 った時 のことを確 認 するよう

に私 に話 しかける。  

坂 井 「ぞわぞわするんでしたっけ？」  

A  「う～ん、そうですね、今 はしない、この 2 本 だけ（左 の指 をさわりながら）、」  

坂 井 「嫌 なんですかね～」  

A   「嫌 なんですね。おもしろ～い、自 分 のからだなのに、こんなふうになるんだね。」と明 る

い雰 囲 気 で話 す A さん。  

  

 A さんは 50 ㎝ほどの長さの棒を両手で握り上げ下げする 棒体操の途中

で 、鳥 肌 が 立っ て き た こと に 気 付き 、 握 っ てい た 棒 を投 げ 出 す よう に放

す。そして、しびれがひどい左手の第 4・ 5 指を触りながら「握っている

のが嫌なんだと思う」と、鳥肌の理由を 推測する。  

この「嫌なんだと思う
、、、、、 、

」という距離をとった表現に着目してみたい。 A

さ んは 、 鳥 肌が 立 っ て きて 棒 を 投げ 出 し た 直後 に 、 あえ て し び れて いる

指 を触 っ て いた 。 自 ら のか ら だ を触 り 確 か めな が ら も、 他 者 の 感覚 を代

弁 する よ う な、 矛 盾 と もい え る 表現 が ど の よう に 生 じて い た の か。 棒体

操の場面に戻ってみよう。A さんは、しびれている左腕に鳥肌が立ってき

た こと を 見 て、 棒 を 投 げ出 し て いた 。 そ こ では 、 鳥 肌を 腕 で 直 に感 じて

いるというよりも、むしろ、腕に起こったこととして、A さんが見ていた

こ とが わ か る 。 鳥 肌 が 立つ こ と にお い て 、 それ を 感 じる こ と と 、見 るこ

ととの間に齟齬が生じていた。そのことが、 A さんに「嫌なんだと思う」

と 、他 人 の こと の よ う に語 ら せ てい た 。 さ らに 、 し びれ て い る 指に あえ

て 触れ る こ とで 、 こ の 齟齬 を 埋 めて い た の では な い か 。 つ ま り 、直 に感

じ るこ と が はっ き り し ない こ と で、 見 る こ とと の 間 に生 じ た 齟 齬を 、し

び れを は っ きり と 直 に 感じ る こ とで 、 感 じ てい る 自 分を 補 っ て いた と言

え る。 そ れ でも 、 な お 「嫌 な ん だと 思 う 」 と 語 ら れ てい た 。 そ れは 、し

び れを は っ きり と 感 じ ると 同 時 に 、 先 の 「 中」 で 見 たよ う な 、 触れ た右

手 に応 答 す る か ら だ の 感じ が 、 病前 と は 異 なっ て い たこ と も 確 認さ れる

こ とに な る 。そ れ が 、 自分 の か らだ に 起 き てい る こ とが 見 て わ かっ てい

て も、 実 感 とし て は 変 わっ て し ま い 、 自 分 のか ら だ なの に 、 自 分の から

だに起きていることのように感じられないことにつながっていた。  
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c.「なんか、笑 っちゃうね。変 な格 好 すぎて」―“かつてのからだ”と“このから

だ”  

 A さんのリハビリ場面には、い つも様々な水準の笑いがあった。例えば、

筋トレ中に「きつい～」と笑いを含みながら訴えたり（ FN の至る場面に

ある）、退院後の買い物を想定し、カバンに入れる重しを、「マックス 1.8

キ ロか な ～ 。 一 升瓶 、 お酒 の 一 升 瓶だ ね 。」 と 笑い 飛 ば す （ #3p32） こと

もあった。そのような A さんの様子を、スタッフカンファレンスでは「明

るくリハビリに取り組むことができている」と肯定的に捉えられていた。

A さん自身も、暗くなってもしょうがないと、意識的に明るく取り組んで

いた部分もある。  

一 方で 、 き つ い訓 練 や 上手 く い か ない 時 な ど、 本 来 で あれ ば 笑 えな い

場 面で の 笑 いも し ば し ば見 ら れ た。 誤 解 を 招き や す いた め 、 付 言し てお

くと、A さんは訓練中にふざけて笑ったり、できなくて笑ってごまかした

り して い た わけ で は な い。 で は 、こ の 笑 い は、 ど の よう に 生 じ 、 何 を意

味していたの だろうか。以下に、 A さんが初めて「この体になってから」

（ #3p28-29：入院 12 日目）と、疾患後の自らのからだを語ったことを入

口に、検討していく。  

 

（１）「このからだになってから」  

 A さんは、地域のママさんバレー ボールチームに所属して おり、ボール

を 活か し た リハ ビ リ メ ニュ ー も 取り 入 れ ら れて い た 。ベ ッ ド サ イド に は

バ レー ボ ー ルが あ り 、 それ を 掴 む自 主 ト レ や、 訓 練 室で は 実 際 にト スや

レシーブなどもしていた。その時の様子を、「後ろが怖い。前は大丈夫だ

ったけど、後ろ？こうなるのが怖い。」と上体を後傾させながら話した場

面からの続きが、 以下である。  

 

【抜 粋 8 #3p28：入 院 中 の作 業 療 法 ―棒 体 操 中 】  

A 「うーん、この体 になってから、どんくらい動 けるかわかんないから、前 （前 方 ）は大 丈

夫 だなっと思 って、こうやっているから（左 右 の片 手 レシーブの実 演 をしながら）、今 は、

この体 になってからは、そんなに動 いていないし、わかんないから。」  

 

 A さんは ADL が自立しており、歩行も可能であった。そのため、リハビ

リ のメ ニ ュ ーも 筋 力 ア ップ や 、 退院 を 見 据 えて 、 自 転車 に 乗 っ たり 、調

理 をし た り 、バ レ ー や テニ ス を した り と 、 入院 前 の 生活 に 近 い 内容 が多

か った 。 そ のな か で 「 この 体 に なっ て か ら 」と い う 、疾 患 後 の “こ のか

ら だ” を 自 覚 し て い た 。そ れ は 、脊 髄 損 傷 とい う 診 断に よ り “ この から

だ”になったというより、むしろリハビリで様々なことに取り組む中で、



55 

 

“このからだ”になったことに 気づかされていた。そして、「どのくらい

動けるかわかんないから」と、動きながら“どのくらい”を探ってい た。

ほ ぼ病 前 に 近い く ら い 動け る と いう こ と は 、 今 で き るこ と と と 病前 にで

き たこ と と の差 異 が あ る意 味 で は小 さ く 、 かつ て の 習慣 に 従 っ て動 くと

ふい に 「 後ろ が 怖 い 」と 感 じ るよ う に、“こ の か らだ ” を 感 じ、“ こ のか

らだ”により動きを制限されていた 様子もあった。以下では、“このから

だ”が現れる様子をみていく。  

 

（２）「笑 える」－“このからだ”が現 れる  

 A さん自身が「笑える」と表現する場面を 見ていく。下記の抜粋のほか

に も、 動 作 の俊 敏 性 を 鍛え る 訓 練と し て 、 三角 コ ー ンを 四 方 に 置き 、指

示された方向に反復横跳びのように動くメニューがあり、 PT が三角コー

ンを準備すると、 A さんが「あー、笑えるやつだ。」（ #3ｐ 38）と言う場面

も あっ た 。 次の 抜 粋 は 、作 業 療 法で 細 い 短 冊を 作 る よう に テ ィ ッシ ュを

千切っていた場面である。  

 

【抜 粋 9 #1p13：入 院 中 の作 業 療 法 ―ティッシュを細 く千 切 っていく場 面 】  

OT1 が「今 度 は、千 切 るのやります」と言 い、箱 からティッシュを一 枚 取 り出 し、右 手 でテ

ィッシュを固 定 して、左 手 で 1ｃｍくらいの細 さにピーと手 で切 っていく。OT1 は A さんに、

これをやってくださいと言 い、ティッシュは簡 単 すぎるかなとつぶやく。A さんはティッシュを持 ち、

左 手 でスーッと縦 に細 く切 っていく。1 枚 、2 枚 切 れていく。A さんも、これは線 が入 ってい

るから簡 単 だよと OT1 に言 う。そうだよね～と OT1 もつぶやく。  

A   「笑 える～、すごい変 な感 じがする。ここまで来 ているのに（左 手 で右 ひじから手 首

までをすーっとなぞり）、こっからは、、、（手 首 から親 指 のほうになぞりながら、ことば

が続 かない）。」とティッシュを千 切 った後 に、最 初 は笑 いを含 みながら話 し、右 手

を 触 りな が ら 話 す と 、ちょ っ と 真 顔 にな り 、 考 えな が ら 言 葉 が 最 後 ま で 続 か ない 。

OT1 がちょっと待 ってね、と言 い席 を離 れる。A さんは、私 の方 を向 いて、ちょっとまじ

めな顔 で説 明 するように、  

A  「しびれは、ここはなかったの（右 手 で、左 の第 1，2，3 指 をぎゅっと束 ねて握 るよ

うにして）。しびれはこっから来 て（右 手 で左 の脇 を触 り）、ずーっと、ここまであって

（脇 から 上 腕 、前 腕 を な ぞる ように 触 りなが ら 指 先 まで い き） 、それが 、ここ から

（右 手 で左 ひじを触 り）ここになって（指 先 までなぞるように肘 から手 を動 かしな

が ら ） 、 今 は 手 首 か ら 先 （ 手 首 を 握 っ て か ら 指 先 に す っ と 抜 け る よ う に 動 か

す）。」  

坂 井 「ああ、ここから、ここだったのが、今 は手 首 から先 なんですね。ちょっと範 囲 が狭 くなっ

てきたんですね。」と A さんと同 じように体 をさわりながら話 す。  

＊この後 は OT が戻 ってきて、訓 練 再 開 となる。  

 

 ティ ッ シ ュを 千 切 る こと 自 体 は「 簡 単 だ よ」 と 言 い、 訓 練 の 負荷 とし



56 

 

ては易しいものであったことが、OT1 とも共有されている。その直後に「笑

える～、すごい変な感じがする。」と、訓練内容そのものとは違うことが

語ら れ た 。テ ィ ッ シ ュを 千 切 ると い う 動 きに よ っ て、「 変 な 感じ が す る」

ことが A さんに自覚されていた。 A さんは「変な感じ」を説明しようと、

左 手で 右 肘 から 手 首 ま でを す ー っと な ぞ り なが ら 、 その 触 ら れ てい る右

手 につ い て “何 が ” と いう 主 語 をお か な い まま に 「 ここ ま で 来 てい る」

ことを、触りながら確認する。さらに、「こっからは」と言いながら、手

首から親指のほう へ なぞるようにするが 、言葉が途切れた 。  

この途切れたことを、 A さんの身体を触る時の動きから見てみる。「こ

こ まで 来 て いる 」 と 、 わか る と ころ は す ー っと 迷 い なく 一 気 に 手が 動い

てい た 。し か し、「 こっ か らは、、、」 で はな ぞ るよ う な触 り 方を す るが 、

何 がど う で ある か 、 言 葉に で き ない こ と が わか る 。 つま り 、 わ かる こと

が 探っ て い る左 手 を す ーっ と 一 気に 動 か し 、ま た 一 気に 動 か せ るの は、

触 り な が ら わ か る 手 応 え が あ っ た か ら で あ る 。 そ う す る と 、「 こ っ か ら

は、、、」 で は、 な ぞ るこ と に応 じ る形 で の、 何 かが な いこ と はわ か るが 、

「 ここ ま で 来て い る 」 の否 定 で ある 「 来 て いな い 」 と断 定 で き るよ うな

応答でもなかった と言える。  

 さらに、 OT1 が離席すると、「しびれは、ここはなかっ たの」と、今度

は 右手 で 左 手を 触 り な がら 、 左 手を 主 題 化 し語 っ て いた 。 前 述 の「 変な

感 じが す る 」の 曖 昧 さ とは 対 照 的に 、 し び れの 範 囲 につ い て は 、そ の推

移 を明 瞭 に 語る こ と が でき る 。 ここ で も 、 触れ 方 、 特に 力 加 減 を 見 てい

きたい。最初からしびれがなかった左手の第 1・ 2・ 3 指はぎゅっと握ら

れ てい た 。 一方 、 か つ てし び れ てい た 上 腕 ・前 腕 な どは 、 な ぞ るよ うに

触られる 。そして、今もしびれているという手首から第 4・5 指（尺骨側）

に かけ て は 、す っ と 抜 くよ う な 感じ で 軽 く 触れ て い る。 触 れ て いる 当事

者 でも あ り 、触 れ ら れ てい る 当 事者 で も あ るこ と が 、触 れ 方 と いう 動 き

を生み、そのなかで言葉にでき るものと、できないものが現れていた 。  

 「笑 え る 」は 前 者 の 右手 に つ いて 言 及 し てい た 「 笑え る ～ 、 すご い変

な感じがする。」には見られるが、左手について発症からのしびれの推移

を説明していた部分には見られない。また、「笑える～」として示された、

「 変な 感 じ 」は 、 変 な 感じ が す るこ と は わ かる が 、 その 詳 細 に つい ては

言 葉を な く して い た 。 つま り 、 何が ど う で ある と 意 味を も っ た 塊と して

言 語化 し づ ら く 、 そ れ が「 笑 え る～ 」 と し て置 き 換 わり 、 自 ず と笑 えて

しまうような感覚が生じていた と言える。  

 

（３）走 りながら噴 き出 し笑 うーかつてのからだとの差 異  

 上記では、A さん自身が「笑える」と言語化し ていたことを見てきたが、

以 下で は 動 きの な か で 笑い だ す 場面 を 見 て いき た い 。笑 い 出 す 場面 は、

７ヶ月の FW 期間中継続して見られたが、特に最初の頃に多く見受けられ
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た 。こ の 最 初の 頃 に 多 いと い う のも 、 意 味 があ る 。 以下 で は 、 いく つか

あ る笑 い 出 す場 面 の 中 でも 、 特 に噴 き 出 し てし ま い 動作 が 止 ま って しま

った場面と、その直後に A さん自身がその場面について、自ら語り出し

たところを抜粋している。  

 

【抜 粋 10  #5p86-87：入 院 中 ー 廊 下 で走 る訓 練 中 に噴 き出 して笑 い出 す場

面 】  

絵 画 が飾 ってある壁 面 を左 手 にして、A さんと PT1 は並 んで立 ち、PT1 が走 る練 習 をし

ましょうと声 をかけ、この壁 の終 わりまでいきますと声 を掛 けると、A さんは早 歩 きからだんだ

ん小 走 りになっていくが、半 分 を過 ぎたあたりから噴 き出 すように笑 いだし、お腹 を抱 えて

笑 いがとまらないといった様 子 。私 も二 人 の横 に伴 走 するようについていく。そして止 まると、

「からだが後 ろに行 くんだよね～」と笑 いながら話 す。そして、PT1 がもう一 度 いきましょう

と言 い、早 歩 きから始 めて二 人 で廊 下 を走 っていく。若 干 腰 が引 けてぎこちない感 じはす

るが、走 るという動 きにはなっている。だが、また途 中 から A さんは噴 き出 してしまう。ちょっ

とだけ休 憩 をして、また行 きましょうと声 が 掛 る。私 は、今 度 は廊 下 の反 対 側 、二 人 と

距 離 をとって伴 走 していく。A さんは小 走 りになり、だんだん走 り出 すと上 体 が後 ろにのけ

ぞるような感 じになり、腕 もふっているが足 とあっていないような感 じで、バタバタした走 りに

なっている。また後 半 、噴 き出 しながら走 り、止 まると、  

A「からだがおかしい（笑 ）からだが、バラバラになって いる気 がする（笑 ）足 のことば

かり気 にしているから。」と笑 いが止 まらないと言 った様 子 で PT1 に伝 える。PT1 も、昨

日 よりはよくなっていますよと言 い、こんな風 になっているのでと、A さんの様 子 をオーバーに

再 現 して実 演 しながら、速 く走 らなくてもいいので、こんな風 に前 傾 にして（PT1 が腰 の

曲 がった人 のように思 いっきり前 傾 姿 勢 になり）やってみましょうと伝 え、一 緒 に早 歩 きか

らスタートするが、小 走 りになると、A さんの腰 が引 け、手 の振 りもなくなり猿 人 類 のような

感 じになってしまう。そしてまた止 まると同 時 に笑 い出 す。PT1 もあわせて笑 いながら、もう

一 度 こんなふうにいきましょうと、前 傾 で走 る様 子 を姿 勢 だけ実 演 してみる。そして、二

人 で並 んで早 歩 きから行 う。早 歩 きの段 階 ではまだバラバラ感 やバタバタする様 子 はない

が、小 走 りから走 りになると、前 傾 しても腰 がひけて、上 体 と、腕 と、足 の動 きがバラバラ

な感 じがだんだん出 てくる。A さんは止 まると笑 いながら、もう一 度 いきましょうという PT1

の声 に合 わせて真 剣 な表 情 になり、走 り出 す。今 度 も腰 が引 けた感 じになるものの、噴

き出 すことなく走 り終 える。PT1 は、昨 日 よりもよくなっていますよと伝 え、徐 々にやってい

きましょうと言 い、時 間 なので病 棟 に戻 りましょうかと声 を掛 ける。A さんも、そうだね、もう

時 間 だねと言 いながら、エレベーターホールに向 かって歩 き出 す。そして、階 段 室 をノックし

てから中 に入 り、階 段 を登 りながら、PT1 に先 ほどの走 りについて、「足 が先 にいってしまう」

と言 いながら階 段 をトントン登 っていく。そして、今 日 は 4 階 の階 段 どうする？と言 うと、

PT1 が腰 につけている時 計 をみながら、ちょっと困 ったような表 情 になり、A さんは、もう時

間 がないか、と言 い、じゃあまた今 度 だねと言 い、あっという間 に病 棟 に着 く。  
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まず、前半の廊下で走っていた 場面を見ていく。“早歩き→小走り→噴

き 出す よ う に笑 い だ す →コ メ ン トす る ” と いう パ タ ーン を 繰 り 返し てい

た。 そ の コメ ン ト で は、「 か ら だが 後 ろ に行 く ん だよ ね ～」「 か ら だ が お

か しい （ 笑 ） か ら だ が 、バ ラ バ ラに な っ て いる 気 が する （ 笑 ） 足の こと

ばか り 気 にし て い る から。」 と 語り、「 か らだ 」 が 主題 的 に 現 れて い た。

その現れている「からだ」は「後ろに行く」「おかしい」と断定され、ま

と める よ う に「 バ ラ バ ラに な っ てい る 気 が する 」 と 言い 、 そ の 理由 を 付

加 する よ う に「 足 の こ とば か り 気に し て い るか ら 」 と 言 う 。 足 が足 とし

て 現れ 、 そ れを 意 識 的 にコ ン ト ロー ル し な けれ ば な らな い こ と が、 他に

も 波及 し 、 足だ け で は なく 、 パ ーツ を 寄 せ 集め た よ うな ま と ま りの ない

か らだ に し てい た 。 さ らに 、 そ の「 か ら だ 」は 、 指 導さ れ た と おり に動

かない「からだ」であり、 FN の中に（ 小走りになりだすと、 A さんの腰

が 引け 、 手 の振 り も な くな り 猿 人 類 の よ う な感 じ に なっ て し ま う。 そし

て また 止 ま る と 同時 に 笑い 出 す）（ #5p86） と、 何 度 も 現れ て い るの が 確

認できる。  

注目したいのは、A さんが最初から笑っていたのではなく、小走りにな

っ てか ら 噴 き出 し て い た こ と で ある 。 歩 く こと や 、 早歩 き ま で は可 能で

あり、それが小走りになると途端にできなさが浮上してくる。そこには、

で きな い と いう こ と で はな い 、 動作 が 複 雑 化す る に つれ て 見 え てく る、

か つて の か らだ の 動 き との 微 妙 なず れ が あ るこ と が わか る 。 以 下は 、上

記の続きで、ダイニングでの A さんと私の会話になる。  

 

階 段 室 のドアをぐっと開 けて、廊 下 に出 ると、PT1 とカウンター前 で別 れて、A さんはお水

を飲 みますと言 いながらダイニングの奥 のキッチンのほうに向 かう。ガラスのコップをとり、サー

バーの下 においてボタンを押 して冷 水 を出 す。  

A  「難 しいね、走 るのー。」  

坂 井 「でも、PT1 さんは昨 日 よりはよくなっているって、言 ってましたね。やっぱり、難 しいで

すか？」  

A   「うーん、なんか笑 っちゃうね。変 な格 好 すぎて（笑 ）。」と走 る練 習 中 に最 後 吹

き出 すように笑 っていたことを自 ら語 る。水 はコップから溢 れそうになっているが、それ

をとりぐっと一 口 のむ。A さんは、座 ろっかーと言 いながら、食 堂 の前 回 と同 じキッチン

カウンターそばのテーブルにお水 の入 ったコップを置 いて、通 路 側 の椅 子 を引 き、椅

子 の左 側 から入 っていく。私 もその右 隣 の椅 子 をひいて、座 る。  

A   「なーんかね、足 がどこ着 いていいかわかんないから、怖 いんでしょうね。」と椅 子 を引

いたままで、足 を前 に投 げ出 してその足 を見 ながら話 す。  

A  「足 がしびれてるから、も、そうだし、ここも（両 膝 を触 りながら）だし。」  

坂 井 「えーっと、膝 もですか？」  

A  「そう、膝 も（と両 足 の膝 蓋 骨 あたりをさするようにして）。」  
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ここでは、 A さんが「難しいね、走るのー。」と自ら語りだすが、私に

「 やっ ぱ り 、難 し い で すか ？ 」 と聞 き 返 さ れる と 、 うー ん と 考 え込 み、

難しいとは別のことを語りだす。何が難しいということではなく、「なん

か笑 っ ち ゃう ね 。 変 な格 好 す ぎて。」 と 言う 。 走 って み る こ とで、“ でき

ない”ではなく、「難しい」という出会い方をしていた ことも A さんの特

徴 であ る 。 ある 程 度 で きる か ら こそ 、 難 し さが わ か る。 同 時 に 、 病 前に

は 難し く 感 じて な か っ た こ と に も気 づ く 。 それ が 、 かつ て の 自 分と の違

い を感 じ さ せる 。 そ れ が “ こ の から だ に な って か ら ”を 実 感 す るこ とに

もなる。  

また、ここでは、からだが「おかしい」「バラバラ になっている気がす

る」が、「変な格好すぎて」に置き換えられていた 。変な格好すぎてとは、

A さん自身が「難しくなって、こうなったり（上体を後ろにのけぞらせる）、

ここがこうなったり（右臀部をさわり ながら、後ろに下げる）する。」と

語 りな が ら 「こ う 」 を 実演 し て いた よ う に 、意 図 し た 通 り に な って いな

い 自ら の か らだ を 自 覚 して い る 、自 ら の 身 体へ の 視 線が あ る 。 さら に、

PT1 が「 A さんの様子をオーバーに再現して実演しながら」指 導していた

ことから、PT1 を含めた A さんを見ている人たちに、自らの姿がどう映っ

ていたのかという、他者の視線も含んでいたと言える。  

A さんがその理由を語っていた 部分では、「難しい」ことが どのように

起こっていたのか露にされていく。まず 、「なーんかね、足 が
、
どこ着いて

いい か わ かん な い か ら、 怖 い んで し ょ う ね。」 と 足 を見 な が ら、「 足 」を

主 語に し て 語る 。 こ こ でも 、 前 項で み た 代 弁 す る よ うな 語 り が 確認 でき

る。A さんのからだに、まるで「足」という他者が住み着いているようで

ある。  

こ のよ う に 、 動く こ と を可 能 に す るか つ て のか ら だ の 習慣 が あ り、 そ

れ が動 作 を 可能 に す る 一方 で 、 そこ に 僅 か につ い て いけ な い “ この から

だ”も同時に現れる。それが、言い難い違和感を生じさせ、 A さんによっ

て笑いという形で表現されていた。  

 

d.「筋 肉 痛 」－来 るはずのものが来 ない 

 A さんは体育大学を卒業しており、若い頃にはスポーツ指導員 をしてい

た 経験 が あ る。 病 前 も 、マ マ さ んバ レ ー に 参加 し た り、 家 族 で スポ ーツ

を楽しんでいた。そのため、診察時にリハビリの目標を尋ねられると、「走

っ たり 、 ス ポー ツ が で きる よ う にな り た い って い う のが 最 終 目 標で すけ

ど。。今は、全然、活動的じゃなくなって…、家族とスポーツして楽しん

でいたので、それができないから、」（ #6p108）と語っていた。  

 運動に馴染みの深い A さんの FN には、抜粋 4 でも見られたように「筋

肉 痛」 に 関 する 発 言 が 多く 見 ら れた 。 そ の 発言 が 示 す意 味 を 、 時期 によ
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る変遷 1 4を追いながら見ていきたい。  

 

（１）「感 じないのか、それが一 番 怖 いね」―筋 肉 痛 がわからない  

 以下の抜粋は、全 FN の中で初めて筋肉痛についての発言が見られた場

面である。作業療法というと、一般的に手の細かい訓練が多いが、A さん

の 場合 は 手 の訓 練 に 加 え、 全 身 の筋 力 ト レ ーニ ン グ （以 下 、 筋 トレ ） も

組 みこ ま れ てい た 。 筋 トレ の 種 類は 、 ス ク ワッ ト な ど下 肢 を 鍛 える もの

と 、バ ー ベ ル挙 げ の よ うな 棒 を 使っ て 上 肢 を鍛 え る もの が あ り 、回 数は

標準より多い 15 回を 2～ 3 セット実施していた。下記場面は、 足を前後

に開く訓練である ランジを 10 回行い、最後に 5 秒キープが終わった場面

からである。  

                                                          

【抜 粋 11 #3p45：入 院 中 の作 業 療 法 での筋 トレ】  

OT2 は、座 って休 憩 しましょうと、椅 子 のほうを見 る。A さんは椅 子 に座 り、右 腿 をさす

る。  

OT2「筋 肉 痛 とか大 丈 夫 ですか？」  

A  「（笑 いながら）もともと強 いのか、慣 れたのかわかんないけど、ないんです。」  

OT2「前 からスポーツしていた人 はちがうのかな～」と言 いながら、A さんの左 足 元 にしゃが

み足 をもみほぐしながら話 す。  

A   「それとも、感 じないのか、一 番 怖 いね。しびれてるから（右 後 方 にいる私 のほうを

見 上 げるようにして）、筋 肉 痛 とか痛 いっていう感 覚 がないんです。」  

と、明 るいような、心 配 するような雰 囲 気 で、いつものカラカラした笑 顔 に曇 りがはいるよう

な表 情 で話 す。OT2 は A さんの足 をもみほぐしながら、「あまり張 ってないですね」と言 い、

A さんもそうなのといい、だからよくわからないんだと話 す。  

  

A さんの筋トレは訓練のなかで毎日行われており、カウントしながら A

さんと一緒に実施していた 若い OT 達も、そのきつさを体感していた。上

記の場面でも、右腿をさする A さんの様子を見て、OT2 が「筋肉痛とか大

丈夫ですか？」と尋ねていた ことから、OT2 には日々の訓練により A さん

の下肢に筋肉痛が生じてくる 可能性が推測されていた 。それに対し、A さ

ん は筋 肉 痛 がな い こ と を伝 え 、 その 理 由 と して 病 前 から 鍛 え て いた から

なのか、入院 12 日目で毎日実施していることによる慣れなのかと理由を

類推してみるものの、わからないというところに落ち着く。  

 そして A さんは、足をもみほぐされながら、それに触発されたかのよ

うに “ わ から な さ ” につ い て 言及 し て い く。「 も と もと 強 い」「慣 れ た」

と いう 、 い わば 筋 肉 痛 では な い 可能 性 を 翻 し、 筋 肉 痛に な っ て いる のを

感 じて い な い可 能 性 を 示す 。 そ して 、 感 じ ない こ と につ い て 「 一番 怖い
                                                                 
1 4 3 1 回 分 の F N 中 、筋 肉 痛 に 関 す る 発 言 が 見 ら れ た 場 面 が 1 5 回（  入 院 中： # 3 p 4 5、# 4 p 6 8

／ 外 来 リ ハ： # 8 p 1 4 3・ p 1 5 1、 # 1 3 p 2 3 7、 # 1 7 p 2 9 6、 # 1 8 p 3 1 2、 # 1 9 p 3 2 3、 # 2 0 p 3 3 4・ p 3 3 8 ･

p 3 4 5、 # 2 2 p 3 6 8・ p 3 7 6・ p 3 7 9、 # 2 9 p 4 6 3） あ っ た 。  
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ね。」と言い、そこに「しびれてるから」と感じない原因のようにしびれ

が語られ、筋肉痛の有無を判断できる手掛りがないことが示される。A さ

んの腿をさする様子が、他者である OT2 には筋肉痛の所在を伺わせたが、

A さんにおいては右腿に自ずと手が行ったのであり、何らかの負荷への 応

答 であ る こ とは 確 か だ が、 そ れ が直 前 の ラ ンジ に よ るも の か 、 筋肉 痛に

よるものかはわからない。  

 さらに、下記抜粋では作業療法時にスクワットを A さん、OT１、私の 3

人で実施していた 場面からの続きである。  

 

【抜 粋 12 #4p68：入 院 中 の作 業 療 法 ―スクワットを 3 人 で実 施 】 

私 はなん だか 足 全 体 が パンパンになった感 じで 、これは筋 肉 痛 決 定 とい う雰 囲 気 にな

る。  

坂 井 「明 日 は痛 くて歩 けなくなっているかもしれない。」  

A  「大 丈 夫 よ、私 も毎 日 やっているから。」  

OT1「でも、毎 日 やっているから耐 性 がついているのかもしれないね～」  

と言 う。A さんは、足 がしびれているから痛 いのがわからなくて、筋 肉 痛 もわからないのかも

しれないと、半 分 笑 いながら話 す。  

 

 ここ で 、 私は 足 が パ ン パ ン に 張っ て き て いる こ と を、 翌 日 の 筋肉 痛の

前段階として捉えていた。それに対して、A さんは  “私という病人 1 5” が

毎日やっていること を根拠に、大丈夫だと応答 した。 OT1 が、「でも」と

その理由を耐性がついていることに置くと、 A さんは耐性云々ではなく、

#3 同様「しびれているから」と言及していた ことに着目したい。しびれ

て いる こ と が原 因 の よ うに 語 ら れ、 こ こ で は、 筋 肉 痛の “ 有 無 ”は 既に

問題ではなくなり、“有る”ことが仮定されている。その上 で、しびれに

覆 い隠 さ れ てわ か ら な いの か も しれ な い 、 と断 定 を 避け た 形 で 述べ られ

ている。つまり、A さんにおいて筋肉痛のわからなさ として問われている

の は、 し び れが は っ き りと わ か るこ と が 、 他を わ か らな く さ せ てい る可

能性であり、それを A さんが筋肉痛のなさを手がかりに 感じていたこと

から成り立っていた 。  

 次項 で は 、上 記 抜 粋 で 私 が 今 の足 の 張 り を、 明 日 の筋 肉 痛 の 前段 階と

捉えていたよ うな、時間との関係で検討していく。  

  

（２）「筋 肉 痛 が来 ない」  

A さんは家事を一人で行い、日中は体力をつけるために週 3 回のペース

で スポ ー ツ クラ ブ に 通 い、 週 末 は夫 と 散 歩 をす る な ど、 入 院 中 より も活

動 量が 多 く なっ て い た 。そ の 一 方で 、 運 動 量が 増 え ても 筋 肉 痛 がな い状

                                                                 
1 5  # 4 p 6 7 で も「 大 丈 夫 よ 、 A さ ん が 毎 日 や っ て い る か ら 。」と 、“ A さ ん ” と い う 病 人 を 大

丈 夫 の 根 拠 と し て い る 。  
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態は続いていた。A さんは #8（退院約 3 週間後）の診察時に、医師から「何

か 気に な っ てい る こ と はあ り ま すか ？ 」 と 尋ね ら れ 、ト レ ー ニ ング をし

て も筋 肉 痛 がな い こ と 、あ ま り にも 筋 肉 痛 を感 じ な いの で お か しい んじ

ゃ ない か と 心配 に な っ てい る と 伝え た 。 だ が、 医 師 から は 、 筋 肉痛 がな

いことはいいことだと笑顔で言われてしまう（ #8p143）。以下は、その同

日の リ ハ ビリ の 休 憩 時間 に、「 さっ き 、 筋肉 痛 が って い う 話 で、 昨 日 は、

だいぶ運動されたんですか？」（ #8p150）と私が尋ねた場面からの続きで

ある。  

 

【抜 粋 13 #8p151：外 来 リハビリ OT 終 了 後 、PT 開 始 までの休 憩 時 間 】  

A「昨 日 はトレーニングセンターに行 って、市 がやっているから 1 時 間 で 160 円 で、昨 日 は

1 時 間 コースにしたから、ランニングマシンを 20 分 、人 が歩 く速 度 は 3.5～4 キロ／時

なんですよね、それで、歩 く速 度 に設 定 して、15 分 あるいて、5 分 クールダウンしてって

いうのと、マシントレーニングをして、その後 、自 転 車 で帰 って買 い物 してって。 それで、

筋 肉 痛 を感 じないのか、しびれていてわからないのか、前 だったら運 動 しすぎると筋 肉

痛 になって、それでやりすぎだったんだなってわかるけど、それが全 然 ないから。」  

  

トレーニングをしても筋肉痛がないことについて、昨日の運動負荷と、

現時点の筋肉痛のなさが接続されてい た ことに注目したい。A さんは、「筋

肉痛を感じないのか、しびれていてわからないのか、」と分けて語ってい

たが、どちらも“筋肉痛がある”ことが前提になっ ている。その上で、「感

じない」のか「わからない」のかを問うていた 。「感じない」は、“ある”

こと自体を感じない体になっていることが想定されて いる。他方 、「わか

らない」は、“ある”ことを感じる可能性を残しつつも、しびれの現れに

より、それとして把握する術 が A さんにない ことが想定されている。そ

して、「 前 だっ た ら 」と 病 前 の時 と 今 を 比較 し、「 やり す ぎ 」と い う 昨日

の 運動 負 荷 を評 価 す る 手 が か り とし て い た 筋肉 痛 が 、今 は な い こと が示

された。  

 そし て 、 この “ な い ”こ と は 、現 時 点 に おけ る “ ない ” と い うこ とだ

け では な く 、別 の 意 味 も含 ん で い た 。 下 記 の場 面 は 、理 学 療 法 でマ ット

上に仰臥位になり、空中自転車漕ぎをして「は～、腹筋疲れるね。」など、

負荷に対して疲れを訴えていた続きである。  

 

【抜 粋 14 #13p237：外 来 リハビリー理 学 療 法 、マット上 で筋 トレ】  

A  「主 人 と歩 いても、長 くは歩 けなくて、疲 れたから、しびれるのか、筋 肉 痛 がわかんな

いから、筋 肉 痛 になるほどやってないのか、歩 いても全 然 （筋 肉 痛 ）来 なくて。」  

PT5「どのくらいあるきました？」  

A  「この前 は、、5 キロくらいかな。」  
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 ここ で 筋 肉痛 に つ い て「 歩 い ても 全 然 来 なく て
、 、、 、

」 と表 現 さ れ てい た こ

とに着目したい。別の箇所でも、「前は、このくらいやったら 来た
、、

という

のも、今なくて。」（ #18p312）と、「来る」と表現されていた 。そこでは、

過 去の 動 作 （運 動 負 荷 ）の 返 答 とし て 、 現 在の 自 分 に当 然 “ 来 る” もの

と して 筋 肉 痛が 捉 え ら れて い た こと が わ か る。 ま た 、そ こ に は 、こ のく

ら いや っ た ら次 の 日 に はど う な ると い う よ うな 、 手 ごた え が 身 体と して

つ なが り を 持っ て 経 験 され て い たこ と が わ かる 。 筋 肉痛 が な い ・わ から

な いと い う こと は 、 単 に筋 肉 痛 とい う 痛 み の有 無 が 問題 な の で はな い。

何 かを し た とい う 手 ご たえ が 、 一連 の も の とし て 自 ずと わ か る とい うこ

とがないことが同時に示されている 。A さんが、筋トレの疲れを訴えた流

れ で、 上 記 の発 言 に つ なが っ て いた の は 、 今ま さ に 感じ て い る 疲れ が、

明 日の 自 分 の身 に 筋 肉 痛と し て “来 る ” か どう か わ から な い こ とも 含ま

れていたと考えられる。  

 次の 抜 粋 では 、 ス ポ ーツ ク ラ ブで ダ ン ベ ルを 使 っ たエ ク サ サ イズ にお

いて意図的に負荷を増やした時のことが語られている。  

 

【抜 粋 15 #20p338：外 来 リハビリー作 業 療 法 中 の会 話 】  

A  「昨 日 も、結 構 追 い込 んだんだけど、筋 肉 痛 ないんだよ。今 までだったら、次 の日 、

あイテェってなるのが、なくて、 筋 肉 痛 よりしびれが先 に来 ちゃう 。わかんないです、

鍛 えられてるか。効 いてないのかな？おそろしくない⁈」  

OT4「そうですよね～、う～ん。」  

A   「そんなに上 （上 肢 ）はやってないんだよ、（私 のほうを見 て）持 てないから、ここが

（左 第 4・5 指 を触 りながら）嫌 になるから、うわぁって（指 をそらす。）」前 腕 に鳥

肌 が立 つ。  

坂 井 「ああ、そうなんですね。」  

A   「上 にあげるのはそんな、やってなくて、こんなの（腰 の高 さで後 ろに引 く動 作 ）とか、

くらいかな？それに、そんなに重 くないんだよ、10 ㎏。」  

坂 井 「10 ㎏って、結 構 重 くないですか？お米 と同 じくらい。」  

A  「そんなにないか、えーっと、2.5、2.5 で、」  

OT4「ダンベル、両 方 に持 って？」  

A  「真 ん中 の棒 もあるから、7 キロくらい？」  

OT4「んー、結 構 、、筋 肉 疲 労 も否 定 できないかな。」  

A  「下 半 身 に先 に来 てそうだけど、全 然 、筋 肉 痛 も来 ない。」  

 

退院後約 3 ヶ月半 となる上記抜粋では、「結構追い込んで」と運動負荷

を 意図 的 に 増や し て み るが 、 や はり 筋 肉 痛 がな い こ とが 示 さ れ る。 昨日

“ この 体 ” で実 施 し た こと の 手 ごた え が 、 今日 の “ この 体 ” に ない 。そ

のため、「わかんない、鍛えられているのか。」「効いてないのかな？」と

実 施し た こ との 評 価 が でき な い こと が 語 ら れる 。 そ して 、 何 が と特 定し
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ないまま「おそろしくない ⁈」という半疑問で、 OT4 と現状を共有する。  

この「おそろしくない ⁈」には、先述の「それとも、感じないのか、一

番怖いね」（ #3p45）「あまりにも筋肉痛を感じないのでおかしいんじゃな

いかと心配している」（ #8）ということと共通するものがある。#20 では、

何 がお そ ろ しい の か 限 定し て は いな い が 、 これ ま で の時 間 の 中 で、 何と

は 特定 で き ない よ う な 様々 な こ とを 含 み 込 んで き た と思 わ れ る 。す なわ

ち 、筋 肉 痛 がな い と い うこ と 、 ある は ず の もの が し びれ に よ っ て感 じな

い、 わ か らな い 体 に なっ て い る可 能 性 。 そし て 、“ ある ― な し”“ わ かる

― わか ら な い” の 区 別 がつ か な いこ と 。 さ らに は 、 実施 し た こ との 手ご

た えが 来 な いこ と 。 こ れら は 、 しび れ に よ って 引 き 起こ さ れ る 「筋 肉痛

が ない 」 と いう 事 象 の 様々 な 側 面で あ り 、 それ を 指 して の 「 お そろ しく

ない ⁈」であると考えられる。  

次 に、「 筋 肉 痛よ り し びれ が 先 に来 ち ゃ う。」と い う こと は ど のよ うな

こ とを 意 味 して い る の か。 常 に しび れ て い る状 態 で ある た め 、 しび れが

先 に来 る と いう の は 不 思議 な 表 現で あ る 。 以下 の 抜 粋と 併 せ て 考え てみ

る。  

 

【抜 粋 16 #21p362：外 来 リハビリー理 学 療 法 、マット上 で筋 トレ】  

A さんは黙 々と、右 足 を 45 度 くらい挙 げて時 計 回 りに空 中 で円 をぐるぐると書 いていく。

そして、そのまま反 時 計 回 りも連 続 で行 い、終 ると、仰 臥 位 から右 側 臥 位 にごろんと転

がり、内 腿 に手 を当 ててさすりながら、  

A  「つらくなってきた。あー、昨 日 のスポーツクラブ、効 いてんのかな？」  

PT5「筋 肉 痛 ですか？」  

A  「うーん、全 部 しびれになってるから、、」  

PT5「全 部 しびれに変 わって、」  

A   「全 部 しびれに変 わっちゃう。（内 腿 さすりながら）やると、いつもより動 きが鈍 い

から、筋 肉 痛 なのかな。やって、今 日 は、思 いました。」  

 

 空中 自 転 車漕 ぎ を 行 いな が ら 、つ ら く な って き た こと か ら 、 昨日 のこ

と が思 い 出 され て い た 。今 日 感 じる つ ら さ が、 昨 日 から の 連 続 とし て自

然に捉えられてい た 。「効いてんのかな」という問いに対して、PT5 が「筋

肉痛」と表現して尋ね返すと、「うーん」と考え込み、筋肉痛であるとも、

ない と も言 わ ず「 全 部し び れに な って る から、、、」 と、“ 全 部 ”と い う区

別 しな い と ころ に 落 ち 着き 、 筋 肉痛 の “ あ る― な し ”と は 別 の 水準 に移

行している。そして、「やると、いつもより動きが鈍い」という動作に接

続され、いつもと違う何らかのものが感じられた ことが示される 1 6。その

違う感じが、筋肉痛である可能性を、動くことで、今日は思ったという。

                                                                 
1 6  # 2 2 p 3 6 8：「 ト レ ー ニ ン グ や っ た か ら 、 筋 肉 痛 に 、 上 半 身 は わ か る け ど 、 下 半 身 は わ か

ん な い 、し び れ て る か ら 、鈍 い な っ て 。昔 感 じ た 筋 肉 痛 は 、な い 。」と 診 察 時 に 医 師 に 話 す 。  
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つまり、A さんには全てがしびれに変わっているように現れており、動作

時の動きの鈍さが、 筋肉痛を推測する手がかりとして感じられていた。  

 次 の よ うな 、 側 面 も確 認 で きる。「 筋 肉痛 よ り しび れ が 先 に来 ち ゃ う」

「全部しびれに変わっちゃう」ということから、A さんにおいて筋肉痛が

来 るこ と が 期待 さ れ て いた こ と もわ か る 。 にも か か わら ず 、 し びれ が先

に 来て 、 筋 肉痛 を わ か ら な く さ せ、 そ れ が 全部 し び れに 変 わ っ ちゃ うと

い う表 現 に 繋が っ て い た 。 前 述 で見 て き た 、 筋 ト レ 効果 の 判 断 や、 から

だ とし て つ なが り の あ る時 間 な ど、 筋 肉 痛 が担 っ て いた 身 体 に とっ ての

意 味が 、 し びれ て い る 身体 で は 現れ て こ な い。 以 上 のこ と か ら 、し びれ

の 広が り 方 が、 手 足 と いう か ら だに お け る 物理 的 な 広が り 方 だ けで はな

く 、他 の 症 状を わ か り づら く さ せて し ま う とい う 広 がり 方 も 確 認 す るこ

とができる。  

 

２．生 活 のなかで“しびれている身 体 ”に出 会 う  

上記で 見てきたしびれている身体は、A さんの生活の様々な場面でどの

ように現れ、それが生活をどのような意味を帯びたものとしていたのか。

以 下で は 、 物に 触 れ る とい う 接 触の 場 面 、 なか で も 時間 的 に 短 い一 瞬の

物 との 接 触 と、 歩 行 の よう に 接 触が 繰 り 返 され る 持 続し た 動 作 、そ して

何かを感じるという 3 つの切り口から記述していく。  

a.触 れる  

（１）「嫌 な 感 じがして、うわぁって。」― 動 き とともに 生 まれる「当 たる」と「うわ

ぁ」  

退 院後 の 生 活 で は 、 様 々な 物 と の 接触 が し びれ を 多 様 に浮 か び 上が ら

せ てい た こ とを 、 先 に 確認 し た 。 既 に 一 度 引用 し た 以下 の 抜 粋 から 、普

段 は気 に も 留め な い よ うな 一 瞬 の接 触 が 、 強く 意 識 され て い た こと がわ

かる。  

 

【抜 粋 １７  #6p121-122：退 院 後 初 めての外 来 リハが終 了 したとき】  

PT4 がじゃあまた来 週 お願 いしますとボードを持 って立 ち去 ると、ベンチからも装 具 置 き場

からも離 れたちょうど通 路 というか空 間 の真 ん中 に立 ったまま、笑 みが消 えて、  

A  「そう、しびれに意 外 に支 配 されましたね（手 を揉 むように触 りながら）。」  

坂 井 「ああ～」  

A  「何 するにも触 るじゃないですか～（右 手 で左 第 4・5 指 を軽 く握 るようにスッと触 り

ながら）、だから、それこそ、ここ（腿 を触 りながら）に当 たってゾワゾワする。スーパ

ーの袋 ？あれも、（手 に持 つジェスチャーをして）うわぁ！っていう感 じで、」  

坂 井 「ああ、持 った瞬 間 、」  

A  「そう、嫌 な感 じがして、」  
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坂 井 「ああ、入 院 中 は持 たないですもんね、ビニールの袋 。ゾワゾワ？ （自 分 の手 を触 り

ながら）」  

A  「っていうかね、嫌 な感 じがして、うわぁって。」  

坂 井 「ああ、嫌 な感 じが。」  

立 ったまま動 かず考 え込 むような感 じの A さん。  

 

「当たる」と「うわぁ！」という表現に着目して 見ていきたい。まず、

「 当た る 」 であ る が 、 上記 以 外 でも 次 の よ うな 場 面 で見 ら れ た 。急 性期

病 院の 頃 、 備品 の タ オ ルケ ッ ト の「 凹 凸 が 当た る
、、 、

だ けで 、 ザ ー とし て鳥

肌 立っ て」（ #1p16） や 、外 来 リ ハ ビリ の 日 が雨 で 、 病 院に 行 こ うと 外 に

出たら「 雨が 当たって
、、、、

、ダメで。それで、家まで戻って車で来た。」（ #9p158）

や 、お 風 呂 や雨 上 が り の電 線 か らの 水 滴 の 落下 に 「 ポツ ッ と が だめ で、

滴が当たる
、 、、

と、アオーゥって。」（ #13p239）などである。いずれも「かか

る 」と 表 現 され る こ と が多 い 場 面で あ る が 、そ の よ うな 出 会 い 方で はな

く、それらを「当た る」ものとして感じてい た A さんのしびれている身

体があった。では、「当たる」とはどのようなことなのか。状況を見てみ

よう。A さんは「当たるだけで」「当たって、」「当たると」と 語って おり、

接触 の 瞬間 に 注意 が 向 き、「 ザー と して」「ダ メ で」「 ア オー ゥっ て。」と

その瞬間に A さんを応答させてい た。これらのことから、「当たる」とは

向 こう か ら 避け が た く やっ て く る、 強 い 接 触（ 衝 撃 ）を 含 む 経 験と して

現れていたことがわかる。  

「 うわ ぁ ！ 」 は、 一 見 する と 、 驚 きを 表 す 感嘆 の 声 の よう に 思 える 。

しかし、それだけではない。「うわぁ」の現れ方に着目してみると、洗濯

物を畳んでいるとそれが腿にふれて「当たって、うわってなって」（ #6p123）

や、前述の「滴が当たると、アオーゥて。」（ #13p239）、「スーパーのふく

ろ？あれも、（手に持つジェスチャーをして）うわぁ！っていう感じで、」

と そこ に は 常に 何 ら か の動 き が 入っ て い た 。ス ー パ ーの 袋 の 話 では 、過

去 を想 起 し 語っ て い た なか で も 、袋 を 手 に 持つ ジ ェ スチ ャ ー を して 、そ

の ジェ ス チ ャー の な か で触 れ た とき に 「 う わぁ ！ 」 と再 現 し 、 動き と同

時 に発 し て いた 。 つ ま り、 動 き 交わ る 中 で 生ま れ て いた の が 「 うわ ぁ」

である。言い換えると、「当たる 」と感じるような強い接触を含む経験が、

A さんに「うわぁ！」とからだとして応答させていた 。  

「 当た る 」 と いう 経 験 が、 接 触 の 瞬間 の み に現 れ て お り、 持 続 する も

のではなかったことが、下記抜粋から もわかる 。  

 

【抜 粋 18 #13p239：外 来 リハビリー理 学 療 法 の休 憩 場 面 】  

そこに座 ると、雨 が一 旦 上 がった空 をちらっと見 てから、  

A   「この前 、雨 が上 がったから、傘 ささないで歩 いてたから、電 線 からポツって（腿 の上

を指 で指 しながら）。ジーンズの上 からでも、おーーっ！って（笑 ）」  
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坂 井 「服 の上 からでも？電 線 のは粒 が大 きいからかな？」  

A  「落 下 してきた勢 いもあったのか、おーっ！って。」  

PT5「お風 呂 は大 丈 夫 なんですか？」  

A   「ざばーっとくるのは大 丈 夫 なんです。ポツっとがだめで、滴 が （髪 の毛 から落 ちる

様 子 を手 でやりながら）当 たると、アオーゥって。」  

PT5「シャワーは？」  

A  「シャワーは大 丈 夫 なんです。当 たっちゃえば大 丈 夫 。」  

PT5「敏 感 になってるんですね。」  

A   「治 んないしね、しびれは。整 形 の先 生 聞 いても、治 らないって。薬 もないって言 うし

ね。、サプリでも、っていったら、それがあったら薬 になってるって（苦 笑 ）」  

 

PT5 が シ ャ ワ ー と い う 滴 が 断 続 的 に 発 生 す る 場 面 を 想 定 し 尋 ね る と 、

「シャワーは大丈夫なんです。当たっちゃえば
、、、、 、、、

大丈夫。」と A さんは答え

て いた 。 シ ャワ ー と い う断 続 的 な滴 で も 、 それ が “ 当た り 続 け る” ので

はなく、「当たっちゃえば」と当たることが完了すること わかる。つまり、

「 当た る 」 とい う 状 況 は常 に 続 くと い う よ りも 、 む しろ 、 あ る 瞬間 のこ

とである。A さんは、爪切りについて「当たった瞬間
、、、、、、

がすごい嫌なんです

（ 笑）」（ #16p273） と 、そ こ だ け 爪が 伸 び たま ま の し びれ て い る第 4・ 5

指 を触 り な がら 語 っ た 。爪 切 り では 、 滴 の よう に 不 意に 当 た る ので はな

く 、自 分 で 道具 を 操 作 し、 自 分 に 触 れ て い る。 い わ ば、 触 れ る 準備 と触

れられる準備が備わっている状況である。だが、「当てた瞬間」ではなく

「当たった
、、 、、

瞬間」と 表現されていた。そこに、 A さんの「当たる」という

状 況が ど の よう に 生 じ るの か 見 て取 れ る 。 不意 に 落 ちて き た 滴 であ って

も 、自 ら 準 備し た 爪 切 りで あ っ ても 、 ど の 状況 に お いて も 、 ま ず「 当た

る 」と い う こと が 生 じ てく る 。 それ は 、 病 前は 触 れ てい る こ と も意 識し

な かっ た よ うな 馴 染 み の物 が 、 接触 の そ の 瞬間 に 「 当た る 」 と いう 意味

を伴い現れると言える。  

 

b. 歩 く  

 動くということは、何らかの接触が持続したり、反復されることでもあ

る 。そ の 中 で、 し び れ てい る 身 体が ど の よ うに 現 れ 、ま た 、 ど のよ うな

意味が現れていたのか見ていきたい。  

 

（１）歩 く、走 るー「しびれて、長 く歩 けない」  

A さんは救急搬送された Z 病院から、杖歩行の状態で X リハビリ病院に

転院となった。 #1 ではまだ杖歩行だった A さんは、 4 日後の #2 では杖な

し での歩行となって いたが、動きに微か な不自然さも見られ た 1 7。 #3、 4

                                                                 
1 7  # 2 p 1 9 F N よ り：今 日 か ら は 、杖 も な く 完 全 な フ リ ー ハ ン ド で 院 内 フ リ ー に な っ て い る 。
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でも不安定さは見られていたが 1 8、 ADL が自立していた A さんは、歩行が

安定したと評価され自宅退院となった。だが、A さんは退院後外来リハビ

リを続ける中で、歩くことに関する困難さ 1 9をたびたび 訴えていた。その

訴えは医師による問診や、理学療法での歩行機能評価などでは“歩ける”

と 評価 さ れ 、医 学 的 な 指標 だ け で評 価 す る こと が 難 しい 様 子 も 見受 けら

れ た。 し び れて い る 足 で歩 く （ 動く ・ 移 動 する ） と いう こ と は 、ど のよ

うなことなのかを A さんの経験から見ていきたい。  

  

（a）「雲 の上 歩 いているような感 じ？ふわふわする?!」  

まず、入院して間もない #1 の作業療法時に、 A さんは OT1 にしびれに

ついて「嫌なしびれじゃないの？」と尋ねられた。すると、 A さんは「う

～～ ん 」 と考 え 込 み 、「歩 く と きと か も そう。（ 両 手で 腿 を こす る よ うに

して）このビリビリがないと、歩けないんじゃないかって。」（ #1p12）と、

答え た 。 ここ で は、“嫌 な ” とい う 形 容 の水 準 で はな く、「 ビリ ビ リ 」が

歩 くこ と を 可能 に す る 、何 ら か の役 割 を 担 って お り 、歩 く 上 で 必要 なも

の とし て 語 られ て い た 。他 方 で 、足 裏 だ け では な く 下肢 全 体 が しび れて

いる A さんは、しびれていることが動作を難しくさせていることも語っ

ていた。既に一部引用した 以下の抜粋 を、A さんの歩行時の感覚に焦点を

当てて見ていく。  

 

【抜 粋 19 #5p87-89：入 院 中 、理 学 療 法 直 後 の会 話 】  

階 段 室 のドアをぐっと開 けて、廊 下 に出 ると、PT1 とカウンター前 で別 れて、A さんはお水

をのみますといいながら奥 のキッチンのほうに向 かう。ガラスのコップをとり、サーバーの下 にお

いてボタンを押 して冷 水 をだす。  

A  「難 しいね、走 るのー。」  

坂 井 「でも、PT1 さんは昨 日 よりはよくなっているって、言 ってましたね。やっぱり、むずかし

いですか？」  

A   「うーん、なんか笑 っちゃうね。変 な格 好 すぎて（笑 ）。」と走 る練 習 中 に最 後 吹 き

出 すように笑 っていたことを自 ら語 る。水 はコップから溢 れそうになっているが、それを

取 りぐっと一 口 のむ。A さんは、座 ろっかーといいながら、食 堂 の前 回 と同 じキッチンカ

ウンターそばのテーブルにお水 の入 ったコップを置 いて、通 路 側 の椅 子 を引 き、椅 子

の左 側 から入 っていく。私 もその右 隣 の椅 子 をひいて、座 る。  

                                                                                                                                                                                            

A さ ん の 歩 行 は 微 か な 違 和 感 、 均 等 に 左 右 の 足 が 動 い て い な い よ う な わ ず か な 遅 れ を 感 じ

る が 、 全 体 と し て は 歩 行 の ス ピ ー ド も あ り パ ッ と 見 何 が 悪 い の か は す ぐ に は わ か ら な い 。  
1 8  # 3 p 3 1： A さ ん は ス タ ス タ ち ょ っ と だ け リ ズ ム の 悪 い 感 じ で 歩 く が 、 ふ ら つ い た り 、 歩

き が 遅 い と い う こ と は な い 。 # 3 p 3 6： 廊 下 を 進 ん で い き 、 外 来 の 方 か ら リ ハ ビ リ 室 へ 出 入

り す る 辺 り で 、 ぐ ら っ と 足 が も た つ き 、 右 、 左 と バ ラ ン ス を 崩 し な が ら も 、 立 て 直 し 、 何

事 も な か っ た か の よ う に 歩 い て い く 。  
1 9  一 例 と し て 、外 来 リ ハ 初 日 に 、医 師 か ら「 す ご い 、困 る こ と っ て あ り ま す か ？ 」と 問 わ

れ 、「 し び れ て 、長 く 歩 け な い こ と で 、人 込 み で 転 ん だ ら ど う し よ う と 思 っ て 、遠 出 で き な

い ん で す 。」と 答 え る 。医 師 は 、A さ ん の 生 活 状 況 を 聞 き な が ら「 で き る じ ゃ な い で す か ～ 」

と 笑 顔 で 返 し 、「 な か な か 元 通 り に は ね ～ 」 と 言 う 。  
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A  「なーんかね、足 がどこ着 いていいかわかんないから、こわいんでしょうね。」と椅 子

を引 いたままで、足 を前 に投 げ出 してその足 を見 ながら話 す。  

A  「足 がしびれてるから、も、そうだし、ここも（両 膝 を触 りながら）だし。」  

坂 井 「えーっと、膝 もですか？」  

A  「そう、膝 も（と両 足 の膝 蓋 骨 あたりをさするようにして）。」  

坂 井 「膝 は、痛 いんでしたっけ、張 っていて、」  

A   「うーん、なんかね、雲 の上 歩 いているような感 じ？って雲 の上 歩 いたことないけど、

ふわふわする?!」  

坂 井 「それは、先 ほど 2 0、膝 にクッションが挟 まっているっていう。」  

A  「そうそう。」  

坂 井 「あれは、」  

A  「あれはね、自 分 の感 覚 を伝 えられるようにと思 って、色 々考 えたんだけど、」  

坂 井 「ああ、どこに、」  

A   「大 腿 骨 と膝 のお皿 と、その下 の骨 があって、でしょ？そのお皿 と下 の骨 の間 に、クッ

ションが挟 まっているような感 じ?だから、ここと（膝 触 りながら）、足 （足 背 部 あた

りを眺 めて）、両 方 考 えないといけないから、」  

坂 井 「ああ、だから難 しくなって、」  

A   「難 しくなって、こうなったり（上 体 を後 ろにのけぞらせる）、ここがこうなったり（右

臀 部 をさわりながら、後 ろに下 げる）する。」  

坂 井 「それで、からだがばらばらになるって、」  

A   「そうそう、だから全 然 走 れなくて。（入 院 してから）走 ってなかったから～。」（と A

さんは言 うが、ちょっと不 恰 好 だが走 るという運 動 自 体 はできているが、確 かにぎこち

ない。手 足 の動 きがあってない。）  

坂 井 「それでだったんですね。なんか、でも、そんな普 段 は、考 えて走 ってないですもんね

～。」  

A  「ねー、考 えてないよね～！」  

 

 理学 療 法 を終 え て ラ ウン ジ に 向か い な が ら、 直 前 の走 る 練 習 を振 り返

るように「難しいね」と A さん自ら切り出した。だが、「難しいですか？」

と同じ言葉で問われると、「うーん、なんか笑っちゃうね。変な格好すぎ

て（笑）」と、表現が変わり、難易度というよりも、からだについて次第

に語られていく。ここでは、次の 4 点が確認できる。  

 

①「足 がどこ着 いていいかわかんないから、こわいんでしょうね。」  

②「雲 の上 歩 いているような感 じ？って雲 の上 歩 いたことないけど、ふわふわする?!」  

                                                                 
2 0  # 5 p 7 7：「 先 ほ ど 」と は 、理 学 療 法 の た め に 、階 段 を 下 り な が ら 語 っ て い た 以 下 の 部 分 を

受 け て で あ る 。 A「 私 の 足 の 感 覚 を 、 ど う 言 葉 で 表 現 し た ら い い の か な っ て 、 考 え て い た

ん で す よ 。 足 は 、 正 座 し た 後 の ピ リ ピ リ す る 感 じ で 、 右 膝 は き つ め の サ ポ ー タ ー さ れ て る

感 じ ？ そ れ で 、 膝 の 関 節 の 間 に ス ポ ン ジ を は さ ま れ た よ う な 感 じ っ て 言 え ば 通 じ る か な と

か 思 っ て 。」  



70 

 

③「お皿 と下 の骨 の間 に、クッションが挟 まっているような感 じ?だから、ここと、足 、両 方

考 えないといけないから、」  

④「難 しくなって、こうなったり（上 体 を後 ろにのけぞらせる）、ここがこうなったり（右 臀

部 をさわりながら、後 ろに下 げる）する。」  

  

 この 展 開 から 、 し び れて い る 足で 歩 く ・ 走る と い うこ と が 、 足の 感覚

や 運動 機 能 の問 題 だ け にと ど ま らな い こ と わか る 。 まず ① で は 、主 語が

「足が」となり、A さんが「足を
、
どこに着いていいかわからない」ではな

く、「足が
、
どこに着いていいのかわからない」と されていた 。つまり、足

が部分として際立ち、主体的な様相を 伴い A さんに現れていたことがわ

かる。「こわいんでしょうね」と、自分が怖いという実感を伴うような在

り 方で は な く、 代 弁 す るよ う な 距離 を と っ た表 現 や 、足 に 触 れ るこ とな

く眺めやる眼差しにも現れている 。  

続いて、私が A さんの膝について具体的に尋ねていくと、「うーん、な

んかね、」と答えに窮し、膝につい ては直接答えず、歩いた時の感じにつ

い て言 及 し てい く 。 こ の応 答 の ずれ か ら 、 膝と い う 部位 と し て 切り 離し

て語りづらいことが わかる。むしろ、その膝を 含めた“しびれている足”

で 歩い た と きに 、 ど の よう に 経 験し て い る かを 語 ら せる こ と に なる 。そ

れ は、 ② 「 雲の 上 歩 い てい る よ うな 感 じ ？ って 雲 の 上歩 い た こ とな いけ

ど、ふわふわする ⁈」という、経験できない比喩に自ら違和感を示しなが

ら も、 そ う とし か 例 え よう の な い「 ふ わ ふ わ」 で あ るこ と が 示 され た。

これ以降 2 1は比喩が外され「ふわふわ」が、歩行の感じを語る足場になっ

ていく。  

 この 例 え 難い 「 ふ わ ふわ 」 は 、ど の よ う なこ と を 示し て い る のだ ろう

か 。膝 に 焦 点が 当 た り 、そ こ か ら歩 い た 時 のふ わ ふ わす る 感 じ が 言 語化

さ れた が 、 再度 私 が 膝 につ い て 問い か け る と、 ③ の よう に 、 膝 の下 部に

ク ッシ ョ ン が 挟 ま っ て いる こ と で、 足 と 膝 両方 考 え なけ れ ば な らな いこ

と が示 さ れ る。 こ の 「 クッ シ ョ ンが 挟 ま っ てい る よ うな 感 じ ？ 」は 、訓

練前に A さんが示したことを受けている。理学療法のためリハ ビリ室に

移動しながら、「私の足の感覚を、どう言葉で表現したらいいのかなって、

考 えて い た んで す よ 。 足は 、 正 座し た 後 の ピリ ピ リ する 感 じ で 、 右 膝は

き つめ の サ ポー タ ー さ れて る
、 、、 、

感 じ？ そ れ で 、 膝 の 関 節の 間 に ス ポン ジを

はさまれた
、、、 、、

ような感じって言えば通じるかなとか思って。」（ #5p77）と語

っ てい た 。 サポ ー タ ー もし て い るの で は な く「 さ れ てる 感 じ 」 であ り、

ス ポン ジ も はさ ん で い るの で は なく 「 は さ まれ た よ うな 感 じ 」 であ り、

共 にそ う さ れて し ま っ てい る 如 何と も し が たい 状 態 であ る 。 そ れは 、ス

ポ ンジ か ら クッ シ ョ ン にな っ て も保 持 さ れ てい た 。 すな わ ち 、 ふわ ふわ

                                                                 
2 1  「 ふ わ ふ わ 」 が こ の よ う に 半 疑 問 形 で 語 ら れ る の は # 5 の み で 、 直 後 の # 6 か ら は 「 ふ わ

ふ わ す る 」 と 断 定 さ れ て い る 。  
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す るこ と に は、 膝 が 自 由に 動 く こと を 妨 げ るよ う な サポ ー タ ー みた いな

感じや、足と膝のつながりを妨げるようなものが挟まれているという、 2

つ の側 面 が 含ま れ て い た 。 前 者 につ い て は 、後 で 検 討し 、 後 者 につ いて

は④へとつながっていくため、 以下に続けて見ていく 。  

膝にスポンジが挟まれていることが、 A さんに「だから、ここと、足、

両方考えないといけないから。」と、地続きの足としてではなく、膝と足

と いう 別 々 のも の と し て経 験 さ せる こ と に つな が っ てい た 。 そ れは 、 #4

で同じく理学療法後にラウンジで訓練を振り返っているときに、「う～ん、

歩行は歩行で難しいし、って歩いてるけど、連動するのが難しい 。」（ #4p61）

と 語っ て い た こ と と も つな が る 。 す な わ ち 、こ れ ま での よ う に 無自 覚に

動 くの で も なく 、 だ が 連動 さ せ る
、 、 、

と い う 意 識的 に 動 かし て い る ので もな

い。考えないといけないものとしては現れているが、自ずと「連動する
、、

」

主体としてからだ が働くことの難しさが問われてい た。  

さらに、A さんは足に触りながら、考えなければならないものとして膝

と 足を 示 す 一方 で 、 ④ のよ う に 具体 的 な 状 況と し て は、 上 体 を 後ろ にの

けぞらせたり、腰が引けたりするという、足以外の様子を実演していた 。

一見すると矛盾しているが、その実演を見た私は、A さんが直前まで理学

療法でやっていた小走りの場面を再現していると感じ、A さんが走りなが

ら語っていた「からだが、バラバラになっている気がする（笑）」（ #5p86）

2 2を受けた投げ掛けを した。すると、 A さんは「そうそう、だから全然走

れな く て。（入 院 し てか ら ） 走っ て な か った か ら ～。」 と 、 走る こ と に再

び話が戻ってくる。さらに、「走ってなかったから～」と、受傷から 2 ヶ

月 ほど 、 走 ると い う こ とを し て いな か っ た とい う 習 慣の 途 切 れ に繋 がっ

ていく。  

これらのことから、しびれている足で歩いたり、走ったりすることは、

そ の難 し さ が足 だ け に とど ま る もの で は な く、 部 分 を特 定 し な い「 から

だ 」へ と 及 んで い た 。 また 、 全 体と し て の 難し さ が 生じ る こ と で、 それ

が 動き に も 連動 し て い き、 さ ら には 習 慣 の 途切 れ と いう 時 間 の つな がり

をも含んでいた。これについては、次項で詳細に見ていく。  

 

（b）「歩 いているうちに、膝 とかわからなくなる」  

―しびれと、ふわふわと、わからなさ  

まず A さんのしびれについて確認しておきたい。下肢は「ずっとしび

れている」状態であり、「寝ているのが一番楽」と動かさないことが楽だ

と いう 。 そ のよ う な 中 、退 院 後 に買 い 物 や 散歩 な ど で、 長 距 離 ・長 時間

                                                                 
2 2  # 5 p 8 6 で は 、廊 下 で 小 走 り に 練 習 を す る 。 A さ ん は 、走 り 出 し て は 、噴 き 出 し て 笑 い 止

ま っ て し ま う こ と を 繰 り 返 す 。そ の 中 で 、「 か ら だ が お か し い（ 笑 ）か ら だ が 、バ ラ バ ラ に

な っ て い る 気 が す る （ 笑 ） 足 の 事 ば か り 気 に し て い る か ら 。」 と 笑 い が 止 ま ら な い 様 子 で 、

P T 1 に 伝 え る 。# 6 p 11 9 で も 、退 院 後 に ボ ー リ ン グ に い っ た 話 に な り「 見 て た だ け だ け ど 、

最 初 ち ょ っ と や っ た け ど 、 か ら だ が バ ラ バ ラ で 笑 っ ち ゃ っ た 。 か ら だ が よ れ て 、 協 調 運 動

が で き な い ん だ ね （ 笑 ）」 と 、 語 っ て い る 。  
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歩く機会が増えた A さんは、初回外来リハビリの問診時に開口一番、「立

ちくらみがあって、あと、しびれとうまく付き合うのが、大変だなって、

足 が ふ わ ふ わ し て 、 歩 き 始 め か ら
、 、 、 、 、 、

ふ わ ふ わ し て い る こ と も
、

あ っ て 、」

（ #6p107）と訴え た 。さらに、「足は全部しびれてて、最初から
、、、、

ふわふわ

し てて 、 だ か ら 変に 意 識し て 足 裏 疲れ た り しま す。」（ #6p108） と 言 い 、

医師から困ることを尋ねられると、「しびれて、長く歩けないことで、人

込 みで 転 ん だ ら どう し よう と 思 っ て、 遠 出 でき な い ん です 。」（ #6p108）

と 答え た 場 面が あ っ た 。 日 常 の 動作 は 、 一 連の も の とし て ど こ から どこ

までともいえない状態でつながっている。その中で、A さんは「歩けない」

「 走れ な い 」と い う 経 験を し て いた 。 そ れ らが 、 ど のよ う に 発 生し てい

たのかを見ていきたい。  

下記抜粋は、外来リハビリ初日に、身 体機能評価として＜ 6 分間歩行＞

を行い、歩行距離と疲労感を測っていた 場面である。  

 

【抜 粋 20 #6p118：初 回 外 来 リハー理 学 療 法 、身 体 機 能 評 価 の一 場 面 】  

何 往 復 かしている間 に、右 手 が外 に広 がってくる。さらに歩 き続 けると、右 足 を引 きずる

ような、リズムが崩 れるような感 じになる。（歩 きながら PT がスポーツを禁 止 する発 言 をす

る：7 行 略 ）A さんの歩 きはだんだん、左 足 も上 がるような、両 足 のバランスが崩 れてくる

ような感 じに見 える。  

A「歩 いているうちに、膝 とかわからなくなる。」と歩 きながら話 す A さん。  

 

問 診場 面 で は 「足 が ふ わふ わ し て て、 歩 き 始め か ら
、 、 、、 、 、

ふ わふ わ し てい る

ことも
、
あって」「最初から

、 、、、
ふわふわしてて」と、ふわふわの出現時期が最

初からであることが強調されてい た。一方、抜粋 21 では、「歩いている
、、、、、

うちに
、、、

、」と、歩くという動作が続いていくなかで、 A さん自身も変化を

実感し、動きにも崩れとして確認され た 。そして、「膝とか わからなくな
、、、、、、

る
、
。」とわからなさにつながっていた 。この 6 分間歩行が始まる直前にも、

PT4 が自宅に帰ってどうだったかを尋ねると、「長く歩けないし、 歩いて
、、、

いると
、、、

ふわふわして、」と結構大変だったと伝えていた（ #6p116）。また、

買い物時の歩行中に「しびれます？」と PT4 に問われ 、「しびれはずっと

あ るの で 、 疲れ て く る と ど う や って 歩 い て いい か わ から な い
、 、 、 、、 、 、 、 、、 、 、 、、 、 、

の で、 うー

ん。」（ #6p117） と 、 わ から な さ が 示さ れ て いた 。 こ こ から 、 し びれ と 、

ふわふわと、わからなさについて以下の 3 点が確認できる。  

 

(ア)  「足 は全 部
、、

しびれてて」「しびれはずっと
、、、

あるので」  

(イ)  「歩 いていると
、、、、、、

ふわふわして」「歩 いているうちに
、、、、、、、、

、膝 とかわからなくなる」   

(ウ)  「疲 れてくると
、、、、、、

どうやって歩 いていいかわからない」  
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この 3 点は別々の状態を示しているようで、それぞれが次の意味を生

み出 す 基 盤と な っ て いた 。 詳 細に 見 て い く。（ ア ） では、「 足 は全 部 しび

れ てて 、 最 初か ら ふ わ ふわ し て て、 だ か ら 変に 意 識 して 足 裏 疲 れた りし

ます。」（ #6p108）や、「しびれはずっとあるので、疲れてくるとどうやっ

て 歩い て い い か わか ら ない の で 、 うー ん 。」（ #6p117）の よ う に 、前 提 と

し てし び れ てい る こ と は示 さ れ てい た が 、 主題 的 に は浮 か び 上 がっ てい

ない。これは、A さんにとってしびれが、「ずっと」という時間と、「全部」

という空間に通底していた ことを示している。  

し びれ が 通 底し て い る とい う （ ア） が 基 盤 とな り、（ イ）「 歩 い てい る

と 、ふ わ ふ わし て 」 と 、歩 く と いう 動 作 に 伴い 「 ふ わふ わ 」 と いう 新た

な 意味 が 発 生し て い た 。そ れ は 、先 の 抜 粋 で「 雲 の 上歩 い て い る
、 、 、 、 、

よ うな

感じ？って雲の上歩いたことないけど、ふわふわする ?!」と、A さんの最

初の比喩にも重なる。ここでも、A さんは「歩いている」という 動作の中

で感じることとして、ふわふわすると述べていた 。さらに、「歩いている

う ちに
、 、、

、 膝 とか わ か ら なく な る 」と 、 歩 く こと が あ る一 定 の 時 間続 いて

いくことにより、部分のわからなさが A さんに現れていた 。  

さ らに 、 歩 いて い る と ふわ ふ わ する と い う （イ ） が 基盤 に な り、（ウ ）

「疲れてくると
、、 、、、 、

どうやって歩いていいかわからない」という、「疲れてく

る 」状 態 を 生み 、 そ れ が部 分 だ けで は な く 、歩 き 方 をわ か ら な くさ せる

こ とに つ な がっ て い た 。い わ ば 、途 中 で か らだ を 見 失っ て し ま うよ うな

経験がなされていた。ただ、この「疲れてくる」には、 A さんの文脈にお

ける意味が含意されていた 。次の抜粋と併せて見ていきたい。  

 

【抜 粋 21 #13p229：外 来 ―リハビリ前 に毎 回 ある医 師 による問 診 】  

Dr「んー、手 術 の話 は、11 月 ？」  

A 「次 の 11 月 の整 形 で、先 生 のほうもう～んという感 じで。やってもね～、劇 的 にかわる

わけではないからって。（ちょっと間 があり）体 力 も落 ちていて、主 人 と話 してて、リハビ

リもどのくらいまで、散 歩 やっぱり長 い距 離 は、疲 れるのか、歩 けない、しびれ、う～ん

（考 え込 む）」  

Dr「歩 いていてどうなります？」  

A 「なんだろう、、、筋 肉 の疲 れじゃない、しびれてて、ふわふわしてて、膝 が疲 れてくる

（両 膝 に手 を置 いてくるくるとさすりながら）、しびれてて（私 の方 を見 る）、足 がしん

どくなって、」  

 

A さんは、「疲れるのか、歩けない、」と言いながら、すぐに「筋肉の疲

れじゃない」と生理学的な疲れではないことを示す。そこに、「しびれ て
、

て
、
、ふ わ ふ わし て て

、 、
、 膝が 疲 れ てく る 」 と （ア ） ～ （ウ ） ま で を「 ～し

てて」と並列でつなぎ、さらに「しびれてて 、足がしんどくなって、」（ア）

から（ウ）に至ることが示されていた 。この一連の展開が、 A さんが「疲
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れ るの か 、 歩け な い 」 とし て い た こ と の 内 実で あ る と 言 え る 。 だが 、明

確にそう自覚しているわけではない。むしろ、（ア）～（ウ）までの基盤

の 移動 と 、 その 都 度 の 意味 の 生 成は 、 知 ら ず知 ら ず のう ち に つ くり 出さ

れていた。それは、医師から「歩いていてどうなります？」と問われ、「な

んだろう、、、」と A さんが考え込み、言葉を探していた ことにも現れてい

る。  

以上のことから、A さんが「しびれて、長く歩けないことで、人込みで

転 んだ ら ど う し よう と 思っ て 、 遠 出で き な いん で す。」（ #6p108）と 語 っ

た意図も明らかになる。「歩けない」ということは、しびれている から
、、

歩

けない・疲れるから
、 、

歩けないというような、1 対 1 の因果関係には回収し

き れな い 。 また 、 し び れが 長 く 歩く こ と を 困難 に す ると い う 、 直接 的な

関 係で も な い。 む し ろ 、し び れ てい る こ と によ り 、 ふわ ふ わ し たり 、わ

か らな さ が 出現 し 、 そ の中 で 歩 行を 続 け る こと が 、 生理 学 的 な 筋肉 疲労

と はち が う 疲れ を 生 み 、そ の 疲 れが 歩 き 方 まで も わ から な く さ せる 。そ

れ故、A さんは歩けないことだけではなく、わからないなかで歩き続ける

延長線上に、「転んだらどうしよう」として語られた 事態が見えてくるの

である。  

再び最初に戻ると、A さんにおいてしびれは「歩くときとかもそう。こ

のビリビリがないと、歩けないんじゃないかって。」（ #1p12）と、歩く手

が か り に な っ て い る 一 方 で 、「 ど う や っ て 歩 い て い い か わ か ら な い 」

（ #6p117）という、相反する事態にもつながっていた。  

 

（c）「硬 いな～、右 足 が棒 みたい」  

―柔 軟 性 を減 退 させるサポーターされているような膝  

 ふわ ふ わ する こ と に は、 膝 が 自由 に 動 く こと を 妨 げる よ う な サポ ータ

ー みた い な 感じ や 、 足 と膝 の つ なが り を 妨 げる よ う なも の が 挟 まれ てい

るという、2 つの側面が含まれていた ことを確認した。ここでは、前者の

サ ポー タ ー のよ う な 側 面に つ い て検 討 し て いき た い 。下 記 は 、 理学 療法

の訓練として、廊下でケン ケンパをしていた場面である。  

 

【抜 粋 22 #12p225：外 来 リハビリ 2 ヶ月 目 ー理 学 療 法 での訓 練 場 面 】  

A さんは、PT4 のケンパ、ケンパ、ケンケンパの声 に合 わせて、左 足 から行 う。「次 、逆 」と

PT4 が連 続 して声 を掛 けて、右 のケンパをする。右 足 だと着 地 のときにグラッとする。左 、

右 、左 で奥 までケンパしていくと、  

A  「硬 いな～、右 足 が棒 みたい（笑 ）」  

PT4「でもだいぶね、できるようになりましたよね。」と私 に同 意 を求 める。  

坂 井 「最 初 はもっとね、」  

PT4「そうですよ、足 にもなってなかったから。」  

A さんは笑 いながら、また復 路 のケンパをスタートする。  
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 片足 で 右 ケン ケ ン を する と 、 着地 で グ ラ ッと し な がら も 既 定 の距 離ま

で動作は継続できる。そして、すぐに「硬いな～、右足が棒みたい（笑）」

と言う。同様のことが、外来リハビリ 4 ヶ月目の #21 でも見られた 。  

 

【抜 粋 23 #21p364：外 来 リハビリ 4 ヶ月 目 ー理 学 療 法 での訓 練 場 面 】  

ケンケンパと、これもスキップ同 様 軽 快 にすすんでいくが、着 地 のときの右 足 がやや後 方 に

下 がっている。復 路 のケンパの途 中 で「あっ」と A さんが声 を漏 らすが、とくによろけたりはな

い。戻 ったところで、  

A  「ふわふわしてる今 日 。疲 れてるからかな？」  

PT5「筋 肉 の疲 れですかね。」  

A  「そうかなぁ。」（半 信 半 疑 というかんじでもなく、どうだろうなぁという雰 囲 気 ）  

（23 行 略 ：ケンケンパをもう 1 往 復 し、その後 キョンシージャンプを実 施 。キョンシージャ

ンプでは、ハーハー言 いながらやっとという感 じでゴールする）  

A さんはキョンシージャンプ 2 3でペース配 分 しながら、進 んでいき、最 初 のように力 尽 きるこ

となくなんとか、ゴールする。そして、リハ室 にもどりながら、  

A   「はぁっ、もう体 が動 かない。 ドスンドスンで、ドスンと落 ちると次 上 がってくるの大

変 。」  

PT5「うまく膝 のクッション使 わないと。」  

 

こ れら の 、 右 足が 棒 み たい で あ る こと や 、 ドス ン ド ス ンと 落 ち るこ と

は 、そ の 表 現だ け を み ると 「 ふ わふ わ 」 と いう 柔 ら かな 表 現 と 対極 にあ

る よう に 思 われ る 。 詳 細に 見 て みる と 、 ケ ンケ ン パ では 、 着 地 のと きに

グ ラッ と し 、そ の 状 況 に対 応 し づら い こ と が“ 硬 さ ”と し て 現 れ、 その

柔軟性を欠く自らの右足が棒みたいに感じられてい た。  

ケ ンケ ン パ の 動作 中 に は 、 よ ろ け るな ど 目 に見 え る 形 での 変 化 はな い

が、「 あ っ 」と 声 が 漏れ て い た 。 そ の 動 作を す る なか で、「 ふわ ふ わ して

いる今日。」と、ふわふわと形容されるような状況にあることが実感され

ている。ふわふわしている原因として、疲れを挙げるが、PT5 に「筋肉の

疲れですかね。」と、生理学的な説明をされると、否定はしないが肯定も

し ない 。 そ のふ わ ふ わ する 中 で 、ケ ン ケ ン パや キ ョ ンシ ー ジ ャ ンプ とい

った下肢を鍛えるメニューが続く。そして、終 了すると、「はぁっ、もう

体が動かない。」と負荷の大きさが示された 。この負荷は、訓練メニュー

と いう よ り は、 そ れ に 対応 で き ない 状 況 を 「ド ス ン 」と い う オ ノマ トペ

で表現してい たと 言える。つまり、「ドスンと 落ちると次上がってくるの
、、、、、、、、、、、、

大変」と、「ドスン」が落ちる時の事だけではなく、次のジャンプにつな

が る一 連 の 動き の 滑 ら かさ の 減 退を 含 ん で おり 、 そ こに 大 変 さ が潜 んで

                                                                 
2 3  映 画「 霊 験 道 士 」に 出 て き た 、キ ョ ン シ ー が 両 足 を 揃 え て 小 刻 み に ジ ャ ン プ し な が ら 進

ん で い く 様 子 を 模 し た 訓 練 。 訓 練 の 難 易 度 、 負 荷 は ケ ン ケ ン パ よ り も 大 き い 。  
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い た こ と がわ か る 。 つま り、「 右膝 は き つめ の サ ポー タ ー さ れて る 感 じ」

であり、 PT からの 「膝のクッション 使って」という 指示に応える ことが

難 しい 。 す なわ ち 、 ド スン と 落 ちて も 、 そ の衝 撃 が 次に つ な が る跳 ね返

り とし て は 、返 っ て こ ない 。 そ のた め 、 反 動を 次 の ジャ ン プ に 活か しに

く く、 新 た なジ ャ ン プ にま た 力 が必 要 に な り、 負 荷 が大 き く な るこ とが

わかる。  

こ れら の こ と から 、 ふ わふ わ す る とい う の は、 音 韻 か らは 柔 ら かさ を

示 すよ う に 見え て 、 逆 に動 き の 柔軟 性 ・ 連 続性 を 妨 げて い る こ とが わか

る。  

  

c.感 じる  

（1）排 泄 ―「出 るところまでしびれてる」  

 便秘については全 FW を通して時々聞かれていたが、尿漏れについては

退院後約 1 ヶ月の #10 が初めてであった。それ以降、排泄について外来看

護 師に 尋 ね られ 、 尿 漏 れの こ と をう っ か り とい う 感 じで 話 し て しま った

#11 と、運動しながら生活の中で漏れたという話題がインタビューで 1 回

聞かれただけであった 2 4。  

 脊髄 損 傷 の後 遺 症 と して 、 排 尿障 害 や 便 秘が あ る こと は よ く 知ら れて

いる。A さんは、排尿障害と は診断されて おらず、入院中は尿漏れもなく、

膀 胱炎 に だ けは 気 を 付 ける よ う にと 言 わ れ たと い う 。そ の た め 、退 院後

に尿漏れが断続的にあることについて、「でも、しびれでこんなことまで

な ると 思 わ な か った ぁ。」（ #10p192） と 意 外そ う に 語 って い た 。 以 下 に 、

FN データを示しながら、尿漏れがしびれとの関連でどのように A さんに

経 験さ れ て いた の か 見 てい き た い。 以 下 の 場面 は 、 リハ ビ リ 終 了後 の 医

師の診察から会計までの一連（ #10p188-192）から、抜粋したものである。  

 

【抜 粋 24 #10ｐ190-191：会 計 前 ラウンジで尿 漏 れについて語 る場 面 】  

坂 井 「A さん、このあたりも（自 分 の腿 を触 りながら）、あれでしたっけ、感 覚 が、」  

A  「鈍 いですね。」  

坂 井 「（自 分 の腹 部 を触 りながら）お臍 から下 って、言 ってましたっけ？」  

A   「そうですね（腹 部 を触 りながら）。お臍 から下 ですね。だから、ひどい時 は、やっぱ

り、臍 から下 が全 部 しびれてますね。だから、ひどい時 は内 臓 の中 までビリビリする、

内 臓 ってビリビリするわけはないんだけど、」とおなかをさすりながら話 す。  

坂 井 「でも、中 も（腹 部 を触 りながら）、しびれているような感 じなんですね。うーん、なん

                                                                 
2 4  # 11ｐ 1 9 5： 看 護 師 に 「 排 泄 の 方 は 大 丈 夫 で す か ？ 」 と 尋 ね ら れ 、「 あ ー 、 し び れ が 強 い

時 に ち ょ っ と 失 禁 し ち ゃ う っ て い う 、」ｐ 2 0 5 廊 下 を 歩 く 訓 練 で 歩 き は じ め る と「 ど う し よ

う 。 途 中 で お 腹 痛 く な っ た ら （ 笑 ）」 と 数 日 便 が 出 て い な い と 言 う 話 を す る 。  

A I N 5 - 1 8 7 - 2 0 5：「 し び れ て く る と 、 ト イ レ の 感 覚 が 、 な ん か と て も 悪 く な っ て く る の で 」

と 言 い 、エ ア ロ ビ ク ス 中 に「 漏 れ ち ゃ っ て て 、や ば い と 思 っ て 。」と 、そ れ 以 降 飛 び 跳 ね る

プ ロ グ ラ ム に は 参 加 し な い こ と に し た と い う 。  



77 

 

か、他 の首 とか脊 髄 の方 でもやっぱり、便 とか、出 たのがわからなくって、出 て気 が付

くっていうこともあるみたいで、」  

A   「あとね、便 秘 だけど、変 な話 、便 秘 だから、こう硬 いのと、柔 らかい下 痢 みたいのが

一 気 にジャって出 て、え？もうそれで終 わりかいって。」  

坂 井 「えーっと、それは、硬 いのが出 て、その後 に柔 らかいのがでるのではないく、」  

A   「一 気 に、（手 で物 が出 るジェスチャーしながら）ブリって全 部 でちゃう。だから、や

っ ぱ り 、お 尻 も鈍 い ん だ と思 い ます 。だ か ら 、ガ ス も、プ ー って こん な とき に 出 る っ

て？（笑 ）」  

坂 井 「お尻 って言 うのは、穴 、肛 門 ですか？」  

A   「そう。トイレとかいって、ウンチをしても、出 してるときは細 いなって思 って、（振 り返 り

ながら下 を見 て）見 たらでかってこともあって。普 通 、わかるじゃないですか、」  

坂 井 「そうですね。出 てるときにだいたい。それが、違 うんですね。出 している時 の感 じと、

見 たときの大 きさが。」  

A  「そう、だから鈍 ってるんだと思 います。」  

坂 井 「ああ、このあたりが」と言 いながら腹 部 あたりをさする私 。  

A  「一 帯 が、しびれてるんだと思 います。出 るところまでしびれているから、」  

坂 井 「ああ、尿 が通 るから、」  

A「パンツが当 たっているからそれが刺 激 になって、でも尿 もそうなのかもしれませんね。」  

 

 この一連の場面 （ #10p188-192）では、 A さんは尿漏れについて語る前

に 、あ る 状 況に つ い て 限定 し て から 語 る と いう パ タ ーン を 繰 り 返し てい

た 。そ れ は 、毎 日 で は なく 「 す ごく し び れ が強 い 日 」 に と い う 状況 と、

常にではなく、歩く走るなどの 動作に伴い生じてくる という 、この 2 点

で あっ た 。 だが 、 こ の 場面 で み られ た 文 法 は“ し び れが 強 い か ら
、 、

、 尿が

漏れ る ” とい う 因 果 関係 で は なか っ た 。「し び れ が強 い 時」「し び れ がひ

どい時」と尿漏れは、どのよう に A さんに現れていたのだろうか。  

 この 限 定 に着 目 し て みる と 、 何か が 分 か るこ と と 、そ れ に よ って 別の

何 かが 分 か らな く な る こと が 、 生じ て い た こと が わ かる 。 し び れが ひど

い 時は 「 内 臓の 中 ま で ビリ ビ リ する 」 と い う 、 先 に 見た よ う な 「中 」の

わ から な さ が広 が る 状 態に な る 。一 方 で 、 漏れ て い る尿 を 止 め るこ とが

できないことや、「タレ、タレって」（ #10p190）と表現される少量の尿漏

れ を、 わ か って も い た 。さ ら に 、排 便 状 況 では 、 便 が細 い と 感 じて も実

際 は太 か っ たり と 、 わ かる こ と が実 際 の 状 況と 一 致 しな か っ た こと で、

わかってなかったことが判明 していた 。加えて、「一気にジャって出て、」

にあるように 、「一気に」という表現が繰り返され、便の出かた が A さん

の コン ト ロ ール が 及 ば ない こ と も示 さ れ る 。 こ の よ うな こ と が 、し びれ

がひどい時という限定のもとに、どのように生じていたのか。  

 A さんは、前述のエピソードを総括するように「だから鈍ってるんだと

思います」「一帯が、しびれてるんだと思います」と語っていた。自らの
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から だ に 生じ た こ と にも か か わら ず、「 思い ま す 」と 断 定 を 避け て い た 。

鈍 って い る から 、 し び れて い る から 生 じ た エピ ソ ー ドと し て で はな く、

逆 に、 こ れ らの エ ピ ソ ード が 起 きる こ と に よっ て 、 いわ ば そ の 経験 のほ

うから「鈍っている」「しびれている」ことが A さんに示されてい た。こ

れ は、 先 に 見た “ 鳥 肌 が立 つ こ とで 、 か ら だが 嫌 だ と感 じ て い るこ と を

知 る状 況 ” が、 排 泄 と いう 場 面 にお い て 現 れた と 言 える 。 そ れ が、 因果

と いう 関 係 では な い 語 りに さ せ 、さ ら に 、 自ら の コ ント ロ ー ル 外で 生じ

ることも重なり、 断定を避けた語りとな る。  

A さんの尿漏れは、“しびれているから尿漏れが起きる”というような、

直 接的 な 因 果関 係 に よ って 説 明 でき る も の では な い 。通 常 で も しび れて

いる A さんだが、ひどいときには、 さらに上記のような事態になる。つ

ま り、 い つ もよ り さ ら に わ か ら なさ が 広 が り、 自 分 のか ら だ に 何が おき

て いる の か も、 わ か り づら く さ せ る 。 そ れ を基 盤 と し 、 尿 漏 れ や便 が一

気 に出 た り 、ガ ス が 思 いも よ ら ない 場 面 で 出た り す る。 す な わ ち 、 出す

こ と、 つ ま り排 泄 関 連 のコ ン ト ロー ル の 利 かな さ が 、し び れ と 関連 させ

た語りとなって現れていた。  

 

（2）温 度  

（a）「冷 たいんですって。どうですか？」―他 者 に確 認 するみずからの冷 たさ  

 #1 では、「しびれ ると、冷たい感じが する。」など 2 5手の冷たさについ

て語っていた A さんだが、作業療法士より気化熱の為だと説明されて以

来、発言が見られなくなっていた。退院後（ #6 以降）には、季節の話題

を含めながら“冷たさ”について語ることが たびたび あった。  

 

【抜 粋 25 #7p127：外 来 リハビリ 2 回 目 ―真 夏 】  

OT5「どうですか？調 子 は？」  

A   「ずっとしびれてます。鳥 肌 が立 って、クーラーいらずな感 じです。」と 、両 手 をテーブル

の上 に乗 せて話 す。OT5 はうーんと言 いながら、A さんの右 手 を取 り手 を揉 み解 していく。

私 も A さんの左 隣 の丸 椅 子 に座 る。  

A   「なんか、手 が冷 たいって言 われるんですけど、どうですか？しびれと関 係 あるのか

な？」  

OT5 は右 手 を揉 みながら、うーん冷 たいですよねと淡 々と話 す。私 もちょっと気 になり、A

さんの左 手 に自 分 の右 手 を伸 ばしながら「いいですか？」と言 いながら、ちょっと触 れるとヒ

ヤッとして「うわぁ、冷 たい。」と言 い思 わず手 を放 してしまう。思 ったより冷 たく、氷 のような

冷 たさというかしっとりした冷 たさでびっくりしてしまう。  

OT5「体 温 は？」  

A  「体 温 はね、36.7 くらい？」  

                                                                 
2 5  # 1 p 1 5「 し び れ る と 、 冷 た い 感 じ が す る 。 ヒ エ ー っ て 。」、 p 1 6「 し び れ て る け ど 、 痛 く

は な い ん で す 。 冷 た く な る ⁈ 」、  
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OT5「じゃあ、そんなに低 いわけじゃないんだね。」  

 

 退院後約 2 週間経過した真夏の頃、 A さんは OT5 に手の揉み解しをうけ

な が ら 、 家 族 な ど か ら 手 が 冷 た い と 言 わ れ る こ と に つ い て 、「 ど う で す

か？」と OT5 に確認していた。ここでは、他者から言われた「手が冷た

い」ということを、別の他者に確認している。A さん自らが冷たさを実感

しているというよりは、むしろ、A さん自身にはその実感がない、自分の

も のと し て 感じ ら れ な いこ と が 問題 に な っ てい る 。 他者 か ら 指 摘さ れる

感覚と、自らの実感との差が A さんにおいて生じていた。そこに、「しび

れと関係あるのかな？」と OT5 に尋ねてみるが、返答は得られない。  

 それに対し、 A さんは SNS で同じ脊髄損傷の方を見つけて、 WEB 上で交

流しながら情報交換するようになる。以下の場面は、晩秋の #15 であり、

こ れか ら 到 来す る 冬 と いう 季 節 を先 取 り し 、 冷 た さ を含 め た 温 度を 実感

す ると い う こと に つ い て主 題 化 して い く 。 この 直 前 では 、 昨 日 友人 と手

足 の冷 え に 効く と 言 う お灸 を 試 しに 行 っ た とい う 話 題 が な さ れ てお り、

それを受けての続きである。  

 

【抜 粋 26 #15p258-259】  

坂 井 「A さん、手 足 の冷 えって、」  

A   「（両 手 を交 互 に揉 むようにさわりながら）うん、寒 くなってるって自 分 ではわかん

なくて、しびれているから。しびれしかないから、自 分 ではわかんなくて、人 に触 って

もらうと『冷 たい』って。」  

坂 井 「ああ、自 分 では、感 じないんですね～。」  

A   「感 じないですね。しびれてるんで、わかんなくて（両 手 を交 互 に揉 むようにさわり

ながら）。」  

坂 井 「ああ、なるほど。」  

A  「冷 たいんですって。どうですか？」と左 手 を私 のほうに伸 ばしてきてくれる A さん。  

坂 井 「いいですか？（A さんの左 手 を手 首 側 から指 先 に向 かって触 れながら）ああ、そう

ですね。冷 たい。特 に指 先 が。」  

A さんの手 はじっとりしていて、手 のひら辺 りは冷 たいながらもまだ温 度 を感 じるが、指 にふ

れると急 にヒヤッとするような、氷 のような冷 たさだった。  

A  「（笑 いながら）冷 たいでしょ。」  

坂 井 「冷 たい。（からだがぶるっとしてくる）冷 たいですね。最 近 朝 晩 冷 えますしね。朝 起

きて、水 出 すと、冷 たいって。お湯 にしようか迷 ったけど、まだ早 いと思 って我 慢 してま

すけど。」  

A   「今 はね、まだ我 慢 できるけど、この先 どうしよう…（両 手 を交 互 に揉 むように触 りな

がら）。お風 呂 入 ったりして体 があったまっても、すぐ冷 めるじゃない。外 からのは、

あったまるけど、すぐ冷 めるから。中 から、ぽかぽかするっていうのはなかなか、 」  

坂 井 「そうですね、お風 呂 もあったかいけど、確 かにすぐ冷 めますよね。中 から、ぽかぽか、
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運 動 、からだ動 かしたときくらいですかね。」  

A  「今 から冷 えてて、どうしようと思 って。」  

坂 井 「そうですよね、冬 はね。（手 を触 りながら）、手 があったかくても、冬 は指 がかじかん

で、わたしも家 の中 でも手 袋 しながらパソコンしたりしてますもん。う～ん、えーと、A さ

ん、お風 呂 とかに入 って、あったかくなるのは、わかります？」  

A  「う～ん、じんわりとはするけど、、、」  

坂 井 「じんわりとするのは、わかる感 じなんですね。」  

A  「私 と同 じような病 気 した人 が、書 いてるブログがあって、その人 は温 度 が苦 手 なんだ

って。冷 たいと痛 いんだって。その人 は怪 我 して 1 年 くらいで、えーと、何 度 だっけ、

30、何 度 かが境 界 なんだった。」  

 

お 灸の お 店 に 行く と い う文 脈 で の 「冷 え て いる 」 こ と は、 冷 え てい る

ことを自覚しての行動のようにも見える。ところが、A さんは両手を揉む

よう に 触 りな が ら も 、「寒 く な って る っ て自 分 で はわ か ん な くて、」 と、

他 者か ら 言 われ る “ 寒 くな っ て る” こ と が 、触 っ て みて も 実 感 でき ない

ことが示される。そして、 #7 では確定していなかったしびれと冷た さの

関係が、 #15 では「しびれているから 」と、原因のように示されている 。

さらに、外の寒さに対して、内側の感覚としては「しびれしかない
、、、、

から、」

とわからなさの理由 が示される。  

その一方で、A さんは“わからない”両 手を毎回揉むように触りながら

語っていた 。“わからない”はずの手を、触るというのは矛盾した 動作の

よ うに 思 わ れる 。 こ れ は、 麻 痺 など で 感 覚 やそ こ に 手が あ る こ とも わか

ら なく な る こと と 、 逆 の現 象 だ と思 わ れ る 。つ ま り 、わ か ら な いこ とが

わかるから、確かめようとして触る。触ってみると、わからないことが、

そ こで 確 か めら れ る 。 この 循 環 が生 じ る こ と自 体 が 、わ か ら な さが わか

っているというしびれの特徴を示してい た。  

こ のこ と が 、 自分 の 感 覚を 語 る と きに 、 自 分以 外 の 感 覚や 経 験 を必 要

とすることにつながる。 A さんは「どうですか？」と私や作業療法士に、

確 認を 促 す よう に 手 を 伸ば す こ とが 多 々 あ った 。 他 者の 感 覚 や 反応 によ

って A さんが確認する冷たさは、自覚というよりむしろ他覚であり、知

識・情報としての“冷たさ”として A さんに与えられていた 。一方、 A さ

んは 「 お 風呂 入 っ た りし て 体 があ っ た ま って も 、 すぐ 冷 め る じゃ な い。」

と、“冷 める”という温から冷へという一連の過程としては実感していた 。

さら に、「 中か ら 、 ぽか ぽ か する っ て い うの は な かな か、」 と、 先 述 した

中が応答する感じが 希薄であることがここでも確認できる。そのため、 A

さ んの お 風 呂の 話 を 受 け、 私 が 「あ っ た か くな る の は、 わ か り ます ？」

と尋 ね ると、「 う～ ん、 じ んわ り とは す るけ ど、、、」と 考 え 込み 、 わか る

とは断言できない。さらに、「じんわりとするのは、わかる感じなんです

ね。」とわかるところに焦点を当てて再度尋ねられると、 A さんは「私と
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同じ よ う な病 気 し た 人が、」 と 、同 じ 脊 髄損 傷 の 方の 経 験 を 語り 始 め た。

一 見す る と 、他 者 の 経 験を 語 っ てい る よ う にも 見 え 、ま た 自 分 の答 えの

一 部の よ う に語 っ て い るよ う に も見 え る 。 これ ま で 見て き た よ うに 、他

者 から 自 分 の か ら だ の 感覚 を 「 冷た い 」 と して 与 え られ た り 、 わか らな

いことがわかっている A さんにおいては、わからない自らの経験と、他

者 の経 験 と の差 異 が 変 容し て い るこ と が 伺 える 。 以 下で 詳 し く 見て いき

たい。下記の抜粋は、マット上で、 PT が A さんの足を揉み解しながら、

しびれについて問診している流れ（ #17p295-297）の一部である。  

 

【抜 粋 27 #17p297：外 来 リハビリーPT に足 を揉 まれている場 面 】  

A さんの足 裏 を探 るように触 れ、  

PT5「足 とか、冷 たいですか？」  

A  「冷 たいんでしょうね、多 分 。自 分 もそう思 う、血 行 悪 いと思 う。」と苦 笑 い。  

PT5 はそのまま A さんの右 の足 裏 を探 るように触 れながら、  

PT5「偏 平 足 になったとかは、」  

A  「前 からです（苦 笑 ）」  

PT5「何 か踏 んだ方 がいいですね。踏 んだ方 が。」  

A  「揉 んだりしてるんだけど、」  

PT5「ここって、自 分 じゃ揉 みにくいので、テニスボールとか踏 んだり。（足 裏 や指 先 を触 り

ながら）冷 たいですね～、しびれは末 梢 になればなるほどひどいとかありますか？」  

A   「うーん、しびれてる、冷 たい、しびれてるから冷 たいのか、冷 たいだけなのか、まだ

よくわかってない。」と、ちょっと困 ったような感 じで苦 笑 いを浮 かべながら答 える。  

PT5 は左 足 側 に移 動 してストレッチを始 める。  

 

 PT5 が A さんの足に触れながら、 A さんに冷たさの自覚を尋ねている。

すると、「冷たいんでしょうね、多分 。」と、他人事のように語り、「多分」

と曖 昧 さ も付 け 加 え る。 そ し て、「 自 分 も
、
そ う 思 う、 血 行 悪 いと 思 う。」

と 、自 分 の こと で あ り なが ら 「 自分 も 」 と 言い 、 さ らに 「 思 う 」を 繰り

返 し、 実 感 とし て 手 元 にな い こ とが 示 さ れ る。 こ こ には 、 次 の 構造 が見

て取れる。A さんの「冷たい」は、家族や医療者が触れて冷たく感じたと

い う他 者 の 感覚 を 含 む 「冷 た い 」 で あ る 。 いわ ば 、 いく つ も の 感覚 が交

差したことで生じ、 A さんに与えられたものである。 A さんにとっては、

それがまず最初にあり、その後、“自分も思う”という経験のされ方にな

っ てい た 。 他者 の 感 覚 によ り 与 えら れ た 感 覚の ほ う が確 実 性 を 帯び 、自

ら感じる“自らの感覚”はそれに準ずるようなものとなってい た。  

 それが、冷たさとしびれについて尋ねられたとき、A さんを考えさせる

ことにつながる。PT5 が再び足に触りながら、冷たいことに言及し、しび

れが末梢においてひどいのか 尋ねたが、A さんは 考え込み、肯定も否定も

できない。その理由は、 A さんの経験のされ方にある。 A さんは、“足が



82 

 

着くとビリビリする”“滴とか当たると、うわってなる”など、何らかの

接触においてしびれを語っていた 。つまり、しびれがひどいかどうかは、

解 剖学 的 な 末梢 に 関 連 する と い うよ り も 、 むし ろ 生 活の な か で 様々 な接

触 が頻 繁 に 生じ る 場 が 、末 梢 と 言わ れ る 手 足で あ っ た。 そ の た め、 文脈

か ら切 り 離 され た “ 末 梢に な れ ばな る ほ ど ひど い ” とい う 問 い に、 応え

ることが難しかったと言える。  

 季節 が 冬 にな る と 、 夏に は 気 づか な か っ たこ と が いく つ か 新 たに 発見

されていく。  

 

【抜 粋 28 #21p350：外 来 リハビリー病 院 に到 着 し、受 付 を済 ませた場 面 】  

お財 布 をリュックに戻 すと、自 動 血 圧 計 のほうに歩 いていきながら、  

A  「手 も冷 たくて、」  

坂 井 「最 近 、寒 いですもんね、ちょっと（寒 さが）違 いますよね。」  

A  「（手 をさすりながら）手 も冷 たくなって、触 ると、あちこち、嫌 な感 じがして（笑 ）」

と言 いながら、手 で膝 、腿 を触 る。左 腕 を自 動 血 圧 計 に入 れて、スタートボタンを押 す。

マンシェットが加 圧 されているときに、  

A   「冷 たくて、ピンチなことがいっぱい（苦 笑 ）」と言 いながら、ダウンベストのジップや、フ

ァスナーのギザギザをさわりながら、  

A   「こういうのあるじゃない（ジップを触 り私 に見 せて）、それが当 たって（鼠 径 部 を触

る）、冷 た~いとか（笑 ）。」  

坂 井 「ああ、トイレとか、（肌 ）でてますもんね。」  

A   「便 座 とかも、うち温 めてないから、座 るとヒィって、腿 の後 ろが（笑 ）」と言 いながら、

右 のお尻 を浮 かせるような感 じになり、足 はまっすぐ突 っ張 るような感 じで伸 ばして、手 で

腿 の後 ろをさすりながら話 す。  

 

 冬になり、 A さんは自らの手が冷たいことを、他者からだけではなく、

自 らの 体 を 自ら の 手 で 触れ 、 そ こに 嫌 な 感 じが 生 じ るこ と で 気 が つ くよ

う にな っ た 。す な わ ち 、触 れ る 自ら の 手 が 冷た い こ とで 、 触 れ られ た側

と して の か らだ に 「 あ ちこ ち 、 嫌な 感 じ が して 」 し まう の で あ る。 退院

直 後の 夏 場 は、 金 属 や ラッ プ な どに 触 れ る と嫌 な 感 じが す る と 言い 、自

分 と物 と の 接触 に よ り 発生 し た こと が 、 触 れる の も 触れ ら れ る のも 自分

というなかで生じていた。そのことを、A さんは自分のからだが凶器にな

ると友人に対して 表現していた。  

 そして、上記からの続きで A さんは、「夏はさ、全然気づかなかったけ

ど、」と前置きし、「冬になると、色々。こんなところ でピンチになる ⁈っ

て。こんなとこで 、ピンチになるとは思わなかった（笑）」（ #21p351）と

語っていた 。「こんなところ」と繰り返されてい たのは、前述の更衣にお

け るフ ァ ス ナー で あ っ たり 、 排 泄に お け る 便座 で あ った り 、 季 節が 変わ

る こと で 、 同じ 行 為 が 何と も な かっ た こ と から 、 嫌 な感 じ が 生 じて くる
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「ピンチ」なことへと変容していた 様子が伺える。  

 

（3）範 囲 のあるからだ／からだの全 体 性 ・孤 島 化  

 しび れ は 中枢 神 経 障 害、 末 梢 神経 障 害 と もに 障 害 され た 神 経 の支 配領

域 にし び れ が発 生 ・ 限 局す る と 解剖 学 的 に は説 明 さ れる 。 脳 卒 中で あれ

ば 半身 、 脊 髄損 傷 で は 障害 部 位 の支 配 領 域 、糖 尿 病 など の 末 梢 神経 障害

で は手 や 足 の末 梢 に し びれ が 現 れて く る 。 この よ う な解 剖 学 的 な説 明が

あ る一 方 で 、し び れ て いる 身 体 で生 き る 患 者は 、 必 ずし も そ れ と一 致す

る経験ばかり をしているわけでは なかった。  

 A さんの診断上の しびれの範囲は、受傷直後は両腕から指先まで と広範

に見られたが、 1 ヶ月、 2 ヶ月と経るにつれて、次第に指先に残るのみと

な った 。 足 に関 し て は 、両 足 共 にし び れ て おり 、 手 の場 合 と 違 いど こが

ひ どい と 言 及し づ ら い 様子 で あ った 。 以 下 に、 デ ー タを 示 し な がら 、こ

れまでの解剖学的な説明とは状況を異にする A さんの経験を見ていきた

い。  

 下記 の 抜 粋は 入 院 中 のデ ー タ で、 病 室 か らリ ハ ビ リ室 に 歩 い て移 動し

ていた場面である。  

 

（a）「うーん、全 体 的 ⁈」―分 節 化 のしづらさ  

【抜 粋 29 #4p51－52：入 院 中 ―リハビリ室 へ歩 いて移 動 】  

エレベーターホールにはリハ室 に向 かう多 くの患 者 さんがいたが、A さんはその中 を縫 うよう

にスタスタ歩 いていく。廊 下 を歩 きながら、  

PT2「力 の入 りづらさは、右 と左 で差 がありますか？」  

A   「（歩 きながら）入 りづらさはそんなにない感 じ。感 じ方 が違 いますね、右 がちょっと、

右 は突 っ張 ったような感 じで。」と言 いながら、リハ室 内 を歩 いていき、マットコーナー

に向 かうように、PT2 から指 示 がでる。  

＜マットに移 動 する＞  

PT2 がまたがりますねと声 をかけ、A さんの膝 上 のあたりにまたがるようにして、両 腿 のあた

りから確 認 するような手 つきで触 っていく。  

PT2「やっぱ右 が気 になりますか？」  

A   「うーん（困 った感 じのトーン）、全 体 的 ?!  しびれているので、使 うと、痛 いのか、

し びれ てる の か 、 痛 い の に 気 付 い て ない の か わ か ん ない ん で す （ 苦 笑 ） 。 時 々 は

（左 右 ）違 いますけど、全 体 的 ?!」と仰 向 けになりながら話 す A さん。  

 

 PT2 はこの日初めて担当する若い PT だった。PT2 は廊下を歩きながら、

力の入りづらさにおける左右差について尋ねた 。すると、 A さんは、「入

り づら さ は そん な に な い」 と 、 左右 差 の 有 無と は 違 う答 え 方 を する 。そ

して、「感じ方」を焦点化していき、そこに「右 がちょっと、右は突っ張

ったような感じで。」と違いがあることを示す 。感じ方の違いがあること
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はわ か る が、 ど の よ うに 違 う のか と い う と「 ち ょ っと、」「 よ うな 感 じ」

と漠然としか語ることができない。  

 さらにマットに移動した部分では、 A さんが仰臥位になり、 PT2 が足の

ストレッチをしながら前述の A さんの「右がちょっと」という発言を受

け、「やっぱ右が気になりますか？」と尋ねた 。しかし、ここでは「うー

ん」と返事に困窮し、右とも左とも言及せず「全体的 ⁈」と半疑問形にし、

左右を分けることをしない。そこへ、しびれが理由として挿入される 。「し

びれているので、使うと 」と状況が設定され、そこに「痛い のか
、
」「しび

れてるのか
、
」「痛いのに気付いてないの か

、
」と、いくつか想定する状態は

あるが、それについてわか らないことが言及された。  

こ こで は 、 わ から な い こと は わ か るが 、 何 がと い う こ とが は っ きり 言

語化できないこと、そして、 A さんにおいて、足がしびれていることで、

左右という分けられるような経験のされ方ではない状態が生じていた。  

 

（b）「この 2 本 」―指 が際 立 つことで、“手 ”がしびれる  

 A さんは、医療者にしびれについて尋ねられると「この 2 本ですね」と、

左手の第 4・ 5 指を触りながら答えることが多かった。これは、 A さんの

損 傷部 位 で は、 最 後 ま で残 る と 言わ れ て い た 部 分 で ある 。 そ の 一方 で、

しびれが第 4・ 5 指だけに限局していないような語りが見られたり、しび

れ の場 所 を 尋ね ら れ は っき り 答 えら れ な い こと も 見 受け ら れ た 。こ れら

は 、従 来 の 神経 支 配 領 域を 用 い た説 明 と は 、 う ま く 一致 し な い 。そ こに

は、生きられた＜ 身体＞としてのどのような経験があるのか。  

 

【抜 粋 30 #16p278：外 来 リハビリ】  

COT1 2 6「粘 土 とか触 ってて、嫌 な感 じは、」  

A    「は、あまり、感 じない。この 3 本 と、2 本 （指 を 2 つの群 に分 けるようにして）、

触 ってて痛 いからやりたくないとかはない。」  

左 手 のパテの丸 めを終 えると、BOT1 が片 づけに行 き離 席 する。  

坂 井 「今 日 はなんか、鳥 肌 が、ブツブツ、」  

A   「ね。ブツブツ、鳥 肌 が立 ってていうより、いつもブツブツしているのが普 通 みたいになっ

て（小 笑 ）。」  

COT1 が棒 を持 って戻 ってくる。  

 

 パテを触って嫌な感じがするか COT1 が尋ねたことに対し、「 は
、
、あま

り、感じない。」とそれ以外のことを含みもたせた答え方をする 。そして、

触ったときの嫌な感じを尋ねられたにもかかわらず、「この 3 本と、2 本、」

と、第 1・ 2・ 3 指と、第 4・ 5 指に分ける動きと語りで応答 する。そこに

                                                                 
2 6  こ の 日 は 、 A さ ん の 外 来 作 業 療 法 担 当 者 で あ る O T 4 が 休 み で あ っ た た め 、 病 棟 か ら C

さ ん の プ ラ イ マ リ ー だ っ た C O T 1 が 担 当 と な っ て い た 。  
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は、触るという 接触 において、手としてではなく、まず「この 3 本と、 2

本 」と い う よう に 指 を 分け る よ うな 経 験 を して い た こと が 示 さ れる 。し

びれている第 4・ 5 指が際立つことによって、「残りの 3 本」というくく

り が生 ま れ てい た 。 手 とし て 動 きな が ら も 、し び れ てい る 指 が 際立 つこ

とで、3 本と 2 本に分けられ てしまう、いわば手としてのまとまりが薄れ、

組み替えられていたことが わかる。しか しながら、「触ってて痛いからや

りたくないとかはない。」と、それが痛みや、動作の不可能性につながる

わけではないことも示される。その一方で、下記の診察場面では、A さん

にとって「この 2 本」が、別の側面からの意味を帯びてくることが現れ

ていた。  

 

【抜 粋 31 #18p305：外 来 ―医 師 の診 察 場 面 】  

Dr「まずまず、ですね。（間 があく）。そっか、そっか。お仕 事 は？」  

A  「一 旦 退 職 という形 にしていて、でも戻 ってもいいって声 かけてもらってるんですけど、ど

うも私 体 力 的 には大 丈 夫 なので、でも、この 2 本 が（左 第 4・5 指 を持 ち上 げて見

せて）、ビニールが響 くので、痛 みを我 慢 してやってもね。。。（苦 い表 情 になる）。金

属 のボール、ビニール、ラップはお菓 子 作 りでは絶 対 に触 るし、クッキーを袋 詰 めするの

も、ゴム手 袋 も今 挑 戦 中 ですけど、痛 くてダメなんです。主 人 も、無 理 してやらなくても

いいって、なので、転 職 してもいいかなって。前 から転 職 にも興 味 があったし、いい機 会

だと思 って。」  

Dr「はい、では、まずまずですね。」と言 い、医 師 は立 ち上 がりドアの方 に向 かう。  

 

 ここでは、「この 2 本」が症状の訴えという枠を超えて、行為選択にも

関わっている。A さんは、医師に仕事について問われ、病前の仕事に戻る

こと を 想 定し た 場 合 に、「 ど う も私 体 力 的に は 大 丈夫 な の で 、」と 、 体と

しては元の職場に戻ることができることが示されるが、「でも、この 2 本

が、」と、それを止めるしびれている指が同時に示された 。しびれている

こ とで 、 ビ ニー ル に 触 れた と き に嫌 な 感 じ が生 じ 、 でき な い わ けで はな

いけど、それを我慢し続けることが浮かび上がる。他の訓練場面では、「触

ってて痛いからやりたくないとかはない。」（ #16p278）と語っていた A さ

んだが、ここでは「 ビニールが響くので、痛みを我慢してやってもね。。。」

と、継続する上では問題があることが示される。職業として行う場合は、

1 日の労働時間も訓練のような短い時間ではなく、かつ月単位・年単位で

継 続し て い く。 さ ら に 、責 任 も 伴っ て く る 。先 の 時 間を 見 通 し たと き、

社 会的 責 任 を考 え た と きに は 、 体と し て は 復職 す る こと が 可 能 であ って

も、それを思い留まらせるような形で、しびれている「この 2 本」が働

いていたことがわかる。   

「この 2 本」がはっきり浮かび上がることもあれば、問 いのスタイルに

よ って は 答 えに 窮 す る こと も あ る。 窮 す る こと が 、 どの よ う に 成り 立っ
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ていたのか。  

 

【抜 粋 32 #19p319：外 来 ―医 師 の診 察 場 面 】  

Dr「調 子 はどうですか？」（早 口 ）  

A 「は、ふ、変 わらずです。」  

Dr「（電 カルをみながら）困 っていることは、何 かありますか？」  

A  「（両 手 を胸 の高 さに持 ち上 げて、指 を動 かしながら） 手 がしびれて、ビニール袋 が

嫌 なこと（苦 笑 ）。必 ず触 らないといけないじゃないですか、ごみ袋 とか、ビニール触 ら

ないことってないので、」  

電 カルをみて記 入 していた医 師 が A さんの方 にくるりと椅 子 を向 けて、向 き合 う様 な位

置 になり、A さんが持 ち上 げていた手 の方 を見 る。  

Dr「どこが、しびれてますか？」  

A  「（左 手 を下 げ、右 手 だけを胸 の前 で手 首 をくるくるしたり、指 を動 かし）残 ってるの

は、、。すごく痛 いのはここ（右 手 で左 手 の第 4・5 指 から手 首 の方 までさっと触 りな

がら、くるくる手 首 を返 したりする）。」  

 

 「どこが、しびれてますか？」という医師の質問に対し、 A さんはしび

れがひどい左手を下げ、右手だけを胸の前で様々に動かす。だが、「残っ

ているのは、、。」と、言及しようとするものの、それが出来ず言葉を閉じ

る。そして、「すごく痛いのはここ」と、右手で左手に触れ、手首を動か

しながら答える。この一連の応答の ずれ から、「どこが？」という しびれ
、、、

の 場所
、 、、

を 特 定す る こ と が難 し い こと が わ か る。 し び れて い る 部 位が それ

と して 際 立 つ一 方 で 、 問い に 応 じに く い と いう 矛 盾 が見 ら れ た 。解 剖学

的な 神 経 所見 に お い ても 、 限 局さ れ て い るは ず の しび れ が、「ど こ に ？」

という問いに答えるスタイルを伴っていない。注意深くみてみると、「こ

の 2 本」と言われるときでさえ、「ひどいのは 」「残っているのは」など、

「しびれがこの 2 本」としびれを主語にはしていない。「手がしびれて」

と A さんが答えていたことからも、指がしびれているという 解剖学的に

限 局さ れ た 経験 で は な く、 手 と して の 働 き がう ま く いか な い こ とが 、し

びれている＜身体＞の経験であることがわかる。  

 

３．変 わらなかったしびれ  

どのような疾患においても、“治るのかどうか”は患者にとっての関心

事 のひ と つ であ る 。 し かし 、 関 心の 向 か い 方に は 違 いが あ る よ うに 思わ

れ る。 し び れ に お い て は、 治 る ―治 ら な い とい う こ とへ の 関 心 がど のよ

うに生じていたのだろうか。  

 A さんの全データでは、“治るのかどうか”“変わらない”“残った”な
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ど回復にまつわる発言が 15 回以上見受けられた 2 7。概観すると、入院中

は研究依頼時の 1 回（ #0p2）のみであり、退院後の外来リハビリでは、

退院直後に時々発言があり、その後 Y 病院の整形外科に フォローアップ

のため受診した後に数回みられた 程度であった 。ところが、受傷後 5 ヶ

月を過ぎた＃ 20－ #30 まではほぼ毎回聞かれるようになり、語りのトーン

も変化していた。以下に、データを示しながら見ていく。  

 

a.「このしびれがどうなるのか、わかんない」  

―“治 るかどうかわからない”を変 わっていく＜身 体 ＞で生 きる  

A さんは、研究依頼の為の説明が一通 り終わったあと、承諾の可否を尋

ねた私に対し、次のように語っていた 。  

 

【抜 粋 33 #0p2：研 究 依 頼 時 ―承 諾 の理 由 】  

坂 井 「A さん、いかがですか？」  

A   「いいですよ。（両 手 を合 掌 するように一 瞬 合 わせて、広 げて、手 のひらを見 ながら）

私 も、このしびれがどうなるのか、わかんないし、先 生 からも治 るかどうかわからないって

言 われているから、一 生 付 き合 って行 かなきゃいけないかもしれないし、 だから、でき

たら読 ませてもらいたいから、いいですよ。」  

 

 受傷から 1 ヶ月ほど経った #0 の研究依頼時に、 A さんは「できたら読

ま せて も ら いた い か ら 」と 、 自 らも 知 り た いと い う こと を 承 諾 した 理由

と して 語 っ てい た 。 そ して 、 両 手を 合 わ せ 、今 そ こ で生 起 し て いる 感覚

を確かめるようにし「このしびれ」を特定し、それが A さん自身にもど

う なる の か わか ら な い し、 専 門 家で あ る 医 師か ら も 「治 る か ど うか わか

ら ない 」 と 、誰 に も 先 の見 通 し が立 た な い 状況 が 示 され る 。 専 門家 であ

る医師が、最初の段階で治るとも、治らないとも言いきれないことが、 A

さ んに も 「 一生 」 と い う引 き 受 けざ る を 得 ない 覚 悟 を既 に こ の 時点 で促

すと同時に、「かもしれない」とそうならない可能性も残してい た。  

                                                                 

2 7  #6p106 外 来 看 護 師 に、何 かありますか？と尋 ねられ「 しびれも減 ったわけでもなく。。。。」 ：

#11p201：「 整 形 の先 生 は 、はっきり治 らないって、神 経 は 」 。； #13p239 「 治 んないしね、しびれは。整 形

の先 生 に聞 いても、治 らないって。薬 もないって言 うしね、サプリでも、っていったら、それがあったら薬 になってるっ

て。」；#14p251 「 変 わんないですねー。」； #20p334 「 しびれも、そろそろ、一 生 付 き合 っていかないとって

言 われて。」 ：#21p361 「 変 わんないですねー」 ； #22p369 「 すごい困 っていることはない、 しびれがあるだけで、

これがなければどんだけ楽 か。。。」； #24p399 「 残 りましたね、かなり。。。」 ； #25p417 「 うーん、今 日 、これ

で付 き合 って下 さいって言 われると、思 ったより残 ったなって。」 p418 「まだね、半 年 だから、これからどうなるか、よ

くなるかもしれないし、」； #26p423 「 気 にしないとしびれてる 。 気 にしないでもしびれてる。」； #27p437 「 しび

れも、お正 月 、寒 かったり暑 かったりしたけど、あんまりかわんなかったり、」 、 p439 「 しびれるのは、 変 わんなかった

ですね。。。」 ；#28p459 「うん、それは。っていわれね。でも、しびれは、かわんないですね～。」； #29p469

「そうだね。あと、しびれくらいかな。」； #30p478 「 しびれはね、、、やっぱ、全 然 、 変 わんなかったなーって。」  
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このあと、入院中の FN#0-5.5（ p1-p102）では、“治るかどうか”につ

い て問 う よ うな 発 言 は 一度 も な かっ た 一 方 、下 記 の よう な 自 ら の感 覚へ

の言及が見られた 。  

 

【抜 粋 34 #5p77：入 院 中 （退 院 直 前 の頃 ）の理 学 療 法 】  

階 段 をスタスタおりながら、PT1 も左 横 をおりながらうんうん頷 きながら聞 いている。そして、

あっという間 に 1 階 に着 くと、エレベーターホールから近 いリハ室 に向 かう廊 下 は混 んでいた

ので、A さんが左 側 を指 さし、あちらからいく？というような感 じで尋 ねる。そして、日 曜 日

でひと気 のない外 来 廊 下 をあるきながら、  

A「この感 覚 を自 分 のものにしていかなければいけない
、、、、、、、、、、

のかなーと思 うと、付 き合 っていかな
、、、

ければいけない
、、、、、、、

からー、やっぱり入 院 してからも違 うから、だんだん半 年 、1 年 変 わってく

ると思 うと、今 のこの歩 き方 もね変 わってくると思 うんで、そうしたら、やっぱり見 てもらっ

た方 がいいのかなと、主 人 にね、見 てもらって、傾 いているとかくらいならわかるとおもうけ

ど、専 門 的 なことはわからないから、ただ早 く歩 くだけになっていたりしたら、見 てもらって

直 してね、」  

 

 退院間近の #5 では、「いかなければいけない」が繰り返されていた 。 A

さ んに と っ て、 こ の 先 の時 間 に おい て 、 能 動的 ・ 意 図的 に 「 自 分の もの

にしていく」「付き合っていく」ことが念頭に置かれてい た。それは、翻

す と自 ず と そう は な ら ない こ と を前 提 と し てお り 、 それ を 意 識 的に 変え

て いく 決 意 であ る と も 言え る 。 一方 、 直 後 に「 や っ ぱり 入 院 し てか らも

違うから」と、身体の変化をまさに感じている状態であることが示され、

こ の先 の 可 能性 が 、 付 き合 っ て 行か な け れ ばい け な いと い う 一 つの 方向

にだけに絞られてはいないことも 示されていた 。  

 

b.「治 らないって、整 形 の先 生 は」―“一 生 もの”と付 き合 っていく手 前 で  

 治る か ど うか に つ い ての 語 り のト ー ン は 、退 院 後 時間 を 経 る につ れて

次第に変容してい た 。その契機となっていたのが、医療機関（ Y 病院）へ

の 受診 で あ った 。 以 下 では 、 薬 と医 師 か ら の説 明 と いう 側 面 か ら見 てい

く。   

A さんは退院後に「しびれに意外に支配されましたね。」と 様々な物に

触 れる 機 会 が増 え 、 そ れに 伴 い 思い も よ ら ない 場 面 でし び れ に 出会 って

いた。その中で、A さんはしびれを軽減させる方法をインターネットなど

で 調べ 、 サ プリ メ ン ト など 様 々 に試 し て い た。 以 下 は、 退 院 後 に気 付い

た嫌なものの一つ、食器洗いのスポンジについて、私が尋ねたことから、

対処法についての語りが始まった場面である。  
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【抜 粋 35 #7p134：外 来 リハビリ 2 回 目 】  

坂 井 「そういえば、スポンジ、どうですか？」  

A   「ゴム手 した方 がいいのかな？まだやってないんだけど、ネットとかでいろいろ見 ると、手

袋 とかして保 護 して、なるべく刺 激 にさらさないようにっていうのもあれば、いきなり触

るんじゃなくて、柔 らかいものから慣 らしていったりするっていうのもあるし、 でも毎 回 そ

んなしてらんないしね。あと、サプリメントとか、ビタミン 12 がいいとかね。」  

坂 井 「うーん、手 袋 、ゴム手 ですよね。うーん、微 妙 ですよね。」  

A   「でしょ？でも、慣 らしていけばだんだん感 じなくなるのか、ずっと保 護 しているわけにも

いかないしね。色 々ネット見 ると、情 報 があるからね。あと、勧 められた薬 あるけど、

眠 くなるから、結 局 神 経 の働 きを抑 えるだけで、しびれが治 るわけじゃないでしょ？そ

うするとね。」  

 

 イン タ ー ネッ ト 上 で は様 々 な 情報 が 氾 濫 して お り 、中 に は 相 反す る情

報もある。その中で、刺激への対処法として“保護する”“慣らしていく”

という方策を検討するが、生活という文脈においては、「でも毎回そんな

してらんないしね。」と非現実的でもあるとそれらを退けてい た。さらに、

追 加す る よ うに 「 で も 、慣 ら し てい け ば だ んだ ん 感 じな く な る のか 、ず

っと保護しているわけにもいかないしね。」と、慣らすことでなくなるわ

け では な い とし た ら 、 ずっ と 保 護す る こ と も非 現 実 的で あ る と する 。そ

し て、 サ プ リ メ ン ト や 薬と い っ た、 症 状 そ のも の へ の改 善 に 向 けて 話題

が移っていった。A さんは、病院で勧められた薬（ 神経障害性疼痛に対す

る薬）についても、薬の働きを述べて、「しびれが治るわけじゃないでし

ょ ？」 と 、 薬に よ っ て しび れ そ のも の を 治 すこ と は でき な い こ とが 、同

意を求める形で言及される。A さんは、薬によって“ しびれを治す”こと

が、今の医療では難しいことも理解していた 。  

このことから、A さんにおいての「治る」ということは、何らかの対処

法 や、 薬 な どを 用 い て 、外 的 に 施さ れ る 治 療に よ り 、症 状 が 改 善す るこ

とを意味してないことがわかる。むしろ、「治る」という字面通り、根治

してしびれが完全に A さんから消えてなくなることをイメージしている

ことが伺える。  

 

 次に 、 医 師か ら の 説 明が ど の よう な 意 味 を帯 び て いく の か に つい て 見

ていく。A さんは、X リハビリ病院の他に、脊髄損傷の経過観察のために、

Y 病院の整形外科を定期的に受診していた。こ の日は、 3 ヶ月目の定期受

診をした翌日にあたる。  

下記抜粋の直前の作業療法中に、「そんなに力なくなるもんなんだ。神

経だから？神経伝達の問題？」と OT4 に尋ねる。すると OT4 が、一般的

に 神経 の 回 復は 難 し い とい う こ とを 、 言 葉 に詰 ま り なが ら 答 え た。 その

神経という言葉に触発され、A さんは前日医師から言われたことを含みな
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がら 次 の よう に 語 っ た。「 か ら だっ て 、 うま く で きて る ん だ ね。 伝 達 系、

壊 れち ゃ う とダ メ な ん だ。 治 ら ない っ て 、 整形 の 先 生は 、 は っ きり 治ら

ないって神経は。」（ #11p204）と、神経が主語になり伝聞調で語られ てい

た。この伝聞調のなかには、“このしびれ”や“ 私のからだ”などが含ま

れず、解剖学的な説明のように伝えられていた 。それが、以下では A さ

ん の文 脈 に 置き 換 え ら れて 語 り なお さ れ る 。以 下 の 場面 は 、 作 業療 法後

に A さんと私がベンチで座り、A さんが自らの手をしげしげと 見ながら「手

が細くなった」と話していた場面の続きである。  

 

【抜 粋 36 #11p204：外 来 リハビリー作 業 療 法 終 了 後 の休 憩 時 間 】  

坂 井 「どうですか？やっぱり、触 ると、でも、ちょっと慣 れたりとか、」  

A   「んー、ちょっとは慣 れたりとか、ここ （第 4 ・5 指 ）触 らなければ大 丈 夫 だから。

（左 手 を目 の前 にかざし、第 4・5 指 を触 りながら）この指 は、残 りやすいって言 わ

れて、足 の方 がしびれているのに、手 のほうが残 るって（不 思 議 そうな声 で）」  

坂 井 「えーっと、それは、最 初 の入 院 したところで、」  

A  「そう、Z 病 院 。」  

坂 井 「あ～、最 初 の病 院 で。」  

A  「手 どころか、足 もまだまだ（苦 笑 ）。昨 日 、整 形 の先 生 に、このしびれのことを聞

いたら、『んー、、6 ヶ月 経 って残 っているものは、一 生 残 る』って、一 生 ものだって

（苦 笑 ）。もうすぐ（半 年 ）だから。1 年 って言 う先 生 もいて、見 立 てが違 うんだ

ね。」  

坂 井 「えーっと、α月 だから、α+1, α+2, α+3, α+4, α+5 月 なんですね。」  

A   「だから、2 ヶ月 スポーツクラブ行 って、ガンガンやって。それで、残 ったら一 生 ものだろ

うって。まだ、日 々変 化 するんでしょうけどね。それで、先 生 がね、しびれは薬 がないか

らっていうから、サプリメントとかはどうですかって聞 いたら、それが効 いていたら薬 になっ

てるよって言 われて、それもそうかって（苦 笑 ）。」  

 

 ここでは、二人の医師が登場している。「 この指は、残りやすいって言

わ れて 、 足 の方 が し び れて い る のに 、 手 の ほう が 残 るっ て 」 は 、救 急搬

送された Z 病院の主治医の見立てである。 A さんは、「足のほうがしびれ

てい る の に、 手 の ほ うが 残 る 」と 言 わ れ たこ と を 想起 し、「 手ど こ ろ か、

足 もま だ ま だ」 と 、 足 はよ く な る症 例 と 言 われ な が らも 、 そ の 足で さえ

も思ったように回復してないことを示す。  

さらに、「まだまだ」であるからだについて、 Y 病院の整形外科医から

の『 6 ヶ月経って残っているものは、一生残る』という見立てが重ねられ

て いく 。 そ して 、 ま だ まだ で あ るか ら だ を 、ど の 状 態で 一 生 も のと して

引き受けるかが示されていく。 A さんは、「だから、 2 ヶ月スポーツクラ

ブ 行っ て 、 ガン ガ ン や って 。 そ れで 、 残 っ たら 一 生 もの だ ろ う って 。ま

だ、日々変化するんでしょうけどね。。」と、医師から示された「 6 ヶ月」
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と いう 区 切 りを 、 回 復 可能 性 を 含む 時 間 と して 自 分 に残 さ れ た 、い わば

リミットとして読み取っていた 。そして、6 ヶ月を迎えるまでの 2 ヶ月間

を、外来リハビリだけではなく、自ら鍛えていく決意を示す。その上で、

「残ったら一生ものだろうって。」と、やるだけのことをやって残ったも

のを、自らにとっての一生ものと一旦納得する。だが続けて、「まだ、日々

変化 す る んで し ょ う けど ね。。」 と、 残 っ たも の を 不変 な も の とし て では

なく、「まだ」というその先に、可能性を含みもたせながらの「一生もの」

であることが示される。  

これらのことから、受傷 3 ヶ月目になされた医師からの「治らないっ

て、神経は」や『 6 ヶ月経って残っているものは、一生残る』という説明

か らや や 距 離を と っ て いる こ と がわ か る 。 つま り 、 治る か ど う かわ から

な いと 言 わ れて い た こ とに 対 し て、 治 ら な い可 能 性 を強 く 示 さ れた にも

関 わら ず 、 それ を 現 時 点に お い て引 き 受 け るこ と を して は い な い。 なぜ

か。当初は両手共にしびれていたが、この頃になると、「しびれはね、右

は、前から比べると、少し楽になりました。」（ #11p197）と、右手のしび

れが軽減して いることを A さんは実感していた 。そのため、6 ヶ月という

区切りまでの、残り 2 ヶ月が、回復可能性を含みもつ時間として 意味を

もち、治らないということを少し先に置くことを可能にしていた 。  

この自ら設けた、6 ヶ月というリミット、そこで残ったものを一生もの

と して 引 き 受け る 覚 悟 は、 そ の 時が 来 た と きど う な った か 。 以 下は 、半

年を過ぎてからのデータになる。  

  

c.「しびれはね、、、やっぱ、全 然 、変 わんなかったなーって」  

―変 わらなかったしびれ  

上記抜粋 36（ #11）の 2 ヶ月後 #20 までも、やはり発言が少なかったが、

#20 以降はほぼ毎回語られていく。その内容も、これまでのような「どう

なる の か わか ら な い 」「日 々 変 化す る ん でし ょ う けど、」 と いう よ う な、

揺れを含んだものではなく、「変わらなかった」ということが断定される

ようになっていた 。  

この、「変わらなかった」とはいかに経験されてい たのだろうか。 A さ

んに限らず、しびれを訴える患者さんは、自身のしびれを「変わらない」

と表現することが、臨床的にも多いことはよく知られている。医療者は、

い わば 外 か らそ の 回 復 を見 て い るた め 、 発 症直 後 と 比べ て 様 々 な 動 作が

で きる よ う にな る こ と もあ り 、 良く な っ た とい う 評 価を し が ち であ る。

医 療者 か ら みる と 変 わ って い る よう に み え るし び れ が、 患 者 に は変 わら

な い・ 変 わ らな か っ た と経 験 さ れ て い る 。 変わ ら な かっ た し び れが 、ど

のように成り立っているのかを 以下で 見ていきたい。  
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（1）「そろそろ、一 生 付 き合 って行 かないとって言 われて」―区 切 られる時 期  

A さんがしびれについて「一生」という言葉を用いて語る際には、その

前に必ず Y 病院の整形外科医を受診しており、そこで告げられる「一生

もの」という表現を受けて語られてい た 2 8。以下は、受傷後 5 ヶ月目頃の

FN からの抜粋である。 A さんと私が挨拶を交わし、「寒いですね。」と話

しながら血圧測定を終え、待合室に座ってすぐの場面である。 A さんは、

「 2 日続けて病院だ。昨日、整形行ったんですよ。」（ #20p333）と受診の

ことを切り出した。  

 

【抜 粋 37 #20p333-334：外 来 リハビリー待 合 室 】  

A  「先 生 に肩 が痛 いっていったら、『薬 いる？』っていうから、『いる』って。ビタミン剤 と塗

り薬 、」  

坂 井 「昨 日 から、飲 んで、」  

A  「ん～、でも、まだ効 かない。そんなにすぐに効 かないか（笑 ）」  

坂 井 「そうですね（笑 ）、ビタミン剤 とかだと、そんなにすぐには、効 いたらこわいですもん

ね、」  

A   「しびれも、そろそろ、一 生 付 き合 っていかないとって言 われて、 」（明 るい口 調 の

口 真 似 ）  

坂 井 「結 構 、はっきり、言 われるんですね。」  

A  「はっきり、ですね。」  

坂 井 「え、それは、先 生 から、」  

A  「そう。『しびれはどんな感 じですか？』って、（左 第 4・5 指 触 りながら）ここ痛 いし、

って言 ったら、『そろそろ、半 年 、今 あるのは、一 生 付 き合 っていかないと』って 。」  

＊このあと、中 待 合 から診 察 に呼 ばれ移 動 する。  

 

 A さんは、前日に Y 病院で処方された薬の話をし、医師から「しびれも、

そろそろ、一生付き合っていかないとって言われて、」と、やや唐突に語

り出した。回復可能性を含んでいた時期から、「そろそろ」と、次に移る

時 期で あ る こと を 、 医 師 に よ っ て区 切 ら れ たこ と が わか る 。 そ して 、区

切 られ た 次 なる 時 期 は 、そ の 先 の時 期 が な いよ う な 「一 生 」 と いう 長期

的なスパンであった 。さらに、「付き合っていかないと」というのは 、治

ら ない と い うこ と を 婉 曲的 に 含 んで い た 。 それ ゆ え 「付 き 合 っ て い かな
、 、、

い と
、 、

」 と 、 意識 し て “ 治ら な い こと ” と 折 り合 い を つけ る 必 要 性 も 暗に

含まれていた 。  

                                                                 
2 8  # 11（ α + 3 月：受 傷 後 3 ヶ 月 目 ） p 2 0 4「 昨 日 、整 形 の 先 生 に 、こ の し び れ の こ と を 聞 い

た ら 、『 ん ー 、、 6 ヶ 月 経 っ て 残 っ て い る も の は 、 一 生 残 る 』 っ て 、一 生 も の だ っ て 」； # 2 0

（ α + 5 月 ： 受 傷 後 5 ヶ 月 目 ） p 3 3 4「 し び れ も 、 そ ろ そ ろ 、 一 生 付 き 合 っ て 行 か な い と っ

て 言 わ れ て 」； # 2 5（ α + 6 月 ： 受 傷 後 半 年 ） p 4 0 9「 し び れ も ひ ど く な っ て い な い の で 、 治

療 と し て や る こ と も な い し 。 も う 半 年 な の で 、 こ ん な も ん だ と 思 っ て 下 さ い っ て 。」  
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 この 「 そ ろそ ろ 、 半 年、 今 あ るの は 、 一 生付 き 合 って い か な いと 」と

い う医 師 か らの 告 知 を 受け 、 し びれ に つ い ての 語 り が変 容 し て い た 。同

日の FN には、リハビリ医の診察場面でも、尋ねられたわけではなく、「寒

くな っ てき た せい か 、、、（立 ち 上が っ た まま 私 の方 を 見て）、こ の しん ど

さくらい取れないと、しびれは取れないから 、」（ #20p335）や、作業療法

中にも「ここ、、、 2 週間、くらい。すんごい肩凝り（右手で左肩をぎゅっ

と 触り な が ら）、 し び れは 、 変 わ らな い 。」（ #20p337） と 断 定 され た 表現

が見受けられた。  

 

（2）「思 ったより、残 ったなって。。」―半 年 の意 味 の更 新 ／残 ったの成 り立 ち  

 しびれについて「残った」と表現されるように なったのは、 #24 以降で

ある。  

 

【抜 粋 38 #24p399：外 来 リハビリー作 業 療 法 中 の場 面 】  

しばらく黙 々と伸 ばし、パテの 1／4 くらい伸 ばし終 えたあたりで、ふと、  

A  「けがして半 年 経 ちましたよ。ちょうど、昨 日 の夜 。10 日 の夜 に（救 急 車 で）運 ば

れたから。（家 族 と）『半 年 経 ったね～』とか言 って。」  

OT4 「良 くなりましたよ。良 くなったです よ。し びれとい う ○×（聞 き取 れず） は残 ったけ

ど。」  

A   「残 りましたね、かなり。。。救 急 の先 生 、整 形 の先 生 は、手 の不 自 由 さは残 るけ

ど、足 の回 復 は期 待 できると思 うからって言 ってたけど、自 分 としては足 の方 がひどい

なって。歩 けるようになったけど、しびれてるし、片 足 だけで何 か、片 足 だけでエクササ

イズとかやるの、とたんによれますよ（苦 笑 ）、グラグラグラって。」と言 い、「よれる」実

演 をしながら語 る。  

 

 半年経ったことが A さんから切り出されているが、評価的な要素を含ま

ず、半年という時間の経過として示される。それを受けて、 OT4 が「良く

な りま し た よ」 と 、 改 善し た と いう 評 価 を 含み つ つ 、し び れ は 残っ たと

いう現状も示す。すると、 A さんも「残りましたね、かなり。。。」と、残

っ ただ け で はな く 、 そ こに 量 的 な状 況 を 追 加す る 。 この 「 か な り」 と付

け足 さ れ たこ と に 注 目し た い。「変 わ ら なか っ た 」と も 関 連 する が、「か

なり」は外的基準と比較しての、残った量的多さを示してはいない。Z 病

院、Y 病院の両方の医師から「足の回復は期待できると思うから」という、

明 るい 見 通 しが 示 さ れ たが 、 足 は変 わ ら ず しび れ て いて 、 不 安 定な 動作

時にはグラグラして耐える ことができな かった 。それは A さんが期待し

た よう な 回 復で は な く 、こ の 差 異が 、 し び れを 「 か なり 」 残 っ たと いう

意味を伴い経験させていた 。  

 以下 は 、 翌週 の 外 来 リハ ビ リ 場面 で あ る 。こ こ で も、 再 び 語 られ てい

る。半年という時間と、しびれの意味の関係についてみていきたい。  
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【抜 粋 39 #25p417-418：外 来 リハビリー作 業 療 法 終 了 後 】  

OT に挨 拶 して、私 は低 い椅 子 を大 きなテーブルに戻 して、A さんと更 衣 室 方 面 に歩 き

出 すと、すぐに、A さんは両 手 を胸 の前 あたりで手 のひらを顔 のほうに向 けて、くるくる動 か

したり、指 を動 かしたりしながら、  

A  「やっぱり、今 日 は感 覚 が鈍 い。」といい、左 の第 4・5 指 を触 りながら歩 く。  

坂 井 「やっぱり、鈍 いですか。」  

A   「うーん（手 を動 かし見 ながら）、今 日 、これで付 き合 って下 さいって言 われると、

思 ったより残 ったなって。最 初 は、足 はよくなるけど、手 に関 しては残 るって言 われて

たから、足 はよくなる症 例 なんで（後 頸 部 を触 りながら）、でも半 年 経 って思 った

より足 もしびれてるなって、しびれは個 人 差 があるって言 われるけど、どうなんだろうね

（苦 笑 ）。でも、これがずっと続 くと思 うと、ちょっとね、、、」  

更 衣 室 入 口 付 近 に到 着 するが、A さんは足 を止 めて、壁 に背 を付 けて話 し続 ける。  

坂 井 「しんどいですよね。。」  

A   「動 くし、できないわけじゃないんだけど、まだね、半 年 だから、これからどうなるか、

よくなるかもしれないし、」  

坂 井 「ちょうど今 寒 い時 期 ですもんね、また来 年 、」  

A  「そうなの、だから、1 年 とか、経 ってみないとわからないし、、、」  

坂 井 「そうですよね、半 年 ですもんね。」  

A  「だから、ちょっと様 子 をみながら。。。」  

 

A さんは、「鈍いですか」と尋ねられ、それには答えず考え込む。そし

て 、自 ら 「 今日 、 こ れ で付 き 合 って 下 さ い って 言 わ れる と 、 思 った より

残っ た な って。」 と 答え て い た。 こ の 頃 にな る と、「 付 き 合 って い く 」相

手 とし て の しび れ を 、 常に 伺 い なが ら 見 定 めて い た こと が わ か る。 それ

が 「今 日 は 感覚 が 鈍 い 」と い う 、望 ま し く ない 状 態 の「 今 日 」 を特 定す

る 。こ こ も やは り 、 一 定の ス ケ ール に 照 ら し合 わ せ ての 「 今 日 」で もな

ければ、「残った」でもない。普段の生活の中で、日々の調子の波を含む

幅 のあ る “ いつ も ” が あり 、 そ こを 基 準 に した 「 今 日は 感 覚 が 鈍い 」で

あ り、 そ の 「今 日 」 を 、今 後 も 続く も の と した 場 合 には 、 良 く なる と言

わ れて い た 外的 説 明 を 受け て 自 らが 想 定 し てい た よ りも 「 残 っ た」 とい

う意味が発生して いた。  

 この「思ったより残った」こ とが、「まだね、半年だから 、これからど

う なる か 、 よく な る か もし れ な いし 」 と 、 一生 も の が確 定 す る 時期 であ

った「半年」の意味を更新していた 。詳しく見て行こう。ここで、 A さん

は自らが「足は良くなる症例」であること、「足に関しては良くなるけど、

手 に関 し て は残 る 」 と 医師 か ら 言わ れ て い たと い う 、医 療 の フ レー ムを

持 ち込 む 。 そこ に 自 ら をあ て は めて み る と 、半 年 経 って も 「 思 った より

足 もし び れ てる 」 こ と が確 認 さ れる 。 そ し て、 個 人 差と い う 、 誤差 を含
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むフレームをさらに重ね、どうなんだろうねと答えを保留する。そして、

「でも、これがずっと続くと思うと、ちょっとね、、、」と、やはり思った

より残った状態を、「一生もの」としては引き受けづらいことが示される。

そして、私が「しんどいですよね」と A さんの「、、、」を引き受け語ると、

それを肯定も否定もせず、「動くし、できないわけじゃないんだけど」と

答えた。そこへ、「まだね、半年だから 、これからどうなるか、よくなる

かもしれないし、」と、半年がゴールから通過点となり、その先も良くな

る可能性がないわけではないものとして拓かれる。そして、次は「 1 年と

か、経 ってみ ない と わから な いし 、、、」 と、評 価時点 が更 新 さ れ て い た 。 

 評価時点が 1 年へと先延ばしされたことは、これからの半年を、これ

までの半年と同じ意味合いとしているわけではなかった。  

 

【抜 粋 40 #26p423-424：外 来 ―医 師 の診 察 場 面 】  

Dr「今 は、じゃあ、A さんは、、、、（電 カルを見 ながら考 え込 むような間 ）、うん、まずま

ず、、まずまずよくなってますね。あとは、ここがもうひとつっていうことはありますか？」  

A  「ん～～、やっぱり、まだ気 にしながら歩 いているから、うーん、しびれてるのもあるか

ら（私 の方 を見 て）、気 にしないとしびれてる、気 にしないでもしびれてる、、、 」と言

いながら、腿 をさする。  

Dr「運 動 もしながらですね。はい、じゃあ、今 日 も頑 張 ってください。」と言 い、医 師 が立 ち

上 がりドアを開 ける。A さんと私 は挨 拶 しながら、診 察 室 から廊 下 にでて、リハ室 に歩 き

出 す。診 察 室 から出 てすぐに、あるきながら、  

A「よくなんないね、しびれは。。。」と前 をみたままポツッとつぶやく。（諦 めたような、戸 惑

うような感 じの雰 囲 気 。）  

坂 井 「んー。」（A さんの雰 囲 気 がぐっと入 ってきて、私 も言 葉 がでない。）  

A  「荷 物 、置 いてきます。」  

坂 井 「はい。」  

 

 A さんは、医師から「もうひとつって言うことはありますか」と尋ねら

れ、「やっぱり、まだ」と、半年が過ぎ 良くなったと評価される今になっ

て も、 依 然 とし て 気 に しな が ら 歩い て い る と語 っ た 。そ こ で 浮 上し てき

たのは、「しびれてる」ことの在り様 だった。 A さんは 「うーん、 しびれ

て るの も あ るか ら 、 気 にし な い と し び れ て る 、 気 に しな い で も しび れて

る、、、」と、気にする―しないを問わず「しびれてる」状態にある ことが

発 見さ れ る 。し び れ が 物の よ う に“ あ る ” とい う よ り、 む し ろ “ し びれ

て いる ” と いう 、 常 に 継続 し た 状態 と し て 経験 さ れ るこ と が 露 わに なっ

た。  

そ して 、 診 察 室か ら 出 ると す ぐ に 、廊 下 を 歩き な が ら 、ま さ に “気 に

しな が ら歩 い てい る 状況 ” のな か で、「 よく な んな い ね、 し びれ は。。。」

と特定されていく。この表現のされ方に着目してみたい。A さんは、よく
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な らな い も のと し て 、 手や 足 、 から だ で は なく 「 し びれ 」 を 主 語に して

いる。これは、何を意味するのだろうか。手や足として考えると、「しび

れてるけど、できないわけじゃないから。。。」（ #24p400）と、動く・でき

ているという評価のもとに、部分的に ではあっても「よくはなっている」

と言 え る。 他 方、 し び れ は、「よ く なん ない ね 、し び れは、、、」と 、 治ら

な い・ 軽 く なら な い ・ 変わ ら な いと い う 他 のバ リ エ ーシ ョ ン で はな く、

こ こで は 「 よく な ん な い」 と さ れて い る 。 これ は 、 個別 具 体 的 な改 善を

意 味し て い るの で は な い。 意 識 する ― し な い で は な く、 器 官 が 治る とい

う こと で も なく 、 上 で 見た 「 し びれ て る 」 とい う 状 態が 続 い て いる こと

が、「よくなんない」として A さんに現れていた。  

 

（3）「しびれるのは、変 わんなかったですね。。。」  

そして、約半年続いた外来リハビリも最終回を迎える 頃になると、「変

わらなかった」と 断言した語りが見られた。年末年始で外来リハが 1 回

空き、その後が #27 となるが、その日の終わりに、聞かれるでもなく、自

ら 「し び れ るの は 、 変 わん な か った で す ね。。。」（ #27p440） と つぶ や く 。

変わる期待・希望を持ちながら過ごしていたにもかかわらず、「変わらな

かった」という失望も含まれている。また、「変わらない」ではなく、「変

わら な かっ た 」と 半 ば常 態 化し て いる こ とが わ かる 。 そし て 「。。。」 と 、

そ こに は 、 ある 形 を も って 固 定 化し つ つ あ る 、 先 の 見通 し も 含 まれ てい

る こと が 伺 える 。 以 下 は、 最 終 日の 診 察 を 終え て 、 リハ 室 に 向 かっ てい

るところであ る。  

 

【抜 粋 41 #30p478：診 察 終 了 後 】  

私 と A さんは、挨 拶 して退 室 する。廊 下 に出 るとすぐに、更 衣 室 にむかって歩 きながら、  

A   「しびれはね、、、、、やっぱ、全 然 、変 わんなかったなーって（しみじみ）。ここに入

院 してた時 の、歩 いた時 の、足 のフワフワがだいぶなくなった、なくなったのかな、は、」  

坂 井 「足 取 りは、力 強 くなりましたよね。」  

A  「力 は、」と言 い、更 衣 室 前 に着 いたのでそのまま入 っていく A さん。柱 の陰 でメモを

とる私 。A さんは荷 物 を置 き、すぐに出 てくる。  

 

 「や っ ぱ 、全 然 、 変 わん な か った 」 は 、 これ ま で の流 れ か ら する と、

やや矛盾しているように見える。「やっぱ」と言われているが、これまで

は、「一生」と覚悟しながらも、そうならない可能性も同時に残されてい

た 。そ し て 、医 師 か ら 半年 経 っ て残 っ た も のは 一 生 もの と 言 わ れ、 その

半 年を 迎 え ると 、 今 度 は 半 年 が 通過 点 と な り、 そ の 先も 良 く な る可 能性

が ない わ け では な い も のと し て 拓か れ 、 意 味が 更 新 され て い た 。だ が、

こ こで は 「 やっ ぱ 、 全 然、 変 わ んな か っ た 」と 、 変 わら な い こ とが 「や

っ ぱ」 と し て語 ら れ る 。こ の 「 やっ ぱ 」 は 、半 年 の 中で 、 変 わ らな いか
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もしれないという見通しと、変わる可能性とが併走してきたなかで、 #27

で「しびれるのは、変わんなかったですね。。。」（ #27p440）と、ある形を

も って 固 定 化し つ つ あ るこ と へ の、 見 通 し をう け た 「や っ ぱ 」 であ ると

言 える 。 い わば 、 直 近 の経 験 に より 更 新 さ れた 「 や っぱ 」 で あ り、 半年

前からの揺れ動く経過のなかでの「やっぱ」ではない。  

 さらに注目したいのが、「全然」ということである。ここでは、何をも

って全然変わんなかったとされてい たのか。A さんは、しびれの変わらな

さを語り、すぐに、「歩いた時の、フワフワがだいぶなくなった、なくな

った の か な、 は
、
、」 と対 比 さ せる よ う に 示す 。 す なわ ち、“ フワ フ ワ は

、
な

く なっ た ” が、 し び れ は
、
全 然 変 わら な か っ たと さ れ てい た 。 し びれ の変

わらなさにより、フワフワがなくなったことが現れているとも言える。  

 

【抜 粋 42 #30p480-481：外 来 リハビリー作 業 療 法 中 】  

A  「長 かったような、短 かったような。。。」  

OT4「半 年 もならない？」  

A  「んー、半 年 は立 ってる。α月 にけがして、」と数 えるように考 える。  

OT4「4 ヶ月 、早 いですね。」（4 ヶ月 の意 味 がちょっとわからない。）  

A  「早 い。」  

ちょっとだけ、間 があり、パテをこねる。  

A  「最 初 に怪 我 したときに、歩 けるようにはなるだろうって、」  

OT4「それは、Z 病 院 の先 生 が？」  

A   「そう。歩 けるようにはなるだろうって。でも、手 には障 がい、使 いづらさは残 るだろうっ

て、日 常 生 活 は普 通 にはできるけどって、、（ちょっと間 ）思 ったよりしびれが、思 っ

たより残 ったから、『半 年 後 に残 ったら』って、半 年 後 でこれかって。。。。 」  

OT4「半 年 で固 定 するからね。良 くならないわけじゃないけど、回 復 のスピードがね、それま

でよりは落 ちるから。」  

 

 ここでは、「思ったよりしびれが、思ったより残ったから 」と、残った

ことが確定されて語られた。それを受け、「半年後に残ったら」と医師の

説明 を あて は め、「 半年 後 でこ れ かっ て 。。。。。」が 浮上 す る 。こ こ では 、

手 とも 、 足 とも 言 わ ず 、思 っ た より 残 っ た しび れ が 示さ れ 、 半 年に なる

前 に想 定 し てい た “ 半 年後 ” と 、今 の ず れ が際 立 っ てく る 。 前 述ま での

議 論と も 重 なる が 、 医 師か ら 半 年と い う 一 般的 な 症 例の 経 過 と して の外

的 基準 、 ゴ ール と す る 地点 が 示 され て い た こと に よ り、 そ の 差 異で 「思

っ たよ り 残 った 」 が 生 じて い た 。つ ま り 、 後遺 症 が 初め か ら 「 残 っ た」

も のと し て 患者 に 与 え られ た わ けで は な く 、外 的 基 準、 そ こ へ 向け ての

自 らの イ メ ージ 、 そ し てど の よ うな 差 異 を 感じ る か によ っ て 「 思っ たよ

り残った／残らなかった」が生じてくることが記述された。  
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Ⅱ．B さんの経 験  

A.  B さんの経 過  

B さんについて、発症の経緯や治療経過を含めて紹介 する。 B さんは、

70 代男性で、妻と息子の 3 人暮らしである。 201X 年ごろから手のしびれ

を自覚し、 201X+1 年春から歩き方がおかしくなり、整形外科受診。頸髄

症の診断を受け手術予定であったが、術前検査で 慢性閉塞性肺疾患（ COPD）

がわかり、全身麻酔の適応が難しく手術が見送られた。 201X+2 年冬に、

下 肢麻 痺 が 急速 に 進 行 し歩 行 困 難と な り 、 尿閉 も 生 じた た め 救 急搬 送さ

れ、緊急手術となった。この頃の B さんは、寝たきりの状態だったとの

ことで、 ADL はほぼ全介助だったという。  

急性期病院で約 1 ヶ月の加療を受け、 201X+2 年α月に X リハビリ病院

（研究協力施設）に転院とな った。その際の診断では、四肢麻痺（ MMT2）

と 、顔 面 、 頸部 よ り も 下位 で 表 在感 覚 の 鈍 麻あ り と され て お り 、 当 初、

寝返りも自力ではできず、 ADL はほぼ全介助（ FIM 2 965 点）であった。リ

ハビリとしては、理学療法と作業療法を受け、入院から 3 ヶ月経過して

い た研 究 依 頼時 に は 、 車椅 子 へ の移 乗 や 自 走が 可 能 とな っ て お り、 食事

や 清潔 動 作 も自 助 具 な どを 使 い ほぼ 自 立 と なっ て い た 。 杖 歩 行 を目 指し

ていた B さんであったが、理学療法においてもロフストランド杖を用い

て、 5m 歩くことも困難な様子であった。 入院から 4 ヶ月半経過した α +5

月に、B さんは ADL が改善したとされ（退院時 FIM109 点）、車椅子で自宅

退院となった。  

 

表 3 B さんの経 過 と調 査 実 態  表 の説 明 については表 2 に同 じ 

 

                                                                 
2 9  F I M（ F u n c t i o n a l  I n d e p e n d e n c e  M e a s u r e :機 能 的 自 立 度 評 価 法 ）。 1 2 6 点 満 点 で 、 認 知

機 能 も 含 め て 全 て に お い て 介 助 が 必 要 な 場 合 は 最 低 点 1 8 点 と な る 。  

年 201×年 201X+1年 201X+2年 201X+2年

月 αー１月 α月 α＋1　月 α＋2　月 α＋3　月 α＋4　月 α＋5　月

季節 春 夏

23日：研究依頼

3日：救急搬送手術

26日：Xリハビリ病院に

転院

10日：自宅退院

ＦＷ

#0-1(p1-23) #2-5.5(p24-84) #6-7(p85-123)

経過

手のしびれを

自覚

歩き方がおかしくなり、整

形外科受診。頸椎症の

診断となるが、COPDのた

め手術適応外となる。

下旬：下肢麻痺

が出現、進行。

歩行困難・尿閉により緊

急手術となった。

ADL 歩行困難 寝たきり（FIM:65） 寝たきり 車椅子への移乗も自立 FIM:109 

早春 初夏冬
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B.結 果 記 述  

以下では、B さんの結果記述を、『表現しづらさの成り立ち』『身体のゆ

らぎ、現れの変容』『治る―治らない』という構成で示していく。この構

成は、B さんの経過 が年単位であること を背景として導き出された 。すな

わ ち、 他 の 参加 者 が “ ある 日 ” を境 に 、 脊 髄損 傷 や 脳卒 中 に よ り症 状が

出現したのに対して、 B さんは頸髄症であり、 1～ 2 年の経過のなかで症

状 が進 行 し てい た 。 こ の時 間 の 幅、 そ の 中 での 周 囲 の人 々 と の 関係 が、

か らだ を ど のよ う に 感 じて い る かと い う こ とよ り も 、そ れ を 表 現し 他者

に伝えることについて、B さんに多くを語らせていた。それが『表現しづ

らさの成り立ち』となる。関連して、 FW を開始した時期は B さんがリハ

ビリ病院に来てから 3 ヶ月経過し、寝たきりから車椅子へと 、生活スタ

イ ルが 大 き く変 化 し て いた 頃 で あっ た 。 そ の変 容 が 、ど の よ う に生 じて

いた か を 『身 体 の ゆ らぎ 、 現 れの 変 容 』 で記 述 し た。『 治 る ―治 ら な い』

で は、 身 体 機能 回 復 の 手応 え が ある 一 方 で 、そ れ と は異 な る 位 相に しび

れがあることが、 B さんに どのように現れていたのかを記述した。  

 

１．表 現 しづらさの成 り立 ち  

脳卒中後のしびれや痛みの様相について GTA でなされた研究（登喜ら，

2005） で は、 し び れ は 多様 に 表 現 され る 一 方、 表 現 し がた い こ とも そ の

特 徴で あ る とし 、 そ こ には し び れと 痛 み が 区別 で き ない 「 し び れ痛 み」

と名 付 け られ る よ う な体 験 が ある と さ れ てい た 。 この、“ 表 現し が た い”

“区別できない”とは、どのような経験なのだろうか。B さんは、オノマ

トペ を 用 いた り、「 雷に 打 た れた よ う な 」「痔 に な った と き のよ う な 」な

ど 具体 例 を 示し な が ら 表現 し 、 また 「 う ～ ん」 と 唸 りな が ら 「 どう やっ

て表現していいかわからない」「なんか言ってもぴったりくる感じじゃな

い 」と 言 い なが ら も 、 表現 す る こと を や め はし な か った 。 し び れを 主観

的 な症 状 と し、 個 人 の 文脈 か ら 切り 離 し 議 論す る と 、う ま く 言 えな いこ

とだけが取り出され、“表現しがたいもの”というところで完結してしま

う （ 登喜 ら ， 2005； 登 喜 ら， 2007；土 田 ， 土 屋， 2012）。 そ の 際、“ 表現

し がた い も のを 、 表 現 しよ う と 試み る こ と ”は 捨 象 され て し ま う。 そこ

で 、本 項 で は、 し び れ が“ 表 現 しづ ら い も の” と し て見 る こ と や、 しび

れ とい う 症 状に そ の よ うな 特 徴 が最 初 か ら ある と い う固 定 的 な 見方 では

なく、様々な他者や物とのかかわりの中で、“表現しづらさ”がいかに成

り立っていくのかを、 B さんの経験から記述していく。  
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a.「麻 痺 と、灼 熱 感 と、しびれと」―言 われている症 状  

まず、B さんの表現を規定する他者として、医師との関わりを見ていき

たい。以下は、研究依頼の場面である。 B さんは、研究依頼の説明をする

前に、突然下記のように話し始め た。  

 

【抜 粋 1 #0p2-3：研 究 依 頼 時 】  

B  「あのね、私 はね、ドクターから３つ言 われてるの。麻 痺 と、灼 熱 感 と、しびれと。」  

坂 井 「ああ、そうなんですね。B さん、ちょっとメモ取 らせてもらっていいですか？」  

B  「どうぞ。」私 は、研 究 連 絡 ノートを取 り出 し、さっとメモを始 める。  

B  「あのね、3 つ言 われてるの。麻 痺 と、灼 熱 感 と、しびれと。それで、ドクターが言 うに

は、この灼 熱 感 は、治 るんですかと聞 いたら、ドクターは、年 単 位 でつきあっていくも

のだと、こういうわけ。ドクターがそう言 うってことは、あまり勘 のいいほうじゃないけど、そ

れは、治 らないっていうことだろうと（ジーっと私 の目 を見 つめる）。」  

坂 井 「なるほど。」と、肯 定 も否 定 もせずに見 つめ返 す。  

B  「私 もね、あと何 年 、生 きるかわからないけど、今 70 ですけど、5 年 か、10 年 か、そ

の間 、ずっとこれがね、あると思 うと、、、そこに、チームマネージャーから、しびれの研

究 をしている人 がいると、お話 があったから、それだったら、ぜひお話 を聞 いてみたいと、

治 らないと言 われているけど、ネットでみると、色 々書 いてあるから、そのあたりも、」  

 

 「ドクター」という主語と、「言われている」という 受け身表現 、そし

て症状の名指され方に着目してみる。 B さんは、「私はね、」と語りだし、

自分の症状として明瞭に説明をしているように 見える。だが、その「私」

は、医師から「麻痺と、灼熱感と、しびれと」「年単位で付き合っていく

もの」と、言われている私である。ここでは、「言われてる」という診察

され る 受 身で あ る こ とを 示 す 一方 で、「 ドク タ ー が言 う に は 」「ド ク ター

は」「ドクターが」と、診察する側としての医師を主語にして強調してい

る 。そ れ に より 、 自 身 の事 と い うよ り は 、 むし ろ ド クタ ー が 誰 かに 説明

していることを、伝えるような形になっていることがわかる。  

 他方で、「私もね」と自分に引き付けた語りでは、「麻痺と、灼熱感と、

しびれと」ではなく、「これ」と置き換えられ 言い淀む。そして、治らな

いと い う表 現 を避 け なが ら も、「 ず っと これ が ね、 あ ると 思 うと、、、」と

仮 定す る が 、研 究 者 と して の 私 の存 在 や 、 イン タ ー ネッ ト の 情 報が 挿入

され治らないことが 一旦留保されている。  

 上記抜粋では、医師から言われていることとして、「麻痺と、灼熱感と、

し びれ と 」 がは っ き り 語ら れ て いる こ と と 、他 方 で しび れ を 自 身に 引き

付 ける と 言 い淀 ん で し まう こ と が確 認 さ れ た。 た が 、こ れ 以 降 、私 との

か かわ り の なか で は 、 次第 に 「 麻痺 と 、 灼 熱感 と 、 しび れ と 」 の区 別も

はっきりできなくなっていく 様子が見られた 。続けて、以下で見ていく。   
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b.「でも、わからないですね、区 別 ができない」  

抜粋 2 は、洗面所で髭剃りをしていた B さんの後ろに私がいた状況で

ある。私は、（ B さんは右後方、肩の位置辺りにあるペーパータオルに右

手を伸ばす。紙を第 1 指と 2・ 3 指ではさみ、ゆっくり引っ張り、口の周

りを拭く。（ FN#1p12））という様子が気になり、その場面について B さん

に尋ねたところから の続きである。会話 のずれと、B さんの動きに注目し

て見ていきたい。  

 

【抜 粋 ２  #1p12-14：ラウンジでの会 話 ―B さんの動 作 についてをきっかけに】  

坂 井 「B さん、やっぱり、紙 は取 りにくいですか？」  

B  「それは、こっちは（右 手 を胸 の高 さまであげて、手 のひらを顔 のほうにむけて、第 1

指 と 2 指 、第 1 指 と、3 指 をさわり、第 1 指 で４・５指 をさわりながら）ここと、ここ

だけですからね（第 1 から 3 指 まで）、感 覚 があるのが、あとここと、ここはないです

（４・５指 ）。こっちは（左 手 も同 じように、第 1 指 と 2 指 を最 初 に触 り、残 りの

指 はさっと合 わせて）、ここだけですから（第 １・２指 ）。しびれと、麻 痺 は当 初 違

うものだと思 って、わけて考 えていましたけど、結 局 は同 じことなんですね、麻 痺 な

んですね。調 べてみると麻 痺 なんですね。」と区 別 していた過 去 の自 分 を笑 うような

感 じで、淡 々とあかるく話 す。（悩 んでいたけど、そんなことは無 駄 な悩 みだったとい

うような雰 囲 気 で。）  

＜中 略 20 行 ：B さんがステーションに行 き、便 が出 たと報 告 した後 、ラウンジに行 きまし

ょうと言 われ移 動 した。＞  

坂 井 「先 ほど、歯 磨 きのときに、しびれと麻 痺 っていうお話 ありましたけど、もう少 し詳 しくお

聞 きしてもいいですか。」  

B   「あれは、しびれと麻 痺 は当 初 は違 うものだと思 っていたんです。麻 痺 っていうのは、

感 覚 がないこと。刺 しても、くすぐっても（右 手 で左 手 を刺 したりするジェスチャーをし

て）、何 しても感 じない、そういうことを麻 痺 だと 思 っていました。しびれは、健 康 状

態 のときに、うーん、正 座 をしてビリビリする、ああいう感 じだと、そういうことが私 のなか

では主 導 権 を握 っていました。」  

坂 井 「ああ、麻 痺 は感 覚 がないもので、しびれは、正 座 のような、」  

B  「うん、正 座 っていうか、ビリビリ感 ですね。私 の頭 の中 では、そうとらえてました。麻 痺

としびれは違 うものだと。でも、辞 書 を調 べると、一 緒 なんですね。結 局 。麻 痺 して

感 覚 がなくなる、しびれるから麻 痺 するという。でも、わからないです、区 別 ができな

いですね。」わからないと言 うあたりから、珍 しく困 ったような表 情 、苦 笑 いというか何

とも言 えない表 情 になる。  

坂 井 「ああ、辞 書 では麻 痺 として一 緒 になるけど、B さんの感 じだと、からだの感 じだと違

うんですね。」  

B  「でも、わかんないですね。」  

坂 井 「ああ。」  
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B  「そんなところです。」（話 の区 切 りにでてくる。）  

 

ここでは、まず会話 のずれから見ていきたい。抜粋冒頭の B さんと私

の会話を見てみると、紙を取りにくいか尋ねられた B さんは、感覚があ

る 指と な い 指に つ い て 語り 、 続 いて 、 し び れと 麻 痺 の区 別 に つ いて 語っ

ていた。  

ま ず、 前 者 に つい て 見 てい く 。 紙 を取 る と いう 動 作 の 問題 が 、 感覚 の

あ る― な し に接 続 さ れ てお り 、 動作 の 可 能 性が 感 覚 と分 か ち が たく ある

こ とが 確 認 でき る 。 も うひ と つ 注目 し た い のが 、 感 覚の あ る ― なし を語

っているときの B さんの動きである。右手を胸の高さまで挙げ、見なが

ら動かし、指を 1 本 1 本合わせていた 。この、指を合わせるという動作

に おい て 何 がな さ れ て いた の か 。他 の 場 面 でも 、 こ の指 合 わ せ が見 受け

られる 3 0。触れ方を見てみると、（第 1 指と 2 指を最初に触り、残りの指

は さっ と 合 わ せ て（ #1p13）） のよ う に 、 感 覚が あ る と いう 指 に しっ か り

触り、ないところはさっと触れてい た 3 1。感覚のあるところに触るという

の は、 な い こと よ り も “感 覚 が ある ” と い うこ と を 確か め て い ると 言え

る。通常、“ある”ことのほうが確実に実感されるように思える。しかし、

こ の指 合 わ せか ら は 、 触れ ら れ るも の が な いこ と は わか り や す く、 逆に

“触れられた感覚がある”ことを確かめる必要性を 伺わせる 。  

このことが、紙の取りづらさにおいて、 B さんに感覚を語らせていた。

B さんは（紙を第 1 指と 2・ 3 指ではさみ、ゆっくり引っ張り ）のように、

“感覚がある”指ではさんで、ホルダーからゆっくり引っ張ってい た。 B

さんが“紙を取る”には、“紙を取る”という一息の動作では なく、次の

よ うな 段 階 を踏 む こ と でそ れ が 可能 に な っ てい た 。 紙を は さ ん で、 そこ

に生じる“第 1 指― 紙―第 2・ 3 指”という、はさんでいる指、はさまれ

て いる 紙 、 はさ ま れ て いる 紙 に 触れ 返 さ れ てい る 指 を感 じ な が ら、 その

感 じを 保 持 でき る ゆ っ くり 引 っ 張る と い う 動き で あ る。 つ ま り 、紙 を取

り づら い か 否か は 、 こ のよ う な 紙を 取 る う えで の 紙 と指 と の 応 答関 係の

問題になっていた と言える。  

次に、後者のしびれと麻痺の区別について 見ていく。B さんは「しびれ

と 、麻 痺 は 当初 違 う も のだ と 思 って 、 分 け て考 え て いま し た け ど、 結局

は同じことなんですね、麻痺なんですね。調べてみると麻痺なんですね。」

と、「 ～ な んで す ね 」を 繰 り 返し、“ 同 じだ と い うこ と ” が 共通 の 理 解で

あ るこ と を 確認 す る よ うに 、 区 別を な く し “麻 痺 ” に集 約 す る 。抜 粋の

中には、「違うものだと思って」「思ってたんです」「私の頭の中では、そ

うとらえてました」とあり、認識として B さんが意図して分けていたこ

と がわ か る 。そ こ へ 、 辞書 の 知 識が 持 ち 込 まれ 、 し びれ と 麻 痺 が一 緒な

                                                                 
3 0指 あ わ せ が 見 ら れ た 場 面 が 5 回 あ っ た ：  # 0 p 6 ,  # 2 p 2 7 ,  # 4 p 5 8 ,  # 5 p 7 9 ,  # 6 p 9 9  
3 1  同 じ 触 れ 方 が # 0 p 6 と # 2 p 2 7 で 確 認 。  
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ん だと 一 旦 納得 し た よ うだ が 、 直後 に 「 で も 、 わ か らな い で す 、区 別が

できないですね。」と、困ったような表情になった。思考レベルでは、し

び れと 麻 痺 を分 け る こ とが 可 能 であ っ た が 、そ れ が 一緒 だ と 辞 書的 知識

で自ら語ると 、語りながら B さん自身が違和感を覚えたのか、即座に覆

していた。そこをさらに私が B さんのからだに焦点を当てなおすと、「で

も、 わ か んな い で す ね。」 と 答 え、 話 を 切り 上 げ る。 こ の 「 わか ら な い」

と「区別ができない」について詳細に見ていきたい。  

ま ず、 こ の 繰 り返 さ れ てい る 「 で も、 わ か んな い 」 か ら、 わ か らな さ

を、或る意味単位に分けること の難しさが見える。「でも」は、辞書を調

べ ると 麻 痺 とし び れ が 一緒 だ と いう と こ ろ を受 け 、 一部 は 認 め つつ も、

一 部は 同 意 でき な い こ とが 示 さ れて い る 。 その 一 部 が何 で あ る か は っき

りしないことが、「わからない」と 何についてなのか言明しないまま、わ

からなさだけが表現されることにつながっていた 。このような、「わから

ない」に至る場面が何度かあった 3 2。その一つが、下記抜粋である。私 が

B さんに、「話し疲れたら言ってほしい 」と伝えたことへの 、 B さんの返

事からの場面である 。  

  

【抜 粋 3 #2p26-27：B さんの病 室 での会 話 】  

B  「ええ、大 丈 夫 です。あと、坂 井 さんは、麻 痺 、しびれということで、それに関 しては、

最 初 のゼロに近 い、ゼロに近 いうちは、ゼロに近 いって言 っても何 もできなかったわけ

じゃないですよ、20%、30%のときは、健 常 なときを 100 としたら、ある程 度 は右

肩 上 がりに麻 痺 がとれたり、最 初 は寝 返 りも自 分 でできなかったんですから、それか

らみたら、今 はこ うやったり （右 手 を足 の 方 に延 ばして靴 の 着 脱 のジェ スチャー 実

演 ）、できるわけですから、良 くは
、

なっているのはわかります。でも
、、

、最 近 は、うーん、

なんていうか、あまり、」  

坂 井 「あまり良 くなっている感 じがしなくて、横 ばいですか？」手 で横 ばいのジェスチャーをし

ながら。  

B  「横 ばいってこともないと思 うんですよ、良 くは
、

なっているとは思 いますけど
、、

、」  

坂 井 「2~30％ぐらいのときにくらべると、今 は、どのくらい、何 パーセントくらいですか？」  

B   「わからない（首 を横 に振 って）、何 パーセントかは、わからない。それは、わからな

い。健 常 な人 と比 べて、何 パーセントかは、私 にはわからない。」  

坂 井 「B さんのなかでの、度 合 も、」  

B  「わからない、それは、わからないですね。」  

坂 井 「ああ、そうですよね。」  

B  「そんな風 な感 じです。」  

 
                                                                 
3 2  # 2 p 3 0 で も 、 不 快 感 が あ る と い う B さ ん に 、「 そ れ は 、 い つ ぐ ら い か ら 、 最 初 か ら ？ 」

と 尋 ね る と 、「 わ か ら な い 、そ れ は 、わ か ら な い 。ベ ッ ド で 寝 っ ぱ な し の 時 に は な か っ た と

思 い ま す け ど 、わ か ら な い 、い つ か ら っ て 言 う の は わ か ら な い 。」坂 井「 歩 き 始 め た 頃 か ら

で す か ね ？ 」 B「 わ か ら な い 。」 と 繰 り 返 さ れ る 。 時 間 的 な 分 節 も 難 し い こ と が 伺 え る 。  
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「わからない」が 6 回繰り返されていることを、その流れと共に検討

したい。B さんは、「麻痺、しびれということで、」と、私の存在に配慮し

話題の方向性を変えていた。そこでは、自ら数字を持ち出し、「麻痺がと

れたり」「できるわけですから」と動作面での改善を、実演でも示す。そ

して、「良くは
、
なっているのはわかります」と、含みを持たせ“わかるこ

と”がまず述べられた。それに対して、抜粋 2 と同様に「でも」が後に

続き、良くは
、
なっていることはわかりつつも、「最近は、うーん、なんて

いうか、あまり、」と、そうではないものに焦点が当たっていき、言及し

づらさが現れた。  

そこに、B さん自身が数値化していた ことを参考に、数値の答えを尋ね

ると、「 わ から な い 」が 繰 り 返さ れ た 。 この 「 わ から な い 」 は、「 何 パー

セ ント か は 、わ か ら な い」 と 言 われ て い る こと か ら 、数 値 に す るこ との

困難さや、「健常」と比較する難しさを示していた ようにも見える。だが、

麻 痺が 改 善 し た こ と に つい て は 、 数 値 や 「 健常 」 と いう 言 葉 を 用い 、比

較 評価 し て いた 。 体 の 動き に つ いて は 、 言 語的 に 表 現す る こ と がで きて

いると言える だろう 。  

他 方、「 最 近 は、 う ー ん、 な ん てい う か 、 あま り、」 で名 指 そ うと した

ものについては、「良くはなっている」もの との対比という形でのみ示す

こ とが 可 能 だと 言 え る 。 良 く な って い る こ とと し て 示さ れ て い たの は 、

寝 返り や 靴 の着 脱 な ど の動 作 で あり 、 目 に 見え る 形 で評 価 で き るも ので

ある。B さん自身も その動きを再現し 伝えることができ、自他ともに評価

も共有も可能だと言える。そのような評価可能な良くなっていることを、

一方におくことで、言い難いものがそれとしてあることが現れていた。  

抜粋 3 は、B さん自身における変化について の言い難さであったが、以

下は、 B さんと他の患者との比較 においてのそれである。  

 

【抜 粋 4 #1p17-18：病 室 での会 話 場 面 】  

装 具 用 の靴 を手 渡 すと右 手 で装 具 を摘 むように持 ち、左 手 で靴 の底 を持 ち、そこへぎ

ゅっと装 具 をいれる。  

B 「私 なんて、両 手 使 ってこうやってやっているから、本 当 は感 覚 があるのは 2 本 だけで、

あとはそれにつられて動 いているだけなのに、ここの人 は脳 梗 塞 とかで、足 とか手 が動

かない人 が多 いから、だから私 みたいに両 手 両 足 動 いているのはね。。。。ビリビリ感

があっても、肩 も（どうしてだか）わかんないけど、ビクビクすることあるけど（右 肩 をグ

イッと後 ろにひき痙 攣 のような動 きを 2 回 ほどして）麻 痺 とか、しびれの関 係 もあると

思 うけど」わかってもらえないだろうということを、しんみりつぶやく。  

坂 井 「なかなか、伝 わりにくいですもんね。表 現 も難 しいし。」  

B  「難 しい、わかんない。なんて言 っていいのか、わかんない。」  

私 は B さんから、装 具 を受 け取 り、それを基 の位 置 にもどす。  
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ここで、装具を一人で装着できることを実演するなかで、「両手両足動

いている」 B さんと、「足とか手が動かない」脳梗塞などの他の患者の対

比が浮き上がってきた。そこでは、目に見える次元での伝わりやすさと、

それに対比させて「ビリビリ感」「ビクビクする」など 、 B さんには確か

に 感じ ら れ る こ と が 、 他者 に は 伝わ り づ ら いこ と が 示さ れ る 。 そし て、

何 がわ か ら ない の か 、 誰に わ か らな い の か 、ど の よ うに わ か ら ない のか

含まず、「わかんない」が繰り返され ていた。  

動 きな ど 目 に 見え る 伝 わり や す さ や、 わ か るこ と が ま ず示 さ れ 、そ こ

を足場に、そうではないものを言語的に 表現しようと B さんは志向して

いた。だが、その志向により、 B さんは それが難しいことに気付き、「わ

からない」にはまっていた。B さんの中にも、他者に対して 、何かを何か

として示していくフレームが見つかっていないことが わかる 。  

次 に「 区 別 が でき な い 」を 見 て い きた い 。 麻痺 と し び れが 違 う と思 っ

て いた 、 つ まり 区 別 し てい た と ころ か ら 、 辞書 を 見 て一 緒 だ と 言い 区別

を 自ら な く した 直 後 に 、再 び 「 区別 が で き ない 」 と いう 区 別 の 問題 に戻

っ てい た 。 そこ に は 、 実感 と し て、 麻 痺 と しび れ が 同じ で あ る とも 、別

の もの で あ ると も 言 え ない こ と が示 さ れ て おり 、 自 らに 起 き て いる こと

を 或 る 意 味 単 位 を も つ も の と し て 分 け づ ら い こ と が 見 て 取 れ る 。 だ が 、

「区別できない」と 言いながらも、B さんは区別について語ってい た。私

が 「灼 熱 感 も あ ると 仰 って ま し た けど 」（ #1p14）と だ け 尋 ね たこ と に対

し、 B さんは「灼熱感と、 しびれと麻痺は全く別です。」と断言し、区別

と いう フ レ ーム で 応 答 した 。 そ して 、 そ の 区別 を 語 ろう と す る と「 う～

ん、 何 て 言っ た ら い いん だ ろ う。」 と 、 断言 し た 勢い を 失 く し考 え 込 み、

具 体例 と し て痔 の 時 の 体感 を オ ノマ ト ペ を 交え て 表 現す る が 、 また 難し

さ に行 き 当 たり 、 再 び 「な ん て 言っ た ら い いん だ ろ う」 と 考 え 込む 。そ

して、確かめるように灼熱感が強いという鼠径部を触っていき、「私の場

合はです、そういう感じです」と話を切り上げ た。B さんが分けたり、分

けなかったりしていた「麻痺と、灼熱感と、しびれと」という 3 つの症

状 だが 、 そ れぞ れ が 分 けら れ て 経験 さ れ て いた わ け では な く 、 むし ろ 他

と 比較 す る こと で 、 差 異と し て のみ わ か る よう な 在 り方 を し て いた と言

える。さらに、区別において別のことも問われてい た。   

 

【抜 粋 5 #1p16：ラウンジでの会 話 ―抜 粋 ２の続 き】  

坂 井 「B さん、肛 門 から便 が出 そうな感 じっていうのは、わかりますか？」  

B   「んー（困 ったような悩 むような表 情 ）、本 当 に便 が出 そうなのか、灼 熱 感 がそうさ

せているのかわからないですね。区 別 がつかない 。だから、ここに来 てから、いつも肛

門 を閉 じてます。」  

坂 井 「ああ、なるほど、肛 門 をぎゅっと、」  

B  「だから、トイレに行 ってもおならだけ出 て、中 身 が出 ないっていうこともありますし、私
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は腸 も（お腹 をさわりながら）麻 痺 していると思 っていますから。おならも出 なくなりま

した。」  

 

便が出そうな感じについてわかるか尋ねられた B さんは、考え込み、

自 ら区 別 の 問題 に 焦 点 を当 て て いく 。 こ こ で区 別 と して 問 わ れ てい た の

は 、出 そ う な感 じ が “ わか る ― わか ら な い ”で は な い。 何 ら か の物 が出

そ うな 感 じ はあ る も の の、 そ れ が便 に よ る もの な の か、 灼 熱 感 によ るも

の なの か 、 その 区 別 が つか な い こと が 問 題 にな っ て いた 。 す な わち 、そ

こ で何 か は 感じ ら れ る が、 そ れ が何 で あ る かが わ か らな い 。 灼 熱感 によ

って何かが覆い隠されわからなくなる 様子は、先に述べた A さんの排泄

の場面とも類似する。そのわからなさを受けて、B さんは「私は腸も麻痺

して い る と思 っ て い ます か ら。」と、「 麻 痺」 と い うわ か ら な くな る 状態

を自らに診断として与えていた。  

 

c.「なんか言 ってもぴったりくる感 じじゃない。何 していても気 持 ちが悪 い。」  

抜粋 2 からのやり取りは、 FNp12-18 に渡って続き、私が尋ねたことに

B さんが答え、答えながらうまくいかなくなり行き詰まると「そんなとこ

ろです」と切り上げ、また私が尋ねるというパターンが 5 回繰り返され

た。この対話において、 B さんのわからなさが次第に露わになっていく。

以下は、その対話の後半部分である。  

 

【抜 粋 6 #1p15-16：ラウンジでの会 話 ―抜 粋 ２の続 き】  

坂 井 「そうですよね、足 の中 では足 裏 が灼 熱 感 が強 いんですよね。そうすると、杖 で歩 い

たりすると、足 の裏 はどうですか？」  

B   「ヒリヒリ、ビリビリしますよ。それは、慢 性 化 ということで意 識 しないようにと押 さえつけ

ている部 分 が多 いですけど。腰 部 、臀 部 、座 っていても当 るところが、ピリピリする、ど

うやって表 現 していいかわからない。」  

坂 井 「難 しいですよね、言 葉 で表 現 するのが、」  

B   「 な ん か 言 っ て も ぴ っ たり くる 感 じ じ ゃ な い 。 便 秘 に なっ て、 トイ レで 座 る と、 便 秘

云 々というよりは、気 持 ちが悪 い。リハビリをしていても、何 していても気 持 ちが悪

い。今 歩 くときに装 具 をつけていますけど、つけるのに不 自 由 な手 でやるから、最 初

は 30 分 つけるまでにかかりましたよ。それが今 は、両 方 あわせて 6 分 で、できるよう

になりましたけど。」  

 

長 いや り 取 り を経 て 、 ここ で は 「 どう や っ て表 現 し て いい か わ から な

い」「 な ん か言 っ て もぴ っ た りく る 感 じ じゃ な い。」と 、 ぴ った り こ なさ

に行き着いた 。そのぴったりくる感じじゃないことを足場にし、「気持ち

が 悪い 」 と いう 表 現 に たど り 着 いて い た 。 そこ に は 、二 重 の 構 造が 含ま
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れていた。  

ま ず、 便 秘 の 例で は 、 トイ レ で 座 るこ と に おい て 、 本 来で あ れ ば意 識

される便にまつわることが「便秘云々というよりは、」と背景に退き、「気

持ちが悪い」ことが浮かび上がる。さらに、「リハビリを していても
、、、、、

、何
、

し てい て も
、 、、 、 、

気持 ち が 悪 い」 と 、 ある 特 定 の 動作 に 限 定さ れ る も ので は な

く、常に継続しているような「気持ちが悪い」だとわかる。これは、 A さ

ん の「 気 に して も し び れて る 、 気に し な い でも し び れて る 」 と いう 、し

びれの在り様と重なる。この「気持ちが悪い」が、B さんの自らの からだ

の感じ方や、周囲のものをこれまでとは違うものとして B さんに経験さ

せ てい た 。 この 点 に つ いて は 、 次節 「 身 体 のゆ ら ぎ 、現 れ の 変 容」 で詳

細に見ていく。  

 

d.「わかってもらえない。ドクターもわかってもらえない」―持 論 のある人  

これまで見てきたように、B さんは私との会話の中で、次第にわからな

さ に留 ま る よう に な っ てい っ た 。つ ま り 、 わか ら な いも の を 、 わけ よう

とすることをしなくなっていった。他方 で、 B さんは医師や OT や PT、看

護師など医療スタッフから「持論のある人」と形容されていた。いわば、

何 らか の 主 張を 続 け て いた と 考 えら れ る 。 この 持 論 があ る 人 と して の B

さんは、どのように成り立っていたのだろうか。  

そ れぞ れ を ど のよ う に 語っ て い た か に 着 目 して み る 。 医療 ス タ ッフ は

「 B
、
さんの中では
、、、、、、

、しびれと灼熱感は違うらしい
、、、

んですけど、」と、「 B さ

んの中」と表現し、そこに区分けをつくり、B さんと医療スタッフを分離

していた。そして、「らしい」という分かたれた外から、対岸にいる B さ

ん を推 測 し 、医 療 ス タ ッフ の 見 解と は 違 う とい う こ とも 含 ま せ てい た 。

他方、B さんにも同様のスタイルが見受けられ た。私が便秘について尋ね

ると、「うん、調子のいい時もあるし、出ない時もあるし。ドクターは
、、、、、

そ

んなことないって 言うけど
、、、、

、僕は
、、

内臓の方もあれだと 思っている
、、、、、

からね。」

（ #1p10）と語り 3 3、「ドクターは―言うけど」と「僕は―思っている」と 、

見解の違いを際立たせていた 。B さんは理学療法の場面で、担当 PT1 に医

師と杖に関する意見の相違があったこと を語り（ #2p33-35）、まとめるよ

うに「そういう私の諸々の思いが伝わってないみたいです。」と言い、そ

れが前々から続いていると下記のように語った。  

 

 

 

 

 

                                                                 
3 3  # 2 p 3 3－ 3 4 に お い て 、 杖 歩 行 に 関 す る 意 見 の 相 違 で も 同 じ ス タ イ ル が 見 ら れ る 。  
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【抜 粋 7 #2p35：理 学 療 法 中 ―ストレッチが終 わり端 坐 位 になった場 面 】  

B「前 にカウンターで、前 にって、随 分 前 だけど、私 の苦 痛 を訴 えたけど、訴 えを聞 いてもら

えてない感 じがしたよね。わかるけど、やれっていう感 じだったよね。んー、なんていうかな、

自 分 の苦 痛 、オブラートに包 んで苦 痛 と言 っているけど、わかってもらえない。ドクターも

わかってもらえない。だから、自 分 でコントロールするしかない。3 ヶ月 入 院 していて、あと

1 ヶ月 というところで、みなさん私 に関 わっているとおもいますけど、ドクターは年 単 位 でっ

て言 うし、もっと短 い部 分 で私 の腰 が破 裂 してしまったら、誰 も、誰 もってあれだけど、

誰 も責 任 取 れないでしょ。だから、（苦 笑 い）無 理 はしないことにしました。これだけは、

PT1 さんに伝 えとかないと、評 価 とかであれってことになるでしょ。」  

 

 B さんは、わかってもらえないという経験が重なることで、医師の方針

とは異なる判断を 自ら下し、行動に移 すようになった 3 4。この場面で言う

と 、腰 の 痛 みが あ っ て も「 や れ って い う 感 じだ っ た よね 」 と い う、 動か

そうとする医師の方針がまずある。それに対して B さんは、苦痛を訴え

るが聞いてもらえた感じがなく、「だから、自分でコントロールするしか

ない」と、痛みを我慢してまで動かない という 判断をしていた。つまり、

わかってもらえない 経験が、B さんを独自の判断に至らせ 、医師との方針

のずれを生じさせていた。加えて、相手を納得させるために 、B さんは 医

療 用 語 を 積 極 的 に 用 い て 自 身 の 状 態 を 説 明 し て い た 。 こ れ ら の こ と が 、

「持論のある人」 という意味を帯びて、 医療者 に B さんを現せていた。  

  

２．身 体 のゆらぎ、現 れの変 容  

a.「つかんでも、離 れないこともあるもんな。」―応 答 の成 り立 ちづらさ  

生 活の 中 に は 多く の 道 具が あ り 、 私た ち は それ を 無 自 覚に 使 い こな し

て いる 。 例 えば 、 私 た ちが メ モ を取 る 時 は 、書 こ う とす る 内 容 に集 中し

て おり 、 ペ ンや そ れ を 握っ て い る手 に つ い ては 背 景 に退 い て し まっ てい

る。しかし、 B さんの FN には、道具が道具にならない様子や、道具にな

っ たと し て もそ の 接 続 が上 手 く いっ て い な いよ う な 様子 が 見 ら れた 。例

えば、（家族に電話をかけようとし右手で携帯を取り、折り畳みを開こう

と して 右 手 で掴 ん で 広 げて い く と、 バ ー ン と携 帯 が 手の 中 で 跳 ね腿 の上

に落ちる場面（ #2p31））や、（リモコンをベッドの方に投げようとし、数

回腕を振り子のように動かすが、なかなか離れず、3 回目くらいでヒュッ

と リモ コ ン が 飛 んで い く場 面 （ #2p32）） な どが そ の 一 例で あ る 。こ れ ら

の場面では、B さんからの発言はなく、どう感じていたのかなどを充分う

かがい知ることが難しい。そこで、B さんが他者の動作に触発され、自ら

                                                                 
3 4 # 2 p 3 4：「 だ か ら 、 私 の ウ ィ ー ク ポ イ ン ト は 、 こ れ （ 腰 ） な ん だ よ ね 。 こ れ は 私 の 勝 手 な

判 断 だ け ど 、 す べ り 症 の せ い じ ゃ な い か と 。」  
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のことを語り出した場面の抜粋を示す。場面は、B さんが担当の OT1 とリ

ハ ビリ 室 で 訓練 を し て いた と こ ろに 、 同 じ 病棟 の 顔 見知 り の 患 者富 田さ

ん （仮 名 ） が隣 の 作 業 テー ブ ル に来 て 、 ス ポン ジ ボ ール を つ か んで 投げ

るという訓練を始めた。上手くつかめない富田さんに、「ぎゅっとつかん

で」と富田さんの OT から指導がなされていた 場面からの続きである。 B

さんの、トイレの手すりに関する語りに注目して見ていきたい。  

 

【抜 粋 8 #7p120：作 業 療 法 中 】  

富 田 さんはアンダースローで 2m ほど離 れた OT さんにボールを投 げる動 作 をしているが、

うまく手 からボールが離 れないことがあり、OT さんがその都 度 注 意 している。すると、正 面

で展 開 されているその様 子 を見 て、  

B「健 常 者 には簡 単 でも、なー、私 なんかもあれ難 しいよねー（OT1 を見 ながら）。でき

ないもんなー。」  

おそらく類 似 のお手 玉 を投 げる場 面 3 5を思 い出 し話 す B さん。OT1 は、苦 笑 いしながら、

「そうですね」と相 槌 を打 つ。  

B「湿 り気 なのかな？つかんでも、離 れないこともあるもんな 。トイレの手 すり、横 、縦 、

あるけど、あれ、離 れないこともあるよ。（OT1 が持 ってきた木 製 の棒 に右 手 の指 先

だけかけて、）こうなって、引 っ掛 る。だから、意 識 してそうならないようにしてるけど、 な

んか、嫌 だよな。」と実 演 しながら話 す。  

 

 まず B さんは、富田さんの（うまく手からボールが離れないこと）を、

「私なんかも あれ
、、

難しいよねー。できないもんなー。」と、できなさを見

て 共有 し て いた 。 こ こ では 、 何 が難 し い こ と、 で き ない こ と と して 共有

されているのだろうか。B さんは、投げることとも、離すこととも言わず

「 あれ 」 と いう 、 事 象 全体 を 含 んだ 表 現 を して い た 。動 作 を 分 けて 、そ

のどこかに難しさを起因させられないことが わかる。  

 さらに、「あれ」と名指された難しさと、目の前にあった訓練用の木製

の 棒に 触 発 され 、 ト イ レの 手 す りを 掴 ん だ 時の こ と を実 演 し な がら 語り

始めた。 B さんと、トイレの手すりとの応答関係について見ていく。  

まず、 B さんは「湿り気なのかな？」と前置きする。この湿り気は、 B

さ んの 手 の 動き ・ 機 能 ・力 と 密 接に 関 係 し てい た 。 次の よ う な 場面 があ

る。 #6 で B さんと OT1 が文庫本の大きさの木製の板をつかみ引っ張り合

う訓練で、「今日は、力入っているでしょ？」「力は変わんないと思うの、

ただ ね 、 今日 は 滑 ら ない か ら 、湿 気 が あ るか ら 。」「 湿気 で 、 やる ま で気

が 付か な か った け ど 、 やっ て み てあ れ ？ っ て。 い つ もよ り 引 っ 掛る なー

と 思っ て。」（ ＃ 6p99） と、 指 先 をこ す り 合 わせ な が ら、 力 が 入 る理 由と

                                                                 
3 5  訓 練 台 に 端 坐 位 に な り 、1 m ほ ど 先 の 床 に お か れ た A 4 サ イ ズ ほ ど の プ ラ ス チ ッ ク 籠 に 、

様 々 な 形 の お 手 玉 を 投 げ 入 れ る 訓 練 が あ る（ # 4 p 5 7、 # 5 p 7 7）。 # 4 の 場 面 で は 、お 手 玉 8 個

の う ち 、 右 投 げ で は 半 分 、 左 投 げ で は 2 個 し か 入 ら ず 、 B さ ん は 「 左 に な る と 、 ほ ん と だ

め で す わ ～ 。 頭 で わ か っ て も 入 ん な い 。」 と 語 っ て い る 。  



110 

 

して湿気を挙げて語っていた 。また、#7 ではその逆の、「手の湿り気がな

い と、 手 が 滑 る から 、 力入 ら な い んだ な 。 今日 全 然 だ な～ 。」（ #7p122）

と 、指 先 を こす り あ わ せる よ う にし な が ら 語っ て い た 。 つ ま り 、手 に湿

り気があるとは、B さんが意図して力を入れたり、つかんだり、引っ掛け

たりするのではなく、「引っ掛る」というように、それが自ずと可能にな

ることだとわかる。このような意味をもつ「湿り気」が、「湿り気なのか

な？つかんでも、離れないこともあるもんな。」と、最初に提示されたこ

とから、次の事がわかる。トイレの手すりを つかむ場面において、B さん

が 掴む と い う意 図 的 な 能動 的 な 側面 だ け で はな く 、 自ず と そ う なっ てし

まう側面も同時に含まれていた ということである。  

そして、「つかんでも、離れない
、、、、

こともあるもんな。」「あれ、離れない
、、、、

こともあるよ。」「こうなって、引っ掛る
、、、、

。」と実演を交えながら語ってい

た。ここには、次の構造が見て取れる 。まず、「つかんでも、離れない
、 、、、

こ

とも あ る もん な。」 では 、 手 すり と い う 道具 を 能 動的 に 「 つ かん で」、そ

れ を握 る こ とに よ り 立 位の 保 持 に使 用 し て いる 。 と ころ が 、 そ れに 続い

て 「離 れ な い」 と い う 事態 に な るこ と が 、 毎回 で は ない が あ る こと が示

さ れる 。 こ こで は 、 手 が離 れ な いと も 、 手 すり が 離 れな い と も 言わ ず、

どちらにも主体を置かない語りになっている。さらに、「こうなって、引
、

っ掛る
、、、

。」と、湿り気の時と同様、自ずとそうなってしまうことが示され

て いた 。 つ まり 、 能 動 的に つ か んだ に も か かわ ら ず 、 途 中 で そ の能 動性

が B さんのからだにおいて見失われていることがわかる。 このような、

一 連の 動 作 のな か で 、 能動 と い う自 ら 向 か って い く 方向 性 が 、 いつ の間

にか働かなくなる ことが、「なんか、嫌だよな。」と B さんに語らせてい

た。  

  

【抜 粋 9 #3p45-46：理 学 療 法 場 面 ―立 位 訓 練 】  

B さんが靴 を履 き終 わったところをみて、PT3 が、次 は立 ってバランスの練 習 をしますと

伝 え、B さん特 注 のグリップを太 くした T 字 杖 2 本 を手 渡 そうと前 にさしだす。それを無 言

できいていた B さんは、「立 つのはさ、杖 がなくてもできるから。」と言 い、後 で渡 してほしいと

いう。（緊 迫 した空 気 が流 れる）B さんは端 坐 位 の状 態 から、上 体 を前 傾 させて、前

後 に揺 らしながら反 動 をつけて、ぐーっとふらふらしながらゆっくりゆっくり起 き上 がるように、

真 上 に引 っ張 られるように立 ち上 がる。腰 がほぼ伸 びて 165 度 くらいになったあたりで、  

B「ちょっとかして！」と強 めの緊 張 感 をはらんだ、せかすような声 で PT3 に杖 を渡 すように

指 示 する。PT3 から渡 された杖 を右 手 はすぐにグリップをにぎり、右 外 側 について支 えにす

ることができるが、左 の杖 はお腹 のあたりで、何 度 か握 ろうと左 手 がグリップに当 たるが、か

するだけでグリップを握 ることができない。フラフラしながら、なんとか左 のグリップをにぎり、左

体 側 につき、両 手 をハの字 にして杖 を支 えにして、ぐいっと背 筋 を伸 ばして立 ち姿 勢 を

調 整 するようにゆらゆら小 さく動 きながら、顔 は右 方 向 をむき目 線 で何 か、誰 かを追 って

いるようす。  



111 

 

こ こで は 、 下 線部 に 着 目し 、 い つ どの よ う に道 具 が 必 要と さ れ 、道 具

をどのように用いていたのか、道具とのかかわりから B さんの身体につ

いて見ていく。B さんと PT3 との、杖をめぐるタイミングの ずれにも着目

したい。  

 まず、 B さんは PT3 から“立位でのバランス訓練 3 6”という、これから

実施することとそ の目的を告げられた 。PT3 は立ち上がる前の必要物品と

して杖を差し出していた。すなわち、 PT3 には、 B さんが立ち上がるとい

う 動作 ・ タ イミ ン グ に おい て 、 杖が 必 要 な から だ で ある と 見 え てい た こ

とがわかる。だが、 B さんは「立つのはさ、杖がなくてもできるから。」

と 、起 立 動 作に お い て は杖 が な くて も で き るこ と が 、動 作 前 に わか って

いた。だが、杖を使わない B さんの起立動作はふらふらしており、安定

していたとは言い難い。  

そして、腰がほぼ伸びて立位に近い 165 度くらいになったあたりで、「ち

ょ っと か し て！ 」 と 緊 張感 を は らん だ 声 で 、杖 を 要 求し て い た 。こ こか

ら、次の事がわかる。“立位姿勢を取る直前”というタイミングで杖が必

要となったことが、立位に近づきながら、動きながら B さんに把握され

て いた と い うこ と で あ る。 つ ま り、 い つ 杖 が必 要 に なる か は 、 動い てみ

な いと わ か らな い 。 或 る と こ ろ まで は 杖 な しで で き るこ と が あ らか じ め

わ かっ て い なが ら 、 或 ると こ ろ がど こ な の かは 、 動 いて み な い とわ から

な い。 上 記 抜 粋 直後 の バラ ン ス 訓 練で も 、 PT3 が もう 少 し 後 ろ いけ ま す

か？ と 声 をか け る と 、「そ れ 以 上後 ろ 行 った ら 倒 れち ゃ う よ 。」と 苦 笑い

す る場 面 が あ っ た （ #3p46）。 ここ で も 、 ど こま で は 大 丈夫 か と いう 或 る
、 、

ところ
、、、

が動きながら B さんに把握されていた。そのため、「それ以上後ろ

行ったら
、、、 、

」という出入りを表す表現で限界を示していた 。  

さらに、 B さんが杖を握った順番にも注目したい。 B さんはそれぞれの

手 に渡 さ れ た杖 を 握 ろ うと し 、 右手 は す ぐ に握 る こ とが で き た が、 左手

はグリップをなかなか握ることができなかった。この間、B さんは倒れる

こ とな く 、 左手 の グ リ ップ を 手 探り で 探 し つつ 、 姿 勢を 維 持 し てい た。

この数行後に、「左は指の感覚がないから、見ながらじゃないとできない。」

と左手を持ち上げてじっと見ながら、T 字杖のグリップを握るジェスチャ

ーをする場面 があった（ #3p46）。すなわち、B さんは左のできなさをわか

っ てお り 、 それ に 対 応 する た め に、 右 手 で すぐ に グ リッ プ を 握 り、 体を

支 えて い た 。つ ま り 、 右手 が 杖 を道 具 に し 、道 具 の 補助 を 得 た 状態 をつ

くり、左手が杖を握ることが可能になる状態を作っていた ことがわかる。 

 左右共に杖を握った後の、B さんの動きを、杖を要求したときの姿勢と

併せて見てみる。杖を握った B さんは、（両手をハの字にして杖を支えに

して、ぐいっと背筋を伸ばして立ち ）（姿勢を調整するようにゆらゆら小
                                                                 
3 6  B さ ん の 立 位 で の バ ラ ン ス 訓 練 は 、両 手 に T 字 杖 を 持 ち 、体 を 支 え な が ら 、意 図 的 に 前

後 左 右 に ゆ っ く り 重 心 を 移 動 し 揺 れ な が ら 、 そ の な か で 転 倒 す る こ と な く バ ラ ン ス を 保 ち

立 位 を 維 持 す る と い う も の で あ っ た （ # 3 p 4 6）。  
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さく動きながら）という、動きをしていた。これは何をしていた のか。 B

さんは、立位になる直前、腰がほぼ伸びて 165 度くらいになったあたり

で 杖を 要 求 して い た 。 そし て 、 杖を 得 た あ と、 杖 を 支え に し な がら 、ぐ

いっと背筋を伸ばし 165 度から 180 度まっすぐ伸びた立位を完成させる。

だ が、 そ れ だけ で は 終 わら ず 、 立位 に な っ たこ と を 得て 、 ゆ ら ゆら 小さ

く動き、さらなる 調整を図っていた。  

 以上 ま で の検 討 か ら 、次 の こ とが 言 え る 。ま ず 、 杖が 必 要 と なる タイ

ミ ング は あ らか じ め 決 まっ て い たの で は な く、 動 き なが ら 必 要 とな る或

る とこ ろ が わか っ て く るよ う な 、ダ イ ナ ミ ック な も ので あ っ た 。そ のた

め 、他 者 か ら見 た 必 要 とさ れ る タイ ミ ン グ とは 、 必 ずし も 一 致 しな いこ

とも示されていた。また、杖という道具がどのような役割を果たすかは、

そ のか ら だ によ っ て そ の都 度 決 まっ て き て おり 、 杖 とい う 役 割 が ま ずあ

り 、そ こ に から だ が あ ては め ら れて い た わ けで は な い。 そ し て 、道 具と

か らだ と の ダイ ナ ミ ッ クな 応 答 があ る か ら こそ 、 道 具を 自 由 に 使い こな

せ ない 不 自 由さ だ け で はな く 、 翻っ て そ う でき な い 自ら の か ら だも 同時

に現れてきていた 。  

 

b.「感 覚 がある」「感 覚 がない」   

 「感覚がない」とはどういうことか。字面通りにとれば、何も感じてな

い こと に な り、 医 学 用 語で 「 鈍 麻」 に 分 類 され る こ とに な る だ ろう （松

原ら，2011）。しかし、B さんは「手は麻痺して、しびれています。足は、

灼 熱感 が あ って 、 し び れも あ り ます 、 麻 痺 もあ り ま す、 で も 灼 熱感 に隠

れて 弱 い。」（ #0p5） とも 述 べ てお り、「 鈍麻 」 と は反 対 の 「 亢進 ・ 過 敏」

かのようにも思われる。B さんが、どの分類になるのかという問いに答え

ることは難しい 3 7。このような患者の経験を、医学的な分類の枠組み のみ

で 見る こ と が、 事 象 に そぐ わ な い。 そ の た め、 こ こ では 一 旦 既 存の 様々

な分類から離れて、 B さんの経験そのものから「感覚」や「感覚がない」

と言われることを考えてみたい。  

 B さんは多くの場面で感覚がないということを述べてい た 3 8。それらは

大別すると 2 つに分けられる。ひとつは、感覚がないということが、「見

えればできる 」という文脈において語られた 場面であり、もう一つは、「感

覚がないのに、動くんだねー。」と動くことをじっと見ながら語った 場面

である。まず、前者から見てい く。  

 

 

                                                                 
3 7  B さ ん の 退 院 時 サ マ リ ー に は 、医 師 の 評 価 と し て「 知 覚 障 害 に 関 し て は 、ご 本 人 の 訴 え

が 定 ま ら ず 詳 細 な 評 価 が 困 難 で あ っ た 。」 と あ る 。  
3 8  # 1 p : 1 3 , p 1 5 , p 1 7  / # 3 : p 4 6 , / # 4 : p 5 9 , p 6 4 , p 7 1 . / # 6 : p 9 0 , p 1 0 3 で 見 ら れ る が 、ス タ ッ フ（ 医 療

者 ） と の 会 話 に は な く 、 全 て 私 と の 会 話 の な か で あ っ た 。  
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（1）「見 えればできるけど、見 えないものはできないのね」  

―触 覚 によって分 節 されていた世 界 の変 容  

入院 4 ヶ月時点の B さんは、時間はかかるものの日常生活がほぼ自立

していた。 FIM による評価でも、入院時の 65 から、退院時は 109 までに

なっていた。改善したと評価されていた 中で、B さんは様々な生活動作の

で きな さ を 語っ て い た 。以 下 は 、そ の 一 例 であ り 、 お札 や 薬 包 を取 るこ

とにまつわる具体的な状況を、B さんが実演を交え語 っていた場面である。

感覚がないことと、「見える」ことの接続に着目し見ていきたい。  

 

【抜 粋 10 #4p64：病 室 での会 話 】  

左 手 を右 手 で触 りながら、  

B   「今 ね、こう、手 の感 覚 がないから、それで、昨 日 恥 ずかしい思 いをしたのが、○○

（院 内 喫 茶 の名 前 ）、若 いの（他 の患 者 ）誘 って、おごるから行 こうって言 って、

○○に行 って、ここにお金 いれていったのね（ポロシャツや T シャツの胸 ポケット）、そ

れで取 れないの（右 手 で胸 ポケットに手 を入 れて探 すジェスチャーをして）。見 えれ

ばできるけど、見 えないものはできないのね 。今 も、これは音 で（夕 方 の薬 を胸 ポ

ケットにいれており、それを右 手 で取 り出 しながら）、だいぶ慣 れたけど、最 初 の頃 は

覗 き込 んで取 っていたけど、最 近 はこの音 で、」  

坂 井 「ああ、がさがさっていう音 で。」  

B さんは胸 ポケットから薬 包 を取 り出 し、  

B  「こうやって見 えるのはできるのね、でもこうやると（薬 包 を左 手 にもち左 の後 ろのほう

のベッドにおいて）わからないね。」と言 いながら、見 ながら薬 包 を後 ろから取 ってきて、

腿 の上 あたりで手 に持 ちながら、  

B   「こういうのは、何 かわからないね。」両 手 で薬 包 の端 をもって、ビニール部 分 をぐしゃ

ぐしゃとさわりながら。  

 

この直前にも類似した語りがあった。B さんは車椅子 での端坐位姿勢か

ら ゆっ く り 前傾 し 、 手 を足 元 に 伸ば し 、 足 の装 具 に 付い て い た マジ ック

テー プ を 外し な が ら 、「私 は ね 、 目 に 見 える も の だけ 、 目 に 見え な い と、

指 の感 覚 が な い から 、 わか ん な い んだ け ど 」と 語 っ て いた （ #4p59）。い

ず れに お い ても 、 見 え るこ と が 、で き る こ との 条 件 とし て 語 ら れ 、 逆に

見えないとできないことが、感覚がないことと共に示されていた 。  

まず、「見えれば」「見えるのはできる」「目に見える」と B さんが表現

していたことから確認したい。 B さんは見る主体でありながら、「見れば

できる」とは言わず、「見える」と言う。ここには、 B さんの身体の在り

方 が 伺 え る。 つ ま り 、見 る と いう 能 動 的 な表 現 で はな く、「 目に 見 え る」

という表現により、 B さんの身体的なパースペクティブが示されている。

つ まり 、 能 動的 に 体 を 動か し 自 由に ど こ で も見 る こ とが で き る ので はな

く、動かせる範囲が限られていた B さんのからだという、そのパースペ
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ク ティ ブ に おい て 「 見 える も の 」と い う 意 味で あ る 。そ し て 、 そ の 身体

における「見える」なかでの、動作の可能性が前提とされていた 。  

そ の前 提 に おい て 、 動 作を 可 能 にす る も の とし て、「 見え る 」 こと と 、

「 この 音 で 」 と 、 視 覚 情報 と 聴 覚情 報 が 示 され て い た。 だ が 、 それ と相

反するような、“わからない”状況も実演されていた 。薬包を背後に隠し

手 探り す る が探 せ な い 実演 と 、 両手 で 腿 の 上に お い た薬 包 の 端 を持 ち、

ビ ニー ル 部 分を ぐ し ゃ ぐし ゃ と 触る 実 演 で ある 。 前 者で は 、 背 後に 隠す

ことで視覚情報をなくしていたが、触れることで音は出ていた 。しかし、

B さんには、音がしてもどこに薬包があるのかわからず、後ろを振り返り

（ 見な が ら 薬包 を 後 ろ から 取 っ てき て ） い た 。 ま た 、後 者 で は 、薬 包を

腿 の上 と い う見 え な い 位置 に お き、 ビ ニ ー ルが 擦 れ る音 だ け で は「 こう

い うの は 、 何か わ か ら ない 」 と 言う 。 つ ま り、 物 の 場所 や 素 材 を特 定す

る には 、 聴 覚情 報 だ け では 不 十 分で あ り 、 視覚 情 報 が必 要 不 可 欠に なっ

ていたことがわかる。  

 

（2）「感 覚 が非 常 に鈍 いのに、動 くんだねー」―感 覚 がないのに、動 く  

 次に、動く ことと の関 係で語 られてい た 「感覚」 について 見て いく。 B

さ んに は 下 記 の 抜 粋 の よう に 、 手を 動 か し 、そ れ を じっ と 見 て 不思 議そ

うにしていた 場面があった。以下は、＃６での理学療法の場面で、PT5 が

道具を準備するために離席した直後である。  

 

【抜 粋 11 #6p90：理 学 療 法 中 】  

PT5 がさっと離 れる。B さんは車 椅 子 上 から右 斜 め前 の壁 沿 いで立 位 訓 練 をしている

患 者 をじっと見 ている。その方 は膝 も固 定 するタイプの長 足 装 具 をつけており、背 後 から

スタッフに抱 え上 げられるような感 じでかろうじて立 っているようだ。その患 者 をじっと見 てか

ら、B さんは左 手 を車 椅 子 のアームレストの上 において、手 のひらを顔 の方 にむけて、第

4・5 指 を曲 げたり伸 ばしたりして動 かしながらじっと自 分 の手 の動 きを見 ている。そして

左 にいる私 のほうに顔 を向 けて、  

B「感 覚 がないのに、こうやって動 くんだよねー。感 覚 が全 くないわけじゃないんだろうね

ー。」と不 思 議 そうに指 を動 かしながら語 る。  

（＊PT5 が戻 ってきて立 位 訓 練 が始 まる）  

 

さらに、同日の午後の作業療法でも類似の語りが見られた 。そこでは、

OT1 が STEF（簡易上肢機能検査 /100 点満点）の点数が、 30 点台から 80

点 台ま で に 回復 し て い ると い う こと を 私 に 説明 し て いた 。 そ し て、 私が

「そしたら、4 ヶ月で随分ね、柔らかくなったんですね」と B さんに尋ね

る と、 そ う だね と 言 い 、不 思 議 そう に 左 指 を動 か し なが ら 「 感 覚が 非常

に薄いのに、動くんだね～。」 (#6p102)と語っていた 。  

ここで、 B さんは何をしていたのだろうか。抜粋 11 では、いわゆる動
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け ない 患 者 を見 て か ら 、折 り 返 すよ う に そ の眼 差 し を自 ら に 向 け、 手を

動 か しじ っ と 見 て い た 。 #6p102 で も 同 様 に 動か し な が ら 語 っ て い た 。 B

さんは、自らのからだを動かすことで、同時に 2 点確認している。から

だ が動 い て いる と い う 感覚 が 自 分の か ら だ には な い こと と 、 に もか かわ

ら ず、 視 覚 的に は 動 い てい る こ と が わ か る こと で あ る。 そ れ は 、幻 肢の

逆 のよ う な 経験 な の で はな い か 。幻 肢 は 実 際に は な いに も か か わら ず、

あることがリアルに感じられるが、 B さんの経験は、“動いているのに、

動い て い る感 覚 が な い”、“ 動 い てい る 感 覚が な い のに 、 動 い てい る ”と

い う、 矛 盾 した こ と が 同時 に 生 じて い た 。 それ 故 、 動い て い る こと を、

動かしながらじっと見ながら確かめていた のだろう。それは、「動くんだ

ね ー」 と い う実 感 が 乏 しい 、 少 し隔 た っ た 表現 に な って い た こ とか らも

わかる。  

また、「感覚がない」「感覚が全くないわけじゃない」（ #6p90）「感覚が

非常に薄い」（ #6p102）という表現の変移を見てみる。 B さんは上記抜粋

#6p90 の「感覚がないのに、こうやって動くんだねー。」という発言まで

は、前節のペーパータオルを取る場面でも見たように、「感覚がない」と

は っき り 述 べて い た 。 だが 、 自 ら動 か し な がら 、 動 いて い る こ とを 目で

見て確認し、それを受けて「感 覚が全くないわけじゃないんだろうねー。」

と二重否定で曖昧にしていた 。さらに、 #6p102 では「感覚が非常に薄い

のに、動くんだね～。」と、感覚がないというゼロの状態から、非常に薄

いというゼロに近いゼロではないところに落ち着く。このことから、「感

覚 がな い 」 とい う の は 、動 い て いる 感 覚 、 キネ ス テ ーゼ が な い こと であ

り 、そ れ に 応答 し た 動 きで は な いと い う 、 動き が 自 らの か ら だ に 帰 属し

てこない感じであると言える。B さんは、感覚がないのに動くことを見て

しまう。いわば、B さんには、動きという文脈において、感覚がないこと

を、ないと確認する術がない。そのため、「感覚がない」とは断定できな

い 様子 が 確 認さ れ た 。 これ は 、 前項 の 触 覚 との 関 係 では 見 ら れ なか った

ことである。  

「 感覚 が な い 」と 言 い なが ら 、 他 方で 灼 熱 感や 重 圧 感 、苦 痛 感 、ビ リ

ビリ感など多様に訴えていた B さんの様子は、医学的な 枠組みに当ては

め ると 、 矛 盾し て い る こと に な るだ ろ う 。 しか し 、 上記 で み て きた よう

に 、同 じ 「 感覚 」 と い う言 葉 で 表現 さ れ て いて も 、 その 文 脈 に より 「感

覚」が含みもつ意味や経験は違っていた。  

 

c.「手 が金 属 に触 れると冷 たいんだよね」―「冷 たい」の発 生  

先行研究では「しびれだけではなく、温度感覚の変化も伴っていた」（登

喜 ら， 2005） と あ り 、 しび れ は し びれ と し てあ り 、 さ らに 別 の もの と し

て温度感覚の変化があるように扱われてい た。確かに B さんだけではな
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く、 A さん C さんにも「手が冷たい」「しびれているから冷たいのを感じ

な い」 と い うよ う な 、 温度 に 関 する 語 り が 頻出 し て いた 。 そ こ には 、ど

のような意味があるのだろうか。B さんが語っていた「冷たさ」に着目し

て見ていきたい。  

 

【抜 粋 12 #7p109：病 室 での会 話 】  

B  「うん、私 なんてね、ここに来 たのが 3 月 の 26 日 、その時 は足 の灼 熱 感 というより、

寒 かったからね。」  

坂 井 「ああ、仰 ってましたね。湯 たんぽ入 れたりしてって。」  

B   「そう、布 団 をかけてもらっているのに、もう一 枚 かけてもらったりとかね。来 たときは、

灼 熱 感 というのはなかったような気 がするよ。麻 痺 と痛 覚 の問 題 、麻 痺 と寒 暖 ?!、

冷 たさ、あたたかさ、私 なんか今 非 常 に感 じるのは、今 夏 なんだけど、（臥 位 の状

態 で両 手 を持 ち上 げてベッドで柵 に触 れるようなジェスチャーをして） 、両 手 が金

属 に触 れると冷 たいんだよね 。みんな柵 は両 方 にはないんだよね。私 は、最 初 個

室 だったから、」  

坂 井 「ああ、その時 のまま、」  

B   「そう、ベッドは一 緒 だから、両 方 に柵 があるのね。そうすると、私 は寝 る時 いつも横

向 きに寝 るんだけど、横 に枕 とタオルを置 いて、こうならないように （柵 と自 分 の間 に

タオルを持 っているようなジェスチャーをして。）してるんだけど、触 れると冷 たいんだよ

ね。（両 手 を持 ち上 げてしげしげと見 ながら、指 を動 かしたりして）冷 たさに非 常 に

弱 い。不 思 議 だよね、麻 痺 しているんだけど、冷 たさにも非 常 に弱 い。 」  

 

 ここでは、冷たさについて主題的に語られていたこと、麻痺との文脈

で語られていたことに着目したい。まず、前者についてである。 Bさんは

「私なんか今非常に感じるのは、今夏なんだけど、両手が金属に 触れる
、、、

と
、
冷たいんだよね。」と、ベッド柵に触れるジェスチャーをしながら 語

っていた。金属に触れると冷たいというのは、誰しも経験していること

であり、当たり前のことのように聞こえる。それが、 Bさんにおいてどの

ように主題化してきたのだろうか。 Bさんは、入院したばかりの晩冬から

初春の時間を示す。それを受けて、「今夏なんだけど、」と晩冬とは文

脈が異なることを前置きし、「触れると冷たい」ことが、季節柄不自然

であることが滲みでてくる。さらに、触る（さわる）という意図的な行

為ではなく、触れる（ふれる）という偶然の軽い接触において発生して

いたこともわかる。そのため、 Bさんはベッド柵にタオルなどを置き、寝

返りなどでも触れないように対策を とっており 、それが避けたくなるよ

うな冷たさであることがわかる。翻って考えると、入院当初の何もしな

くても「寒かった」こと 3 9とは異なり、それは避けることができる類、つ

                                                                 
3 9  # 0 p 5： B「 そ れ で 、××医 大 入 院 し た 時 か ら 、だ か ら 、 3 月 3 日 か ら 、こ こ に き て か ら 1

ヶ 月 く ら い ま で 、 だ か ら 、 4 月 下 旬 く ら い か な 、 足 首 よ り 下 が “ 寒 い ！ ” っ て 、 ××医 大
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まり触れるという 接触において生じていた「冷たさ」であることがわか

る。  

通常であれば、夏に金属に触れると、冷たさと同時に気持ち良さを感

じるものであるが、Bさんにおいては、避けたくなるような冷たさと して、

「冷たさに非常に弱い」という自らの身体が浮かび上がっていた 。その

身体から見ると、これまで何ともなかったものが、ここでは金属が、こ

れまでとは違う意味を帯び、経験されてい たことがわかる。それが、 Bさ

んに冷たさを 主題的に語らせてい たことがわかる。  

以上のことから、しびれと別に温度感覚の変化があるのではないこと

がわかる。むしろ、しびれている手で触れるということが、そこにこれ

までとは違う意味を発生させ、また翻って、そう感じてしまう自らの身

体の意味も変容させてしまうことが明らかになった。  

 

3．「治 るー治 らない」  

患 者に と っ て は、 治 る のか 治 ら な いか と い うこ と は 最 大の 関 心 事だ と

い って も 過 言で は な い 。そ の た め、 治 る の だろ う か 、治 ら な い のだ ろう

か と自 問 自 答し な が ら 、行 き つ 戻り つ し て いる 様 子 があ っ た 。 この 、治

る ―治 ら な いと い う こ とが 、 何 を志 向 し て おり 、 そ れが 何 を 背 景に 現れ

たり、沈んだりしているのかを、 B さんの経験から記述していきたい。  

 B さんの語りに見られた 「治る」ということを、“病気が治る”という

ような医療の視点から見ると 、語りが矛盾しているように見えたり、“障

害 受容 し て いな い ” と いう こ れ まで の 議 論 に回 収 さ れて し ま う 。そ こで

本 項で は 、 医療 の 視 点 から 一 旦 離れ 、 矛 盾 を整 理 す る方 向 で は なく 、 時

間 （発 症 か らの 経 過 や 、退 院 と いう 制 度 的 な区 切 り など ） や 場 所、 他の

症状や ADL との関係から、B さんの文脈に沿って治る―治らないの成り立

ちを見ていく。  

 まず、概観すると、 B さんは初対面の研究依頼時（ #0）の場面で、「治

る んで す か ？」 と 医 師 に尋 ね た こと や 、 一 般論 と し て「 治 ら な いと 言わ

れているけど 」と言い、「今のじゃ、治らないんでしょ？」と私に確認し

病室に戻って行った。ここでの、B さんは治ること、治らないことのどち

らにも与してないことがわかる。そして、＃ 4 では「すぐには治らないか

ら」と言い、 #5 では「この麻痺、しびれは一生続くんだろうね。。。」と一

旦引き受けたようにも見えた 。だが、 #6 では再び「なんか、灼熱感、し

びれはさ、今の医療では治せないんでしょ？」と OT1 に尋ねていた。そ

して、退院直前の #7 では「不安だね。どうなるのか、不安だよね。」と語

っ てい た 。 この よ う に 、常 に 治 るの か 治 ら ない か を 問い 、 揺 れ てい た 様
                                                                                                                                                                                            

で も 、 こ こ で も そ う 言 っ た ら 毛 布 で く る ん だ り 、 湯 た ん ぽ ？ 入 れ て く れ る け ど 、 ガ タ ガ タ

ガ タ ガ タ 震 え て 。 寒 く て 、 で も そ う や っ て も 変 わ ら な い 。 不 思 議 で す ね 。 あ れ が 何 だ っ た

の か 、 わ か ら な い 。」  
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子が伺える。以下で詳細に見ていく。  

 

a.「こういうのは、すぐには治 らないから」  

―良 くなったことを基 盤 にし、治 らないことがあらわれる  

 下記抜粋は B さんが、「すぐには治らない」と 語っていた場面 である。

以下では、「すぐには治らないから」ということが立ち上がってきた流れ

を、ADL の自立と時間に着目して見ていきたい。作業療法の後に B さんの

病室で、私と B さんが二人で話していた場面（ p60-66）の一部である。 B

さ んは 、 薬 の自 己 管 理 がで き て いる こ と を 話し 、 実 際に 薬 包 を 触り なが

ら、薬の内容について言及した流れである。  

 

【抜 粋 13 #4p62-63：病 室 での会 話 】  

薬 包 の端 を両 手 で持 ち胸 の高 さで錠 剤 やカプセルを袋 の上 から触 りながら話 す。  

坂 井 「ああ、筋 肉 を、弛 緩 させる、」  

B  「そうでしょうね。」  

坂 井 「それは、前 の病 院 のときから、飲 んで、」  

B  「そう、だと思 います。前 の、○×病 院 に入 院 していたときに PT も OT もやっていたの

よ。一 日 30 分 、40 分 、そんなになかったかな。」  

坂 井 「短 いですよね、急 性 期 の病 院 は。」  

B  「短 い。それで、最 後 の方 かな、歩 行 器 で 4~5ｍ歩 いたかという程 度 だからね。○

×に居 た頃 は、1 ヶ月 ベッド上 で、変 な話 おむつつけて、食 事 もベッド、全 部 ベッド

上 だよね。」  

坂 井 「ああ、全 部 介 助 で、歯 磨 きとかも（歯 磨 きのジェスチャーをして）」  

B   「歯 磨 きは、あれつけて（自 助 具 ）、やってたけど。それは水 とか持 ってきては全 部

やってもらって。だから、一 切 ベッドから、最 後 に少 し車 椅 子 に座 ったかな。それも、

看 護 師 さんとヘルパーさん、2 人 で、」  

坂 井 「よいしょと、」抱 えるような全 介 助 のジェスチャーをする。  

B  「よいしょってわけじゃないけど、みんなうまいからね。でも二 人 で。だから、ここに来 たと

きも、食 事 も半 分 くらいしか食 べれなかったね。それから思 うと、今 は時 間 はかかる

けど、自 分 でできるから、こういうのはすぐには治 らないから。 」目 線 を床 に落 としな

がら話 す。  

 

まず、会話の中で示されていた 内容と時期を整理してみる 。  

①薬 の自 己 管 理 ができていること：今 できていること  

②ベッド上 生 活 で全 介 助 だったこと：急 性 期 病 院 での ADL 

③今 、自 分 でできるようになったこと  
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そして、これらを受けて「こういうのはすぐには治らないから。」と語

られていた。B さんによる時間の区切りは、「急性期病院にいた頃」「リハ

ビリ病院に来たとき」「今」と整理され、「それから思うと、」と振り返る

ことで、「今は時間はかかるけど、 自分でできる
、、、、、、

から」と、 ADL の自立が

明確になる。そこでは、食事や、排泄、移動など 一つ一つの ADL が、で

き ると い う 視点 で 、 今 と前 を 比 べて 今 の 状 態を 語 る こと が 可 能 にな って

いた。すなわち、急性期病院で寝たきりだった生活が、「今」という時間

にできるようになったという意味を与え、「今」できるようになったこと

が、過去に出来なかった頃という意味を与えている。このように、ADL が

時 間と 共 に 自立 し て い った こ と が、 過 去 や 今の 意 味 を生 じ さ せ てい た。

他方、それにのっていない ものが「こういうの」として 浮かび上がり、「す

ぐには治らないから」という時間を含み込んだ意味が立ち上がって いた。 

この「すぐには」に着目してみる。ここでは、ADL が時間の経過と共に

回復していることが足場になっていた 。ADL においては、できるようにな

っ たと い う 変化 に 支 え られ 、 時 間の 経 過 も 共に 実 感 され て い た 。時 間の

経過に支えられ、できることが増えて行くという変化も確認でき ていた。

他方、「こういうの」には、 ADL のように今と前を比べることも、どうな

っているとも、語るフレームが見当たらない。それが見当たらないため、

それに伴う時間も実感されづらい。それが、「すぐには治らない」という

変化を直ちには感じられないことを示すことになる。  

また、「治らない」とは断言していないことにも注目したい。上記抜粋

の数分後においても B さんは、「しびれだとか、麻痺だとかは、私の場合

は 、す ぐ に は
、 、 、 、

治 ら な い から 、 そ れは こ の 先 、ど の く らい か 、 わ から ない

けど、、」（ #4p65）と語っていた 。「治らない」ということが、「すぐには」

という時間の限定のもとに示されていた 。ここでは B さんにおいて何が

問われていたのか。「治らない」ということ自体というよりも、治るとい

う プロ セ ス 、つ ま り 変 化の 手 ご たえ が 自 身 では 得 ら れに く い こ とを 示し

ていたのではないか。ADL においては、行為が達成できるかどうかで、自

他 とも に 手 ごた え を 得 て、 確 認 し、 共 有 ま です る こ とが で き て いた 。い

わば変化が実感しやすい。他方、「こういうの」とされるしびれや灼熱感

は 、そ の 起 点も 定 ま り づら く 、 プロ セ ス と して た ど りづ ら い 。 以下 の抜

粋 で、 そ の 点を 確 認 し たい 。 症 状に つ い て 「い つ か ら」 と い う 時期 を尋

ねた私に、 B さんが「わからない」と答えた 場面である。  

 

【抜 粋 14 #2p30：病 室 での会 話 】  

坂 井 「私 も、そう言 っときながら、雷 に当 たったことはないですけど、不 快 な感 じなんですね。

それは、いつぐらいから、最 初 から、」  

B  「わからない、それは、わからない（首 を横 にふりながら）。ベッドで寝 っぱなしのときは

なかったと思 いますけど、わからない、いつからっていうのは、わからない。」  
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坂 井 「歩 き始 めたころからですかね？」  

B   「わからない、だから、今 度 、坂 井 さんがお話 し聞 くなら、 もっと前 から、そういう時

（ 寝 た き り ） か ら 観 察 し て 、 す る の が 正 確 だ と 思 い ま す 。 で も 、 そ う い う と き は 、

（研 究 に協 力 するのは）嫌 かな？」  

坂 井 「そうですね、なかなか難 しいですよね。」  

 

【抜 粋 15 #7p109：作 業 療 法 場 面 】  

坂 井 「ああ～、それは、入 院 されたときからですか？」  

B  「うーん。。。（天 井 をみながらしばらく考 えて）今 こういう風 にあなたが来 ていて、冷

静 に、普 通 は、こういうことって些 細 なことだから、あっても、それ感 じたってドクターに

は言 ってもしょうがないし、めんどくさいやって思 って言 わないよね。（坂 井 「はい」）。

だから、入 院 した時 どうでしたって言 われても、わかんないよね。 入 院 した時 はね、

一 番 つらいことでいっぱいだから、それ以 外 のことは忘 れちゃうよね。 私 の場 合 は、こ

こに来 たばかりの頃 は寝 返 りが打 てなくて、夜 になると 1 時 間 ごとに、呼 んで右 向 か

せてほしいとか、へたすると 30 分 ごとに、呼 んでいたわけ。寝 返 りが打 てないことが、

一 番 の重 荷 で、それが頭 を占 めているから、一 番 つらい時 には、それだけで頭 がいっ

ぱいだから。」  

 

 B さんは、自らの症状でありながら「いつからっていうのは、わからな

い。」と言い、さらに「もっと前から、そういう時から 観察して
、、、、

、するの

が正確だと思います。」と、本人に聞くのではなく、外から見て 把握する

ような観察という方法を勧めた 。その理由として、「普通は、こういうこ

とっ て 些 細な こ と だ から、」「 入 院し た 時 はね 、 一 番つ ら い こ とで い っぱ

い だか ら 、 そ れ 以外 の こと は 忘 れ ちゃ う よ ね。」（ #7p109） と 、 入院 時 は

一番つらいことが 前面に出ており 、それ以外のことは些細なこととして 、

気にもならなかった ことを示す。そのため、ADL のように、いつごろはど

う だっ た の かと い う 起 点を も と に語 る こ と が難 し い こと が わ か る。 時間

は 、推 移 す るこ と に よ って 実 感 され る が 、 起点 が 定 めづ ら い と いう こと

は 、始 ま り の時 点 か ら 既に 、 症 状の 変 化 や 、そ の 手 ごた え が あ ると もな

いとも言いづらい状態であった ことがわかる。  

このような状態に あることが、B さんをして「治らないんでしょ？」「治

る んで す か ？」 と 、 他 者に 尋 ね るこ と に な って い た ので は な い か。 次項

で詳細に見ていく。  

 

b.「治 るんですか？」―他 者 に確 認 することを要 求 する  

 B さんは、医師、 OT、そして私と、 B さんに関わる医療専門職者に治る

のか尋ねていた。尋ねる相手は、例えば主治医やプライマリーなど B さ

ん に深 く か かわ っ て い る人 た ち であ り 、 誰 にで も 尋 ねて い た わ けで はな
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かった。いつ、誰に尋ね、何がその時 B さんに問いを発することをさせ

ていたのか。そして、問うことは、B さんに何をもたらしていた のか。下

記は、既に抜粋 1 として示したものと一部重複しているが、上記の点か

ら見ていきたい。  

 

【抜 粋 16 #0p2-3：研 究 依 頼 時 】  

B  「あのね、3 つ言 われてるの。麻 痺 と、灼 熱 感 と、しびれと。それで、ドクターが言 うに

は、この灼 熱 感 は、治 るんですかと聞 いたら、ドクターは、年 単 位 で付 き合 っていく

ものだと、こういうわけ。ドクターがそういうってことは、あまり勘 のいいほうじゃないけど、

それは、治 らないっていうことだろうと（ジーっと私 の目 を見 つめる）。」  

坂 井 「なるほど。」と、肯 定 も否 定 もせずに見 つめ返 す。  

B  「私 もね、あと何 年 、生 きるかわからないけど、今 70 ですけど、5 年 か、10 年 か、そ

の間 、ずっとこれがね、あると思 うと、、、そこに、チームマネージャーから、しびれの研

究 をしている人 がいると、お話 があったから、それだったら、ぜひお話 を聞 いてみたいと、

治 らないと言 われているけど、ネットでみると、色 々書 いてあるから、そのあたりも、」  

坂 井 「ああ、なるほど。」ちょっと B さんの思 い込 みが違 う方 向 を向 いているなと思 いながら

も、話 し続 ける B さんの語 りに耳 を傾 ける。  

B  「ここの、先 生 は、リハビリ専 門 医 でしょ？」小 声 になる。  

坂 井 「そうですね。ベースのところは同 じですけど、専 門 性 と言 う点 では、リハビリ専 門 医 で

すね。」  

B  「だから、そういうこと聞 いても、だめね。私 の場 合 は、整 形 だから。ここは、治 療 する

ところじゃなくて、リハビリのところだから。」とちらっとカウンター方 面 をみて小 声 でいう。

周 囲 を憚 っている様 子 がわかる。  

 

 まず は 、 主治 医 か ら 「麻 痺 と 、灼 熱 感 と 、し び れ と」 が 言 わ れた 時点

で、 B さんは「治るんですか？」と見通しを尋ねていた。そこでは、「年

単 位で 付 き 合っ て い く もの だ 」 と、 治 る ― 治ら な い とは 位 相 を 異に する

見通しが示され、そのずれ から「治らないっていうことだろうと」B さん

は理解した。そこへ、しびれの研究をしている人である私が現れ、「治ら

な いと 言 わ れて い る け ど
、 、

」 と 、 イン タ ー ネ ット で は そう で は な い情 報も

あ るこ と が 示さ れ 、 治 らな い と いう 理 解 が 一旦 保 留 にさ れ る 。 さら に、

医 師の 専 門 分野 に 言 及 し、 治 ら ない と い う こと に 再 考の 余 地 が ある こと

が付加される。だが、B さんは保留にされていた、治らないという問いに

戻っていく。  

 

【抜 粋 17 #0p7：研 究 依 頼 時 ―承 諾 した B さんが病 室 に戻 ろうとした場 面 】  

B さんは車 椅 子 を操 作 して廊 下 に向 いて進 みだそうとしたときに振 り返 って、  

B  「こういうのは、今 のじゃ（医 療 ）、治 らないんでしょ？」  

と、最 初 と同 じ質 問 をする。  
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坂 井 「（B さんの目 をじっとみて）そうですね。今 のところは、難 しいと言 われています。」  

B   「そうですか、じゃあ、研 究 を頑 張 ってください。」と言 い、さーっと廊 下 のほうに行 って

しまう。  

 

 この #0（ p1-8）の 40 分間のやりとりの中でも、 B さんは「治らないっ

て いう こ と だろ う 」 と 「治 ら な いと 言 わ れ てい る け ど」 と の 間 で 、 行っ

た り来 た り して い た こ とが わ か る 。 そ し て 、最 後 に 確認 す る よ うに 「治

らないんでしょ？」と尋ねていた 。治せないではなく、「治らない」とい

う問いのスタイルから、主治医やセラピストが B さんの症状を治せるか

ど うか で は なく 、 こ こ では 、 一 般論 と し て 治る も の なの か 、 治 らな いも

の なのか、疾患や症 状そのものの特性を 、 #0 時点では部外者 4 0である私

に問うていた ことがわかる。他方で、「治せない」という問いが発せられ

る場面も見られた。  

 

【抜 粋 18 #6p101：作 業 療 法 場 面 ―退 院 間 近 の頃 】  

B「なんか、灼 熱 感 、しびれはさ、今 の医 療 では治 せないんでしょ？」と OT1 に向 かって

問 いかける。OT1 もうーんと渋 い感 じで頷 く。  

B「そうだったらさ、解 決 にはならなくても、その手 前 にでもなれば成 功 だよね。」  

 

【抜 粋 19 #６p102-103：作 業 療 法 場 面 ―退 院 間 近 の頃 、上 記 抜 粋 続 き】  

OT1 は正 面 からテーブルに身 を乗 り出 すようにしながら、B さんの右 手 をじっと見 ている

そして、この訓 練 は B さんのつまむ力 をつけるために行 っているもので、最 初 は指 の腹 でサ

イコロを押 さえることができず、指 の側 面 で押 さえてうごかしていたが、それは、指 をまっすぐ

する力 が弱 いとだんだん指 がまがってきて、側 面 で転 がすようになってしまうので、そこを意

識 して指 の腹 で押 さえられるようになることを狙 っていると説 明 してくれる。そして、つまむ力

もだいぶ上 がってきて、上 肢 の力 を測 定 するテストでも最 初 は 30 点 台 だったのが、今 は

80 点 台 までに回 復 してきているという。  

B   「でも、あれだよな、今 は灼 熱 感 とか、感 覚 とかそういうのは治 せないんだ もんな

（正 面 に居 る OT1 に向 かって）。それで、麻 痺 とかはこういう訓 練 で少 しは良 く

することができるんだろ？」  

OT1「そうですね。」  

 

 「治 せ な い」 と い う 、問 い が 立ち 上 が っ てい る こ とに 着 目 し たい 。こ

こでは、プライマリーである OT1 に対し、作業療法の訓練中に問いを発

していた。 B さんは OT1 を「リハビリおたく」（ #6p100）と形容し、よく

勉強していることにも信頼を寄せていた 4 1。その OT1 が、機能評価の数値

                                                                 
4 0  # 1 p 2 0：理 学 療 法 場 面 に 同 行 し て い る 私 に 対 し て 、B さ ん が P T 2 と お 給 料 な ど の 話 を し 、

「 そ う い え ば 人 が い る け ど 、 部 外 者 だ か ら い い ん じ ゃ な い か 」 と 言 う 。  
4 1  O T 1 が 研 修 な ど で 不 在 の と き に 、他 の セ ラ ピ ス ト と の 雑 談 の な か で 、O T 1 が 自 費 で 様 々

な 研 修 に 参 加 し 良 く 勉 強 し て い る こ と を 、 茶 化 し な が ら も 褒 め て い る 場 面 が 多 々 あ っ た 。  
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が改善したと言ったタイミングで、「でも、あれだよな、今は灼熱感とか、

感覚 と か そう い う の は治 せ な いん だ も ん な。」 と 、 反論 す る よう に 述 べ、

さらに麻痺は訓練で良くすることができると付言する。つまり、「治せな

い」ということが B さんにおいて問われたのは、2 つのことが重なっての

ことである。まず、訓練で麻痺が改善したこと である。次に、OT1 がセラ

ピストとして担当していた ことである。一方に ADL の自立、麻痺の改善

と いう 、 自 他と も に わ かる 変 化 、手 ご た え があ る 。 だか ら こ そ 、翻 って

そうではないものが、際立ってしまう。また、OT1 に向かって、問うてい

るのは、治せないことを責めているとい うよりは、OT1 の知識と照らして、

治 せな い こ とを 信 頼 で きる 人 に 確認 し て い た と 言 え る。 つ ま り 、 麻 痺に

ついての改善が示されることが、B さんに治らない、治せないことを確認

さ せて い る と言 え る 。 それ に は 背後 に 、 退 院と い う 制度 的 な 時 間が 迫っ

ていたことも働いていた。  

 

【抜 粋 20 #5p72：作 業 療 法 場 面 】  

B  「ちょうど昨 日 で 4 ヶ月 、入 院 して 4 ヶ月 で、△△さん（B さんの苗 字 ） 4 2の頚 損

だと 4 ヶ月 が入 院 のマックスなのね、そうすると月 が変 わったら、すぐに退 院 だろうね。

そして、すぐにまた誰 か入 ってきて、出 て行 ってだもんね。今 、私 がはいったときにいた

人 ってもうほとんどいないんじゃない？○○さんくらいかな？」  

OT2 「うーん、そうですかね。でも、ここに来 なかったら○○さんとか○×さん （同 じ病 棟 の

男 性 患 者 ）にも会 えなかったから。」  

B  「そうだね。」と気 持 ちの入 っていない返 事 。  

B  「この麻 痺 、しびれは一 生 続 くんだろうね。。。」と、  

OT2 と私 の方 をみながら、確 認 するようにつぶやく。  

OT2「そうですね。」  

坂 井 「うーん、そうですよね。」  

 

 #5 は B さん退院の約 2 週間前になる。 B さんは、「 B さんの頚損だと 4

ヶ月が入院のマックス」という、先取りしていた「 4 ヶ月」の意味を示し、

そ こに 追 い つい て し ま った こ と を示 す 。 そ れは 、 退 院と い う 制 度的 な時

間 でも あ り 、次 は 自 分 が押 し 出 され て い く 地点 に 立 った こ と が 、こ こで

は先取りされていた 。それを軸にし、「この麻痺、しびれは一生続くんだ

ろうね。。。」という、いつまでとは言えない「一生」という時間において

麻痺、しびれが続くことが先取りされる。  

 ここで、先の議論に戻ると、「治らない」「治せない」ことを、 #6 にお

いて確認するかのように尋ねていた B さんの意味がわかる。すなわち、

一 生続 く と いう 時 間 の 経過 を 見 据 え た と き に、 そ れ がど の よ う な状 態で

                                                                 
4 2  こ こ で は 、 B さ ん が 、自 分 の こ と を「 △ △ さ ん 」と 自 分 の 苗 字 で 話 し て い る 。こ の よ う

な こ と が 、 時 々 見 ら れ た 。  
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続くのかを問うことを促していた と言える。治るのかどうか自問しつつ、

揺れ続けてきた B さんが、何らかの見通しを確認しようとしていた とも

言える。これまで見てきたように、B さんの「治るんですか？」という問

いに、誰も直接的には答えてはいな かった。B さんは、自分自身で判断す

る 手が か り がみ つ か ら ず、 医 療 職に 尋 ね る 。だ が 聞 いて も 、 だ れも 答え

る こと が で きな い 。 治 ると も 、 治ら な い と も判 断 で きる 術 が 、 自分 にも

他者にも明確にないままの状態となっていた 。  

 

c.「こうなったら治 るとか、もうすぐこうなるとか、あるといいのにね」  

―見 通 しが志 向 される  

 ADL 面での改善を実感する一方で、しびれや灼熱感については判断の手

がかりが見つからない状態であった。その中で、B さんは「治る」という

ことに時間を絡めた発言を した。下記は、作業療法で B さんが右肩周辺

の 揉み 解 し を受 け て い る中 、 足 元に い る 私 を 枕 元 に 呼ん だ 場 面 から であ

る。  

 

【抜 粋 21 #5p71：作 業 療 法 場 面 】  

B  「坂 井 さん、こっちにきて。」と自 分 の頭 側 を指 しながら、私 のことを呼 ぶ。びっくりして

頭 の方 に歩 いていくと、OT2 が椅 子 を持 ってきて座 ってくださいといってくれるが、訓

練 でいつも椅 子 がいっぱいになっているのでとお伝 えすると、あの低 い椅 子 だったらつ

かわないのでいいですよと、以 前 も別 の時 にすわった妙 に座 面 が低 い椅 子 を指 して

話 す。私 は OT 作 業 テーブルにある、そのしっかりとしている低 い椅 子 をもってきて、B

さんの頭 側 、右 横 にちょこんと座 る。ちょうど B さんの右 腕 のほぐしをしている OT2 の

横 あたりに位 置 する感 じになる。3 人 がぎゅっと密 集 しているような感 じだ。  

B  「あのね、麻 痺 だとか、しびれとか、何 とか、患 者 にとって、ならないかね。」と話 す。

ちょっと質 問 の意 図 がわからず、うーんと考 えながら黙 っていると、  

OT2「目 安 になるような？」  

B  「そう、なんかね、こうなったら治 るとか、もうすぐこうなるとか、あるといいのにね。」  

坂 井 「うーん、そうですね。」  

 

B さんはここでも、「麻痺だとか、しびれとか、何とか、」と整理されな

いま ま の 区別 を 羅 列 し、「 患 者 にと っ て 、な ら な いか ね。」 と途 切 れ なが

ら示す。 OT2 の助け舟で、 B さんは別様に語り、その意図を「 こうなった
、、、、、

ら
、
治るとか、もうすぐこうなる

、 、、、、、、、
とか、あるといいのにね。」と着地させた。

ここでは、これまでとは異なる問いが発せられていた 。「治る」というこ

とについて、こうやったら治るという治療法ではなく、「こ うなったら治

る」「もうすぐこうなる」という見通しが志向されていた 。前項までで見
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たように、B さんにとっては起点がいつであるともわからないまま、症状

が 進ん で い ると も 、 回 復が 止 ま った と も 、 何と も 判 断が つ か な い今 が続

い てい た 。 その 中 に あ って 、 志 向さ れ て い た の は 、 変化 の 兆 し であ り、

見通しがつく ことである。いわば、起点が定まることによる、「麻痺だと

か、しびれとか、何とか、」と名指されたもの が、動き出すことであると

言える。  

 

d.「不 安 だね。どうなるのか、不 安 だよね。」―変 化 と、不 安  

退院という時を前に、B さんは変化について自ら語り出す。変化がどの

よ うな 文 脈 で立 ち 上 が って く る のか 、 変 化 が意 味 す ると こ ろ に 着目 して

見ていきたい 。  

 

【抜 粋 22 #7p107-108：理 学 療 法 場 面 ―退 院 前 日 】  

PT5「明 日 は、何 時 に？」と、退 院 時 間 を尋 ねる。  

B  「8 時 50 分 から 9 時 50 分 までリハビリがあるから、10 時 でしょう。」  

私 は B さんの足 元 の通 路 側 で待 機 していると、  

B  「あのね、坂 井 さん、」（顔 だけ枕 から上 げて足 元 をみながら）  

坂 井 「はい」（といいながら、頭 の方 に移 動 する）  

B  「私 の、この病 気 というのは、、2 月 から発 症 して、急 に悪 くなったじゃない（足 元 の

ストレッチをうけながら、天 井 をみながら話 す B さん。目 を覗 き込 むと、うるんでいると

いうか、涙 目 というか、そんなに露 骨 な涙 目 じゃないけど、なんだがそんな泣 きそうな

感 じの目 の雰 囲 気 ）。（坂 井 「はい」）。2 月 と言 えば、冬 で、3 月 、ここにきて、

春 、夏 、初 夏 に来 ていると。（坂 井 「はい」）。それで、これから、、、うーん、なんて

いうか、（坂 井 「はい」）、どういう変 化 があるか、（坂 井 「はい」）、、、うーん、す

ごく興 味 があるね（言 葉 を慎 重 に選 ぶように）」  

坂 井 「はい。」メモをとりながら、B さんの枕 元 右 隣 にしゃがみこんで B さんと同 じくらいか低

いくらいの目 線 で B さんを真 横 からみながら聞 く。  

B  「わたしのこの灼 熱 感 ⁈、内 的 要 因 と、外 的 要 因 があるって、話 しましたよね、」  

坂 井 「ええ、仰 ってましたね。」  

B  「あれと同 じでね、今 日 はね、何 にもしないのにベッドの上 で、灼 熱 感 ⁈、足 にそうい

うのがあって、だから、台 風 が来 る前 で、そういうのもあるんじゃないかと。」  

坂 井 「ああ～。」  

B   「ただね、こんなのはほんの些 少 なもので（臥 位 のまま右 手 を挙 げて、親 指 と人 差

し指 をつけて少 ないというジェスチャーをしながら）、普 段 はそんなこと気 にもしないか

もしれないけど、今 ね、あなたが、そういうのに興 味 があるという人 がいるから、また、こ

れも、私 と同 じ人 がいたときに、これから、質 問 するのに、質 問 って、前 にこんな話 を

している人 がいましたよって、なんかそういう役 に立 てばと思 ってね。」  

坂 井 「はい。」  
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天 井 をじっと見 つめる B さん。目 はやはりうるんでいるような感 じに見 える。口 元 から言 葉

がまだ出 てくる感 じがして、じっとしていると、  

B   「あのね、夏 が、これから、秋 になり、冬 になり、この変 化 に興 味 があるって言 ったけ

ど、興 味 があるっていうか、不 安 だね。どうなるのか、不 安 だよね 。」じっと天 井 を

見 ている B さん。  

 

 この場面では、翌日の退院時間を PT5 に尋ねられ答えたあとに、足元に

い た私 を 呼 び語 り が 始 まっ て い た 。 前 述 で も見 た よ うに 、 こ こ でも 退院

という区切りが働いていた。そして、ここでは、「私の、この病気という

のは、」と切り出し、今までの距離をとった表現ではなく、 B さん自身の

ものとして引き受けられていることを示し展開していく。  

 注目 し た いの は 、 前 半 と 後 半 にみ ら れ る 季節 の 移 ろい を 示 し なが ら、

変化について語っていた点である。B さんは両方とも、「ここにきて、春、

夏、 初 夏 に来 て い る と、」「 夏 が 、こ れ か ら、 秋 に なり 、 冬 に なり 」 など

具 体的 な 季 節を 語 り 、 それ ら を クロ ノ ロ ジ カル に 変 化す る も の とし て示

す。 一 方、「 そ こで 、こ れ から、、、 うー ん、 な んて い うか、」と そ れと は

違う位相にあることを語ろうとし、言い淀み、「どういう変化があるか、、、、

うー ん 、 すご く 興 味 があ る ね。」と 「 変 化」 と い うと こ ろ に たど り 着 く。

つ まり 、 季 節が そ れ と して 暦 通 りに 進 み 変 化し て い く一 方 で 、 その 中に

ありながら、そうではないものとも B さんは共にあることが示される。  

 ま た 、 ここ で は 、 変化 の 有 無で は な く 、「ど う い う変 化 が ある か 」 と、

変 化が あ る こと が 既 に 前提 と な って い た こ とが 伺 え る。 そ し て 、季 節と

いう 幅 の ある 時 間 と 対比 さ せ るよ う に、「今 日 は ね、」 と 台 風の せ い なの

か 、何 も し ない の に 灼 熱感 が あ ると 、 い つ もは な い こと が 起 き てい る今

日 を、 変 化 とい う 文 脈 で語 る 。 そこ で 語 ら れて い た のは 、 望 ま しく ない

変 化で あ り 、そ れ が 「 今日 」 と いう ス パ ン でも 起 き てい る こ と に意 味が

込 めら れ て いた 。 す な わち 、 変 化に は 、 望 まし い 変 化と そ う で はな い変

化の両側面が含まれている。それが、「この変化に興味があるって言った

けど 、 興 味が あ る っ てい う か 、不 安 だ ね 。ど う な るの か 、 不 安だ よ ね。」

と 、後 半 で 問い 直 さ れ てい た 。 変化 が 両 側 面に 開 か れて い る ゆ えに 、そ

れは常に不安と背中合わせであり 、その不安は「どうなる
、、

のか」という、

推移に向けての、先の時間を見通したときに発生 していた ことがわかる 。 
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Ⅲ．C さんの経 験  

A.  C さんの経 過  

C さんについて、発症の経緯や治療経過を含めて紹介 する。 C さんは、

50 代男性で、妻と娘の 3 人暮らしである。α月 8 日、起床時には特に変

わ りは な か った が 、 昼 前に な っ ても 姿 が 見 えな い こ とか ら 、 妻 が様 子を

見に行くと反応が なく、救急車を要請。脳幹部出血の診断にて、1 ヶ月急

性期病院にて保存的加療をうけた。翌月、X リハビリ病院（研究協力施設）

に 転院 と な った 。 入 院 時の 診 断 は、 左 不 全 麻痺 、 構 音障 害 、 複 視、 右上

下肢失調であった。リハビリは理学療法を中心に 1 日 9 単位（ PT：4、OT：

3、 ST： 2） 実施 さ れ 、そ の 間 に自 主 ト レ 課題 と し て、 歩 行 訓 練や 利 き手

交換として書字の練習、音読なども 組み込まれていた 。日常生活動作は、

歩 行器 や 自 助具 を 用 い ほぼ 自 立 して お り 、 入浴 は 見 守り 一 部 介 助で あっ

た。  

C さんは約 4 ヶ月の入院リハビリを終え、自宅退院となった。退院後は、

週に 2 回（ 2 単位 /回）訪問リハビリを受けながら、洗髪サービスなど福

祉サービスを利用しながら生活していた 。1 年経過した現在の状況として

は 、室 内 歩 行は 手 す り を活 用 し 伝い 歩 き で 、外 出 時 や夜 間 の み 歩行 器 を

使 用、 外 来 受診 な ど 人 が多 い と ころ で は 車 椅子 を 使 用し て い た 。右 上下

肢 の運 動 失 調は 改 善 傾 向に あ る 。入 院 時 に みら れ た よう な 、 突 発的 な手

足 の動 き は 軽減 し た も のの 、 右 手で の 書 字 は困 難 な まま で あ っ た 。 生活

背景としては、C さんが倒れる約 1 か月前に、脳卒中で X リハビリ病院に

入 院し て い た 妻 が 自 宅 退院 と な って い た 。 妻は 右 麻 痺と し び れ があ り、

自 宅内 で は 杖歩 行 、 外 では 車 椅 子 を 使 用 し 、料 理 ・ 洗濯 な ど 家 事を 実施

していた。  

 

表 4 C さんの経 過 と調 査 実 態  表 の説 明 については表 2 に同 じ 

 

201×年 α月 α＋1　月 α＋2　月 α＋3　月 α＋4　月 α＋5　月 α＋6　月 α＋7　月 α＋8　月

春

14日研究承諾

8日発症
7日リハ病院に

転院
16日 自宅退院

IV 26日1回目 1日2回目 20日3回目 15日4回目

ＦＷ

#0-4（p1-100） #5-9  （p101-

205）

#10-13（p206-

290）

#14-17（p291-

353）

#18（p354-

365）

#19(p366-367)

経過

自宅で倒

れ、救急搬

送。

自宅退院に向けて、

壁などを伝っていく

「伝い歩き」の訓練

が始まる。

ADL

歩行器を使用下で、病

棟内フリー。入浴や食事

などは見守り。

初夏 夏　 秋 冬



128 

 

B.結 果 記 述  

以下では、C さんの結果記述を、『しびれているからだ』『しびれている

身体 の 現 れと 生 活 世 界の 変 容』『「変 わ ん ない 」 の 成り 立 ち 』 とい う 構成

で示していく。この構成は、A さん同様、回復期という方向性をもった時

間において、 C さんが経験したいたことを分析する中で導き出された。 C

さ んも 、 か らだ を ど の よう に 感 じて い る か 、そ れ が 訓練 を 通 し てど のよ

う に変 わ っ たり 、 変 わ らな か っ たり す る の か を 主 題 的に 語 っ て いた 。そ

れら を、『 しび れ て いる か ら だ』『 し び れて い る 身体 の 現 れ と生 活 世 界の

変容 』 と して 記 述 し た。『「 変 わ んな い 」 の成 り 立 ち』 で は 、 変わ ら ない

と いう 意 味 が、 症 状 固 定の よ う に外 か ら 言 い渡 さ れ る よ う な も ので はな

く 、患 者 の なか で ど の よう に 現 れる の か 、 そし て 「 変わ ん な い 」の 意味

を記述した。  

 

  C さんの FN 記載時のルール；  

→「。。。」：何か言おうとするが、言葉が続かない、途切れた箇所。  

→「づめだい」： B さんには当初、構音障害が強くあった。そのため、

「つめたい」と聞こえたところは「冷たい」と漢字に変換しているが、

FW 前半では「づめだい」のように、漢字に変換しづらい状況が多々あ

った。これも、 B さんの症状の一つであり、特徴でもあるので、その

箇所は漢字変換していない。  

→句読点：同上の理由で、句読点が不自然な箇所に入っている会話も

ある。  

 

１．しびれているからだそのものの感 じ方 、表 現 のされ方  

a.「こっち、半 分 、冷 たいし、しびれてる」ーからだに「こっち」ができる   

（1）「こっち」  

C さんの語り には何度も繰り返される表現や、ジェスチャーがあり、そ

れらは特定の場面に多く見受けられた。その一つが、「こっち半分 」と言

い なが ら 、 から だ の 中 央を 縦 に 切る よ う に 手を 動 か すも の で あ った 。こ

の C さんの経験に接近する入り口となる「こっち」が意味するところを、

そのジェスチャーと併せて紐解いていきたい。以下は、初回の FW で、私

が 朝病 室 に 行っ た 場 面 であ る 。 カー テ ン 越 しに 声 を かけ る と 、 ちょ っと

眠そうな声で返事があり、それに応じての私の声掛けからの流れになる。 

 

【抜 粋 1 #1p5：初 回 FW－朝 の病 室 での会 話 場 面 】  

坂 井 「C さん、夜 は眠 れましたか？」  
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C  「痛 み止 めで、眠 れて、ます。」C さんはまっすぐ前 を向 いて話 す。  

そして、左 手 を顔 の前 あたりまで持 ち上 げ、じっと見 つめながら  

C  「しびれが、（右 手 で体 の中 央 を頭 から縦 に切 るように手 を動 かしながら）左 は、

づめたい、づめたい。こっちは（左 上 下 肢 を触 りながら）他 人 、みたい。」  

坂 井 「ああ、冷 たい。」と言 いながら C さんの左 手 の甲 に自 分 の手 をかぶせるように触 る。

C さんの手 は、冷 えている感 じはなく、私 の手 の温 度 よりも少 し低 いくらいの感 じだった。

見 た目 もそうだが、触 れても浮 腫 んでいる感 じはない。“ふつう”の手 だ。今 度 は手 のひら

を合 わせるように、握 手 するような形 でぎゅっと C さんの手 を握 ってみる。暖 かくも冷 たくも

なく、“ふつう”の手 だ。  

坂 井 「触 っているのは、わかりますか？」  

C  「（頷 きながら）わがります。」  

左 右 差 が気 になり、今 度 は右 手 の甲 、手 のひらに触 れてみる。左 手 に触 ったときと大 き

な温 度 差 の違 いは感 じられない。  

坂 井 「左 が、冷 たい。」復 唱 するようにつぶやく。  

C  「うん。」と頷 く C さん。  

坂 井 「しびれは、足 もなんでしたっけ？」  

C   「こっち、半 分 （体 を縦 に切 るようなジェスチャーをしながら）、づめだいし、しびれ

ている。」  

坂 井 「ああ～、足 と手 と、どっちがひどいとかありますか？」  

C  「ん”～、関 節 が、ひどい。まさか、自 分 が 4 3、なると、思 わな、かった。」  

ちょっと伏 し目 がちにつぶやく。  

 

 上記抜粋からは、次の 3 点が確認できる。  

a.  「こっち」ができること  

b.  その「こっち」が、「他 人 みたい」であり、「つめたい」・「しびれてる」状 態 であること  

c .  他 者 の感 覚 とのギャップが生 じていること（点 線 部 分 ）  

 

 本節では a.「こっち」ができることについて見ていく。 C さんが、「こ

っち」を語るときには、（右手で体の中央を頭から縦に切るように 手を動

かしながら ）（体を縦に切るようなジェスチャーをしながら ）のように印

象 的な ジ ェ スチ ャ ー を 伴っ て い た。 し び れ てい る な ど、 症 状 が ある 範囲

を示しているようにも思われる。だが、（ 左上下肢を 触りながら）のよう

に 、そ の 部 分に 何 か あ るこ と を 示す 場 合 に は、 触 っ たり 、 さ す った りし

て いた 。 体 を縦 半 分 に 切る よ う な、 こ の 動 きに 着 目 して み る と 、ど こか

ら どこ ま で とい う よ う な明 確 な 範囲 で は な く、 そ こ に境 が 生 じ てい るこ

とが示されていた と言える。そして、その境から左半分が、「こっち」と

名指されていた。  

 次に、「こっち」の意味するところを検討していく。上記抜粋 1 では、

                                                                 
4 3  同 じ く 数 か 月 前 に 脳 卒 中 で 倒 れ た 妻 の こ と を 念 頭 に 置 い た 発 言 だ と 思 わ れ る 。  
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「 冷た い 」 や「 し び れ てる 」 に 接続 さ れ 、 体表 の こ と に 焦 点 が 当た って

いるようにも見える。だが、それだけではない。#5 の言語療法の時に、C

さんは行事食で提供されたおかゆについて、「この前、おかゆが出たとき

はつらかった。あれは温度が、３つあるでしょ 。それが、食べにくい。（の

ど元を左手で触りながら）あっついの、こっちに入ると冷たくなるから、

喉に入ると、むせこむ。」（ FN#5p109）と語っていた。 C さんは、「こっち

に入る
、、

」という空間への出入りを示し、「こっち」によっておかゆの温度

が 3 つになると言う。おかゆの温度が、お椀から掬って口に入れた時の

おかゆと、口の中で「こっち」（左）に入り冷たくなるおかゆと、その反

対 の右 に あ るお か ゆ で ある 。 口 に入 っ て か ら、 飲 み 込む ま で の 過程 のな

かで、3 つの温度があるように C さんには感じられ、それ が「喉に入ると」、

む せこ む と いう 食 べ に くさ に つ なが る と 語 って い た 。医 学 的 に は嚥 下障

害という、飲み込み自体の問題とされるものが、C さんにおいては「こっ

ち 」に 入 る こと と 、 そ こで 生 じ る複 数 の 温 度の 関 連 で捉 え ら れ てい た 。

このおかゆのエピソードから、「こっち」は、体表だけではないことが わ

かる。ここに、C さんが毎回、からだを縦に切るようなジェスチャーと共

に「こっち」を示す意味がわかる。つまり、「こっち、半分」が示してい

た のは 、 中 や外 を 分 け たよ う な 部分 と し て 示せ る よ うな 経 験 で はな く、

区切られた全てをふくむ「こっち」だと言える。さらに、「こっち」にお

い ては 、 範 囲が 明 確 に 示し づ ら いこ と も わ かる 。 先 取り に は な るが 、 後

に見 る よ うな 「 他 人 みた い 」 と言 わ れ る 「こ っ ち 」に お い て は、“ こ こ”

と定めることが難しい。ゆえに、起点と終点がはっきりしているような、

ここからここまでという範囲としては経験されていないことがわかる。  

  

（2）「こっち、半 分 、冷 たいし、しびれてる」  

  C さんのからだを縦半分に区 切るような「こっち」では、何が起きて

いたのか。その一つが、上記抜粋で示した [b] にあたる。 C さんは、「こ

っち 」 が、「 他 人み たい 」 であ り、「つ めた い」・「し び れて る」 状 態で あ

る と語 っ て いた 。 状 態 を羅 列 す るよ う な 示 し方 に は 、 関 係 を は っき りと

示しづらい、C さんの経験のされ方が見て取れる。以下に、それぞれを詳

細にみていきながら、検討していく。  

 

（a）「変 わんないでしょ、でも、冷 たい」―他 者 と共 有 しづらい「冷 たい」  

「 冷た い 」 と いう と 、 手足 の 冷 え のよ う な 温度 感 覚 の 問題 の よ うに 一

見聞こえる。 既に述べた B さんにおいても、温度感覚の異常としてより

も、むしろ、或る接触において生じる冷たさが問われていた。C さんの経

験からは、次の 2 点のことが見えてきた 。ひとつは、「冷たい」がしびれ

と分けがたく経験されていた ことである。もう一つは、「冷たい」が温度

とは違う文脈で用いられていた ことである。C さんは「冷たい」とは言っ
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ているが、「冷える」という、温度が下がっていく 過程や、それを体感し

ている語を用いてはいない。すなわち、 C さんが「冷たい」としているの

は、温度だけには回収しきれないものを、様々に含んでいたと言える 。  

まず、温度を入り 口にしてみていく。抜粋 1 で確認した、他者とのギ

ャ ップ と い う側 面 に 着 目し て い く。 重 複 に なる が 、 再度 抜 粋 １ の点 線部

分を示したい。  

 

【再 掲 ：抜 粋 1 #1p5】  

C  「しびれが、（右 手 で体 の中 央 を頭 から縦 に切 るように手 を動 かしながら）左 は、づ

めたい、づめたい。こっちは（左 上 下 肢 をさわりながら）他 人 、みたい。」  

坂 井 「ああ、冷 たい。」と言 いながら C さんの左 手 の甲 に自 分 の手 をかぶせるようにさわる。

C さんの手 は、冷 えている感 じはなく、私 の手 の温 度 よりも少 し低 いくらいの感 じだった。

見 た目 もそうだが、触 れても浮 腫 んでいる感 じはない。“ふつう”の手 だ。今 度 は手 のひら

を合 わせるように、握 手 するような形 でぎゅっと C さんの手 を握 ってみる。暖 かくも冷 たくも

なく、“ふつう”の手 だ。  

 

 C さんはまず、「しびれが」と言い、「づめたい（冷たい）」を 2 回繰り

返した。それに促され、私は C さんの左手に触れていた 。だが、触れた

私の手には、 C さんの「づめたい（冷たい）」が伝わってきておらず、“ふ

つう”の手として現れていた 。触れて確かめられるはずの「冷たい」は、

触れ た 私 によ っ て 確 かめ ら れ ず、「 左 が 、冷 た い。」と 確 認 する よ うに C

さんに返される。それを受けて、C さんは、足のしびれについて問われる

と、「づめたいし、しびれてる」と、しびれているだけではなく、冷たい

ことを再度示しながら応答 した。「づめたいし」とまず言及 されたことか

ら、C さんには、触れられることにより、自身にまず現れてくる「冷たい」

が、他者との間で共有しづらいことを 経験していたと言える 。以下は、 3

日後の #2 において、同じく「冷たい」がまず語られた場面である。  

 

【抜 粋 2 #2p25：病 室 での会 話 場 面 ―朝 の挨 拶 】  

坂 井 「調 子 は、どうですか？」  

C  「変 わんない。」と即 答 。  

そして、左 手 を胸 の高 さあたりまで挙 げ、手 を見 ながら、手 首 をくるくる返 して  

C  「冷 たい。」、  

右 手 で左 手 首 をリストバンドのように締 め、その状 態 で手 首 をくるくる返 しながら、  

C  「冷 たい。」右 手 を放 し、左 手 を膝 のあたりにそっと乗 せ、じっと見 つめる C さん。C さ

んの左 手 は血 色 もよく、右 手 と比 べても手 の色 味 が変 わらない。私 は腿 にある C さんの

左 手 に、自 分 の手 を重 ねるように乗 せてみる。私 の温 度 と差 がないように感 じる。 触 るこ

とでしびれが強 くなるのか尋 ねたく、  

坂 井 「こうやって、触 ると、」  
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C  「変 わんないでしょ！」と、質 問 が終 わらないうちに C さんが話 し出 す。  

C  「でも、冷 たい。」  

私 は C さんの右 手 に手 を伸 ばし、触 ろうとすると、C さんは、両 手 を膝 の上 におきそろえて

くれる。左 手 から触 って、同 じ手 で右 手 を触 る。私 の手 で感 じる温 度 に差 はない。次 は、

両 手 で両 手 に同 時 に触 ってみる。うーんと手 の感 じに集 中 していると、  

C  「変 わんないでしょ、でも、こっちは、つめたい」  

坂 井 「こっちは、冷 たいんですね。こうやって、さわると（左 手 に指 を乗 せるように触 る）、

しびれがひどくなったり、します？」  

C  「変 わんない。」  

 

 「冷たい」と言及する時の C さんの動きに注目して みる。#1 において、

「 冷た い 」 とい う こ と が、 触 れ た他 者 で あ る私 と の 間で 共 有 さ れな かっ

た C さんは、抜粋 2（ #2）において、特徴的な動きをしながら「冷たい」

を繰り返した。  

動 作を 詳 し く 見て み る と、 目 の 前 まで 拳 上 する ・ 動 か す・ 見 る 、と い

う 3 つの動きが含まれていた。まず、拳上することと、その高さに注目

したい。端坐位の C さんにとっては、拳上せずとも、腿の上か、ベッド

上に置かれている手を、動かし・見るということも可能である。だが、 C

さ んは ま ず 目の 前 ま で 拳上 し た 。端 坐 位 に おい て 自 然な 手 の 位 置か ら、

あ えて 拳 上 し、 左 手 を 眺め ら れ る位 置 に 持 って き て いた 。 い わ ば、 拳上

す るこ と で 、か ら だ の 馴染 み の ポジ シ ョ ン から 離 し 、左 手 を 対 象化 し て

い た。 続 い て、 そ の 対 象化 さ れ た左 手 を 、 自ら 動 か しな が ら 見 ると いう

こ とを し て い た 。 こ の 一連 の 動 作で は 、 一 旦切 り 離 し、 再 度 動 かす こと

で手元に引き寄せ、それを間で見るということがな されていた。これは、

何をしていることになるのか。「冷たい」と感じている自分が確かにいる

一方で、触れる他者との間で「冷たい」を共有しづらい。  

さらには、（ 右手で左手首をリストバンドのように締め、その状態で手

首を く るく る 返し な がら 、 C「冷 た い。」） と 、 さら な る動 き が発 現 した 。

ここでは、自らの動きを、自らで制限した状態で動かしながら「冷たい」

と繰り返していた 。他の場面でも、 C さんが左手首を締める動作があり、

そ れ らは 「 こ れ 以 上 、 い かな い」（ #3p66）「 手 首 、回 ん な い」（ #5p109）

など、手首の可動域について語っているときに見られた。その場合も、「冷

た い」 の と 同様 に 、 傍 で見 て い た 私 か ら は 、手 首 は 動い て お り 回っ ても

いた。C さんの手首を締める動きは、いずれの場合も、他者からはそう見

えないけど、 C さん自身は「冷たい」「回んない」と感じていた 時に、み

ら れる 動 作 だと 言 え る 。す な わ ち、 他 者 に 通じ に く いこ と を 、 自ら 手首

を 締め る と いう 制 限 を 動作 に よ り 可 視 化 す るこ と で 、見 え な い 枷を 示し

ていたと思われる 4 4。それは、抜粋後半の「でも、冷たい」に繋がってい

                                                                 
4 4  # 1 p 8：血 圧 測 定 を 終 え た 場 面 で 、坂 井「 血 圧 は ち ょ う ど い い で す ね 」と 言 う と 、苦 笑 い
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く。  

抜 粋後 半 で は、「 変 わ んな い で しょ 、 で も 、冷 た い。」が 繰 り 返さ れて

いた。私という他者に触れられた C さんが、私が感じる であろう左 右差・

温 度差 が 「 変わ ん な い 」と い う こと を 先 取 りし て い た 。 そ し て 、自 問自

答のように「でも、冷たい」と、「冷たい」に戻って行く。この「冷たい」

は、他者に「変わんない」と感じられるような感覚であることを、 C さん

も自覚していた。それでも
、、

、C さんにおいてはこの感覚は確かな経験であ

った。このギャップをそれとして含みつつ「冷たい」が、C さんに経験さ

れ てい た 。 しび れ は 、 しび れ て いる こ と も 、し び れ てい な い こ とも 他者

には温度のように確認することができない。他方で 、「冷たい」は触れる

こ とで 、 他 者に よ っ て 確認 可 能 であ り 、 差 異と し て 確定 さ れ う ると いう

性格を伴っている。 だが C さんの「冷たい」では、これが該当 しない。

そ こに 、 温 度的 な 「 冷 たい 」 だ けで は な い 事態 が 含 まれ て い た こと わか

る。次項で、詳細に 見ていく。  

 

（b）「冷 たいっていうか、気 持 ち悪 い」  

 C さんの語りには、「冷たいし、しびれてる」のように、並列して語っ

たり、会話の中で「冷たい」が別の意味に変容する 場面が見受けられた。

このことからも、「冷たい」が単なる温度の事だけを指しているわけでは

ないことがわかる 。以下に、データを示して見てい く。  

 C さんの入院期間は、夏の 4 ヶ月であった。多くの患者たちは、リハビ

リで動くと暑さが増すこともあり、半袖で過ごしてい た。他方 C さんは、

長袖の T シャツに、長袖のジャージを着用していることが多かった。そ

れについて、次のように語っていた 。  

 

【抜 粋 3 #3p77：病 室 での会 話 場 面 ―作 業 療 法 開 始 前 】  

坂 井 「今 日 は、中 、半 袖 なんですね。」と尋 ねる。  

C  「そう。」  

長 袖 を着 ていないと、左 腕 が冷 えて辛 いと話 していたので、どうしたのかと思 いたずねる。  

① 坂 井 「C さん、冷 たいの、今 どうですか？」  

C    「冷 たいって、いうより、当 たると、気 持 ち悪 い。」と半 袖 などで、肌 が露 出 したと

ころに何 かがあたると、気 持 ちが悪 いのだという。  

②坂 井 「ああ、気 持 ち悪 いんですね。」  

C「だから、これなんか、着 けると余 計 、冷 たくなる。」と言 い、枕 元 にあったレッグウォーマ

ーを左 手 を伸 ばしてひとつ取 り、見 せながら話 してくれる。  

③坂 井 「ああ、これ、着 けると、冷 たくなるんですね。」  

                                                                                                                                                                                            

し な が ら「 あ あ い う の に 、で な い か ら 。」と 応 え る 。坂 井「 し び れ で す よ ね 。確 か に 、数 字

に な っ て で て こ な い か ら 。」 C「（ 苦 笑 い し な が ら 頷 く ）」と い う 会 話 が あ る 。一 方 で 、血 圧

も 本 来 な ら ば そ の も の は 見 え な い は ず が 、 測 定 で き る こ と に よ り 、 数 値 で 評 価 さ れ 、 共 有

さ れ る 。 他 方 、 し び れ に は 、 そ の よ う な 方 法 で 見 え る 化 す る こ と が で き な い 。  
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C さんはウォーマーを左 前 腕 にはめて実 演 してくれる。  

C  「これ、着 けると、冷 たくなる。」  

坂 井 「ああ、不 思 議 ですね。あっためるものなのに、つめたくなるんですね。」  

 

 上記抜粋の 会話 は 、尋ねる私と答える C さんの応答がずれていく様子

がわかる。それを、下記の 3 つに整理することができる。  

 

①  「冷 たい」ことを尋 ねられ、「当 たると、気 持 ち悪 い」と答 える  

②  「気 持 ち悪 いんですね」と確 認 され、否 定 はしないが「着 けると余 計 、冷 たくなる」

と答 える  

③  「冷 たくなるんですね」と確 認 され、「着 けると、冷 たくなる」と肯 定 する。  

 

それぞれ焦点 を当てたことが、順にずれていき、また最初の「冷たい」

に戻っている ことがわかる。詳しく見てみると、①では、「冷たい」とい

う状態について、今の様子を尋ねられ、C さんは「当たると、気持ち悪い。」

と 自ら 「 当 たる 」 と い うこ と に 焦点 を 当 て てい く 。 長袖 の 時 は 、襟 を折

る など 、 避 ける こ と が でき た 「 当た る 」 だ った が 、 半袖 で は 腕 がほ ぼ露

出し て い た た め、「 当た る 」 機会 自 体 が 増え て い た。 そ れ が 、 C さ ん に、

「冷 た い って 、 い う より 、 当 たる と 、 気 持ち 悪 い。」と、「 冷 たい 」 を退

かせ、「 気 持ち 悪 い 」を 語 ら せて い た 。 そこ に ② で、「 気 持 ち悪 い ん です

ね」と私が確認すると、肯定も否定もせずに、「気持ち悪いことが」背景

となっていく。そこに、レッグウォーマーを着けるという、「当たる」状

況を示し、「余計、冷たくなる
、、

」と、固定した状態ではなく動きを含む「冷

たい」に至る。そして、③では、「着けると、冷たくなるんですね」と尋

ねられ、C さんは反復するように「着けると、冷たくなる」と、実演しな

がら肯定していた 。  

こ のよ う な 様 子は 、 既 存の 見 方 で は、 変 幻 性が あ る 、 訴え が 一 貫し な

いと見做される事態だと言える。だが、C さんの様子からは、別の見方が

提 示さ れ る 。す な わ ち 、そ も そ も、 冷 た い 、痛 い 、 気持 ち 悪 い など がは

っ き り と し た 基 準 に よ っ て 、 分 割 可 能 な 在 り 方 を し て い る の で は な い 。

「冷たい」があり、「痛い」が生じる。「痛い」があり、「気持ち悪い」が

生じ る。「 気持 ち 悪 い」 が あ り、「 余 計 冷た く な る」 が 生 じ る。 何 か に対

処 する こ と が、 次 の 対 処し な け れば な ら な い事 態 を 生み 出 し て いた 。つ

ま り、 対 処 が対 処 に な らな い よ うな 経 験 が 生じ て い た。 そ の 経 験を 、患

者視点ではなく外部に視点をとると、「変幻性」と映っていたと思われる。 

 

（3）「こっちは、他 人 みたい」  

 C さんは「他人み たい」「ひとの足みたい」「自分の目じゃないみたい」

など、「みたい」と表現しながら、自分であるのに自分ではないように感
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じられていることを、様々な場面で語っていた。概観すると、前半（ #1-4）

に 「他 人 み たい 」 と 多 く語 っ て おり 、 中 盤 （ #8） で は「 頭 で は わか って

けど、からだが、」と頭と体を分けるようになっていた 。そして、#8 以降

は、そのような発言がみられなくなって いた。  

 以下では、次の視点から検討していきたい。まず、他人と断言せずに、

「 他人 み た い
、 、 、

」 と い わ れる こ と の成 り 立 ち であ る 。 次に 、 そ の 「他 人み

たい」なからだを、C さんがどのように生きていたのか、からだの 分け方

に着目して見ていく。  

  

（a）「他 人 みたい」  

 坂井 （ 2008） に お い ても 、 し び れて い る 手足 は 「 人 様の 手 足 みた い 」

と表現されており、麻痺の患者がその手足を「これ」「こいつ」など物扱

い する （ 山 内 ， 2005） のと は 、 違 う経 験 が なさ れ て い た。 他 人 みた い と

い うこ と は 、ど の よ う な構 造 を 持っ て い る のか 。 ま た、 他 人 や 物扱 いす

る のと は 違 い、 完 全 に 自分 と 切 り離 さ な い 経験 が ど のよ う に 生 じて いた

のか。前述の抜粋 1 と重なるが、C さんは初回の FW において  「しびれが、

（ 右手 で 体 の中 央 を 頭 から 縦 に 切る よ う に 手を 動 か しな が ら ） 左は 、づ

めた い 、 づめ た い 。 こっ ち は （左 上 下 肢 を触 り な がら ） 他 人 、み た い。」

（ #1p5）と語っていた。「他人みたい」と語る際の、 C さんが自らのから

だを触る動きに注目し、検討していきたい。  

  

【抜 粋 4 #2p26-27：病 室 での会 話 場 面 】  

C さんは、右 手 をウォーカーの太 くしてあるグリップにのせながら、  

C  「曲 がるの、難 しい。」  

坂 井 「曲 がるのが、難 しいですか？それは、右 回 りが 4 5？」  

C  「両 方 。①（左 手 で、左 腿 、膝 、脛 あたりを行 ったり来 たり、さするように動 かしなが

ら）左 、膝 下 、しびれているから、うまく回 れない。②（さらに、ごしごしとこするよう

にさすりながら）こっちは、他 人 のようだし、しびれているから。（ちょっと顔 を斜 め

上 にあげ、こちらを見 ながら）これがなければ、はやいよね～。」（はっきりとした明 る

めの口 調 、半 分 あきらめを含 んだような表 情 で）。  

そして、ウォーカーで病 棟 内 を歩 いていると、自 分 がしびれがあるためにおぼつかない感 覚

のなかで歩 いているが、③それは他 人 には「みえないから、楽 してるみたい」に見 られている

と語 る C さん。  

 

C さんは「こっち」が他人みたいであることを、抜粋 1･4 のいずれにお

いても触りながら語っていた 。「他人みたい」であることが、自らのから

だを触ることで、どのように C さんに わかることになるのか。抜粋 4 の C

                                                                 
4 5  「 左 回 り は 上 手 で す ね 」と リ ハ ス タ ッ フ か ら コ メ ン ト さ れ る こ と が 多 い の に 対 し て 、右

回 り の と き に 大 回 り に な っ た り 、 壁 に ぶ つ か っ た り す る 様 子 が し ば し ば 確 認 さ れ て い た 。  
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さんの発言①②に注目し、詳細に見ていく。  

①では、しびれていることに焦点が当たっており、（左手で、左腿、膝、

脛 あた り を 行っ た り 来 たり 、 さ する よ う に 動か し な がら ） と い う動 作が

見られた。C さんは、しびれている左手で、しびれている足を 触りながら、

そ こに 差 異 があ る こ と を感 じ 、 しび れ て い る範 囲 が 膝下 で あ る こと を特

定 して い た 。い わ ば 、 能動 的 に 触れ て い る 左手 の し びれ に は 言 及せ ず、

触 れら れ て いる 足 に 志 向性 が む けら れ 、 足 のほ う に しび れ を 感 じさ せて

いた。  

さ らに 、 ② では （ ご し ごし と こ する よ う に さす り な がら）「 こ っち は 、

他人のようだし、しびれているから。」と述べていた。①と②はほぼ同じ

ように見えるが、②では動きに力が入 っており、「他人のようだし」が付

け 加え ら れ てい た 。 こ こで は 、 何が 志 向 さ れて い た のか 。 ① と 同様 に、

触 れら れ て いる 足 の 方 に関 心 が 向け ら れ て いる が 、 ①よ り も 力 強い （ご

しごしとこする）動きで、さらに能動性を強め、それに応えてくるもの、

す なわ ち 嵩 をも つ 身 体 であ る “ 自分 ” か ら の応 答 を 探っ て い た と思 われ

る 。そ の 応 答が 、 病 前 とは 異 な るこ と が 「 他人 の よ うだ し 」 と 言及 され

ることにつながる 。  

以上のことから、しびれていることが、イコール、「他人のようだ」と

い うわ け で はな い と 言 える 。 し びれ て い る こと だ け で、 他 人 の よう だと

言えるのならば、①の動きだけでも充分である。だが、 C さんは、（ごし

ご しと こ す る） 動 き を し、 自 分 であ る こ と の応 答 を 得よ う と し てい た 。

つまり、「他人のようだ」ということには、しびれが表面だけにとどまる

経 験で は な く、 応 じ て いる 自 分 のか ら だ の 手応 え に 関連 し て い たと 言え

る。  

  

（b）「毎 回 、違 う人 の足 みたい」―不 連 続 な行 為 可 能 性  

 ここでは、「他人み たい」とい う表現か ら、「他 人の、足 み たい」「 違う

ひ との 足 み たい 」 と 、 足が 主 題 的に 語 ら れ てい た こ とを 見 て い きた い。

何 が、 ど の よう に 分 け られ た り 、分 け ら れ なか っ た りす る の か も 含 めて

検討していきたい。次節の『こわい』でも議論しているが、 C さんは、多

く の場 面 で 「 他 人の 足 、み た い だ から 、 困 っち ゃ う ね ー」（ #3p75） のよ

う に、 左 右 を特 定 す る こと な く 「他 人 の 足 みた い 」 と言 っ て い た。 その

中で、次の二つだけ左右を特定するような動きが 見られた 。  

 

【抜 粋 5 #2p48：作 業 療 法 終 了 後 、病 室 で休 憩 していた場 面 ―理 学 療 法 の直

前 】  

ちょっとまだ時 間 があったので、先 ほどの座 位 から立 位 になる練 習 のことを尋 ねてみた。  

坂 井 「さっきの、お辞 儀 のようにして立 つの、やっぱり怖 いですか？」  

C   「こっち（左 足 をさわりながら）が、他 人 の、足 みたい、だから、体 重 を、乗 せられ
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ない。だから、靴 も、壊 れる（右 側 だけ甲 のサイドに入 っているゴムが伸 びてしまった
4 6）。」と話 す C さん。  

 

 ここ で は 、左 足 を 触 りな が ら 「 こ っ ち 」 を特 定 し 、そ れ に 対 して 「他

人 の、 足 み たい 」 と 語 って い た 。動 作 の 基 盤と な る 体重 を 乗 せ る と いう

文 脈に お い て、 左 足 が 他人 の 足 みた い と い う意 味 が 発生 し て い た 。 この

「 他人 の 、 足み た い 」 とい う こ とは 、 体 重 を乗 せ る とい う 運 動 の問 題で

も あり 、 身 を委 ね る と いう 自 ら の身 体 に 対 する 無 条 件の 信 頼 が 損な われ

ていたことでもある。それは、「こっち」とされる左足だけの問題のよう

に見えるが、「だから」と右足の靴が壊れてしまったことに C さんは接続

し てい た 。 他人 の 足 み たい に 感 じる 「 こ っ ち」 に 体 重を 乗 せ ら れな いこ

とが、右足に過度に力が入ってしまうことにつながる。「こっち」が他人

の足みたいであることは、「こっち」だけにはとどまらず、右足を含む か

らだへと波及していた。  

 

【抜 粋 6 #4p86：病 室 での会 話 ―次 に始 まる理 学 療 法 を待 っていた場 面 】  

理 学 の時 間 の訓 練 の話 しになる。  

C  「みっつも、よっつも、色 々言 われるけど、できないよ。」  

坂 井 「ああ、訓 練 中 に、前 見 て、とか、」  

C  「前 見 て、とか、足 をどうとか、みっつも、よっつも言 われても、できないよ。せいぜい、ふ

たつまでだよ。」  

坂 井 「（C さんの足 元 を指 さして：真 っ赤 な靴 下 が見 える。）やっぱり、足 元 見 ちゃいま

すか？」  

C  「見 ちゃいますね、左 が、こわい。」と言 い、左 手 をウォーカーのグリップ、右 手 をベッド

柵 においてぐっと立 ち上 がる。そして、足 元 をみながら、  

C   「 ひとの 足 みたいだ から 。 （右 足 を前 や 横 、左 足 にぶ つけ るように動 かし ）こ っち

（右 足 ）がぶつかる（2 回 ほど右 足 を左 足 に寄 せる）。見 てないと、こわいね。」  

 

「左が、こわい」と言い C さんは立ちあがり、足元を見ながら「ひと

の 足み た い だか ら 」 と 言及 し て いた 。 こ こ だけ 見 る と、 左 足 が 「ひ との

足みたい」のようにも読める。だが、 C さんは（右足を前や横、左足にぶ

つけるように動かし ）（ 2 回ほど右足を 左足に寄せる ）など、失調があり

勝 手に 動 い てし ま う 右 足に 焦 点 を当 て た 動 きを し て いた 。 こ こ でも 、抜

粋 5 同様、左右両方を含めての「ひとの足みたい」であると言える 。す

な わち 、 ぶ つか っ て い く右 足 が あり 、 そ れ に伴 う こ わ さ が 左 に 現れ てい

る こと 、 こ れら が 分 け られ る こ とな く 経 験 され て い た こ と が 「 ひと の足

みたい」であり、それが C さんをして、足元を「見ちゃいますね」と監
                                                                 
4 6  リ ハ ビ リ 用 に 自 宅 か ら 持 っ て き て も ら っ た 運 動 靴 の 甲 部 分 に あ る ゴ ム が 、右 足 だ け 2 ヶ

月 弱 履 い て い る な か で 、伸 び き っ て し ま い 、靴 が す ぐ に 脱 げ て し ま う 状 態 と な っ て し ま い 、

C さ ん は リ ハ ビ リ 病 院 で 販 売 し て い る 靴 を 購 入 す る と い う こ と が あ っ た 。  
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視することにつながっていた 。  

 ま た、「 他人 の 足 みた い 」 とい わ れ る 状況 は 、 毎日 同 じ で はな か っ た。

抜粋 7 は、理学療法で、裸足で実施していたベンチでの立ち座りの訓練

が終わったところである。抜粋 8 は、その 30 分後に、次の訓練である言

語療法に向かう場面である。  

 

【抜 粋 7 #4p91：理 学 療 法 場 面 】  

PT3 は使 い捨 ての消 毒 布 を持 ってきて、C さんの前 にしゃがみこみ、左 足 から拭 いてい

く。  

C  「これが、毎 日 、違 うひとの足 、みたいだから、困 る。」  

PT3「いつも、感 覚 が違 うんですか？」と言 いながら、C さんの赤 い靴 下 を取 り履 かせて、

右 足 を拭 く。  

C  「そう。」  

 

【抜 粋 8 #4p95：歩 行 器 を使 い、歩 いて言 語 療 法 室 に向 かっていた場 面 】  

ST1 は C さんの自 主 トレファイルを取 り、C さんに続 いてカーテンから出 る。  

ST1「今 日 は、昨 日 よりスムーズですね。」と C さんの歩 く様 子 をみてすぐに言 う。  

C  「うん。毎 日 、違 うから、こわい。」  

廊 下 をゆらゆら歩 きながら進 む。  

 

こ こで は 、 毎 日・ 違 う とい う こ と に着 目 し たい 。 一 見 する と 、 抜粋 7

「 毎日 、 違 うひ と の 足 」と い う のは 、 自 分 の足 と の 対比 に お い て「 違う

ひとの足」と言われていた ようにも見える。だが、抜粋 8 では ST1 から

の、昨日と今日を比較した発言を受けて、 C さんは「うん。」と、良い状

態 であ る こ とを 肯 定 し 、す ぐ に 、毎 日 違 う こと を 理 由と し て 、 こわ いに

接続 し た 。こ こ で の 「 毎 日 」 とは 、 昨 日 -今日 -明 日 とい う 連 続性 を 含ま

ず、むしろ、 いつも同じではない「毎日」であり、それが C さんに訪れ

ていた。  

何 が同 じ で は ない の か 。場 面 を 見 てみ る と 、こ れ ら は 訓練 直 後 の小 休

憩であったり、言語室に歩いている時など、動作の中で C さんに現れて

いた。つまり、「毎日違う」ということさえも、やってみることで、実際

の 行為 の 最 中に 確 か め られ て い た 。 毎 日 違 うと い う こと は 、 私 たち の 普

段 の生 活 の 中で は 殆 ど 起き ず 、 昨日 で き た こと は 今 日も で き る と考 える

までもなく、わかっている。だが、 C さんは、昨日できていたことが、今

日 やっ て み ると で き な い。 逆 に 、言 語 室 に 向か う 時 のよ う に 、 昨日 は上

手 く歩 け な かっ た の に 、今 日 は でき る と い うこ と が 生じ て い た 。こ こか

ら 、歩 く 、 立ち 上 が る とい う 一 つ一 つ の 行 為の 可 能 性そ の も の が安 定し

て いな い こ とが わ か る 。そ の こ とが 、 誰 と も定 め る こと が で き ない 「毎

日、違うひとの足」という経験を C さんにさせていたことがわかる。そ
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れが、「ひとの足みたい」であるばかりではなく、さらに「毎日、違うひ

との足」という、他人性をさらに複雑にしていた と言える 。  

 

（c）「冷 たいほうが、ゆうこと、きかない」  

「他人みたい」な身体は、実際に C さんにどのように現れ、どのよう

に 経験 さ れ てい た の だ ろう か 。 顕著 に あ ら われ た の が、 や は り リハ ビリ

時 であ っ た 。下 記 抜 粋 は、 理 学 療法 で 立 ち 座り の 訓 練 と 、 ふ く らは ぎを

鍛える運動をしていた場面である。C さんのからだの動きと、その感じ方

に着目して見ていきたい。  

 

【抜 粋 9 #3p70：理 学 療 法 場 面 】  

PT1「何 も摑 まらないで、座 りますよ。」と指 示 が出 る。①方 向 転 換 し、ベンチの方 向 にお

尻 を向 けて、あとは座 るだけというところで、一 旦 停 止 ボタンが押 されたかのように C さんは

直 立 して止 まっている。（どうしたんだろう？と不 思 議 に思 って見 守 る私 ）PT1 も見 守 っ

ている。  

C㋐  「わかってるけど、」と爆 発 的 な大 きな声 で、ちょっとイライラを含 ませている。PT1 に

からだを押 し下 げるように動 きを少 し誘 導 され、4 人 掛 けの左 から 2 席 目 に座 る。PT1

は道 具 を持 ってくるために、ちょっと離 れる。私 は、ベンチの C さんの左 隣 に腰 掛 ける。  

C㋐‘  「わかってるけど、できない、からだが、動 かない。こっち（左 足 を触 り）も、収 拾 、

つかないし、こっち（右 足 を触 り）も、収 拾 、つかないし。わかっているけど、できない。 」

と私 に語 る C さん。  

坂 井 「体 がうごかないんですね～。」と C さんの腿 のあたりをみながらしみじみつぶやく。  

C  「うん。」と頷 く。  

PT1 が背 もたれ、肘 置 き付 きの椅 子 を一 脚 持 ってこっちに戻 ってくる。  

（10 行 略 ：壁 に両 手 をついて、つま先 ―踵 と交 互 に上 下 させていく訓 練 が始 まる。）  

そして、カウントが再 開 される。10 回 目 のカウントで「もっと高 く」とつま先 立 ちでもっと伸 び

るように PT1 から指 示 が入 る。C さんの口 は半 開 きのまま。カウントは続 く。最 後 、20 回

目 のときも「一 番 高 く～」と PT1 から指 示 が入 る。②C さんは思 いっきりつま先 立 ちをした

状 態 で、カウントが終 わっても壁 に手 を付 き、へばりついたまま停 止 しているような姿 になっ

ている。PT1 がもういいですよという雰 囲 気 で声 をかけると、  

C㋑「おろせない、おりない。」と助 けを求 めるように壁 に向 いたまま話 す。  

PT1 が C さんの腰 に自 分 の手 をはさむように添 えて、ゆっくり下 におろしてくる。  

C「やっと、おりたー。」  

 

 C さんは PT1 の指示に従い動いているが、①②ともに動きの切り替え の

際 に、 次 に 求め ら れ て いる 動 作 に移 行 で き ず、 止 ま って し ま っ てい た 。

自 分の か ら だ で あ り な がら 、 自 分で 動 か す こと が で きな い 場 面 が、 不意

に生じていた ことがわかる。そして、動きの再開には（ PT1 にからだを押

し 下げ る よ うに 動 き を 少し 誘 導 され ） の よ うに 、 他 者に よ る き っか けづ
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くりを要した。着目したいのは、その時 C さんが㋐ 「́わかってるけど、」

や㋑「おろせない、おりない。」と語っていた 点である。ここには複数の

視点が含まれている。まず㋐´を見てみると、「わかってるけど、できな

い」 自 分 と、「 か ら だ が
、
、 動 かな い。」 と、 自 分 とか ら だ が 分け ら れ てい

た。そして、「収拾、つかないし」を繰り返し、からだが動かないという

ことが、右も左も、何も混乱している状態であり、C さんのコントロール

下にないことが示される。そして再び、「わかっているけど、できない。」

自 分に 戻 っ てい た 。 ㋑ でも 同 様 に、 自 分 で 「お ろ せ ない 」 し 、 から だが

「 おり な い 」と い う 、 自分 と か らだ と い う ２つ の 視 点が 含 ま れ てい た 。

これらは、前述で確認した、「他人みたい」なからだの現れであり、自分

と、自分でありながら他人みたいな自分との同居状態であると言える。  

さらに、C さんはそのような状態であることを、先に確認し た「冷たい」

を用いて別様にも語っていた 。ここに、「冷たい」と「他人みたい」の関

係 が伺 え る 。次 の 抜 粋 は、 同 日 の作 業 療 法 の場 面 で あり 、 状 況 は抜 粋 9

と同様に、次の動きに移行できず、ここでも OT1 にきっかけを作っても

らったところである。  

 

【抜 粋 10 #3p80：作 業 療 法 場 面 】  

2 回 目 も、苦 しい笑 顔 で起 きてくるが、起 き上 がったところから一 旦 停 止 したようになる。

もどっていいよ、とぼそッと OT1 に言 われ、  

C「戻 れないんだよ」とつぶやく。  

OT1 が自 分 の手 を奥 にぐっと押 しやり、C さんが戻 るきっかけをつくる。ゆっくり戻 っていく。

3 回 目 も起 き上 がったはいいが、また戻 れない。  

C「冷 たいほうが、ゆうこと、きかない。」と左 が思 うように動 かないのだと話 す。  

 

C さんは、「冷たいほうが、ゆうこと、きなかい。」と、“自分”の視点

に立ち、「冷たいほう」を動かそうとしても、動かないという、コントロ

ー ルで き な い状 況 で あ るこ と を 示す 。 こ こ では 「 冷 たい ほ う が 」と 名指

されていたことに着目してみたい。C さんが抜粋 1 で最初に語ったように、

「しびれが、（右手で体の中央を頭から縦に切るように手を動かしながら）

左は、づめたい、づめたい。こっちは（左上下肢をさわりながら）他人、

みたい。」（ #1p5）と、「冷たい」と「他人みたい」は並列されており、冷

た いと い う こと は 、 他 人み た い とい う こ と も 含 ん で おり 、 他 人 みた いで

あることが、冷たいということも含んでいた 。さらに、「冷たいほう」と

いうのは、手や足に分解できる経験ではなく、「こっち」と名 指される全

体 であ り 、 それ は 同 時 に「 他 人 みた い 」 と いう こ と でも あ っ た 。そ の、

他人 み た いと い う こ とも 、 手 足の こ と で はな く、「 ゆう こ と 、き か な い」

からだであり、それがまた「冷たい」に戻ってくる。  

さらに、「ゆうこと、きかない」というのは、他人みたいとされる「こ
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っ ち」 と の 間に 指 示 関 係が 成 立 しな い と い うこ と で もあ り 、 関 係性 にお

ける冷たさも含みもっていた 。上記訓練終了後に、病室に戻るなり、C さ

んは左手を持ち上げながら「こっちどうしても、つめたいんだよ。」（ #3p83）

と 語っ て い た 。 こ の 「 冷た い 」 とい う こ と は、 自 分 の思 い 通 り に動 かな

い とい う こ とを 意 味 し てお り 、 それ は 他 人 み た い と 言わ れ る こ とと イコ

ー ルに な る 。足 に つ い ては 、 他 人み た い な 足と し て 言わ れ て い るが 、手

に つい て は 、冷 た い と いう こ と でそ の 意 味 を代 弁 さ せて い た 。 そし て、

こ の思 い 通 りに な ら な いこ と が 、次 項 の 「 つな が ら ない 」 と い う、 二元

論的な語りに繋がっていく。  

 

（d）「頭 の中 では、わかってるけど、つながらない」―他 人 みたいな自 分  

#8 では、「他人みたい」という表現が見られなくなり、頭と体を分ける

ようなフレーズがしばしばみられ た 4 7。C さんが、「他人みたい」「こっち」

「 冷た い 」 と表 現 し て いる か ら だを 、 ど の よう に 生 きて い た の か、 そこ

でど の よ うな 意 味 が 立ち 上 が って き て い た の か も 含め 検 討 し てい き た い。 

以下の抜粋は、 #8 の朝に、 C さんの病室に挨拶に行き、そこで 20 分ほ

ど 話 し て いた 場 面 （ p163-165） の 一 部 で あ る 。 次 節の 『 こ わ い 』 で 検討

し た、 不 意 に立 ち 上 が る動 作 が この 直 前 に もみ ら れ 、腰 掛 け た とこ ろか

らになる。  

 

【抜 粋 11 #8p164-165：病 室 での会 話 】  

C さんは、ゆっくりベッドに腰 掛 けてから、右 手 をグリップを握 る形 のまま腿 の上 においてから、

右 手 に左 手 をぎゅっと押 し当 てて伸 ばすような動 きをして合 掌 を一 瞬 して、また手 を腿 の

上 に戻 す。  

C  「（右 手 の平 を顔 の方 に向 けてじっと見 てから）左 手 が、壊 れてっから、」  

坂 井 「（自 分 の右 手 を伸 ばして）右 手 ですか？」  

C   「右 手 、壊 れてっから、こうやって（ウォーカーのグリップに手 をのばしていく） 、つかん

で、（また手 を戻 してきて）、これしか、できない。あと、なにも、」  

坂 井 「あとは、何 もしてくれないんですよね。」  

頷 く C さん。①そして、左 手 をウォーカーにのばして、右 手 もウォーカーにのばし、グリップをつ

かむとぎゅっと立 ち上 がり、  

C  「だから、こわいね。」  

坂 井 「こわい。」  

C②  「（左 手 をグリップから外 して）こっち、全 部 、しびれてっし、（右 手 もグリップからは

ずし、左 手 で右 の第 4・5 指 をさっと触 り）こっちも、2 本 、しびれてっし、だから３

本 。」  

                                                                 
4 7  # 8 p 1 6 6「 こ っ ち 、 半 分 、 し び れ て っ か ら 」 と 言 い 、「 頭 の 中 で は 、 わ か っ て る け ど 、 つ

な が ん な い 。」 ､ p 1 6 8 - 1 6 9「 こ っ ち が 、 し び れ て っ か ら （ 左 手 で 腿 を ご し ご し こ す っ て ）、

頭 で は わ か っ て っ け ど 、 か ら だ が 、」： い ず れ の 場 面 で も 、 し び れ と か ら め な が ら 語 ら れ て

い た 。  
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そして、③ウォーカーから両 手 を放 して、左 手 でウォーカーを左 前 にぐっとおしやって、何 にも

つかまらずに立 ちながら、  

C   「（左 手 で頭 をポンと触 って）頭 の中 では、わかってるけど、からだが（左 手 で左

腿 や左 腹 部 を触 りながら）、ついてこない。。」といい、その場 で足 踏 みするように、

右 、左 、右 、左 と交 互 に足 を挙 げる。  

C④  「こっち、半 分 （からだの前 に左 手 をおいて切 るような動 きをしながら）、しびれがな

ければ、はやい、」  

足 踏 みを続 けながら話 す。以 前 は、つかまらずに立 つだけでも大 変 で、片 足 立 ちをするの

もこわごわだったのに、足 踏 みをしていてもからだが前 後 左 右 にあまりぶれず、安 心 して見

ていられる。すごいなと思 い、  

坂 井 「C さんでも、だいぶしっかり立 ってられるようになりましたよね。」  

C   「（苦 笑 いがにやけたような顔 になり頷 き） 後 ろにはいかなくなった（左 手 で後 頭

部 を触 りながら）。」  

坂 井 「左 右 にも（いかなくなった）。バランス、よくなってきましたね。」と言 うと、にこっと笑

いながら、  

C   「でも、まだだね。家 、帰 れない。」と足 踏 みを続 けながら話 し、ベッドのほうに向 きを

変 えながら、ベッドの近 くまで行 くとゆっくり座 る。⑤C さんはウォーカーに左 手 を伸 ばすが届

かない距 離 にあり、私 がウォーカーを近 くによせると、「すいません」と C さん。  

C  「頭 の中 では、わかってっけど、からだが、ついてこない。 」  

坂 井 「からだが、ついてこないんですね。」  

頷 く C さん。  

  

こ こで は、「 こわ い 」 と、 し び れと、「 頭 の中 で は 、わ か っ て っけ ど、

からだが、ついてこない。」ということが、絡まりながら展開されてい た。  

まず、C さんは自らの手に対して「壊れてる」と器械を形容するように

語り、①のように壊れている手でウォーカーを掴み立ち上がり「だから、

こわいね。」と言う。壊れてる、だから、こ わいとも取れるが、同時に別

のこわさも生じていた。それが、②である。C さんはウォーカーのグリッ

プ から 、 左 手、 右 手 の 順に 手 を 放し な が ら 、し び れ てい る こ と を示 す。

立ち上がるという行為とともに「こわいね」と言うのは、「壊れてる」手

で グリ ッ プ を握 り 、 そ こを 起 点 に力 を 入 れ 立ち 上 が らな け れ ば なら ない

こ とで あ り 、ま た 、 グ リッ プ を 握る こ と で 、よ り 露 わに な る し びれ てい

ることでもあり、そのしびれがはっきりすることで、 10 本の指のうち、

しびれていないのが右手の第 1 指～ 3 指までの 3 本だけであり、そこだけ

を頼りに行為をしていることでもある。  

続けて、C さんは③のように、ウォーカー から両手を放すという、危険

4 8行為ギリギリの状態を敢えてつくった 。そして、左手で頭をポンと触っ

                                                                 
4 8  病 院 内 で の C さ ん の 安 静 度 は 、ウ ォ ー カ ー を 使 用 し て で あ れ ば 病 棟 内 フ リ ー 。ス タ ッ フ

の 見 守 り が あ れ ば 、 フ リ ー ハ ン ド 歩 行 は 可 能 だ が 、 あ く ま で 訓 練 の 一 環 と し て の 許 可 で あ
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て 「頭 の 中 では 、 わ か って る け ど、 か ら だ が（ 左 手 で左 腿 や 左 腹部 をさ

わりながら）、ついてこない。。」と語りながら、足を挙げるという、より

不安定な状態を左右交互につくり出 した 。これは、先述の抜粋 9 の「わ

かってるけど、できない、からだが、動かない。」（ #3p70）と文法上は似

ているが、状況は 異なる。抜粋 9 では、本当に動かない状況において語

ら れて い た のに 対 し て 、こ こ で は、 立 位 を 維持 で き てい る し 、 交互 に足

を挙げてもよろけることも ない。では、C さんにおいて何がなされていた

のか。「 頭 の中 で は 、わ か っ てる け ど、」で き な い自 分 が 意 識さ れ る と同

時に、「からだ」が、すなわち、「こっち」であり、「他人みたい」であり、

「 冷た い ほ う」 で あ る から だ が 、つ い て こ ない も の とし て 経 験 され てい

た。ポンと触った頭も、左腿も左腹部なども、C さんでありながら、後者

はついてこないものとして経験されていた 。C さんは行為と伴に、そこに

「 から だ が 、つ い て こ ない 」 と いう ず れ を 感じ る 。 行為 に よ っ て、 わか

っ てい る 頭 と、 つ い て こな い か らだ が 離 れ てい る こ とに 気 付 か され てい

た。  

そこに、④で「こっち、半分」が浮き上がり、「 しびれがなければ、は

やい」と、しびれが絡まるように語られていた 。「しびれがなければ、は

や い」 と は 、何 が は や いの か 語 られ て お ら ず、 一 見 する と 意 味 が通 りづ

らい。だが、行為の発現のたびに、「頭の中では、わかってる」こと、い

わば 自 ら のイ メ ー ジ する 身 体 の動 き に 、 実際 の 動 きが 「 つ い てこ な い」、

トレースできていないことがわかる。このずれ が、C さんにとっては、し

び れが 間 に 挟ま る よ う に経 験 さ れて お り 、 それ が な けれ ば か ら だ が つい

ていくことが、「しびれがなければ、はやい」と見通されていた 。  

さらに、足踏みを続ける C さんに、出来ていることを伝えると、C さん

から は こ わい も 、 し びれ も 出 てこ な い が 、「で も 、 まだ だ ね。」と 、 目指

す出来には到達していないことが語られ た。そして、⑤で C さんは少し

離 れた と こ ろに 置 い た ウォ ー カ ーに 手 を 伸 ばす が 届 かず 、 私 が 手の 届く

と ころ に 移 動さ せ た 。 それ を 受 けて 、 再 び 「頭 の 中 では 、 わ か って っけ

ど、からだが、ついてこない。」と語 った。点線②⑤で、 C さんとウォー

カーの位置を確認したい。②で C さんは（左手でウォーカーを左前にぐ

っ とお し や って ） お り 、ベ ッ ド サイ ド か ら は離 れ た 位置 に あ り 、⑤ でも

（ 届か な い 距離 に あ り
、、 、 、 、、 、 、 、

）と 、 ベ ッド に 端 坐 位に な っ たま ま で は 届か ない

ことがわかる。だが、C さんは、その離れたウォーカーに手を伸ばしてい

た 。こ れ は 、届 か な い もの に 手 を伸 ば し て 、届 か な いと 言 っ て いる よう

だが、C さんにおいてはその先の動きも志向されていたのではないか。つ

ま り、 取 ろ うと し て 手 を伸 ば す こと に 伴 い 、腰 が 持 ち上 が り 、 足が 一歩

前 に出 て 、 手に 届 く よ うに か ら だが 応 答 す るは ず が 、そ れ が な かっ た の

                                                                                                                                                                                            

る 。 基 本 的 に は 、 ウ ォ ー カ ー や 手 す り 、 壁 な ど 何 か し ら の も の に つ か ま る こ と が 必 要 と さ

れ て い た 。以 前 も 、一 人 で 何 に も つ か ま ら ず に 立 位 を し て い て 、転 ん だ こ と が あ る と い う 。  
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で ある 。 こ れは 、 前 述 でみ た 、 次の 動 作 が わか っ て いて も で き なか った

こ とか ら も わ か る 。 こ の、 行 為 を志 向 す る こと に 伴 うか ら だ の 応答 がな

いことが、 C さんをして、「頭の中では、わか ってけど、からだが、つい

てこない」と、頭とからだを分けさせていた 。  

 

２．身 体 の現 れ方 、感 じの変 容  

a.こわい  

 C さんは「こわい」ということを、様々な文脈において語っていた。例

え ば、 端 坐 位か ら 何 も つか ま ら ずに 立 ち 座 りす る 訓 練で 「 こ わ いね 」と

つぶやく（ #3p72）など、その様子からは動作に伴う“怖い”という意味

にも見える。 他方で 、 C さんは動作後すぐに（右の第 4・ 5 指を左手でぎ

ゅっ と に ぎり、「 し びれ て る。」と 言 い 腿の 上 あ たり で 、 両 手を 合 掌 する

よ うに 合 わ せ、 じ っ と みつ め る。）（ #3p72） など、「 こ わい 」 は 動作 だけ

に限定されない様々な意味を伴ってい た 。本項では、そのような C さん

の 「こ わ い 」が ど の よ うに 現 れ 、ど の よ う な意 味 が 立ち 上 が っ て い たの

かを見ていきたい。  

 

（１）「たまに、立 たないと、こわい。」―今 の行 為 可 能 性 を確 認 する  

 C さんは、ベッドサイドで私と話している時や、個室でのインタビュー

時、さらには一人でいる時 4 9、自宅退院してからも 5 0端坐位から立ち上 が

ることがしばしばあった。  

 

（a）「ときどき、こうしないと、わかんない」  

以 下は 、 私 が 初め て そ の場 面 に 遭 遇し た 時 であ る 。 理 学療 法 が 始ま る

30 分前から、 C さんの病室で色々話 をしており、自主トレの話をした後

に、理学療法での指導について 語っていた場面である 。  

 

【抜 粋 12 #2p29-30：病 室 での会 話 ―理 学 療 法 前 】  

C  「色 々、言 われても、みっつも、よっつも、できない（苦 笑 ）。我 慢 が、多 いから、どこ

が、痛 いのか、わからない（苦 笑 ）。しびれも、こっち（左 ）全 体 、（顔 の真 ん中

に左 手 をおき、切 るようなジェスチャーをして）からしびれてるから、寝 ても、起 きてて

も、だめ。」  

坂 井 「しびれが、変 わんないですか？」  

                                                                 
4 9  # 6ｐ 1 3 9： 訪 室 す る と 、 ま さ に 端 坐 位 か ら 立 位 に な る 途 中 で 、 立 位 に な っ て ま た 端 坐 位

に 戻 る と い う 場 面 が あ っ た 。「 立 つ 練 習 を し て い る ん で す か ？ 」と 尋 ね る と 、C さ ん は 頷 い

て 、「 こ わ い 。 こ う や っ て な い と 、 こ わ い 。」 と 語 っ た 。  
5 0  # 1 7ｐ 3 4 6： 退 院 後 約 2 週 間 経 過 し 、 初 め て 自 宅 に 訪 問 し た 際 に 、 奥 さ ん が 「 パ パ も 座

っ た ら ？ な ん か 、い つ も 立 っ て る ん で す よ 。」と 言 い 、実 際 に 、そ の 後 も ダ イ ニ ン グ の 椅 子

か ら 、 ふ と 立 ち 上 が る こ と が し ば し ば あ っ た 。  
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C  「しびれ、だけじゃ、ないけどね。薬 、今 、切 れてるから、（肩 も）痛 い。」と左 肩 をさ

すりながら話 す。そして、①端 坐 位 になっているところから、浅 く座 り、左 手 をウォーカーに、

右 手 をベッド柵 につかみ、  

C   「こうしないと、わかんない。 」と言 いながら、ぐっと腕 の力 で立 ち上 がり、右 手 をウォ

ーカーの太 くしてあるお手 製 グリップにうつす。突 然 立 ち上 がった C さん、そしてそのコメント

の意 味 がつかめず、どうしたんだろうと驚 きながら、足 元 でしゃがみながら見 守 る。  

②C 「ときどき、こうしないと、わかんない。。。 」立 位 のまま、まっすぐ前 をみて、歩 き出 す

わけではないが、足 に交 互 に体 重 を乗 せるようにぎゅっぎゅと床 を押 すようにして、  

C  「立 つと、わかる」  

坂 井 「立 つと、わかる。」  

C さんはゆっくりベッドに座 る。  

坂 井 「立 たないと、わかんない。」  

③C 「立 てるかも、わかんない。」といいながら、再 び C さんは左 手 をウォーカーのグリップに

かけ、右 手 をベッド柵 に置 き、すっと立 ち上 がる。  

坂 井 「立 てるかも、（わかんない）」（復 唱 ）  

C   「見 えない、でしょ？これで（ウォーカー）、歩 いているから、曲 がるのも、こわい。」と

言 いながら、ゆっくりベッドに座 る。そして、  

C  「（ベッドに深 く座 りなおしながら）深 く、座 らないと、危 ない。座 ってる、感 じ、しな

いから、ほんとは、これも、危 ない（左 のお尻 、腿 、膝 をしゅっしゅとトレパンの上 から

こすりながら）」  

坂 井 「ああ、こっちが、しびれているから、座 っている感 じがないんですね。」C さんの話 に頷

きながら聞 きかえす。  

C  「他 人 の、足 、みたいだから、つらい。」  

 

ここでは、何がと特定されないままに、C さんは立ったり座ったりを繰

り返し、「わかる― わかんない」が、次のように展開されてい た。  

 

①  「こうしないと、わかんない」と言 いながら、立 ち上 がる  

②  「ときどき、こうしないと、わかんない。。。」と言 い、足 に交 互 に体 重 を乗 せるよう

にぎゅっぎゅと床 を押 すようにして「立 つと、わかる。」と言 い、ゆっくり座 る。  

③  「立 てるかも、わかんない」と言 いながら、立 ち上 がる→座 る→「座 っている感 じし

ない」  

④  「他 人 の、足 、みたいだから、つらい。」  

 

C さんには、何がわかり、わからないこととして浮上し、そこにはどの

よ うな 関 係 があ る の か まず 検 討 した い 。 詳 細に み て いく と 、 ① の「 こう

し ない と 」 とは 、 立 ち 上が る こ とが 要 請 さ れて い た とわ か る 。 そし て、

立位のまま②「ときどき、こうしないと、わかんない。。。」と、①同様「こ

う しな い と 」と あ る が 、こ こ で は別 の 意 味 で用 い ら れて い た 。 立ち 上が
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る こと だ け では 、 わ か らな い 何 かが わ か り 、そ れ が 「こ う し な いと 」と

いう、（足に交互に体重を乗せるようにぎゅっぎゅと床を押す ）動きをさ

せ てい た 。 これ は 、 床 に接 地 し てい る 感 覚 や、 踏 み 込ん だ 足 応 えを 確認

し てい る と いう 側 面 も ある だ ろ う。 だ が 、 動き に 注 目す る と 、 感覚 を確

認 する 前 に 、足 に 体 重 を乗 せ ら れる こ と 自 体を 確 認 して い た こ とが わか

る 。つ ま り 、こ こ で は 、立 つ と いう 動 作 が でき る か では な く 、 足に 体重

を乗せられるかどうかを、「ときどき」実際にやってみることで確認しな

い と、 わ か らな い よ う な状 態 に ある こ と が 示さ れ て い た 。 こ れ には 、④

の他人の足みたい 5 1ということも関連していた。  

「立つと、わかる。」といい、ゆっくり座った C さんだが、「立たない

と、 わ か らな い。」 と尋 ね ら れ、 ③ 「 立 てる か も 、わ か ん な い。」 と 、今

度は立ち上がりの動作の可能性を 確かめる。そして、「見えない、でしょ？」

と他者である私の視点を先取りし、立てるかもわからないという C さん

の 状態 が 、 他者 と は 共 有し づ ら いこ と が 示 され る 。 そこ を 基 点 に、 立つ

と いう 動 的 な側 面 か ら 、座 っ て いる と い う 静的 状 態 につ い て も 言及 して

いく。「 深 く、 座 ら ない と 、 危な い。」 と、 座 っ てい る 様 子 に問 題 は ない

ように他者から見えたとしても、そうではないことが示される。「座って

る、 感 じ 、し な い か ら、」 と 、 座っ て い るの が 自 分だ と わ か って い て も、

その感じが C さんの手元にない。そして、C さんは「こっち」と言われる

左側をこすってい き、何かが生起する、しないも含めた感じを確かめる。  

注 目し た い のは 、 こ れ らが ④ 「 他人 の 、 足 、み た い だか ら 、 つ らい。」

に着地していた点である。そこから、 2 点見えてくる。まず、「わからな

い」ことが、C さんに自分の足を、他人の足みたいに感じさせていた こと

であ る 。 その 逆 で は ない 。 そ して、「 わ から な い 」は、「 わ かる 」 に 変わ

る 可能 性 を 同時 に 含 ん でい た 。 すな わ ち 、 他人 の 足 みた い だ か ら、 体重

を乗せられない 5 2という足に、体重を乗せられることで、自らの足である

ことが C さんに「わかる」のだろう。だが、それは、座るとまた別のわ

か らな さ に よっ て 、 背 後に 退 い てい っ て し まう 。 こ のよ う に 、 わか る―

わ から な い は、 他 人 み たい で あ るこ と と 表 裏一 体 に なり な が ら 経験 され

ていた。つまり、上記抜粋 12 において、何と言わないまま「わかる ―わ

か んな い 」 とさ れ て い たの は 、 自分 と い う 点と 関 連 して い た こ とが 伺え

る。  

2 点目は、 C さんが左右どちらと特定することなく、「他人の足」と言

っ てい た こ とで あ る 。 解剖 学 的 な症 状 か ら 考え る と 、左 が 患 側 、右 が健

                                                                 
5 1  # 2 p 4 8： 理 学 療 法 で 、 立 ち 座 り 訓 練 中 に 「 こ わ い 」 と つ ぶ や い た C さ ん 。 訓 練 終 了 後 、

病 室 に も ど り 、 私 が 「 さ っ き の 、 お 辞 儀 の よ う に し て 立 つ の 、 や っ ぱ り 怖 い で す か ？ 」 と

尋 ね る と 、 C「 こ っ ち （ 左 足 を さ す り な が ら ） が 、 他 人 の 、 足 み た い 、 だ か ら 、 体 重 を 、

乗 せ ら れ な い 。だ か ら 、靴 も 、こ わ れ る 。」と 語 っ て い る 。→ こ こ で も 、体 重 を の せ ら れ な

い こ と と 、 他 人 の 足 み た い に 感 じ て し ま う こ と が 接 続 さ れ て い る 。 # 11 p 2 2 9 で も 同 様 に 、

体 重 移 動 の 難 し さ を 語 っ て い る 。  
5 2  同 上  
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側と言われ、C さん自身も「こっち」と区切っていた ことから、左足が他

人 の足 だ と 見做 さ れ る だろ う 。 そう だ と し たら 、 座 って い る こ と に おい

て 、患 側 は わか ら な い にし て も 、健 側 に は 座っ て い る感 じ が し た は ずで

ある。だが、C さんにはそのように経験されてはいない。むしろ、上記の

様 子か ら は 、動 い て い ても 、 じ っと し て い ても 、 ま ず わ か ら な さが 生起

していたことがわかる。  

こ れま で の こ とか ら 、 患側 と 健 側 が分 け ら れて 経 験 さ れて は い ない と

言 える 。 そ のよ う な 解 剖学 的 な 区分 け に 先 行し 、 わ から な さ が 常に 生じ

てきてしまうことが、今の行為可能性を C さんに確かめさせ、そうせざ

るを得ないことが、他人みたい と語らせていた。  

 

（b）「たまに、立 たないと、こわい」  

前述のことを踏まえ、次に「こわい」という点を見ていきたい。 C さん

にとっての、「こわい」とは何を意味していた のか。以下は、理学療法の

前に、C さんの病室で、二人で話しながら、担当者が来るのを待っていた

場面である。C さんは、自主トレについて語り出す。そして、理学・作業・

言 語全 て の 自主 ト レ が ある が 、 理学 療 法 の だけ は ま だや っ て な いと 苦笑

いしながら話し、その続きからである。  

 

【抜 粋 13 #4p87：病 室 での会 話 ―理 学 療 法 前 の待 ち時 間 】  

C  「歩 くのと、○×（聞 き取 り不 能 ）と。ベッドの上 で、できるからって（言 うけど）、で

きないけどね。」  

C   「だったら、これ治 してくれって言 いたくなるけどね。」と珍 しくまくし立 てるように一 息 で

話 す。（しびれのために思 うようにできないのに、それがわかってもらえず、課 題 をかされるこ

とにいらだちが募 っている様 子 。）  

C  「あの人 たちは、仕 事 でやっているだけだから、こなしているだけだけど。」と言 い、左 手

をウォーカーにかけ、右 手 をベッド柵 においてぐっと立 ち上 がり、  

C   「たまに、立 たないと、こわい。」と言 い、ウォーカーのグリップをにぎり、まっすぐ前 をみ

て、棚 越 しにお隣 のベッドの人 のことを気 にするような視 線 を送 り、立 位 を維 持 する。  

坂 井 「こわいのは、しびれているからですか？」  

C  「それだけじゃ、ないけど、こわい。」う～んと考 え、  

C  「歩 いている感 じしない、っていうか、こわい、なんていうのか、（う～んと考 える）こ

れが（ウォーカーをさわりながら）なしでは歩 けない。」  

坂 井 「ウォーカーがないと、」  

C  「うん。」  

 

先の抜粋 12 である #2 において、立ち上がりながら「ときどき、こうし

な いと 、 わ かん な い
、 、、 、 、

」 と語 ら れ てい た も の が、 こ こ では 「 た ま に、 立た

ないと、こわい
、、、

。」となっていた。この「こわい」は、よく考えると不思
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議な表現になっている。動作の不安定さに伴うこわさであれば、“ 立つと
、、、

こ わい ” の よう に 、 動 くこ と ・ する こ と に 焦点 が 当 たる 。 だ が 、こ こで

は 「立 た な いと
、 、 、 、、

、 こ わ い」 と 、 実際 に 立 つ とい う 動 作を し て 、 今現 在に

おいて立てることを確かめないことが、こわさにつながっていた 5 3。すな

わち、立てないかもしれないという 懸念 が C さんにあり、さらに、それ

は 自ら の か らだ に 対 す る確 信 の もて な さ か ら生 じ て いた こ と が わか る 。

確信のもてなさとは、どのように生じていた のか。前項で見たように、 C

さ んは 座 っ てい て も 座 って い る 手応 え を 感 じづ ら く 、そ れ は 同 時に 、自

分 が曖 昧 に なり 、 こ こ に居 る と いう こ と を 実感 し づ らい 状 況 で もあ る。

その状態におかれた C さんは、不意に立ち上がるという動きをすること

で 、自 分 の 身体 を 確 か める こ と にな る 。 こ こに 確 か め、 確 か め られ てい

る C さんの身体が ある。前項でみた「立つとわかる」という確かめが可

能 であ る こ とに よ り 、 いつ も で はな く 「 た まに 」 と いう 頻 度 で の要 請 が

生じていたと言える 。  

 上記の議論を踏まえると、「しびれているからですか？」と尋ねられた

C さんが、「そ れだけじゃ、ないけど」と肯定も否定もせずに考え込 んだ

こ とが 頷 け る。 つ ま り 、し び れ とい う 何 か ひと つ に 起因 で き る よう な経

験 では な く 、し び れ て いる こ と がか ら だ の 手応 え を 薄め て い き 、そ こに

居 るこ と ま でも 曖 昧 に して い く 。こ の よ う な 広 が り を含 む も の であ るこ

と が、「 そ れだ け じ ゃ、 な い けど 」 と 言 われ る こ とで あ り、「歩 い て いる

感 じし な い 」と 、 感 覚 の問 題 に 広げ ら る こ とに も な って い た 。 だが 、す

ぐ に「 っ て いう か 、 こ わい 、 な んて い う の か 」 と 、 また 「 こ わ い」 に戻

ってくる。そして、再度考え込み、「これ が
、
なしでは、歩けない」と、一

見すると道具に話題が飛んだように見えるが、“これなしでは”ではなく、

「これが
、
なしでは、」とあり、その道具 が

、
ないと歩けない感じ・からだ で

あ るこ と 、 すな わ ち 自 らの か ら だに 対 す る 不信 感 が 再び 浮 上 し てい た 。

こ のよ う な 、か ら だ の こわ さ を 踏ま え て 、 どの よ う に「 こ わ い 」が 生じ

てくるのかを、次の抜粋と併せて考えていきたい。  

 

【抜 粋 14 #6p139：病 室 での会 話 ―昼 食 前 】  

カーテンを開 けると、端 坐 位 になっている C さんがみえる。そして、両 手 をウォーカーのグリッ

プにおいて、ゆっくりと立 ち上 がる。そして、またゆっくりと座 る。  

坂 井 「立 つ練 習 をしてるんですか？」  

C  「（頷 いて）こわい。こうやってないと、こわい。」  

坂 井 「立 てるかどうか、」  

C  「そう、前 、立 てなくなったから。」  

                                                                 
5 3  # 1 3 p 2 7 8： C さ ん が ベ ッ ド に 端 坐 位 に な り 、 二 人 で 話 し て い る 時 に 、 不 意 に 足 首 を 拳 上

し 、 く る く る 回 し 始 め 「 運 動 し な い と 、 こ わ い 。」 と い い 、「 今 日 も 、 食 べ た あ と 、 危 な か

っ た 。隣 に 、知 っ て い る 人 が い た か ら 、押 さ え て く れ た 。」と 、立 ち 上 が ろ う と し て 転 び そ

う に な っ た エ ピ ソ ー ド を 語 る 。  



149 

 

坂 井 「ああ、夜 ですね。」  

C   「そう、立 てなくなって、ここもよごしちゃった。」と言 い、後 ろを振 り向 くようにして左 手

でシーツをさする。  

坂 井 「ああ、前 、おなかの調 子 が、お薬 のんだときですね。」  

C  「前 だけど、」とうつむき加 減 。  

坂 井 「それからは、１回 も、」  

C  「ない。」  

坂 井 「でも、１回 でもあると、こわいですよね。」  

C  「こわい。」  

 

 C さんは誰もいない自室で、一人で立ち座りをしていた。そして、「こ

わい。こうやってないと、こわい。」と、こわさにより行為が促されてい

たことがわかる。「こうやってないと
、、、、、、

、こわい」では、立ったり座ったり

する動作を、単発で行うのではなく、「やってないと」という動 作をし続

けることが、こわさを解消する術として示された 。そこに、「前、立てな

く なっ た か ら」 と い う エピ ソ ー ドが 理 由 と して 挿 入 され る 。 こ こに は、

こわい理由と、2 種類の時間の層がある。まず前者については、前立てな

くなったことが、今、 C さんが「こうやってないと、こわい」と、動作の

継続をしている理由として示されていた 。その中に、後者の 2 種類の時

間も含み込まれている。  

まず、抜粋 13 の「たまに、立たないと、こわい」と、抜粋 14 の「こ

わ い。 こ う やっ て な い と、 こ わ い」 で 示 さ れ た 、 今 実際 に 行 い 確か める

ことと、動作の継続がこわさの解消につながる点に注目していきたい。  

私たちは、座っていて、この先立てないかもしれないとは思わないし、

そ もそ も そ う考 え る こ と自 体 あ まり な い 。 立つ 、 歩 くな ど 行 為 の可 能性

が 、現 在 か ら未 来 に む かっ て 無 条件 に 続 い てい る と 、ど こ か で 漠然 とわ

か って い る 。継 続 で き るこ と が どこ か で わ かっ て い るか ら 、 継 続し なく

てもいられる。だが、C さんにとっては、時々動作をしたり、それを継続

す るこ と で 、確 認 し な けれ ば な らな い こ と とし て 経 験さ れ て い た。 ここ

で は、 座 っ てい る な ど に代 表 さ れる 、 止 ま って い る 状態 が 続 く こと 、そ

こ から 動 き 出す こ と の こわ さ が 伺え る 。 す なわ ち 、 以前 立 つ こ とが でき

た 自分 、 歩 けて い た 自 分と 、 動 き始 め る 自 分と の 、 つな が り に こわ さを

感じていたと言える。なぜか。このように今の C さんに確認させること

を要 請 し てい る の は 、「前 、 立 てな く な った か ら 」と い う こ とに あ っ た。

そ れは 、 一 度そ の よ う な経 験 を した こ と が こわ さ に つな が り 、 その 都度

確認するような強迫行為のようにも見える。だが、C さんは、私が「ああ、

前、 お な かの 調 子 が 」と 言 っ たこ と を 受 け、「 前 だ けど 、」 と 「前 」 が、

前のこととして過去になっていないことを示す。C さんにとっては、「前」

と いう 出 来 事が 起 き た 過去 を 示 すと 同 時 に 、今 も 生 き続 け て い る「 前」
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と して 続 い てい た こ と がわ か る 。そ の 「 前 」は 、 立 てな か っ た とい うこ

と であ り 、 その 過 去 が 今現 在 を 規定 し 続 け 、立 て る ・で き る 今 が重 なっ

て も、 で き ない 「 前 」 が更 新 さ れる こ と な く、 つ な がり を 妨 げ てい たと

言える。  

 

（c）「からだ、固 めないと、こわい」―ばらばらなからだ  

ここでは、動いている時の「こわい」について見ていく。 C さんの歩行

は 、病 棟 内 では ウ ォ ー カー を 使 い、 自 主 ト レや 理 学 療法 の 時 間 に、 フリ

ーハンド歩行の訓練をしていた 状態であった。C さんの症状 を確認してお

く と、 目 に は複 視 が あ り、 右 半 身に は 運 動 失調 症 状 があ っ た 。 そし て、

左 半身 は し びれ て お り 、構 音 障 害も あ る 。 後遺 症 の ない と こ ろ はな いと

いっても過言ではなく、「こわい」というのは或る意味当然だとも言える。

そのような状態での歩行について、C さんは OT1 との会話の中で、次のよ

うに語ってい た。  

  

【抜 粋 15 #3ｐ79：作 業 療 法 中 】  

C さん担 当 の作 業 療 法 士 が、理 学 療 法 中 の歩 行 の様 子 をみて、 

OT1「さっき、歩 いているところ見 てたけど、からだ固 めて歩 いていたね。」  

C  「からだ、固 めないと、こわい。」  

OT1「んー、あれじゃ、歩 けないよー。」とマッサージしながら話 す。  

 

プライマリーである OT1 に「からだ固めて歩いていたね。」と投げ掛け

られ、 C さんはそれを受けながら、「こわい」を接続している。このから

だ 固め る と いう 会 話 だ け 見 て い ると 、 か ら だが 動 い てい な い 、 がち がち

し た印 象 を 受け る だ ろ う。 だ が 、実 際 は 逆 の状 況 で あ っ た 。 こ こで 話題

とされていた 歩行場面が、以下の抜粋 16 になる。リハビリ室は、体育館

の よう に 広 く、 ワ ン フ ロア ― で 理学 療 法 も 作業 療 法 も同 時 に 実 施し てい

た。そのため、 OT1 は他の患者を受け持ちながらも、 C さんの様子が見え

るし、プライマリーである OT1 は意識的に見てもいたのだろう。太字部

分が C さんの動きになる。  

 

【抜 粋 16 #3p71-72：理 学 療 法 場 面 】  

靴 を履 き終 えると、PT1 がリハ室 内 を歩 く練 習 をしますといい、C さんは立 ち上 がろうと

する。椅 子 が軽 く後 ろに反 りかえり、倒 れることはないが、ガタンと後 ろにすこしずれる。C さ

んと PT1 は、ガラス窓 を背 にしてマット方 向 に進 んでいく。①最 初 は PT1 が C さんの肩

に手 を乗 せているが、手 を放 すと右 腕 がぶんぶん振 れ、右 の体 も扉 のように開 いたり

閉 じたりを繰 り返 す。C さんは苦 笑 いを浮 かべながら歩 いていく。②マットの中 ほどあたりま

で歩 いていくと、右 足 が床 にくっついたみたいになり、ひっかかる。そして、数 歩 いくと、右

半 身 がぶんぶんぶれてくる。ぶんぶん、ゆらゆら、ずんずん歩 いていく C さん。マットコーナ



151 

 

ーの角 を左 折 する。だんだん右 足 がずんずん勝 手 にすすみ、左 足 がそれを追 いかけてい

るような動 きになってくる。マットコーナーの角 を左 折 する。リハ室 の中 央 にマットコーナー

があるので、その周 りを一 周 しているような形 になる。角 を曲 がるとマットコーナーの脇 に椅

子 が 3 脚 ほど置 いてある。座 って靴 を脱 ぐための椅 子 だ。C さんは、ずんずん歩 いていき、

目 の前 に椅 子 があるところもそのままずんずん行 く、PT1 が C さんの右 側 からからだに触

れて、椅 子 がありこのままいくとぶつかりますよと声 を掛 ける。C さんは、PT1 に止 められて

初 めて気 が付 いたような表 情 になる。そこで一 度 立 ち止 まり、他 の患 者 がすれ違 うのを

待 つ。そして、再 び歩 き出 す。C さんはマットコーナーの角 を左 折 して、右 手 に平 行 棒 が

あるところを歩 く。③2 つ目 の平 行 棒 あたりで、ぐらっとからだが揺 れる。そのままずんずん

揺 れながら歩 き、また角 を左 折 する。  

PT1「曲 がるとき、足 細 かに」と曲 がる際 のコツを伝 える。④PT1 は C さんの背 中 に左 手

を軽 く添 える程 度 にふれる。右 上 下 肢 がぶんぶんぶれて開 きながら歩 いていく。そのブレ

でか ら だもぶ れて、歩 行 全 体 が 危 うい 感 じ になる。ぶん ぶ んの 振 れが 大 きくなってきた。

PT1 はベッドにすわりましょうと、マットコーナーの角 にあるマット運 動 用 のベッドを指 す。C さ

んは、ドスッとベッドに腰 掛 けると、首 をかしげて、左 手 で顔 をさわる。PT1 も C さんに並 ぶ

ようにベッドに腰 掛 ける。無 言 の 2 人 。C さんは斜 め下 の床 あたりに視 線 を落 としている。

PT1 も黙 って横 にいる。  

 

 太字部分の C さんの動きから、「からだ、 固めないと、こわい。」 がど

のように生じていた のかを見ていきたい。まず①で注目したいのは、 PT1

が C さんの両肩から手を放すと、C さんの右腕がぶんぶん振れ、それが右

上体にまで及んでい た。ここでは、 PT1 によって、固められていた体が、

放たれることで、制御が効かなくなり始め た 5 4。その状態が継続されると 、

②のように、歩行のリズム全体も、（ずんずん）と C さんのコントロール

を離れていく。そして、③のように（ぐらっと）からだが揺れながらも、

（ずんずん）は続いていた。ついに④では、PT1 が再び C さんのからだに

軽く手を添える程度に触れた 。すると、（ぶんぶん）と振れは止まらない

ものの、揺れや（ ずんずん ）が消えていった。  

 このように見てみると、歩くという動作において C さんのからだが、

ばらばらしていた ことがわかる 5 5。これは、前節で見た「他人みたい」と

C さんが称していた ことにもつながる。すなわち、「他人みたい」である

とは、収拾つかないからだであり、制御できないからだであり、それ故、

「からだ、固めないと、こわい。」のである。いわば、C さんのからだが、

C さんにとって固める必要のあるからだとして現れていた 。その上で、「こ

                                                                 
5 4  C さ ん は 入 院 4 ヶ 月 目 の # 1 2 に お い て も 、歩 行 訓 練 中 に P T 1 が 右 手 の 腕 の 振 り が 良 く な

っ た こ と を 伝 え る と 、即 座 に 大 き な 声 で「 こ わ い よ 。」と 答 え る 。何 が 怖 い の か 尋 ね た P T 1

に 対 し て 、「 自 分 で 、 制 御 、 で き な い 。（ 左 手 で 左 前 胸 部 あ た り を 触 り 、 腹 部 に 手 を 下 ろ し

て い き な が ら ） 速 い の は 、 み ん な 同 じ 」（ # 1 2 p 2 5 5） と 言 い 、 さ ら に 歩 行 時 に 腕 を 振 る と 、

足 が 前 に 出 て こ わ い と も 語 っ て い る 。  
5 5  前 節 で み た「 頭 の な か で は 、わ か っ て る け ど 、つ な が ら な い 」と い う 、か ら だ が 言 う こ

と を 聞 か な い と い う こ と と も 重 な る 。  
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わ い」 と い うの は 、 そ のか ら だ での 動 作 の こわ さ で もあ り 、 制 御の 効か

ないからだそのものについてでもある。前項で見たように、動かないと、

今 現在 に お いて 、 そ れ がで き る かど う か わ から な い こわ さ が 現 れる 。他

方 、動 き だ すと 、 制 御 の効 か な いか ら だ と いう こ わ さが 現 れ る 。何 をし

ても、しなくても「こわい」が生じてきてしまうことがわかる。  

 

（d）「これずっと出 てるから、こわい」  

 さらに別の角度から語られていた「こわい」を見ていきたい。下記抜粋

は、言語療法の時間に、プライマリーである ST1 に様々なことを話して

いた場面になる 5 6。この日は、言語療法の冒頭に ST1 が C さんに足の痛み

5 7を尋ね、 C さんが「こっち、しびれるから、わかんない。」（ #6p129）と

答えたのを契機に、しびれについて語っていた（ p129-133）一部になる。

以下では、「しびれてる」と「こわい」に着目して見ていきたい。  

 

【抜 粋 17 #6p132：言 語 療 法 場 面 】  

テーブルの上 の手 を、指 を握 りあわせるように少 し起 こして重 ね、それからすぐにいつもの右

手 を押 さえるように左 手 を重 ねて置 く。  

C①  「こっち向 いたり（右 にからだを傾 け）、こっち向 いたり（左 にからだを傾 け）、（左

手 を持 ち上 げて）これもしびれてる。（左 手 を首 の真 ん中 あたりで半 分 に切 るよう

なジェスチャーをして、上 から下 を触 りながら）こっちから下 は、しびれてるから、わかん

ない。（左 手 をひらひらさせて）今 も、同 じ。夜 大 変 、昼 も大 変 、これずっと出 てる

から（合 掌 する様 に両 手 の平 を合 わせて）こわい。こっから先 は、出 てるところみん

な、しびれてる。だから、こわいね。（手 を動 かしながら）こっち２本 で（左 手 は第

1･2 指 を動 かして）、こっち 3 本 で（右 手 は第 1･2･3 指 を動 かし）握 ってっから、

こわいね。」と言 い、両 手 を少 し離 してテーブルの上 に置 いて、  

C  「音 すっからね 5 8」  

ST1「押 さえつけるとね。」  

C  「もっと、力 あれば、」と両 手 を肘 からテーブルについて、  

ST1「しびれがあっても、」  

C  「できるんだけど、、、」と左 手 を持 ち上 げて、下 ろして手 のひらをテーブルにつけて、  

C②  「夜 は、ふたつ、信 号 があって、こわいね。（左 手 を頭 頂 部 に立 てるようにおいて）

                                                                 
5 6  付 記 し て お き た い の が 、C さ ん に と っ て 言 語 療 法 の 目 的 が 2 つ あ っ た と い う こ と で あ る 。

本 来 の 目 的 で あ る 構 音 障 害 に よ る 言 語 障 害 の 改 善 の 他 に 、 他 の 訓 練 の こ と 、 食 事 の こ と な

ど 様 々 な 思 い を 聞 く 場 に も な っ て い た 。そ の た め 、プ ラ イ マ リ ー で あ る S T 1 が 担 当 の 時 は 、

テ キ ス ト を 用 い た 訓 練 で は な く 、 こ の よ う な 会 話 だ け で 訓 練 時 間 が 終 わ る こ と も し ば し ば

み ら れ た 。  
5 7  左 足 の 指 に 、い つ で き た の か わ か ら な い 傷 が あ り 、そ こ が 化 膿 し て い る こ と が ス タ ッ フ

に 発 見 さ れ 、 数 日 前 よ り 抗 生 剤 入 り の 軟 膏 を 塗 布 し て い た 。 左 が し び れ て い る た め 、 C さ

ん 自 身 、 傷 に 気 付 く こ と は な か っ た と の こ と 。 入 浴 時 に ど こ か に ぶ つ け た 可 能 性 が 高 い と

さ れ て い た 。  
5 8  歩 行 時 に 出 て し ま う ウ ォ ー カ ー の き し み 音 の こ と 。そ の た め 、直 前 に ＜ 両 手 を 少 し 離 し

て テ ー ブ ル の 上 に 置 い て ＞ と い う の は 、 ウ ォ ー カ ー の グ リ ッ プ を 握 る 時 の 手 の 様 子 を 再 現

し て い る と 思 わ れ る 。  
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あったかいのと、冷 たいのと、ふたつの指 令 が来 て、こわいね。」と左 手 で頭 を触 りな

がら話 す。  

C  「ここは、痛 み止 めでおさえてるから、わかんないけど（左 手 で左 頸 部 をさわりなが

ら）」と言 い、からだを右 、左 に動 かしながら「こっちがいいんだろうけど」とつぶやく。  

 

話 題が 次 々 に 飛ん で お り 、 意 図 が つか み に くい よ う に も見 え る 会話 に

なっ て い る 。 だ が、「こ わ い 」に 注 目 し てみ る と、「こ わ い 」が 基 盤 とな

り、 時 間 的な 「 ず っ と」 と い うし び れ の 在り 方、「 出 て る と ころ み ん な」

という範囲が語られ、再び「こわい」に戻っていた ことがわかる。  

まず、 C①から見ていく。 C さんは「こっち向いたり」と言いながら、

右に 左 に とか ら だ を 傾け る 動 きか ら、「（ 左手 を 持 ち上 げ て ） これ も
、
しび

れてる。」と、からだのしびれを左手が代弁するように語られ た。そして、

前 節で も 見 たか ら だ を 半分 に 切 るよ う な ジ ェス チ ャ ーを し な が ら、 から

だを 触 り なが ら 「 こ っち か ら 下は 、 し び れて る か ら、 わ か ん ない。」 と、

しびれていることを起点（原因）として、「わかんない」ということが示

される。  

続けて、C さんは（左手をひらひらさせて）と、再び左手を主題的に登

場させ「今も
、、

、同じ。」と、続いている「今も」という時間、何とは言わ

ない「同じ」を出現させる。そして、この「今も 」は、「夜
、
大変、昼も

、、
大

変 」と 昼 夜 とい う 枠 を 越え 、 ず っと と い う 時間 を つ くる 。 そ こ にあ るの

は （合 掌 す る様 に 両 手 の平 を 合 わせ て ） 確 かめ ら れ た 「 こ れ ず っと
、 、、

出て

る から 」 と いう し び れ であ り 、 しび れ が 続 いて い る こと が 「 こ わい 」 と

い う意 味 を 立ち 上 が ら せて い た 。こ の 「 ず っと 」 と いう 広 が り は、 別の

広がりも触発してい た。C さんは、さらに続けて「こっから先は、出てる
、、、

とこ ろ み んな
、 、 、 、 、 、

、 し び れて る 。 だか ら 、 こ わい ね。」 と、「 こ っ から 先 」と

い うあ る 一 線か ら 先 「 みん な 」 とい う 、 ど こま で と いう 終 点 の ない 範囲

が 示し 、 そ の広 が り が ここ で は 「こ わ い 」 とい う 意 味を 浮 か び 上が ら せ

た。  

次 に、 動 く こ とに 関 連 した 「 こ わ い」 へ と 展開 し て い く 様 子 を 見て い

きたい。C さんは、上記のようなしびれを示しながら、ウォーカーのグリ

ッ プや 手 す りな ど を 握 ると き の こと を 想 起 する 。 こ こで も 、 ま ず手 全体

を動かし、次いでしびれていない左右の指をそれぞれに動かし、「こわい」

と 言う 。 前 節で の 議 論 と重 な る が、 し び れ てい な い 指の み で 握 ると いう

行 為が 、 よ りど こ ろ の 少な さ を 示し つ つ 、 それ で も そこ に 身 を 預け なけ

れば な ら ない 不 安 定 さが、「 こ わい 」 に つな が っ てい た 。 さ らに 、 C②で

は 、動 作 時 では な く 臥 床時 の こ とが 語 ら れ た 。 こ こ でも 、 直 前 に左 手を

持ち上げ主題的に浮かび上がらせ、夜間には「ふたつ、信号があって」「二

つ の指 令 が 来て 」 と 、 日中 は 背 景に 沈 み 込 んで い る もの が 、 安 静に して

い るこ と に より や っ て 来る こ と が 「 信 号 」 や「 指 令 」に 例 え ら れ、 語ら
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れ てい た 。 医学 的 に は 、昼 間 と 夜間 と で 別 の事 が 起 きて い る わ けで はな

いが、夜間には C さんに主題的に浮かんで来る
、、

のである。この、「夜は、

二 つの 信 号 があ っ て 」 と、 か ら だが 分 け ら れる よ う な経 験 が や って 来る

ことが、ここで C さんに「こわい」とされていた。グリップを握る時の

ように、 C さんが能動的に動いても「こわい」が生じ、臥床時のように、

能 動的 な 動 きが 少 な く ても 「 こ わい 」 が 生 じ て い た 。そ こ に は 、能 動的

であるか否かにかかわらず、「こわい」が生じてくる経験の構造が 見て取

れた。  

 

b.わからない  

前述までの抜粋部分においても見受けられた ように、C さんは何か尋ね

ら れる と 「 わか ん な い 」と 答 え てい る 場 面 が多 く あ った 。 こ の よう な患

者 の様 子 は 、 先 行研 究 にお い て （ 登喜 ら ， 2005） は、 適 切 な 言 葉が 見 当

た らず 表 現 しづ ら い と され て い た 。 こ の 「 わか ん な い」 と は 、 どの よう

なことなのか。ここでは、痛みや疲れなど、わかる ―わからない以前に、

私たちが既にそれとしてわかることに着目し、それらが C さんにどのよ

うに経験され、「わかんない」ということが生じていた のか、見ていきた

い。  

 

（1）痛 み  

（a）「どこが痛 いのかわからない」  

 C さんは、痛みを問われていない中で、自ら「どこが痛いのか、わから

ない」と語り出す場面 5 9があった。注目したいのは、 C さんは痛いの がわ

か らないのではなく 6 0、「どこが」痛いの かわからないと、身 体の場所 を

特定することの問題として示していた 点である。下記の抜粋は、 9:10 か

らのリハビリの前に、C さんの病室で 25 分ほど話していた場面（ #1p4-10）

の一部である。  

 

【抜 粋 18 #1p9：病 室 での会 話 ー理 学 療 法 前 】  

ふとベッドサイドの窓 をみると、晴 天 の空 に、緑 の木 々が青 々とゆらいでいるのが 見 える。

梅 雨 の合 間 の晴 れだが、梅 雨 時 期 にはしびれや痛 みがひどくなると聞 くので、尋 ねてみ

た。  

                                                                 
5 9  # 1 p 7： 坂 井 「 C さ ん は 、 い つ か ら 、 こ れ （ ウ ォ ー カ ー ） な ん で す か ？ 」 C「 ぎ だ ど ぎ か

ら （ 来 た 時 か ら ）。 歩 き 、 始 め か ら 、 が わ ん な い （ か わ ん な い ）。 ど こ が 、 痛 い の か 、 わ か

ら な い か ら 、 つ ら い 。。。」  

# 1 p 1 7： C「 あ ど は 、肩 が 、痛 く て（ 左 肩 を さ わ り な が ら ）、痛 い の 、い っ ぱ い 、あ る か ら 、

ど こ が 、 痛 い の か 、 わ か ら な い 。。。」  

→ い ず れ も 、痛 み に つ い て 問 わ れ て い る わ け で は な い と こ ろ で 、自 ら C さ ん が「 ど こ が 痛

い の か わ か ら な い 」 と 語 っ て い る こ と が わ か る 。  
6 0  # 1 p 1 7： C「 あ ど は 、肩 が 、痛 く て（ 左 肩 を さ わ り な が ら ）、 痛 い の 、い っ ぱ い 、あ る か

ら 、 ど こ が 、 痛 い の か 、 わ か ら な い 。。。」 → 痛 み が あ る こ と 自 体 を 把 握 し て い る 。  
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坂 井 「C さん、梅 雨 で雨 降 っているときとか、しびれがひどくなったりとかします？」  

C    「う”～ん、わかんない。しびれが、とれないから。しびれてるから、冷 たいから、わが

んない。お腹 、痛 いのか、どこが痛 いのか。だから、これ（ジャージの上 着 ）ぎてる。

中 も、長 袖 。これ。（左 手 を伸 ばして袖 口 がみえるようにしてくれる。） 寒 いから、

長 袖 じゃないと、半 袖 は、寒 くて、いられない。」  

 

 天候によりしびれがひどくなることがあるか尋ねられた C さんは、困

惑し、「 わ かん な い 」と 答 え、「し び れ が、 と れ ない か ら 」 と、 そ の 理由

を 追加 し た 。こ こ で は 、応 答 に おけ る 地 と 図の 反 転 が見 ら れ る 。す なわ

ち 、図 と し て尋 ね ら れ た“ し び れ ” が 、 わ から な く させ て い る 地で ある

“しびれ”として応じられていた 。「しびれが、とれない」という 常に続

い てい る し びれ が 、 逆 説的 だ が 、し び れ を 図と し て 把握 で き な くさ せて

い るこ と が 伺え る 。 そ れを 「 し びれ て る か ら、 冷 た いか ら 」 と いう 状態

としてあることを示し、「わがんない。」という意味が立ち上がっていた 。  

ここで 前節の議論を思い起こしたい。 C さんにおいて、「こっち」とし

て 区切 ら れ なが ら 示 さ れて い た 「冷 た い 」 とい う こ とは 、 温 度 の問 題だ

け では な く 、他 人 み た いな ど 様 々な 意 味 を 包含 し て いた 。 そ し て、 そこ

で は、 医 学 的な 健 側 ― 患側 と い う枠 組 み を 超え た 経 験と な っ て いた 。こ

こで も 、 同様 の こ と が言 え る 。つ ま り、「し び れ てる か ら 、 冷た い か ら、

わがんない。」というのは、しびれている左側だけ のことではない。 C さ

ん自身も、左右を特定していない。つまり、C さんにとって、しびれてい

る こと は 、 他人 み た い と感 じ て いる こ と で もあ り 、 それ は し び れて いる

部 分の 問 題 だけ で は な く、 か ら だと し て の わか ら な さへ と つ な がる もの

でも あ っ た。 こ こ に 、「ど こ が 痛い の か わか ら な い」 と い う 、「ど こ が」

に 応じ る 、 身体 に お け る「 こ こ 」を 「 痛 い 」と し て 特定 し づ ら く さ せて

いる様子がわかる。  

 さらに、痛みについて問われていない中での、「どこが痛いのかわから

ない」と場所を含む形で C さんから語られたことに注目したい。上記の

ことから、C さんに おいても痛みそのものに焦点が当たっているというよ

り は、 身 体 にお け る は っき り し ない 経 験 が 、し び れ につ い て 尋 ねら れた

こ とに 触 発 され た と 思 われ る 。 しび れ て い るこ と は 、こ れ ま で 言わ れて

き たよ う な 感覚 だ け の 問題 で は なく 、 身 体 にお け る 場所 を 特 定 する こと

にも関連していることがわかる。  

 

（b）「しびれてるのに、痛 い」  

前 項で 見 た 「 どこ が 痛 いの か わ か らな い 」 とい う こ と が、 し び れと の

関 係で 確 認 され た が 、 その わ か らな い こ と を前 提 と して 、 痛 み が把 握さ

れ たり 、 評 価さ れ た り 、病 前 と は違 う 「 痛 い」 の 意 味が 立 ち 上 がっ てい

る様子が見られた。  
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以下では、C さんの足の指にできていた傷について、その言及を追いな

がら見ていきたい。できていた傷としたのは、C さん自身いつ、どこでで

き たも の か わか ら ず 、 スタ ッ フ によ り 発 見 され た か らで あ る 。 裸足 にな

る のは 、 主 に入 浴 時 で ある た め 、そ の 際 に どこ か に ぶつ け た こ とが きっ

かけではないかとされていた 6 1。#6 は傷が発見された、1～ 2 日後であり、

#9 はその 20 日後であった 。  

 

【抜 粋 19 #6p129：言 語 療 法 場 面 】  

ST「足 の痛 みはどうですか？」  

C 「わかんない。」と言 いながら、重 ねていた左 手 を持 ち上 げて胸 の前 あたりの高 さまで

持 ち上 げて、手 の甲 、平 、甲 と表 裏 返 しながらじっと見 て、  

C 「こっち（左 ）しびれるから、わかんない。」と答 える。  

ST は C さんに、今 、塗 り薬 （ゲンタシン）を塗 っているが、痛 くなったら言 って下 さい、改

善 されないようだったら飲 み薬 も検 討 していますからと伝 える。  

C「大 丈 夫 。」と明 るい口 調 ではっきり答 える。  

 

足にできていた傷について、「足の痛みはどうですか？」と尋ねられた

C さんは、「わかんない」とだけ答え た。これは、前述の「どこが痛いの

かわからない」とは違う水準である、痛みがあることも、ないことも「わ

かんない」ということである。続く、C さんの点線部の動きに着目したい。

C さんは左手を動かし、じっと見るということをしていた 。足の事を尋ね

ら れ、 手 を 動か し 凝 視 する と い うの は 、 何 のつ な が りも な い 行 為の よう

に見える。だが、C さんは、動かしている左手、動かれている左手を今こ

こ で 感 じ なが ら 「 こ っち 、 し びれ る か ら 、わ か ん ない。」 と、「わ か んな

い」の理由を見つける。この順番に注目したい 。既に 抜粋 12 の議論でも

述べたように、わかんないことが、C さんに先に生じており、左手を動か

しながら「しびれる
、 、、 、

」ことを発見している。「しびれている」という常と

し てあ る 状 態 だ け で は なく 、 こ こで は 動 か すこ と に 伴う 「 し び れる 」と

いうことが C さんに生起され、わかんない理由として意味づけられてい

た。  

#6 では「わかんない。」とされた、足の痛みが、 20 日後の #9 では別様

に現れていた。傷の状態としては、抗生剤入りの軟膏塗布では改善せず、

内 服投 与 に 変更 し た も のの 、 腫 脹や 化 膿 は 続い て い た。 付 記 す ると 、リ

ハ ビリ と い う場 の 特 性 上、 足 に 傷が あ っ て も、 歩 行 訓練 を や め るこ とは

で きず 、 負 荷が か か り 続け る こ とに よ る 創 傷治 癒 遅 延も 避 け が たく あっ

                                                                 
6 1  し び れ て い る 患 者 さ ん に は 、し ば し ば み ら れ る ケ ー ス で あ る 。予 備 調 査 に お い て も 、同

じ よ う に 足 の 指 に 、 同 じ よ う な 傷 が で き 、 そ れ に 気 付 か な い 患 者 さ ん が い た 。 化 膿 し て お

り 、腫 れ て い た が 、痛 み を 尋 ね る と 、「 し び れ が あ る か ら わ か ん な い ん で す け ど 、し び れ の

彼 方 に 傷 み が あ る よ う な 気 が す る 。」 と そ の 方 は 教 え て く れ た 。  
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た。そのため、創部に靴が当たらないように少し緩めのもの 6 2を使用する

など、工夫がなされていた。  

 

【抜 粋 20 #9p182：理 学 療 法 前 ―廊 下 で C さんと共 に開 始 を待 つ場 面 】  

靴 がまだ病 棟 のレンタルのままだった。  

坂 井 「そういえば、足 の傷 はどうですか？」と足 元 をみながら尋 ねると、  

C  「変 わんない。」と即 答 。  

坂 井 「ああ、あんまり変 わんないですか？薬 は、抗 生 剤 は？」  

C  「飲 んでない。」  

坂 井 「もう、おわったんですね。」  

C  「しびれてるのに、痛 いから、相 当 、痛 いんだ。」  

坂 井 「あー、なるほど。」  

C  「2 回 、出 した。」  

坂 井 「え、２回 、出 した？膿 を、２回 出 したんですね？」  

C  「それやったら、少 し楽 になった。」  

 

「しびれてるのに、痛いから、相当、痛いんだ。」という点に注目した

い。抜粋 19 で見た ように、しびれによってわからないはずの痛みが、こ

こでは C さんに「 しびれてるのに、 痛いから」と「痛い」ことが把握さ

れ てい た 。 わか ら な い はず の こ とが 、 わ か るこ と が 、病 前 の 痛 い基 準に

照ら し あ わさ れ 「 相 当、 痛 い んだ。」 と いう 意 味 を立 ち 上 げ てい た 。 今、

C さんに現れているのが「痛い」ということであるにもかかわらず、しび

れていてわからないというフィルターを通して、手元にはないはずの「相

当 、痛 い ん だ」 と い う 、か ら だ とし て の 痛 み の 程 度 も同 時 に 把 握さ れて

いた。  

更に、その約 1 週間後が #10 になる。上記で、排膿により「少し楽にな

った」ということを踏まえて 見ていきたい。  

 

【抜 粋 21 #10p207：病 室 での会 話 場 面 】  

坂 井 「指 は、足 の指 は今 どうですか？」  

C  「痛 みがわかんないから。」  

坂 井 「うーん、しびれで？」  

C  「この前 は、しびれてるより、痛 かったから、今 はそれよりはいい。」  

うーんといいながらふたりで窓 の外 をみる。  

 

ここでも、「痛みがわかんないから」と #6 で見た「わかんない」という、

ベースの状態に戻っていることがわかる。そのわからない理由として「し

                                                                 
6 2  病 棟 に あ る 貸 出 し 用 の 靴 で 、C さ ん 所 有 の ス ニ ー カ ー タ イ プ よ り も 、作 り が 全 体 的 に 緩

め の 要 介 護 の 室 内 履 き タ イ プ で あ っ た 。  
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びれで？」と問われ、 C さんは「この前は、しびれてるより、痛かったか

ら、今はそれよりはいい。」と、しびれている状態を基準とし、しびれて

る より 痛 か った 「 こ の 前」 と い う意 味 が 立 ち上 が り 、そ こ を 起 点と して

差を比較することが可能になり、今は「それよりはいい。」と評価が可能

になっていた 。ここでは、痛みとして C さんの手元にないものが、しび

れ を基 準 に して 推 測 す るこ と が なさ れ て い た 。 い わ ば、 し び れ てい てわ

か らな い こ とが 新 た な 地平 と な り、 今 感 じ る ― 感 じ ない 痛 み の 意味 を成

り 立た せ て い た 。 そ れ は、 こ れ まで と は 違 う形 で の 把握 が 可 能 に な って

いたとも言える。  

 

（2）「わけわかんないから、しびれてっから」ー疲 れとしては答 えられない  

 疲れについて以下で見ていくにあたり、C さんの入院生活を再度確認し

ておきたい。 C さんは、毎日 6 3リハビリ 9 単位（ 180 分）と、その合間に

自 主ト レ 課 題を 行 っ て いた 。 ま た、 外 を 歩 く練 習 が 含ま れ て い た 理 学療

法 や、 腹 筋 など 筋 力 ト レが 多 い 作業 療 法 に つい て は 、 夏 と い う 季節 柄も

あり負荷も大きかった。C さん自身も、こんなオヤジつかまえて、ボクサ

ー にで も す るの か と 冗 談ま じ り に 、 そ の き つさ を 訴 える こ と が あっ た。

このような、ハードな訓練であるため、PT や OT も C さんに疲労を尋ねな

がら実施する場面が多かった。疲れを尋ねられた際の C さんの応答の仕

方に注目していきたい。  

 

【抜 粋 22 #2p35：PT20 分 病 棟 廊 下 での歩 行 訓 練 】  

なんとかカウンター付 近 の一 番 込 み合 っているところを通 り抜 けると、廊 下 奥 に向 かって、

大 きくぶんぶん揺 れながら歩 いていく。歩 幅 も大 きくなっていき、先 ほどよりもスピードがぐん

と上 がっている。あっという間 に廊 下 奥 に近 づく、だんだんなめらかな歩 行 になる。ガラス窓

に両 手 をつき、右 回 りにゆっくりと向 きを変 える。  

PT2「疲 れは、どうですか？」とこの時 間 は 20 分 間 歩 きっぱなしなので、と疲 労 具 合 を

尋 ねられると、  

C   「 ・ ・ ・ 、（ま っす ぐカウン ター 方 向 をみて、 ちょ っと間 が あ り、 苦 笑 し て） 行 き まし ょ

う。」  

＊この後 、カウンター方 向 へ歩 きはじめる。  

 

【抜 粋 23 #3p75：PT60 分 終 了 直 後 に、食 堂 で昼 食 をとり、病 室 に戻 る場 面 】  

ウォーカーにつかまり食 堂 を背 にして歩 き出 すが、いつもよりゆらゆらふらふらして足 取 りが

おぼつかない印 象 。ゆらゆらカウンター前 を通 り過 ぎ、まっすぐ行 きそうな勢 いで、直 前 のと

ころでぐいっと右 に曲 がり、廊 下 をゆらゆら歩 いていく。  

坂 井 「足 が、疲 れてますね。」と右 側 に付 き添 いながら話 す。  

                                                                 
6 3  通 常 、土 日 休 日 は リ ハ ビ リ が 休 み に な る 病 院 が 多 い が 、こ こ で は 3 6 5 日 無 休 で リ ハ ビ リ

が 行 わ れ て い る 。  
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C  「他 人 の足 、みたいだから、困 っちゃうねー。」と明 るく返 す。  

廊 下 には人 がいないが、向 かって右 側 に車 いすが 2 台 置 いてある。C さんは廊 下 の左 寄

りをふらふら歩 いていく。  

 

 上記の歩行場面の抜粋において、PT2 や私には C さんの 様子（ 点線部分）

が、訓練時間の長さもあり、疲れとして映っていた 。だが、C さんは「・・・、

行きましょう。」「他人の足、みたいだから、困っちゃうねー。」と、疲れ

への問いに対して 、肯定も否定も しておらず、応答のずれが生じて いた。

訓練中の場面では、「疲れている」という 声を発することも できず、「…」

となっているようにも見えるだろう。しかし、炎天下での外歩き訓練で、

傾斜が 30 度程ある急な坂道を登ってい た時に 「かなり、きつい。」と、

登りながらつぶやい ていたり（ #7p150）、言語療法でも長文になると「く

る し～ 」 や 、作 業 療 法 での 筋 ト レな ど で も 「き つ い ？」 と 尋 ね られ ると

「うん。」と答えた場面も多々あった。つまり、“きつい”“苦しい”など、

負荷に対しては応答できるが、“疲れ”という問いに対しては、応答しづ

ら いこ と が わか る 。 応 答し づ ら いこ と が ど のよ う に 生じ て い た のか を見

ていきたい。  

 まず、 C さんが疲れについて尋ねられ、「他人の足、みたいだから、困

っちゃうねー。」と応じていたことに注目したい。点線部分にある（ゆら

ゆら歩いていく） 様子が、 傍にいた私と言う他者には C さんの疲れとし

て見えたのに対して、 C さんには疲れではなく 、「他人の足、みたい」と

言 われ る よ うな 感 じ で あっ た 。 この 、 他 人 の足 み た いで あ る こ とを 手が

か りに 、 考 えて み た い 。疲 れ と いう の は 、 だる さ や 体の 重 さ な どが 、ほ

か のど こ で もな い 自 分 のか ら だ に、 自 ず と 現れ て く る も の で あ る 。 言い

換 える と 、 疲れ る と い う経 験 が 成り 立 つ と いう こ と は、 自 ら の 手元 にか

らだがあるということでもある。 C さんにおいて、「他人の足、みたい」

と され る か らだ は 、 疲 れを そ れ とし て 実 感 する は ず の か ら だ が 、変 容し

ていることが伺える。つまり、「他人の足、みたい」という状態において

は 、疲 れ る と い う 経 験 は浮 か び 上が ら ず 、 疲れ を 問 われ て も 答 えら れな

い構造がここに確認できる。  

 それでも、 C さんには「疲れ」ということが尋ねられてしまう。  

 

【抜 粋 24 #8p179：  PT80 分 終 了 直 後 に、食 堂 で昼 食 をとり、歯 磨 きをしてベ

ッドに戻 る場 面 】  

C  「これ、なくてもいいんだけど（ウォーカーを指 して）、1 時 間 、歩 いた後 だから、」  

坂 井 「足 もつれちゃいますね。」  

C さんが苦 笑 いしながら頷 く。  

坂 井 「やっぱり、左 が疲 れます？」  

C  「（左 腿 を触 りながら）わけわかんないから、しびれてっから。」  
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 4 単位連続の理学療法（ FN#8p167-177）で、フリーハンド室内歩行や模

擬 和室 で の 動作 訓 練 、 歩行 器 で の外 歩 き 、 バラ ン ス ボー ル を 使 って の体

幹トレーニングなどをこなした後だが、ふらついている様子 はなかった 。

C さん自身「これ、なくてもいいんだけど」と、歩行器は 念のため使って

いることを示してい た。そこへ、「やっぱり、左が疲れます？」と尋ねら

れ、 C さんは左腿を触りながら「わけわかんないから、しびれてっから 」

と答える。「やっぱり」は C さんにおいては、全く心当たりのない「やっ

ぱ り」 で あ るが 、 左 腿 を触 り 確 かめ る 。 だ が、 そ こ には 「 疲 れ 」に 応答

するものがなく、「わけわかんないから」と、わからないのではなく、そ

こ に含 ま れ るわ け （ 訳 ）す な わ ち疲 れ に 相 当す る も のが 、 し び れて いる

ことでわからないことが示される。  

 しびれていることで、他人の足みたいであるため、C さんには疲れがそ

れと わ か る形 で は 現 れて お ら ず、 そ れ を 問わ れ る と、「 し び れ て っ か ら」

と 、全 て の わか ら な さ を含 み 込 ませ る よ う なし び れ が現 れ る 。 既出 の A

さんの「筋肉痛が来ない」との類似が見られる。 A さん同様、 C さんの疲

れ に関 し て も、 疲 れ の “有 無 ” やそ れ が “ わか る ― わか ら な い ”と いう

ことが、はっきりと自覚しづらくなっていた 。  

  

c.感 じがしない―わかっている世 界 と現 れてくる世 界 との差 異  

 入院 4 ヶ月近くなった #11 頃になると、C さんの訓練には 自宅退院を想

定 し、 伝 い 歩き が 自 主 トレ の 中 に、 組 み 込 まれ る よ うに な っ た 。こ れま

で 歩行 器 を 使い 移 動 し てい た ト イレ や 食 堂 に、 壁 や テー ブ ル 、 手す りな

ど 身の 回 り のも の に つ かま り 、 から だ を 支 えな が ら 移動 し な け れば なら

な くな っ た 。そ こ で は 、こ れ ま で 歩 行 器 の グリ ッ プ を握 る こ と が多 かっ

た 手に 、 そ れ以 外 の も のと 新 た な接 触 が 生 じる よ う にな っ て い た。 その

中で、「平 らに感じない」、「同じ感じがしない」としばしば語られるよう

になった。これらがどのように成り立っていた のか、見ていきたい。  

  

（1）「同 じ感 じがしない」  

 まず 、 手 につ い て 、 左右 を 比 べ主 題 的 に 語ら れ て いた 箇 所 を 見て いき

たい。以下の抜粋は、足の傷が痛いという話から、1 週間前からしびれの

薬 6 4を飲み始めたこともあり、バランスが悪いという話題になった場面で

ある。 C さんが、指を 2 本立てながら、 1 日 2 回飲んでいると語った直後

である。  

 

 

                                                                 
6 4  商 品 名 ： リ リ カ  
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【抜 粋 25 #11p227-228：病 室 での会 話 】  

そして、両 手 を胸 の高 さに持 ち上 げて手 のひらを顔 の方 にむけてじっと 見 て、指 を動 かし

ながら、  

C  「これと、これ、同 じ壁 持 ってるのに 6 5、同 じ感 じがしない。」と左 右 の手 を見 ながら

話 す。  

坂 井 「同 じ、感 じがしないですか？どっちが、どうとか、ありますか？」  

C  「うーん、右 は、下 手 くそだから。」右 手 を見 ながら、仕 方 がないよなぁというあきらめ

のような、困 ったなぁというような雰 囲 気 で明 るく話 す。  

＜＊8 行 略 ：薬 を飲 んで変 わったかを坂 井 が尋 ね、C さんが答 えるというやり取 り＞  

坂 井 「ああ、今 は、痛 いだけ。お薬 飲 んで、ふらふらするとかは？」  

C  「する。ただ、ふらふらする。これに慣 れないと、いけない。」と言 い、すっと立 ち上 がる。

そして、フリーハンドで棚 の方 に 4 歩 ほど歩 いていき、  

C  「前 は、しなかった。（目 の前 の壁 に両 手 をぺたっとついて）これと、これ違 う（左

右 の手 を交 互 に見 比 べて）。」  

坂 井 「ちがう？どんな風 に、」  

C  「これが壁 （右 手 見 て、動 かしながら）。こっちは、うーん、」  

坂 井 「硬 くないですか？」  

C   「うーん、硬 くない。壁 でも、違 う。うーん、違 うものみたい。同 じなのに、違 うもの

みたい。」  

ベッドに戻 り、端 坐 位 になり、またすっと立 ち上 がり、からだを左 右 に揺 らす。  

C   「体 重 、移 動 が、大 変 。」と言 いながら、足 踏 みする様 にしたり、からだを左 右 にか

るく揺 らしたりしながら、まっすぐ棚 の方 を見 て、  

C  「結 局 、歩 くとき、うー、」  

坂 井 「足 、しびれている感 じは、薬 飲 むと、どうですか？」  

C   「（左 手 で左 臀 部 から大 腿 部 を、ポンポンと叩 くような感 じでさわりながら） 前 は、

しびれてるのあったけど、痛 いの、なくなって、ただ、体 重 移 動 が、難 しい。 （左 右 にからだ

を動 かしながら）右 と、左 、違 う。」といい、ベッドに腰 掛 ける。  

坂 井 「体 重 乗 りにくいの、どっちとかありますか？」  

すっと、立 ち上 がり、C さんは左 右 にからだを軽 く揺 らして、  

C   「う～ん、右 、左 ？左 で、歩 いてる。」と右 が乗 りにくいので、左 を中 心 に歩 いている

と語 る。  

坂 井 「でも、歩 くのしっかりしてきましたよね。」  

C  「これ、なくても、大 丈 夫 。」とウォーカーを指 して話 す。  

 

 ここ で は 、話 題 が 移 りな が ら 展開 さ れ て い た 。 整 理す る と 、 次の よう

に なり 、 語 った こ と が 次の 話 題 の基 盤 と な り、 そ れ がま た 次 の 基盤 とな

っていた。  

                                                                 
6 5  自 宅 に 帰 っ て か ら の 室 内 移 動 を 想 定 し 、ト イ レ や 食 堂 へ の 移 動 も 自 主 ト レ の 一 環 と し て 、

壁 を 伝 い な が ら 歩 い て い く “ 伝 い 歩 き ” と い う 指 示 が 出 て い た 。  
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① 指 を動 かしながら「これと、これ、同 じ壁 持 ってるのに、同 じ感 じがしない。」と語

る→「右 手 が下 手 くそ」  

② 実 際 に両 手 を壁 につけ、「これと、これ違 う」→左 手 で触 れているものに対 して

「うーん」と悩 み、「同 じなのに、違 うものみたい」と語 る  

③ 立 ち上 がり、からだを左 右 に揺 らしながら体 重 移 動 の話 、歩 くことについて言 及

していく。  

 

 まず、①からみていきたい。 C さんは「これと、これ、同じ壁持ってる

の に 6 6、同じ感じがし ない。」と、左右の 手を見ながら話して い た。ここ

で は、 指 を 動か し 語 っ てい る も のの 、 ② の よう に 実 際に 壁 に 触 れる こと

はしていない。その中で、「壁持ってるのに」とまず動作の主体としての

C さんが「持ってる」ことを示す。だが、その後は「同じ感じがしない。」

と C さんは語ってい た。私は「どっちが、どうとか、ありますか？」と C

さ んの 手 の 感じ 方 の ほ うに 焦 点 を当 て て い た が 、 何 が「 同 じ 感 じが しな

い」のかを、 C さんは語っていない。また、「どっちが、」という左右どち

らかを問われた C さんは、「うー ん」と困りながらも、「右は、下手くそ

だか ら。」 と運 動 失 調の あ る 右手 に つ い て語 っ た 。こ こ で は 、「同 じ 感じ

し ない 」 と いう “ 感 じ ”か ら 、 下手 く そ と いう “ 動 作主 体 ” の ほう に話

題が切り替わっていた。  

 ②になると、C さんは（すっと立ち上がり）歩いていき、実際に確かめ

るかのように壁に両手をつけ、「これと、これ違う」と左右の手を交互に

見比べて、「違う」ということを示す。ここは①と同じパター ンにも見え

るが、「同じ感じしない」が「違う」と言い換えられていた 。それが、左

右 の手 の 感 覚が 違 う と も 、 触 れ てい る 壁 が 違う と も 、自 分 に も 壁に も帰

属しない形になっている。さらに、「どんな風に？」と、違いの詳細を尋

ねられると、C さんはまず右手を動かしながら「これが壁」と、触ってい

る物の現れを示す。だが、左手 に焦点を当てると、「うーん」を繰り返し

ながら、「違うもの みたい
、、、

」に着地していく。どのように「みたい」に着

地していくのか、見ていきたい。  

まず、 C さんは（左右の手を交互に見
、
比べて ）（右手を 見て

、、
、動かしな

が ら） と 、 触れ な が ら 、動 か し なが ら 直 に 触れ て い る 様 子 を 見 てい た 。

見 ると は 、 触れ る の と は異 な り 、距 離 を 取 るこ と で 可能 に な る 行為 であ

る。それを、C さんはここで意図的に 行っていた。壁に直に触れている自

分 から 距 離 を取 り 、 そ の様 子 を 自分 で 見 る 。そ の 中 で、 接 触 と いう 直に

触 れる と こ ろで 確 か に 生起 し て きた 「 違 う 」と 感 じ る自 分 と 、 距離 を 取

っ て見 る こ とで 、 同 じ もの に 触 れて い る こ とが 、 分 かっ て し ま うこ とが

同時に起きていた 。いわば、触覚と視覚が一致しないことが起きていた。
                                                                 
6 6  「 壁 持 っ て る の に 」と い う 持 っ て い る と い う 表 現 だ が 、伝 い 歩 き の た め に 壁 に 手 を つ い

て お り 、 手 す り を 持 っ て い る と い う 動 作 と 同 様 に 、 C さ ん に は “ 壁 持 っ て い る ” と 、 壁 が

伝 い 歩 き に お い て は 持 っ て い る も の と し て 現 れ て い る こ と が 伺 え る 。  
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こ のず れ の なか で 、 違 うと 感 じ た自 分 と 、 その よ う に感 じ ら れ た 壁 、い

ずれも C さんにとっては確かにそのように現れていた。と同時に、ずれ

も確かに把握されており、「違う 」とも「同じ」とも断言できないことが、

C さんに「みたい」と断定をさけた表現をさせていた。  

 さらに、上記抜粋で見られた（すっと立ち上がる）ことに着目すると、

「同じ感じがしない」「同じものな のに、違うものみたい」が、別様にも

立 ち上 が っ てき て い た こと が わ かる 。 す な わち 、 前 項の 『 こ わ い 』 でも

確 認し た 、 から だ へ の 不信 感 と も言 え る こ とが 、 こ こで も 出 現 して いた

こ とが わ か る。 右 手 の 運動 失 調 だけ の 問 題 でも な く 、触 れ た 時 の感 覚だ

け の問 題 で もな く 、 す っと 立 ち 上が り 、 今 現在 の 行 為可 能 性 を 確認 した

く なる よ う な、 か ら だ への 不 信 感・ 不 安 感 が あ っ た 。こ の こ と が、 ①～

③にみられる展開を生んでいた 。つまり、「同じ感じがしない」というこ

と が、 手 に つい て 主 題 的に 感 じ られ て い て も、 そ こ に手 の 動 き も浮 かん

で来ることで、からだの動きへと及んでいき、立ち上がることがなされ、

立 つこ と で 体重 移 動 、 歩く と い うこ と に 繋 がっ て い た。 こ の よ うに 、ひ

と つの こ と が、 次 の こ とを 引 き 上げ て き て 、そ れ に 続け て 別 の 物が また

引き上げられる。手と足を分けているようでありながら、C さんの中では、

ひとつの経験に含まれる、分けがたいもの として現れていた 。  

 

（2）「平 らだけど、平 らじゃない」  

 前項 の ③ を受 け て 、 ここ で は 続け て 歩 く とい う 切 り口 か ら 、 左右 につ

い ての 語 り と、 感 じ る 足と 感 じ られ る 床 の 関係 に つ いて 見 て い きた い。

重複になるが、上記抜粋を下記に示し、検討していく。  

 

【再 掲 ：抜 粋 25 #11p228：病 室 での会 話 】 

C  「うーん、硬 くない。壁 でも、違 う。うーん、違 うものみたい。同 じなのに、違 うもの

みたい。」  

ベッドに戻 り、端 坐 位 になり、またすっと立 ち上 がり、からだを左 右 に揺 らす。  

C   「体 重 、移 動 が、大 変 。」と言 いながら、足 踏 みする様 にしたり、からだを左 右 にか

るく揺 らしたりしながら、まっすぐ棚 の方 を見 て、  

C  「結 局 、歩 くとき、うー、」  

坂 井 「足 、しびれている感 じは、薬 飲 むと、どうですか？」  

C   「（左 手 で左 臀 部 から大 腿 部 を、ポンポンと叩 くような感 じでさわりながら） 前 は、

しびれてるのあったけど、痛 いの、なくなって、ただ、体 重 移 動 が、難 しい。 （左 右 にからだ

を動 かしながら）右 と、左 、違 う。」といい、ベッドに腰 掛 ける。  

坂 井 「体 重 乗 りにくいの、どっちとかありますか？」  

すっと、立 ち上 がり、C さんは左 右 にからだを軽 く揺 らして、  

C  「う～ん、右 、左 ？左 で、歩 いてる。」と右 が乗 りにくいので、左 を中 心 に歩 いている

と語 る。  
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坂 井 「でも、歩 くのしっかりしてきましたよね。」  

C  「これ、なくても、大 丈 夫 。」とウォーカーを指 して話 す。  

 

まず、左右についてである。 C さんは壁を手で触り見ながら、「同じな

のに、違うも のみたい。」と言いベッドに戻った後に、またすぐに立ち上

がっていた 。「同じなのに、違うものみたい」と自ら語ったことに触発さ

れ、自らのからだにおいて同様のことが発見されてしまう。それが、（ま

た すっ と 立 ち上 が り 、 から だ を 左右 に 揺 ら す） こ と によ っ て 確 認さ れて

いた。ここでは、C さんは（からだを左右に揺らす）動きを繰り返してい

た。自らのからだに左右対に なっている足が、「同じなのに、違うものみ

たい 」 と して 問 わ れ てい た 。 それ は、「 体重 、 移 動
、 、

が 、 大 変 」と し て 、 C

さ んに 現 れ てい た 。 体 重を 乗 せ るの で は な く、 移 動 とい う 動 き に焦 点が

当 たっ て い るこ と か ら 、歩 く こ とが 志 向 さ れて い た と言 え る 。 つま り、

左 右交 互 に 体重 を 移 動 させ る と いう の は 、 歩行 運 動 を成 り 立 た せて いる

基本でもあり、これが難しいということが、「右と、左、違う」という意

味として C さんに現れていた。  

だ が、 こ こ で も、 差 異 とし て は 確 定さ れ る もの の 、 そ の詳 細 は 示さ れ

ていない。それが、質問のずれ により示されていた。C さんは「体重乗り

にく い の 、ど っ ち と かあ り ま すか ？ 」 と 尋ね ら れ、「う ～ ん 、右 、 左 ？」

と迷っていた 。C さんは体重移動と語っており、体重が乗りにくいほうが

ど ちら か に 固定 し て い るの で は ない 。 つ ま り、 移 動 とい う 一 連 の流 れを

含む動作においては、左右交互 に均一に移動が繋がれるというところに、

同じという意味が成り立つ。だが、 C さんは「右と、左、違う」と感じて

い るわ け で あり 、 そ れ が「 同 じ なの に 、 違 うも の み たい 」 と い うこ とで

あり、歩行という全体のなかでのみ差異として感じられることがわかる。 

以下では、 C さんが歩くということから、“感じる”ということに焦点

を絞り、感じる足と感じられる床の関係について見ていく。  

 

【抜 粋 26 #15p322：リハビリ室 でのフリーハンド歩 行 訓 練 】  

C さんは左 折 するところを、そのままの勢 いで歩 いていき、柱 にぶつかりそうになる。OT1 が

背 後 から制 止 して、OT1「接 触 事 故 だよ～。」と言 いながら、また歩 き出 す。C さんが椅

子 のところに来 ると、OT1 が椅 子 の座 面 の向 きを片 手 でひょいっと変 える。C さんは左 手

でアームレストをつかみゆっくり座 る。OT1 はマットを拭 いてきますと言 い、離 れる。C さんが

後 ろの方 を振 り向 き、私 と目 があう。C さんは左 足 のマジックテープを剥 がして、靴 を履 い

たまま左 足 の外 側 を触 りながら、  

C  「ここが、平 らに、感 じない。」  

坂 井 「足 の裏 が、平 らに感 じないですか？」  

C  「（頷 いて、また左 足 の外 側 をさわり）そう、平 らに、感 じない。」  

OT1 が戻 ってくる。  
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 C さんは、上手くいかない歩行の原因を帰するかのように、（ 左足の外

側を触りながら）語る一方で、“何が、何を”平らに感じないのか という

関係を含まず に語 っ ていた。 C さんにとっては 、“左足が床を平らに感じ

ない ” で も、“ 左 足 を、 平 ら に感 じ な い ”で も な い。「 こ こ が、 平 ら に、

感じない。」という、 C さんにとってそのように“感じない”ことが 問わ

れている。この、“平らじゃない”とは言わず、「平らに、感じない。
、、、、、

」と

断定を避けていた ことに着目したい。 C さんは退院後の #17 でも「平らだ

けど、平らじゃないもん。ロープの上に、いるみたい。」（ #17p349）と語

っ てお り 、 足の 裏 も 平 らだ し 、 床も 平 ら だ し、 つ ま りど ち ら も 平ら であ

る こと を わ かっ て い た 。だ け ど
、 、 、

、平 ら に 感 じな い
、 、、 、

、 ロー プ の 上 にい る み
、

た いな の
、 、、 、

で ある 。 そ れ は、 歩 く とい う 、 接 地す る こ とに よ り 、 その よう

な もの と し て、 如 何 と もし が た く現 れ て し まっ て お り、 感 じ る 足に も、

接 地す る 床 にも 、 起 因 しな い 経 験と な っ て いた 。 そ こに は 、 わ かっ てい

る世界と、C さんに現れる世界との差異がある 一方で、その差異は、真偽

として問われるものではなく、C さんにおいてはいずれも疑いようのない

現れであった 。  

 

３．「変 わんない」の成 り立 ち  

a.「変 わんない」  

C さんは、リハビリ時に理学療法士や作業療法士から、「体調どうです

か？」「 足 どう で す か？」「 し びれ は ？ 」と 尋 ね られ た り 、 検温 に 来 た看

護 師に 「 体 調ど う で す か？ 」 と 様々 な ス タ イル で 問 われ て い た が、 いず

れにも「変わんない。」と答えることが多かった。こ の、問いのバリエー

ションにかかわらない、「変わんない」という応答の成り立ちを見ていき

たい。  

 

（1）分 節 しがたさの現 れ  

「 変わ ん な い 」と い う 応答 が 続 く こと だ け をみ る と 、 何も 変 わ って い

ないかのように思われる。だが、C さんは、歩行器や杖などの歩行補助具

を 使わ ず に 、伝 い 歩 き でト イ レ に行 け る よ うに な っ たり 、 利 き 手交 換し

た左手で自助具を用いて箸を使ったりするなど、ADL 面での変化は あった。

また、C さん自身も、「毎回、違うひとの、足みたい。」と歩くことにおい

て 、毎 回 違 うと い う 、 変わ ん な いと は 相 容 れな い 状 況も 確 認 で きる 。で

は、「変わんない」ということが、 C さんにおいてどのように生じ、そこ

でどのような意味が立ち現れているのだろうか。以下に、C さんが「変わ

んな い ね 」と つ ぶ や いた 場 面 （ #3）、 検 温の 場 面 （ #6）、 そ して 理 学 療法

士に「変わんない？」と先取りされた（ #16） 3 つの場面を抜粋し示して
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いく。  

 

【抜 粋 27  #3p83：作 業 療 法  ポールに輪 投 げの輪 を掛 ける〈輪 掛 け〉訓 練 場

面 】  

次 は同 じ輪 掛 けだが、左 足 を前 に出 して、左 手 で掛 けるという動 きになる。 C さんの右

手 に輪 が全 部 かけられ、OT１は左 側 にたち、右 手 を C さんの右 腰 に当 てて支 える。５，

６回 行 ったところで、  

OT１「あんま、こわくない？」  

C   「こわく、ない。」と答 える。左 はスムーズ。最 後 の８つ目 を掛 ける時 に、すこしゆらゆ

らしてしまう。次 は、逆 になる。右 足 を前 にだし、右 手 で輪 を掛 ける。  

C   「右 の、ほうが、こわい」と１回 やるとつぶやく。３回 目 の右 足 を出 したときに、ブンと

前 に足 が大 きく出 てしまう。４回 目 も、小 さいながらもブンと出 る。  

OT１「どっちこわいとかある？」  

C  「こっちが、こわい」と失 調 のある右 の動 作 の方 が怖 いと話 す。  

６回 目 の右 足 を出 すときに、また大 きくブンと足 が出 る。輪 を掛 けて、右 足 を戻 すときも

よろけてしまう。苦 笑 いする C さん。だんだん、輪 を持 つ右 手 に力 が入 るが、最 後 の２回

ほどはスムーズにできる。  

OT１「万 歳 してみて。」  

両 手 を万 歳 する C さん。  

C  「こわ、く、ない」  

フリーハンドでソファーまでの５歩 ほどを歩 く。ソファーに座 ると、OT1 が道 具 を片 づけるため

に席 を外 す。C さんは左 手 を見 ながら、「変 わんないね。」とつぶやく。  OT1 が戻 り、病

棟 に戻 ろうと言 われる。  

 

 輪掛けの訓練の後に尋ねられていない場面で「変わんないね。」と C さ

ん がつ ぶ や いて い た こ とを 見 て いき た い 。 輪掛 け の 場面 で は 、 点線 部の

よ うに 左 で 行う 動 作 は スム ー ズ で、 む し ろ 運動 失 調 のあ る 右 で の動 作が

不安定である。だが、C さんは右手についてではなく、（左手を見ながら ）

「変わんないね。」とつぶやいてい た。ここでは、ま ず訓練の中で動作が

不 安定 に な ると い う こ とが 、 自 他と も に 見 えて い た こと が 確 認 でき る。

すなわち、よろけた拍子に（苦笑い）という形で C さんが自覚しており、

OT1 が（右手を C さんの右腰に当てて支える ）ことから、他者にも支えが

必 要な 状 態 であ る こ と が伝 わ っ てい た 。 つ まり 、 不 安定 な 右 の 動作 は、

変 わっ て い るこ と も 、 変わ っ て いな い こ と も見 え て しま う 。 他 方、 左に

つ いて は ス ムー ズ で あ り、 動 作 のな か で 何 かが 際 立 つこ と は な い。 この

自ずと見えてしまうことが、逆説的だが、C さんに見えづらいことを自ら

見 ると い う こと を さ せ てい た 。 そし て 、 何 がと 名 指 しづ ら い 、 なん らか

のも の が 志向 さ れ、「変 わ ん ない ね。」 とさ れ て い た 。 こ の 名指 し づ らい

何ものかについては、次の抜粋と併せて見ていく。  
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 以下 の 場 面は 、 階 段 を２ 往 復 する 自 主 ト レを 終 え て病 室 に 戻 り、 ベッ

ドに座ったところである。  

 

【抜 粋 28 #6p138：自 主 トレ後 、病 室 に戻 った場 面 】  

坂 井 「階 段 、やっぱり大 変 ですね。」  

C  「大 変 。」  

坂 井 「でも、前 より、下 りが、安 定 してきましたね。」  

C  「う～ん。」  

坂 井 「汗 が、」と C さんの顔 に汗 がにじみ出 てきているのが気 になり伝 えると、  

C  「わかんない、汗 、出 ても、こっち（左 半 分 切 るようなジェスチャーをして）半 分 、し

びれてっから。」  

坂 井 「ああ、暑 かったですもんね。」  

C  「これ（長 袖 ジャージ）、脱 いだら、いいんだけど、脱 ぐと、こっちが（左 ）、冷 たいか

ら。」  

と、左 手 で右 手 を触 りながら、手 をヒラヒラさせながら話 す。すると、スタッフが病 室 に入 っ

てくる気 配 があり、バイタル測 定 に来 た看 護 師 だった。  

NS「体 調 どうですか？」  

C 「変 わんない。」  

NS「足 の痛 みは？」  

C 「こっち、しびれてっから。」わからないというニュアンスで話 す。看 護 師 はうんうんと言 い

ながら、血 圧 を測 ったり、体 温 を測 ったりしている。  

 

重複になるが、C さんの「こっち」について前節までの議論を確認した

い。 C さんの「こっち」には、冷たい、しびれている、他人みたいなどが

含 まれ て お り、 さ ら に わか ら な さも あ っ た 。上 記 の 二重 線 部 分 にお いて

も 、そ れ が 見て 取 れ る 。そ の 間 に挟 ま れ る よう に 「 変わ ん な い 」が ある

こ とに 注 目 した い 。 通 底す る し びれ が 他 を 覆い 隠 し わか ら な く させ る一

方 で、 冷 た い、 し び れ てい る 、 痛い 、 他 人 みた い と いう こ と や 、し びれ

て いる 左 と いう 局 所 だ けに 留 ま らな い か ら だ へ と 波 及す る よ う な分 節し

づらい状態にあった 。その中で、「体調どうですか？」と問われることは、

C さん に 何 がど う で あ ると い う 形式 で は 答 えづ ら い こと を 浮 き 上が らせ

る。それが、「変わんない」という、それ以上分節できない応答で示され

ていたことからわかる。  

「変わんない」の分節しづらさは、「変わんない」が先取りされてしまっ

た場面からも伺える。下記は、退院日である #16 に最後のリハビリに出か

ける場面である。 PT5 は以前にも、リハビリ時に「調子、どうですか？」

と尋ね、 C さんが「変わんない。」と応答したことに対し、「（苦笑いしな

が ら ） 変 わ ん な い ？ そ っ か 、 変 わ ん な い か 。」 と つ ぶ や く 場 面 が あ り

（ #13p280）、何らかの引っ掛かりを覚えていたことが伺える。  
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【抜 粋 29 #16p333：病 棟 からリハビリ室 に向 かう場 面 】  

PT5 が、さっとこちらの方 に笑 顔 で向 かってくる。  

PT5「では、行 きましょうか最 後 。」と言 いながら、ウォーカーを脇 にスッとずらす。  

C  「（1~2 歩 歩 きだし）こわい。」  

PT5 は C さんの左 隣 についている。C さんはこわいとつぶやきながらも、廊 下 を歩 き出 す。

右 腕 が前 後 に大 きくブンブン振 られて、コマ送 りの映 像 のようにぎこちない感 じで傾 きなが

ら進 んでいく。  

PT5「足 どうですか？変 わんない？」  

C  「（ブンブン歩 きながら）大 丈 夫 。」  

PT5「（笑 ながら突 っ込 むようなかんじで）大 丈 夫 って、なんですか～。」  

（＊この後 は、エレベーターに乗 りリハ室 に移 動 している。）  

 

C さんは、「変わんない」といういつもの応答が PT5 に先に言われてし

まうと、「大丈夫」という肯定も否定もせず、問いの水準とは異なる応答

を示した。ここに、 C さんの「変わんない」の現れが 見て取れる。すなわ

ち 、何 か に 対し て 評 価 を含 む “ 変わ る ― 変 わら な い ”と い う こ とで はな

く 、大 丈 夫 に置 き 換 え られ た よ うに 、 そ こ には 何 か を指 示 す る 働き はな

く 、む し ろ 、そ れ が で きな い 、 つま り 分 節 しづ ら い 様子 を 示 し てい るこ

とが、ここからも確認できる。  

さらに、「大丈夫」という応答が生じていることにも着目したい。どの

ように問われても、「変わんない」という何がどうとは言えない、評価を

含 めな い 応 答 と な る 一 方で 、 そ こに は 「 大 丈夫 」 と いう 、 あ る 把握 が成

り 立っ て い た 。 抜 粋 点 線部 の よ うな 不 安 定 さが あ る もの の 、 歩 くこ とが

で きて い る 。そ の 中 で 、何 が ど うで あ る か ら大 丈 夫 とい う 分 節 化の 手前

で、「大丈夫」という手応えともいえるものが、 C さんに生じてい た。そ

れ は、 分 節 しづ ら い も のを そ れ とし て 含 み もち な が ら、 そ れ ら を大 丈夫

として把握していた と、言い換えることもできる。  

 

（2）過 去 にならない「今 」が重 なっていく  

 C さんが、常に「変わんない」と現在形で答え続けていた ことに着目し

たい 6 7。変わったでもなければ、変わらなかったでもない、「変わんない」

という C さんの経験が、どのように生じてい たのか見ていきたい。  

 

【抜 粋 30 #2p49-50：リハビリ室 でマットに移 動 している場 面 】  

PT1 に付 き添 われ、マット上 を歩 いていく C さん。枕 の置 いてある位 置 の近 くで、「ここで

すか？」と確 認 しながら止 まろうとすると、後 ろにグランと倒 れそうになる。PT1 に支 えられ、

体 勢 を立 て直 し、枕 の近 くで膝 立 ちになり、それから、両 手 をマットにつき四 つん這 いにな

                                                                 
6 7  こ こ で は す べ て の デ ー タ を 示 す こ と は で き な い が 、ど の 場 面 に お い て も 、ど の 問 い に た

い し て も 「 変 わ ん な い 」 と C さ ん は 応 答 し て い る 。  
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る。それから仰 向 けになるように指 示 がでて、C さんはさっと四 つん這 いから仰 向 けになる。

そして大 の字 になる。PT1 が体 調 どうですかと尋 ねると、  

C  「変 わんない、ですね、しびれ。」  

PT1「しびれは、朝 と夕 の違 いはありますか？どちらがひどいとか、」  

C  「同 じ、です。」と即 答 。  

 

前 項で も 確 認 した よ う に、 こ こ で も点 線 部 の （ 後 ろ に グラ ン と 倒れ そ

う ）に な る とい う 、 コ ント ロ ー ルが 利 か な いか ら だ が自 他 と も に見 えて

しまう。そこへ、「体調どうですか」という症状に絞らない聞き方をされ、

C さんはまず「しびれ」を主題化し、変わんないということを示 す。マッ

トへの移動という動作の中で、自ずと露わ になる動きとしてのからだが、

そうではない「しびれ」を語らせていた 。 C さんの応答に対して、 PT1 が

時 間帯 に よ る変 化 や 、 左右 と い う視 点 か ら 、比 較 に よる 差 に 焦 点を 当て

ると「同じ、です。」と、差がないとして実感されていた ことが示される。

前述までを踏まえると、「変わんない」という応答が続く ことは、 C さん

が これ ま で とは 異 な る 位相 に い た こ と を 伺 わせ る 。 まず 、 し び れ て いる

こ とが 、 他 をわ か り づ らく さ せ 、何 か を 変 化と し て 生じ さ せ る のと は違

う位相に C さんを留める。加えて、比較が成り立つには、或る 2 点以上

の 時間 が 必 要と な る 。 だが 、 前 節の 『 こ わ い 』 で 見 たよ う に 、 基本 的に

現在に繋がれている C さんには、「今」という時間が続いており、それは、

クロノロジカルな時間とは異なる位相である。つまり、「今」がつながら

ず に続 く こ とに よ り 、 変わ る と いう こ と を 実感 す る こと が 難 し い 状 態に

あると言える。  

 

b.「治 んなかった」  

 入院 3 ヶ月頃（ #10）になると、家庭訪問が実施され、 C さんの状態に

合わせた手すりの位置など、自宅の改修について具体的な助言がなされ、

訓 練で も ト イレ の 出 入 りな ど 自 宅で の 動 作 を想 定 し た内 容 が 増 えて いっ

た。これまで C さんは、しびれについて「変わんない 」と答えることが

多 かっ た が 、以 下 で は 「治 ん な かっ た 」 と 語っ て い た 。 こ の 「 治ん なか

った」の成り立ちを、『 変わんない 』の議論も踏まえて見ていきたい。  

以下の抜粋は、 C さんが食堂ラウンジで痛み止めを内服し、足の処置 6 8

を 待 っ て い る と こ ろ に 、 私 も 一 緒 に 座 り 30 分 ほ ど 話 し て い た 場 面

（ p206-212）の一部である。C さんは、隣にいた不穏行動のある患者さん

が 、看 護 師 にな だ め ら れて い る 様子 を 聞 き なが ら 、 入院 が 長 く なる と皆

ストレスがたまると言い、「 1 回、（外泊に）行かないと、馬鹿になっちゃ

う。」と外泊の話をし、その続きになる。  

                                                                 
6 8  足 の 処 置 と は 、 既 出 の 左 足 指 に で き て い た 傷 の 、 消 毒 ・ 軟 膏 塗 布 の 処 置 で あ る 。  
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【抜 粋 31 #10p208】  

C  「えーっと、13、15 日 、からとか、そして、次 に、帰 って、それから、」と、  

自 宅 の改 修 工 事 をして、それから試 験 外 泊 をして、退 院 の準 備 を整 えると、α＋5 月 の

１週 目 か２週 目 になるんじゃないかという話 をする。  

坂 井 「床 の張 り替 えなんでしたっけ？」  

C  「そう。」  

坂 井 「手 すりは、」  

C  「大 丈 夫 6 9。」  

坂 井 「工 事 はどのくらい、かかるんですかね？」  

２日 ３日 の予 定 で今 聞 いていると C さんは答 え、ふと両 手 をテーブルの上 に乗 せて、左

手 をじっと見 ながら、  

C  「とうとう、治 んなかった。しびれ。」  

坂 井 「ああ、変 わんないですか？」  

C  「変 わんないし、最 近 は、ひどい、半 袖 、だから余 計 きつい。でも、暑 いから、汗 かく

から、仕 方 ない。」と左 手 を見 ながら話 す。  

 

退院という話題から、 C さんが「とうとう、治んなかった。しびれ。」

と 語っ て い た こ と に 着 目し た い 。自 宅 の 改 修工 事 が 進む な ど 、 退院 準備

が C さんの周りで具体的に整え られていくことで、退院は他の誰でもな

い“自分の退院”となっていた 。それは、（α＋ 5 月の１週目か２週目に

なるんじゃないかという話を する）ように、月日の目途が C さんのなか

で 立て ら れ てい る こ と から も 伺 える 。 退 院 とい う 時 間の 区 切 り が、 自ら

の目の前に訪れたことで、しびれが「とうとう、治んなかった。」という

完了した意味を帯びて現れていた 。この「とうとう」に注目したい。「と

うとう」というの は、今、急に治らないことが C さんに立ち上がったの

で はな く 、 むし ろ 、 こ れま で も 念頭 に 置 か れて い た こと に 終 着 点が 見え

たこ と で、「と う と う」 と い う最 終 的 な 結果 と し て、「 治 ん なか っ た 」が

生 じて き た こと が わ か る。 さ ら に、 も う 一 つ「 治 ん なか っ た 」 を立 ち上

げ てい る も のが 、 退 院 がも つ 制 度的 意 味 で ある 。 退 院と は 、 改 善を 目指

して入院した先にあるゴール地点である。そこを過ぎ自宅に帰ることは、

ある完了した状態を示し、その地点が見えてきたことが、C さんに「治ん

なかった」という意味を先取りして立ち上げて いた。  

C さんの点線部の動きである（ふと両手をテーブルの上に乗せて、左手

をじ っ と 見な が ら 、）（左 手 を 見な が ら 話 す ） に つ いて も 詳 し く見 て いき

た い。 前 項 であ る 『 変 わん な い 』で は 、 こ のよ う な 動き が ほ と んど 見ら

れ ず、 即 答 して い る こ とが 多 い が、 こ こ で は左 手 を 見る こ と が 意識 的に

なされていた。自分の退院が具体的に見えてきたことに促され、C さんに

                                                                 
6 9  C さ ん の 親 を 自 宅 介 護 し て い た 時 と 、数 か 月 前 に 妻 が 脳 卒 中 に な っ た こ と で 、ト イ レ や

風 呂 に は 手 す り が 設 置 さ れ て い た 。  



171 

 

両 手を テ ー ブル の 上 に 乗せ 、 し びれ て い る 左手 を 見 る と い う こ とを させ

て いる 。 そ こで は 、 左 手が 主 題 的に 眺 め ら れ、 見 る ―見 ら れ る こと にお

いて、「治んなかった」ことが立ちあがっていた 。さらに、前項で は「変

わ んな い 」 とし て そ れ 以上 分 節 でき な か っ たこ と が 、こ こ で は 「変 わん

ないし
、
、最近は、ひどい、半袖、だから余計きつい。」と、「変わんない」

を足場にして「最近は、ひどい」という時間を含む評価や、「半袖、だ か

ら余計きつい。」という状況に応じて現れるきつさが分節されていた 。  

医 療者 は 、 医 学的 な 知 識に 基 づ い て“ 治 る ―治 ら な い ”を 分 類 して お

り 、し び れ にお い て も 治ら な い もの と し て 患者 と 関 わっ て い る 。他 方、

患 者は そ の よう な 見 通 しが あ る こと を 説 明 され 、 念 頭に 置 き つ つも 、自

らのからだ、そして退院という区切りの時間 から、“治る ―治らない”と

いう意味を立ち上げ、また更新させていたと言える 。  
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考 察  

 

し びれ は 、 神 経損 傷 に 起因 し た 、 神経 支 配 領域 に 現 れ る“ 限 局 され た

部 位” の 症 状と し て 扱 われ て き た。 そ の た め、 症 状 が出 現 す る 部位 に焦

点を当てた、手指の巧緻性の低下などに焦点が当たることが多かった（登

喜ら， 2007；坂井， 2008）。本研究の結果の記述を見てみると、巧緻性の

低 下が 見 ら れる 一 方 で 、参 加 者 たち は 「 か らだ が バ ラバ ラ に な って いる

気が す る」「皮 膚 は 確か に 自 分な ん だ け ど、 中 が 違う 人 み た い」「 こ っち

は 、他 人 み たい 」 な ど 、部 分 の 問題 と し て では な く 、部 分 を 特 定せ ずに

“ から だ ” とい う 表 現 をし て い たり 、 自 分 とい う 存 在の 在 り 様 を問 われ

る よう な 経 験を し て い たこ と が 明ら か に な った 。 こ れま で 、 こ のよ うな

点 につ い て は、 医 学 的 な因 果 関 係を 用 い て 説明 し よ うと す る た め、 患者

の 手元 で 生 じて い た 経 験を 飛 び 越え て 、 原 因を 探 す こと へ と 関 心が 向け

ら れて き た 。 既 に、 一 部の 研 究 （ 坂井 ， 2008） で は、 し び れ が 実存 を 揺

る がす 可 能 性を 含 ん で いる こ と を示 唆 し て いる が 、 十分 な 議 論 が尽 くさ

れているとは言い難い。  

こ れま で 耳 に して い な がら 、 ほ と んど 研 究 とし て は 検 討の 俎 上 に載 ら

な かっ た 、 患者 の 経 験 に立 ち 帰 るこ と を 可 能に し て くれ る の が 、現 象学

的 な態 度 で あり 、 そ の 切り 口 か ら事 象 に 迫 って い く こと で あ る 。そ こで

見 え て来 た の は、“ 生 き られ た 身 体 （ Lived Body）”に お け る し びれ て い

る 身体 の 経 験で あ っ た 。以 下 で は、 し び れ てい る 身 体の 多 様 な 現れ が、

ど のよ う に 成り 立 ち 、 また そ こ には ど の よ うな 意 味 が現 れ て い たの かを

考察していく。  

 

Ⅰ．しびれている身 体  

 結果 の 記 述で 明 ら か にな っ た 、し び れ て いる 身 体 につ い て 、 既存 の概

念と照らし合わせて議論してみたい。本項では、次の 2 点について記述

していく。  

ま ず、 先 に も 述べ た が 、医 療 の 現 場、 研 究 、そ し て 社 会的 に も 広く 浸

透 して い る 、し び れ が “限 局 さ れた 部 位 ” の症 状 で ある と 見 做 され てい

る 点で あ る 。 先 行研 究 （登 喜 ら ， 2005） で も、 先 の 見 方を 支 持 する 結 果

が ある 。 確 かに 、 本 記 述に お い ても 参 加 者 らは 「 こ っち 、 半 分 、冷 たい

し、しびれてる。」「ひどいのはこの 2 本。」など、ある範囲をはっきりと

示 して い た 。他 方 で 、 動作 の 中 では 「 か ら だが 、 バ ラバ ラ に な って いる

気が す る。」や 「 か らだ 、 固 めな い と 、 こわ い。」 と、 部 分 を特 定 せ ずに

“ から だ ” とい う 表 現 が見 ら れ た。 こ の 点 につ い て 、以 下 で 詳 細に みて

いく。  
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2 点目は、先行研究によって、しびれが「当事者でもわからないもの」、

「表現できないもの」、対処法を試しても「効果がわからない」（登喜ら，

2007）、 ま た 「痛 み と 区別 し が た いも の 」（ 土 田， 土 屋 ， 2012） と され て

い た点 に つ いて で あ る 。こ の 「 わか ら な い 」と い う こと が 明 ら かに され

て いる こ と を踏 ま え 、 本結 果 に おい て 記 述 され た し びれ に お け る様 々な

「わからない」が、どのように成り立っているのかを示していきたい。  

 

A.「からだがバラバラになっている気 がする」  

                   ―部 分 という在 り方 ではないしびれ  

 まず 、 解 剖学 的 に “ 限局 さ れ た部 位 ” が それ と し ては っ き り する こと

が 、同 時 に 部分 を 特 定 せず に “ から だ ” を 出現 さ せ てい た 点 に つい て、

以下で検討していく。  

 

１．「からだが、バラバラになっている気 がする」―まとまらないからだ  

 参加 者 の 語り や 動 作 には 、 し びれ て い る 範囲 を 示 す様 子 が 多 く見 受け

られた。C さんは、脳卒中による障害範囲を示すかのように、体を縦半分

に 切る よ う なジ ェ ス チ ャー を し なが ら 「 こ っち 、 半 分、 冷 た い し、 しび

れてる。」と言い、A さんも、左の第 4・ 5 指をスッと抜くように触りなが

ら、「この 2 本ですね」とからだの部位を示していた。これらは、解剖学

的な損傷部位と矛盾なく一致し 、“限局された部位”の症状として生じて

いたように見える。  

 他方で、それとは矛盾するような記述も多く見られた。A さんの例を示

しながら見ていきたい。A さんは下肢全体がしびれており、その状態での

歩 行は 、 雲 の上 を 歩 い てい る よ うな 不 安 定 なも の だ った 。 さ ら に難 易度

が上がる、早歩きや小走りの訓練もなされており、その中で A さんは「 か

らだが後ろに行くんだよね～」「からだがおかしい（笑）からだが、バラ

バラになっている気がする（笑）足のことばかり気にしているから。」と

語 って い た 。 し び れ て いる 足 を 意識 的 に コ ント ロ ー ルし な け れ ばな らな

い こと が 、 しび れ て い る 足 よ り も、 む し ろ 「か ら だ 」を 主 題 的 に浮 き上

が らせ 、 お かし い も の 、バ ラ バ ラに な っ て いる 気 が する と 感 じ させ てい

た 。私 た ち は普 段 、 歩 いた り 走 った り す る 中で 、 自 分の か ら だ を意 識す

る こと は あ まり な い 。 むし ろ 、 寒い 時 期 で あれ ば 氷 で滑 ら な い かと 路面

状 況を 確 か めな が ら 歩 いた り 、 ウイ ン ド ー ショ ッ ピ ング の よ う に周 囲の

方 に気 が 向 いた り 、 考 え事 を し なが ら 歩 い てい る こ とも あ る 。 いわ ば、

自 分以 外 の とこ ろ に 注 意が 向 け られ て い る 。そ れ で も、 問 題 な く歩 き続

けることがで きる。  
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ところが、A さんにおいては逆に、歩くことができていたにもかかわら

ず、床や周囲の状況ではなく、「からだ」が違和感として強く現れていた。

どのようにこの違和感は生じていたのか。 A さんの語りに戻ると、 A さん

ではなく、 A さんの替わりに「からだが」主語になっていた。これは、何

を意味しているのか。 A さんが「からだ」と語っていたのは、それが＜ A

さ んの ＝ 私 の＞ 経 験 と して は っ きり 実 感 さ れる よ う な形 で は な かっ たと

考 えら れ る 。言 い 換 え ると 、 そ こに 表 れ て いた の は “私 の か ら だ” では

な かっ た の だろ う 。 私 が動 く 主 体と し て 一 方で あ り なが ら 、 他 方で はそ

こ に＜ 私 の ＞で は な い 「か ら だ 」が 現 れ て しま う こ とが 、 違 和 感と して

あったと考えられる。  

さ らに 、 し び れて い る 身体 に 、 ど のよ う に 「か ら だ 」 が浮 き 上 がっ て

き たの か 検 討し て い く 。先 に 見 たよ う に 、 普段 私 た ちは 動 作 に おい て自

ら のか ら だ を気 に し て はい な い 。そ れ は 、 無自 覚 で ある こ と が 、世 界が

現 れ る 場 と し て ＜ 身 体 ＞ が 働 く こ と を 可 能 に し て い る （ 鷲 田 ： 2003，

pp119-120）ことと関連している。すなわち、身体が媒体となり背後に沈

み 込む こ と で、 か ら だ には 注 意 が 向 か な く なり 、 動 作の 目 的 に 自ず と注

意 が向 か う 。こ の よ う な＜ 場 ＞ とし て の 身 体の 働 き から 考 え て みる と、

しびれている身体の現れが特徴的に見えてくる。  

し びれ て い る 身体 で は 、記 述 で 示 した よ う にか ら だ が 目的 に 向 かっ て

動 き出 し て いた 。 し び れを 感 じ なが ら も 動 きつ つ 、 接触 に お い てよ り強

く しび れ を 自覚 さ せ ら れる こ と が起 き て い た。 そ れ によ り 、 動 きは じめ

は 目 的 に 促 さ れ 無 自 覚 で あ っ た と し て も 、 動 作 の な か で 繰 り 返 さ れ る

様 々な 接 触 によ り し び れが 強 く 現れ 、 自 覚 のほ う に 引き 寄 せ ら れ、 身体

が 背景 に 沈 み込 む の で はな く 、 逆に 前 面 に 出て き て しま う こ と が起 きて

い た。 だ が 、自 ら の 身 体が 自 覚 的に 現 れ て いな が ら も、 同 時 に 世界 もそ

こ には 現 れ てい た 。 い わば 、 し びれ て い る 身体 は 、 背後 に 沈 み こま ない

世 界の 現 出 の＜ 場 ＞ と なっ て い た。 そ れ 故 、水 滴 や 衣類 と い う 馴染 みの

も のが 「 当 たる 」 も の とし て 現 れた り 、 床 に足 が 付 いて い て も 「平 らだ

け ど、 平 ら じゃ な い 」 と感 じ る よう な 生 活 世界 の 変 容が 生 じ て いた 。ま

た、本来であれば＜場＞として意識されないはずの身体も、「からだ」と

してそこに同時に出現していた。  

 

 次に 、 手 につ い て の 記述 か ら 、こ れ ま で の健 側 ― 患側 と い う 見方 を問

い直してみたい。引き続き 、A さんの例で進めていこう。からだを、健側

― 患側 の よ うに 部 分 に 分け て 捉 える 見 方 は 、医 療 者 だけ で は な く、 患者

である A さんにも浸透していた。退院直前に、A さんは「でも、左手だか

ら ね 、利 き 手 は 右 だ か ら 、な ん か 生 活 で 困 る かな ～ ？」（ AFN#5p90） と、

し びれ て い る左 手 を あ まり 使 わ ない よ う に した ら 、 大丈 夫 で は ない かと

語 って い た 。い わ ば 、 しび れ て いる の は 左 手と い う 患側 と さ れ る部 分で
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あり、健側であり利き手でもある右手を使うことが A さんにおいて想定

さ れて い た 。だ が 、 退 院後 に は 「そ う 、 し びれ に 意 外に 支 配 さ れま した

ね（手を揉むように触りながら ）。何するにも触るじゃないですか～（右

手で左第 4・ 5 指を軽く握るようにスッと触りながら）、だから、それこ

そ 、こ こ （ 腿を 触 り な がら ） に 当た っ て ゾ ワゾ ワ す る。 ス ー パ ーの 袋？

あ れ も 、（ 手 に 持 つ ジ ェ ス チ ャ ー を し て ） う わ ぁ ！ っ て い う 感 じ で 、」

（ AFN#6p121）と、思ったより大変だったと、想定通りにはいかなかった

ことがわかる。  

 A さんが考えていたように、からだを健側―患側として使い分けていた

ら 、記 述 で 開示 さ れ た よう な 生 活上 の 多 様 な困 難 さ は生 じ な か った だろ

う 。で は 、 どの よ う に 「し び れ に意 外 に 支 配さ れ ま した ね 」 と 言わ れる

事態が生じたかを見ていこう。次のような場面があった。A さんは医師か

ら困っていることはないかと尋ねられると、（両手を胸の高さに持ち上げ

て、指を動かしながら）「手が
、、

しびれて、ビニール袋が嫌なこと。必ず触

らないといけないじゃないですか、ごみ袋とか」（ AFN#19p319）と答えて

いた。A さんの困ることは、静止している状態ではなく、何かに触るとい

う 動作 の 中 で常 に 出 現 して い た 。通 常 は 、 ごみ 箱 に ビニ ー ル 袋 をか ける

際 など 、 動 作に お い て 左右 の 腕 をど の よ う に動 か し 、ど の 指 で どの よう

に 掴ん で な ど考 え て 動 い て は い ない 。 む し ろ、 上 で も触 れ た よ うに 考え

る まで も な く、 か ら だ が自 ず と 目的 に 向 か って 一 挙 に動 い て し まう 。い

わ ば、 か ら だが 自 然 と 動き だ し 、そ の 中 で は動 い て いる か ら だ には 注意

が 向か ず 、 むし ろ 目 的 のほ う に 注意 が 向 き 、行 為 が 達成 さ れ て いる 。こ

の とき 、 私 たち の 手 や 足は 、 操 作さ れ る パ ーツ と し てボ テ ィ に 付い てい

る ので は な く、 そ れ 自 体が 何 か をす る 主 体 とし て ＜ 身体 ＞ の ま とま りを

保っている。  

A さんの経験においても、目的に向かってからだが自然に動きだしてい

た 。そ れ が 、健 側 だ け で物 に 触 れる の で は なく 、 病 前と 同 じ よ うに 両手

で触れることにつながり、「手がしびれて」ということがそこで現れてい

た 。言 い 換 える と 、 健 側― 患 側 のよ う に は 分割 で き ない 、 何 か に向 かう

手 ＜身 体 ＞ が無 自 覚 に 物に 接 触 して し ま い 、し び れ を出 現 さ せ 、目 的に

向かう前に「うわぁ」と A さんを一旦立ち止まらせていた。これが、A さ

んに「しびれに意外に支配されましたね」と経験させていたと言える。  

こ れは 、 序 論 で触 れ た ＜身 体 ＞ が 習慣 的 身 体と 顕 在 的 身体 と い う二 層

か ら な る （ メ ル ロ =ポ ン テ ィ ： 1945/1967、 p148） と いう こ と に も 関 係 し

ている。病前の生活時間を含み込んだ A さんの習慣的身体が、慣れ親し

んだ状況に促され、無自覚にからだが動くことを可能にしていた。だが、

物に触れると同時に、しびれが強く自覚され顕在的身体である A さんを

立 ち止 ま ら され て い た 。通 常 は 、習 慣 的 身 体と 顕 在 的身 体 は 統 合さ れて

お り、 そ れ が＜ 身 体 ＞ が自 覚 さ れな い こ と でも あ る 。だ が 、 接 触に より
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し びれ が 強 く自 覚 さ れ るた め に 、習 慣 的 身 体が 促 す とお り に 、 顕在 的身

体 が行 為 に 向か え ず 、 ずれ が 生 じ、 し び れ に支 配 さ れて い る よ うに 感じ

させていた。  

 加え て 、 しび れ の 在 り様 か ら も、 上 述 の こと が 裏 付け ら れ た 。し びれ

が 限局 さ れ た或 る 部 位 の経 験 だ とし た ら 、 それ は 「 しび れ が あ る
、 、

」 と語

られるだろう。だが、予備調査においても、「しびれが ある
、、

と大変ですよ

ね」と言った私に対して、「しびれて いる
、、

けど、できないわけじゃないか

らね。」と患者は答えた。本調査の FW でも、患者からはしびれが ある
、、

と

言 われ た こ とは な か っ た。 こ の 、状 態 を 示 す「 し び れて い る 」 とい う表

現 から も 、 しび れ が 或 る部 位 に “在 る ” の では な く 、＜ 身 体 ＞ がそ の状

態 にな っ て おり 、 部 位 とし て で はな く 、 切 り分 け ら れな い か ら だ と して

経験されていたことがわかる。  

 

２．「中 がわからない」－応 答 しないからだ  

先行研究では、しびれの“巧緻性の低下”による ADL 面への影響とい

う側面に焦点が当たり（登喜ら， 2005， 2007；坂井， 2008）、それへの対

処方を模索する研究がなされてきた（登喜ら，2007；土田，土屋，2012）。

い わば 、 し びれ て い る 身体 と 物 など 外 部 と の交 わ り に視 座 が 取 られ てい

た。本研究においても、B さんがポケットからお札を取り出せず、恥ずか

しい思いをしたことや（ BFN#4p64）、 A さんがレジ待ちでコインを握って

いる間に落としてしまったこと（ AFN#6p105）が、それにあたる。  

他方で、「中」が生じてくるような経験も記述された。これは、従来の

議 論が 外 部 との 関 係 で あっ た の に対 し て 、 から だ の 表面 を 覆 う 「皮 膚」

と 「中 」 と いう 、 い わ ばし び れ てい る 身 体 にお い て 二項 が 生 じ てい たと

言 える 。 そ れは 、 あ ら かじ め 外 があ り 、 そ れに 応 じ て「 中 」 が 生じ るの

ではなく、触れることを契機にして初めて生じるような「中」であった。

以 下で は 、 どの よ う に 「中 」 が 生じ 、 そ こ には ど の よう な 意 味 を伴 って

いたのかを検討していく。  

A さんは、自らのからだを触りながら、「そ う、触られるとわかるんだ

けど、中身が違う人みたい ⁈皮膚は確かに自分なんだけど、中身が違う人

みたい。」（ AFN#1p16-17）と語っていた。「触られるとわかるん だけど 」「皮

膚 は確 か に 自分 な ん だ けど 」 と 、皮 膚 の 感 覚が あ る こと を 触 り なが ら確

かめ る 一 方で、「 だ けど 」 を 末尾 に つ け 、「中 身 が 違う 人 み たい 」 と 「中

身 」と 言 わ れる 事 態 も 、接 触 に より 生 じ て いた こ と を示 し て い た。 この

ことが、「自分」と併せて語られていたことに注目したい。皮膚を触り確

かに 自 分 だと わ か る こと が、「 中身 が 違 う人 み た い」 と い う 逆の 事 態 を、

どのように生じさせていたのだろうか。  

記 述で 開 示 さ れた よ う に、 患 者 ら は常 に し びれ を 感 じ てお り 、 さら に
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接 触に お い てそ れ を 強 く感 じ て いた 。 そ の 状況 に お いて は 、 接 触面 であ

る 皮膚 に 注 意を 向 け ざ るを 得 ず 、そ こ で は 同時 に し びれ を 強 く 感じ てい

る自分も、はっきりと自覚することになる。それが、「皮膚は確かに自分」

と 語ら せ て いた 。 だ が 、そ れ だ けで は な く 、皮 膚 表 面に お い て 強く 自分

を感じることが、「中身」を生じさせ、自分と対比させてそこに「違う人

みたい」であることを発見させていた。  

私 たち は 、 自分 の か ら だに 触 り 、皮 膚 を 「 自分 」 だ と感 じ た り、「中 」

を感じたりすることはない。いわば、しびれていない身体においては「自

分 」や 「 中 」と し て か らだ が 分 けら れ て は いな い 。 また 、 何 か に触 れる

ことは、接触という出来事がまず立ち上がり、そこに意味が現れてくる。

例 えば 、 真 冬の 浴 室 に 足を 踏 み 入れ る と 、 私た ち は 「冷 た い ！ 」と いう

経 験を す る 。そ れ は 、 床が 冷 た いの で も あ り、 そ れ を冷 た く 感 じた 自分

がいるのでもあるが、それらを別々に経験して統合しているのではなく、

「冷たい！」というひとつの経験として私たちに現れている。ところが、

し びれ て い る身 体 に お いて は 、 そう は な っ てい な い 。し び れ て いる ため

に 、接 触 に より 皮 膚 表 面が 際 立 つと と も に 、そ れ に 覆わ れ 接 触 して いる

向 こう 側 ― 物の ほ う ― がど う な って い る の かを 把 握 しよ う に も 、上 手く

い かな い と いう こ と が 起き て い た。 い わ ば 、し び れ が間 に 挟 ま るよ うに

して、ひとつの経験として成り立つことを妨げていた。  

ここで、接触において生じていた、A さんの“触れる―触れられる”と

いう関係から「中」について検討する。 A さんは、「触られるとわかるん

だ けど 」 と 、触 れ ら れ る側 、 つ まり 受 身 と して の 自 分を 確 か に 感じ てい

た 。さ ら に 、上 述 し た よう に 、 しび れ の た めに 、 そ れが 際 立 っ て感 じら

れ てい た 。 他方 で 、 触 れる 側 を 見て い く と 、そ こ に はわ か ら な さが 生じ

て いた 。 能 動的 に 触 れ てい た 手 に生 じ た “ 足の わ か らな さ ” で あり 、便

座 に能 動 的 に触 れ て い た腿 に 生 じた 、 便 座 とは 異 な るゼ リ ー み たい な感

触 であ る 。 いず れ も 、 能動 的 に 自ら が 触 れ 、世 界 を 把握 し て い こう とす

る 働き が 、 しび れ に 覆 い隠 さ れ はっ き り と 把握 で き ない 様 子 が 記述 され

た。 い わ ば、 接 触 に おい て 同 時に 生 じ る はず の、“ 触ら れ る とい う 受 動”

と “触 れ て いく 能 動 ” が、 後 者 の働 き が 妨 げら れ る こと で 、 う まく 成り

立 たな く な って い た 。 接触 と い う契 機 に お いて 生 じ るこ と が 、 変容 し て

いたとも言える。  

で は、 し び れ てい る 身 体に お け る 、こ の よ うな 能 動 的 な働 き が 上手 く

い かな い こ とは 、 何 を 意味 す る のだ ろ う か 。記 述 に よっ て 開 示 され たの

は 、世 界 が 現出 し な く なる よ う な極 端 な 形 では な く 、現 出 し な がら もど

こ かは っ き りし た も の では な く なる と い う 、曖 昧 さ を伴 う 形 で あっ た。

そ れは 、 翻 って 世 界 の 現出 の 場 とし て の 身 体、 い わ ば自 己 の 曖 昧さ にも

つながる。それが、「中身が違う人みたい」と言われることにもなり、且

つ自分ということを問いの俎上にあげてくるのだろう。  
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このような、「自分」ということの欠如、すなわち、私が世界 に触れる

と、“私であるとわかる”その感じの欠如がベースとしてあることは、様々

な場面で実感されていた。 A さんは、「体の中から感じる温かさって、し

び れ て か ら全 然 な く て 」（ AFN#19p321） と 、 温 タ オル を 足 に 巻 か れ て も、

お 風呂 に 入 って も 、 外 的刺 激 と して の 温 か さは わ か って も 、 そ れに 応え

る「中から」の応答がないことを不思議そうに語っていた。B さんは、「感

覚 がな い の に、 こ う や って 動 く んだ よ ね ー。」（ BFN＃ 6p90） と、（不 思 議

そうに指を動かしながら）語った。C さんも、歩行の様々な場面で「他人

の 足み た い 」と 語 っ て い た 。 動 いて い る こ とが 見 え るの に 、 自 分が 動い

て いる と い う感 覚 が 自 分の か ら だに 生 じ て いな か っ た。 こ れ ら は、 動作

と いう 接 触 や、 外 か ら の負 荷 に 対し て 、 自 分の か ら だが 応 え る 感じ のわ

からなさである。さらに言うと、それは、“自分のからだ”が身近にあり

な がら も 、 ピタ リ と は 重な り に くい 状 態 で あり 、 そ れが 「 私 の 」出 来事

としての実感を疎遠にしていたと言える。また、先の議論にも重なるが、

しびれが限局された部位の問題であれば、A さんの上半身はお風呂の温か

さがわかり、 B さん、 C さんの“健側”では動きがわかり、しびれている

“ 患側 ” だ けが わ か ら ない は ず であ る 。 だ が、 そ う はな っ て い ない 。部

分 的に 生 じ たこ と が 、 そこ だ け に留 ま ら ず 、か ら だ とし て 自 ら が応 える

ことを妨げるような状態になっていた。  

しびれている身体に生じる「中」ということは、「外」に対応するよう

な 空間 的 な 「中 」 で は ない 。 物 との 接 触 面 であ る 皮 膚表 面 に お いて 、し

び れが 際 立 つこ と で 、 本来 は な かっ た 境 界 をか ら だ に作 る こ と にな って

いた。しびれをはっきり感じることが、「中」を成り立たせていたとも言

える。また、「中」ができるということ自体が、世界の働きかけに自分が

応えるという、自己としての応答が難し い状態にあることを示していた。

そ れは 、 言 い換 え る と 、病 前 の よう に は 応 答し な い 身体 で 生 き てい ると

いうことでもある。  

 

次 に、 出 来 事 の生 じ て いた 順 序 に 着目 し て みた い 。 一 見す る と 、か ら

だを触ることによって、「中身」が発見さ れていたように思われる。だが、

この触ることはどのように生じてきたのだろうか。A さんは、急性期病院

で の次 の よ うな 日 常 的 な出 来 事 を語 り 、 そ れか ら 「 触ら れ る と わか るん

だけど」と語っていた。その出来事とは、A さんの抜粋１で語られていた、

清拭時に温タオルが足に触れたときに、「ここ触られるとわかんなかった

の ね」 や 、 タオ ル ケ ッ トの 凹 凸 が当 た る だ けで 鳥 肌 が立 っ た り 、服 がか

ら だに 触 る だけ で 「 さ わさ わ 」 する と い う こと で あ る。 そ し て 、さ わさ

わ する な ど の感 じ は わ かる の に 、そ れ が 「 何で か わ から な い 」 とい うこ

と が起 き て いた 。 こ の よう な 生 活の な か で 生じ て く る、 普 段 は 気に も留

めない様々な物との接触が、A さんに「何でかわからない」という疑問を
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生 じさ せ 、 から だ を 触 るこ と へ と向 か わ せ てい た 。 それ に 促 さ れ、 から

だを 触 り、「中 身 」 が発 見 さ れて い た 。 つま り、「 中身 」 と 名指 さ れ るよ

り 前に 、 か らだ に 対 す る疑 問 が 生じ 、 そ れ が触 る こ とを 促 す 。 触る こと

により、中身がわかる。一方で、その疑問の生成も、意図的ではない様々

な 接触 の 積 み重 ね か ら 成っ て い た。 い わ ば 、原 因 ― 結果 の よ う に、 どち

ら かが 原 因 とし て 先 に 明確 に あ るよ う な 形 では な く 、い ず れ で もあ るよ

うな、順序が明確にはわからないなかで生じていた。  

 

さ らに 次 の 視 点か ら も 考え て み た い。 上 記 でも 「 違 う 人み た い 」と 語

られていたように、様々な「～みたい」の現れが記述された。 C さんは、

「他 人 み たい」「 自 分の 目 じ ゃな い み た い」 と 自 らの か ら だ につ い て や、

両 手 で 壁 に 触 れ た 感 じ が 「 同 じ な の に 、 違 う も の み た い 。」

（ CFN#11pp227-228） と 対 象 の 感 じ 方 に つ い て 、「 み た い 」 と 表 現 し て い

た。坂井（ 2008）においても、「人様の手足みたい」と語られており、し

び れて い る 身体 の 現 れ の特 徴 を 示し て い る と思 わ れ る。 片 麻 痺 患者 のよ

う な“ 身 体 が手 も と に ない 状 態”（山 内 ， 2007）と は 異 な る 、「 みた い 」

で 表現 さ れ るし び れ て いる 身 体 につ い て は 、こ れ ま で詳 細 に 検 討さ れて

い ない 。 し びれ の 患 者 から よ く 発せ ら れ る 、こ の 「 みた い 」 と いう 断定

を避けた形が、どのように 現れるのかを以下で見ていきたい。  

ま ず「 他 人 み たい 」 に つい て 検 討 して い く 。こ こ で は 接触 に お いて 言

語 化 さ れ て い た こ と に 注 目 す る 。 C さ ん は （ 左 上 下 肢 を 触 り な が ら ）

（ CFN#1p15）や、（左手で、左腿、膝、脛あたりを行ったり来たり、さす

る よ う に 動 か し な が ら ）（ ご し ご し と こ す る よ う に さ す り な が ら ）

（ CFN#2p26-27）と、いずれの場合も動きを伴いながら、「他人みたい」「他

人のようだし」と語っていた。これと、対照的なのが片麻痺患者である。

片 麻痺 患 者 では 、 麻 痺 した 足 に 自ら 触 れ て も、 そ こ に何 も 感 じ ない 状態

になり、足を「これ」と言い、自分の足じゃないと断言する（山内，2007）。

臥 床時 で も 、足 が ど こ にあ る の かわ か ら な いと 言 う こと も あ る 。普 段は

無 自覚 に 接 触し て い る 、ベ ッ ド や布 団 な ど の感 じ も 、麻 痺 し た 足に ない

ためだろう。他方で、しびれている身体が、「他人」にならないのは、触

れ られ る と わか る と 言 われ た よ うに 、 感 覚 がな く な るわ け で は なく 、か

ら だに 何 ら かの 感 じ が 生じ て い たた め だ と 考え ら れ る。 こ の 何 らか の感

じ が、 他 人 にな り き ら ない よ う に、 自 己 の 身体 を 手 元に 留 め て いる 働き

をしていたことがわかる。どのようにそれが可能になっていたのか。  

こ のよ う な 接 触に お い てか ら だ に 生じ る 感 覚は 、 物 体 には 生 じ ない 身

体 特 有 の 出 来 事 で あ り 、 そ の 感 覚 は 再 帰 的 感 覚 （ 独 ： Empfindnis， フ ッ

サ ー ル ， 1952/2001、 pp171-179） と 言 わ れ て い る 。 私 た ち が 、 何 か 物 に

触 れる と 、 物の 質 感 な どだ け が 生じ る の で はな く 、 それ を か ら だの どこ

で 、ど の よ うに 感 じ て いる の か 、か ら だ の 内側 で も 感じ て い る 。こ の再
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帰 的感 覚 が 生じ る こ と が、 私 た ちに 自 分 の から だ で ある こ と を 確認 させ

てくれる（ p179）。上で見た片麻痺患者の場合は、この内側からの感覚が

なくなり、単なる「物理的事物」（フッサール、1952/2001、pp171－ 172）

の よう に 感 じら れ る こ とが 、 自 らの 四 肢 を 他人 や 物 扱い さ せ て いる こと

が わか る 。 他方 で 、 し びれ て い る身 体 で は 、接 触 に おい て し び れが 自覚

さ れて お り 、そ れ を 感 じる 自 分 がは っ き り とし て い る。 だ が 、 同時 に、

先 に見 た 「 中」 が わ か らな い と いう 事 態 に もな る こ とで 、 局 在 化さ れて

感 じる こ と が難 し い 場 合も あ る 。い わ ば 、 再帰 的 感 覚が あ る 部 分で は満

たされており、ある部分では満た されて いない状態である。このことが、

身体を感じながらも自分であるとも、他人であるとも断言できない、「他

人みたい」と自らの身体を形容することになっていた。  

 

次に、物との間でも生じていた「みたい」について検討する。C さんは、

両手 を 壁 に付 き、（ 左右 の 手 を交 互 に 見 比べ て）「 これ と 、 これ 違 う 」と

語り、「 同 じな の に 、 違 う も のみ た い
、 、 、 、、 、 、

。」と 対 象 の感 じ 方 に つい て 違 和感

を 示 し た り （ CFN#11pp227-228）、 歩 行 に つ い て も 、 足 の 裏 や 床 と い う 主

語を定めずに「平らだけど、平らじゃない」（ CFN#17p349）と語っていた。  

こ こで は 、 複 雑な こ と が起 き て い た。 自 ら 壁に 触 れ な がら 、 触 れて い

る自分を見るという触覚と視覚の 2 重構造のなかで、双方の現れが一致

しない経験をしていた。C さんにおいて、触覚と視覚が分けられて経験さ

れ てい た こ とと 、 そ れ によ っ て 生じ て い た こと に 注 目し た い 。 まず 、前

者については、解剖学的には触覚と視覚は別の感覚であるとされており 、

そ れら が 別 々に 経 験 さ れて い る と見 做 さ れ るこ と が 多い 。 だ が 、日 常生

活 にお い て 私た ち は 、 それ ぞ れ の感 覚 を 別 々に 受 け 取り 、 そ れ を統 合す

る こと で 何 かを 把 握 し ては い な い。 む し ろ 、ひ と つ の感 覚 が 他 の感 覚を

引 き起 こ す 、相 互 的 な 感覚 の 往 来が ま ず 先 に経 験 さ れて い る 。 この よう

な 「 共 感 覚」 と 言 わ れ る こ と を、 メ ル ロ =ポ ン テ ィ （ 1945/1974） は 次の

ように＜身体＞に視座をとり述べている。「私の身体とはまさしく相互感

覚的な等価関係と転換との完全に出来上がった一体系」であるとし、「感

官 とい う も のは 訳 者 を 要さ ず 一 方か ら 他 方 へと 翻 訳 さ れ る し 、 観念 を介

さずに互いに理解し合う。」（ p47）と述べている。このように、本来分か

れずに一息に経験されるものが、C さんにおいては上述も含め、度々分け

ら れて い る 様子 が 記 述 され た 。 どの よ う に 、分 け ら れる 経 験 が 生じ てき

た のか 。 手 が壁 に 触 れ てい る と き、 足 が 床 に触 れ て いる と き な ど、 接触

を契機にして、C さんはじっと見るということをしていた。すなわち、接

触 によ り 、 触れ て 感 じ たこ と と 、見 て 感 じ たこ と と の差 が 生 じ 、見 比べ

凝視することを促す。言い換えると、触れることによって、「違う」と感

じ る自 分 が いる 一 方 で 、そ れ を 見て い る 自 分に は 、 同じ も の で ある こと

が見えてしまっていた。  
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こ こで は 、 何 が経 験 さ れて い た の か。 本 来 「共 感 覚 」 とし て 分 けら れ

ずに経験されていたことが、触れることにより触覚と視覚に違いが生じ、

無 自覚 の う ちに な さ れ てい た 感 覚の 一 体 化 が損 な わ れて い る 可 能性 があ

る 。さ ら に 、見 え て 同 じも の だ と分 か っ て しま う 前 に、 習 慣 的 身体 とし

て の手 に は 、壁 の 固 有 の質 感 が 分か っ て し まっ て も いる 。 そ う であ れば

し びれ の 経 験は 、 触 れ ると 同 時 に習 慣 的 身 体と 顕 在 的身 体 に お いて も、

ずれが生じていたと言える。  

これまで見てきたように、「みたい」というしびれ特有の表現には、次

の よう な し びれ て い る 身体 の 経 験が 内 包 さ れて い た 。す な わ ち 、自 分で

あ るこ と が わか り な が らも 、 自 分と し て 応 答し な い 身体 で あ り 、同 じ壁

で ある と 知 りな が ら も 、違 う も のと し て 現 れて し ま うこ と で あ る。 つま

り 、様 々 な 物や 自 ら の から だ と の出 会 い に おい て 、 感覚 の 一 体 化が 損な

われたり、習慣的身体と顕在的身体との調和が歪む経験が、「みたい」と

して語られていたことである。  

 

B.「なんか、言 ってもぴったりくる感 じじゃない」―分 節 しがたいしびれ  

先 行 研究 （ 登 喜 ら ， 2005） で は 、 しび れ は 多 様に 表 現 さ れ る 一 方 、表

現 しが た い こと も そ の 特徴 で あ ると さ れ て いた 。 さ らに 、 対 処 法を 試し

て も「 効 果 がわ か ら な い」（ 登 喜 ら， 2007）、 また 「 痛 みと 区 別 しが たい

もの」（土田，土屋， 2012）という結果が示されていた。神経支配領域と

し ては っ き りし て い る 一方 で 、 表現 に お け るわ か ら なさ 、 実 感 とし ての

わ から な さ 、区 別 の つ かな さ が 生じ て い た 。 本 研 究 の記 述 に お いて は、

上記を支持する内容とともに、しびれにおける様々な「わからなさ」が、

ど のよ う に 成り 立 っ て いた の か も示 さ れ た 。こ の わ から な さ の 成り 立ち

を、 B さ ん、 A さんの記述を示しながら検討していく。  

B さんは、しびれの表現しがたさについて多く語っていた。その中で、

ビリビリなどオノマトペを用いたり、「痔になった時のような」と具体例

を 示し た り 、表 現 に 困 り「 ど う やっ て 表 現 して い い かわ か ら な い」 と言

いながらも、表現することをやめはしなかった。このような B さんの記

述 から 、 区 別が つ か な いと い う こと や 、 わ から な い と言 わ れ る こと がど

のように生じ、そこで何が問われているのかがわかる。  

B さんは、主治医から言われていることとして「麻痺と、灼熱感と、し

び れと 。」（ BFN#0p2） があ る と 、 自ら の 症 状を 示 し た り、「 し びれ と 、麻

痺 は当 初 違 うも の だ と 思っ て 、 わけ て 考 え てい ま し たけ ど 、 結 局は 同じ

こ と な ん で す ね 、 麻 痺 な ん で す ね 。 調 べ て み る と 、 麻 痺 な ん で す ね 。」

（ BFN#1p12） と 、 語 っ て い た 。 こ の よ う な 様 子 か ら は 、 区 別 が で き な い

と いう よ り も、 む し ろ 専門 用 語 を用 い て 区 別が な さ れて い る よ うに 見え

る 。他 方 で 、そ の 区 別 につ い て 「も う 少 し 詳し く お 聞き し て も いい です
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か？」と問われると、「麻痺としびれは違うものだと。でも、辞書を調べ

る と、 一 緒 なん で す ね 。結 局 。 麻痺 し て 感 覚が な く なる 、 し び れる から

麻 痺 す る と い う 。 で も 、 わ か ら な い で す 、 区 別 が で き な い で す ね 。」

（ BFN#1p14）と語っていた。また、具体的な生活場面においては、「 本当

に 便が 出 そ うな の か 、 灼熱 感 が そう さ せ て いる の か わか ら な い です ね。

区 別 がつ か な い。」（ BFN#1p16） と 語 って お り 、表 現 で き な い ・ 区 別し づ

らいと見做されるような事態も確認できた。  

こ こま で 見 て きた 中 で も既 に 、 区 別で き て いる 様 子 と 区別 で き ない 様

子が混在していたことがわかる。さらに見ていくと、「灼熱感と、しびれ

と麻痺は全く別です。」（ BFN#1p14）と、なんらかの“区別”が B さんに

生じていたこともわかる。同様のことが、他の参加者にもみられた。A さ

んは「すべての感覚がしびれに変わってるんですね～」（ AFN#19p323）と

語 り、 筋 肉 痛も 中 か ら 感じ る 温 かさ も 感 じ なく な っ たが 、 な く なっ たわ

け では な く 、何 か と し ては っ き りと 把 握 し たり 、 そ れを も と に 比較 し区

別するのとは、水準を異にすることが記述された。C さんにおいても、し

び れと 、 冷 たい と 、 気 持ち 悪 い が、 一 見 す ると そ れ ぞれ 区 別 さ れて いる

よ うで も あ るが 、 実 は 何か に 対 処す る こ と が、 次 の 事態 を 生 み 出し 、ま

たそれに対処するという、一所に落ち着かないことが確認 された。  

これらのことを整理してみると、区別やわからなさとして、次の 2 点

が問われていたと言える。1 点目は、症状間の区別がはっきりとはつかな

いということである。それぞれが分けられて経験されていたのではなく、

文 脈を 含 み 込ん だ 様 々 な関 係 に おい て 、 差 異と し て のみ わ か る よう な在

り 方を し て いた 。 そ の ため 、 症 状と し て 何 かひ と つ だけ を 切 り 離し て表

現 する こ と に常 に 難 し さが 伴 い 、切 り 離 し て表 現 し た途 端 に 「 なん か言

ってもぴったりくる感じじゃない。」と違和感を生じさせていた。  

2 点目は、自らの感覚を疑うことである。 A さんはどんなに 運動しても

筋肉痛がないことについて、「筋肉痛を感じないのか、しびれていてわか

ら ない の か 、前 だ っ た ら運 動 し すぎ る と 筋 肉痛 に な って 、 そ れ でや りす

ぎだったんだなってわかるけど、それが全然ないから。」（ AFN#8p151）と

語 って い た 。病 前 に お いて は 、 痛い と 感 じ たら 痛 い ので あ り 、 感覚 を疑

う こと も な かっ た 。 だ が、 し び れて い る 身 体に お い ては 、 そ れ が問 われ

て いた 。 上 述の よ う に 、し び れ によ り 何 か が、 何 か とし て は っ きり 把握

し づら く な って い る 状 態は 、 意 味が 浮 か び 上が り づ らい 状 態 で ある とも

言える。A さんの筋肉痛においては、筋肉痛 がないことが、そのまま“筋

肉 痛が な い ”と い う 意 味に は な らず 、 し び れの た め に“ 筋 肉 痛 を感 じて

い ない ” と いう 意 味 も 同時 に 生 じて い た 。 後者 の 可 能性 が ど の よう に生

じていたかに着目したい。  

A さんは、「前だったら運動しすぎると筋肉痛になって」と、病前の経

験を含み込んでいる習慣的身体が、“筋肉痛が来るはず”という或る見通
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し を示 す が 、顕 在 的 身 体に は そ れが 現 れ て こな い 。 ここ で 生 じ る差 異に

よって、「筋肉痛が来ない」という意味が生じる。このように、来ること

が わか っ て いな が ら 、 実際 に は 来な い こ と が、 筋 肉 痛が な い と いう こと

を 際立 っ て 経験 さ せ て いた 。 他 方で 、 習 慣 的身 体 に よる “ 筋 肉 痛が 来る

はず ” と いう 理 解 に 促さ れ、“ 筋肉 痛 が ない ” の では な く、“し び れ があ

る こと で わ から な い ” だけ な の では な い か とい う 疑 いを 生 む こ とに つな

がっていた。同様のことは、B さんにも見られた。下腹部がしびれている

B さんは、「本当に便が出そうなのか、灼熱感がそうさせているのかわか

らない。」と、自らの感覚を疑う様子がみられた。  

こ のよ う な 、 自ら の 感 覚を 疑 う と いう こ と には 、 し び れて い る 身体 に

お ける 、 習 慣的 身 体 と 顕在 的 身 体の 特 有 の 在り 方 が 見え る 。 逆 の状 況と

しての幻影肢を示しながら検討していきたい。肢体切断となった患者が、

既 に自 ら の 手足 が な い にも か か わら ず 、 手 足が あ る よう に 振 る 舞い 、外

傷時の痛みを訴える幻影肢については良く知られている。メルロ =ポンテ

ィ（ 1945/1967）も、習慣的身体と顕在的身体の議論において幻影肢につ

い て 述 べ てお り （ pp138-159）、顕 在 的 身 体 か ら は 既に 消 え て い る 切 断肢

が 、習 慣 的 身体 に は ま だ残 っ て おり 、 そ れ が患 者 に 肢体 や 痛 み を出 現さ

せる（ pp148-149）という。幻影肢の場合、患者らは痛みを感じる肢体が

顕 在的 身 体 には な い に もか か わ らず 、 感 じ てい る 痛 みに つ い て 疑い を向

け るこ と は ない 。 他 方 で、 し び れて い る 身 体で は 、 習慣 的 身 体 も顕 在的

身 体も 保 た れて お り 、 一見 す る と変 わ り は ない よ う に見 え る 。 だが 、そ

こ には し び れが 、 接 触 と同 時 に 際立 っ た 形 で現 れ る こと で 、 何 かを 感じ

て いて も 、 習慣 的 身 体 が把 握 し てい た よ う には 、 顕 在的 身 体 に おい ては

経 験さ れ て はい な か っ た 。 こ の 齟齬 が 生 じ るこ と が 、筋 肉 痛 が ない と言

い 切る こ と を難 し く さ せ、 あ る かも し れ な いと 、 自 らの 感 覚 を 疑う とい

う経験を生んでいた。  

 

上記の 2 点を、しびれている身体としての経験に立ち戻って考えてみ

た い。 そ こ には 、 し び れて い る とい う 経 験 が二 つ の 意味 を 同 時 に包 含し

て いた こ と がわ か る 。 ひと つ が 、感 覚 体 験 とし て は っき り と 名 指さ れる

し びれ で あ り、 も う ひ とつ は 、 ある 感 覚 体 験を 覆 い 隠す し び れ であ る。

こ れら の “ わか る こ と ―覆 い 隠 すこ と ” と いう 、 相 反す る こ と がど のよ

うに生じていたのか詳細に検討する。  

まず、前者の感覚体験としてのしびれであるが、これは、A さんが左第

4・ 5 指を触りながらしびれを特定したり、 B さんが「正座をしてビリビ

リする、ああいう感じだと」（ BFN#1p14）と例えていた、いわゆる障害部

位 に生 じ て いた “ 局 在 化さ れ る 経験 ” で あ る。 先 行 研究 に お い て、 主に

論 じら れ て いる の は こ ちら に な る。 一 方 、 後者 は 「 すべ て の 感 覚が しび

れに変わってるんですね～」（ AFN#19p321）「しびれるから、わかんない」
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（ CFN#6p129）と語られたように、しびれていることが、他の感覚がある

のかないのかも含めてわからなくさせている、“非局在化される経験”で

あ る。 こ れ らが 、 ど の よう な 関 係に な っ て いた の か 、そ の 現 れ 方に 着目

し なが ら 見 てい き た い 。し び れ が局 在 化 さ れ経 験 さ れて い た の は、 他者

か ら「 ど こ がし び れ て いる か 」 や「 し び れ の感 じ 」 を尋 ね ら れ るな ど、

し びれ に 焦 点が あ て ら れて い る 状況 に お い てで あ る 。こ の よ う に、 あら

か じめ 、 し びれ に 志 向 性が 向 け られ て い る 状況 に お いて は 、 先 に見 た再

帰 的感 覚 が 働き 、 ど こ がど ん な ふう に し び れて い る のか を 局 在 化す るこ

とが可能になっていた。  

他 方で 、 し び れが 非 局 在化 さ れ て 経験 さ れ てい た の は 、し び れ 以外 に

志向性が向けられていた状況においてであった。例えば先に示した、A さ

ん の「 す べ ての 感 覚 が しび れ に 変わ っ て る んで す ね ～」 で は 、 その 直前

に 、温 か さ を感 じ な い こと や 筋 肉痛 が な い とい う こ とが 語 ら れ てい た。

つ まり 、 温 かさ や 筋 肉 痛を 感 じ るこ と に 志 向性 が 向 けら れ る と 、 そ れら

がないことに加えて、しびれていることが発見されていた。C さんが足に

傷が 出 来 たと き も、「足 の 痛 みは ど う で すか ？ 」 と問 わ れ、「し び れ るか

ら 、 わ か んな い 」 と 答 え て い た（ CFN#6p129）。 こ のよ う に 、 ど こ と いう

局 在化 を 伴 わず 、 他 の 感覚 を 覆 い隠 す よ う にし び れ が浮 き 上 が って くる

ことが、非局在化される経験であった。  

だ が、 こ の よ うな 自 ら の身 体 に 向 けら れ た 志向 性 の 違 いに よ る 、局 在

化 ―非 局 在 化さ れ る 経 験が 確 認 され た 一 方 で、 両 者 が分 か ち が たく 現れ

て いた 状 況 もあ っ た 。 それ は 、 身体 で は な く世 界 の ほう に 志 向 性が 向け

ら れる 状 況 にお い て で あっ た 。 言い 換 え る と、 上 記 で見 た よ う な静 止し

た状況ではなく、行為の発動においてであった。例えば、A さんは、物に

触 れた り 歩 いた り す る 際に 、 接 触の 度 に ビ リビ リ と 手や 足 裏 に 局在 化さ

れるしびれを感じていた。それが、触れている感覚を不確かにさせ、「ふ

わ ふわ す る 」と い わ れ るよ う な 接地 し て い る感 覚 を 曖昧 に さ せ ると 同時

に、「 こ のビ リ ビ リ が な いと 、 歩 け な い ん じ ゃな い か っ て」（ AFN#1p13）

と 、歩 行 を 可能 に す る 目印 に も なっ て い た 。し び れ が局 在 化 さ れる こと

が 、わ か ら ない と い う 非局 在 化 され る 経 験 を生 む と 同時 に 、 局 在 化 され

る こと で 、 わか ら な い なか で も 世界 に 能 動 的に 向 か って い く 足 場を つく

っていたと言える。  

つ まり 、 し び れて い る とい う 経 験 には 、 志 向性 が ど こ に、 そ し て何 に

向 かっ て い るの か に よ って 、 局 在化 と 非 局 在化 さ れ る異 な っ た 経験 とし

て の現 れ が 一方 で 生 じ てい た 。 他方 で は 、 局在 化 す るこ と が 非 局在 化を

生 み、 非 局 在化 に よ っ て生 じ る 難し さ を 、 局在 化 さ れる と い う 特徴 が補

うという分けられない現れとして、経験されていた。  
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Ⅱ．しびれている身 体 で生 きる  

先 行研 究 に お いて は 、 日常 生 活 へ の影 響 と して 巧 緻 性 の低 下 に よっ て

思 うよ う に でき な い こ とや 、 感 覚が わ か ら ない 怖 さ や、 仕 事 や 家事 が十

分 にで き な いこ と に よ る社 会 生 活へ の 影 響 、改 善 し ない し び れ によ る憂

鬱な気分という心理面への影響が挙げられていた（登喜ら， 2005）。しび

れが原因となり、ADL や QOL にどのような影響を与えるのかが詳細に示さ

れ てい た 。 別 の 視点 か らは 、 坂 井 （ 2008） が機 能 低 下 に伴 う 苦 痛に 加 え

て 、当 た り 前の こ と が 当た り 前 では な く な ると い う 日常 性 が 脅 かさ れる

ということを指摘していた。  

しびれの生活における困難さや、ADL や QOL の低下につながることが示

さ れて い る 一方 で 、 そ れら が ど のよ う に 生 じて く る のか は 探 究 され ては

い ない 。 以 下で は 、 前 項で 明 ら かに な っ た “し び れ てい る 身 体 ”に 視座

を とり 、 し びれ て い る 身体 で 生 きる と い う こと は 、 どの よ う な 生活 世界

（ Lebenswelt） を生 き て い る こ と な の か を 考 察 し て い く 。 さ ら に 、 し び

れ てい る 身 体で 生 き ら れて い る 生活 世 界 に 投錨 さ れ てい る こ と は、 世界

内 存在 で あ る自 己 が ど のよ う に 現れ て い る のか も 探 究し て い く 。そ れに

よって、上記の問いの答えが記述されると考える。  

 

A．  生 活 世 界 の変 容  

結果では、生活世界の変容が様々な水準において記述された。A さんは、

生活の様々な場面で生じる物との接触を、「当たる」と語っていた。病前

は 、触 れ て いる こ と す ら意 識 し なか っ た よ うな 、 身 の回 り の 物 との 接触

にお い て、「当 た る 」と い う 意味 が 生 じ てい た 。 それ に 伴 い 「嫌 な 感 じ」

や 「気 持 ち 悪さ 」 も 生 じ、 避 け なけ れ ば な らな い も のと し て 、 身の 回り

の物が現れていた。  

B さんにおいては、本来「共感覚」として分かたれていないはずの感覚

が 、触 れ る こと で 触 覚 と視 覚 に 分け ら れ て しま っ て いた 。 そ れ は、 同時

に目の前の壁に触 れても「同じ感じがしない」「同じなのに、違うものみ

た い 」（ BFN#11p227,228） と い う 現 れ で あ り 、 足 で も 同 様 に 、「 平 ら だ け

ど 、 平 ら じゃ な い も ん 。 ロ ー プの 上 に 、 い る み た い。」（ BFN#17p349）と

感じられていた。いずれも、 B さんにとっては「違うものみたい」「平ら

じ ゃな い 」 と、 如 何 と もし が た く現 れ る と 同時 に 、 そう で な い こと も B

さ んは 見 て 分か っ て し まっ て い た。 い わ ば 、真 偽 と いう 水 準 で の二 重で

はなく、感覚の一体化が損なわれていた可能性が示された。  

さ らに 、 先 行 研究 に お いて 「 し び れだ け で はな く 、 温 度感 覚 の 変化 も

伴っていた」（登喜ら， 2005）とされていた点について、そのように現れ

る成り立ちが B さんの記述に見られた。「今夏なんだけど、両手が金属に
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触 れ る と 冷た い ん だ よ ね」（ BFN#7p109） と 、 誰 し も通 常 経 験 し て い る、

金属に触れた際の冷たさを、 B さんはあえて主題化して語っていた。 B さ

ん 自身 、 今 夏で あ る こ とを 述 べ 、冷 た い と 感じ る こ とが 季 節 柄 不自 然で

あることを自覚していた。その上で、「冷たさに非常に弱い」と言い、「弱

い 」と 感 じ る自 ら の 身 体を 地 盤 とし 、 そ こ にお い て 金属 が 「 非 常に 冷た

い」と、程度の甚だしさを伴い現れて いたことを示していた。つまり、 A

さんの「当たる」にもつながるが、「冷たい」ということが、温度感覚の

変 化と し て 、し び れ と 切り 離 さ れて 生 じ て いた の で はな い 。 む しろ 、し

びれている身体が地盤となることで、病前には何ともなかったものが「当

たる 」 と 感じ ら れ た り、 通 常 でも 冷 た く 感じ る も のを、「 非 常に 冷 た い」

と 過度 な 意 味を 伴 い 出 会わ れ 、 その よ う な 生活 世 界 に生 き る こ とに なっ

ていた。  

さ らに 、 そ れ らの 意 味 の立 ち 現 れ 方に 着 目 して み る 。 いず れ も 、考 え

る前に出会うと同時に、「当たる」「冷たさに非常に弱い」「平らじゃない」

と いう 意 味 と し て 、 世 界が 現 れ てし ま っ て いた 。 参 加者 ら は 、 しび れて

い る身 体 で 世界 に 住 ま うな か で 、タ オ ル ケ ット や ビ ニー ル 袋 、 床、 滴や

金 属と い っ た視 覚 的 に は相 変 わ らず 馴 染 み のも の が 、触 れ ― 触 れら れる

と いう 出 会 いに お い て 、見 知 ら ぬも の に な ると い う 経験 を し て いた 。こ

の よう な 経 験は 、 し び れが あ る こと や 以 前 のよ う に はで き な い こと を一

時 的に 忘 れ てし ま い 、 動作 の 失 敗に よ り 気 付か さ れ る、 し び れ 特有 の認

識の形として示されていた（坂井， 2008）。他方で、本記述からは、忘れ

る とさ れ て いた こ と の 、別 様 な 現れ が 見 て 取れ た 。 すな わ ち 、 自ら のか

らだを含み込んだ“見え―見られている世界”と、“触れ―触れられた世

界 ”の 差 異 が生 じ て い たと い う こと で あ る 。彼 ら に 見え て い た のは 、病

前 から 知 っ てい る 馴 染 みの 世 界 であ り 、 雨 は雨 で あ り、 床 は 床 であ る住

み 慣れ た 光 景で あ る 。 その 馴 染 みの 世 界 に 促さ れ て 動く が 、 動 くと 同時

に 、光 景 が 変容 し て し まう 。 触 れる と い う のは 、 身 体的 な 動 き を伴 うも

の であ る 。 いわ ば 、 動 くこ と は “触 れ ― 触 れら れ る ”こ と で あ る。 この

“ 触れ ― 触 れら れ る ” なか で 、 前述 の 意 味 が生 じ て いた こ と に 注目 した

い 。し び れ てい る 身 体 には 、 見 えて い る 馴 染み の 世 界が 、 触 れ ると 同時

に変容して現れる。すなわち、自らの身体も含み込んだ馴染みの光景に、

自 ずと か ら だは 応 答 し 動い て い くが 、 触 れ たそ の 瞬 間に 光 景 は 変容 し、

後から振り返るように、「忘れていた」ことに気付かされていた。  

さらに、“触れ―触れられた”しびれている身体において、世界が現れ

る こと に 注 目す る と 、 しび れ が 主観 的 で あ ると さ れ てい る こ と の成 り立

ち が伺 え る 。こ れ ま で 見て き た よう に 、 彼 らに お い て既 に “ 見 え― 見ら

れ てい る 世 界” と “ 触 れ― 触 れ られ た 世 界 ”の 差 異 が生 じ て い た。 いわ

ば、しびれている身体を生きるという構造のなかに、見て分かることと、

触 れて わ か るこ と の ず れが 既 に 含み 込 ま れ てい た 。 前項 『 分 節 しが たい
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し びれ 』 で の議 論 と も 重な る が 、し び れ は 多様 な 経 験の 在 り 方 をし てお

り 、自 ら の 身体 で あ る 、習 慣 的 身体 と 顕 在 的身 体 に おい て も 齟 齬が 生じ

て いた 。 こ のよ う な 在 り方 を し てい る こ と が、 し び れを 、 他 の どの 自覚

症 状よ り も 、さ ら に 主 観的 と 思 わせ 、 わ か らな い も のと い う 見 えを 作っ

ていたと言える。  

 

B．「どうやって歩 いていいかわからない」  

 これまで見てきたように、しびれている身体で生きることが、あらたな

意 味を 生 じ させ て い た 様子 が 明 らか に な っ た。 さ ら に、 そ の 意 味は あら

か じめ 変 わ らな い も の とし て あ るも の で は なく 、 し びれ て い る 身体 で世

界 に向 か う なか で 、 そ れと し て 現れ 、 循 環 的・ 順 次 的に 生 じ る こと が見

て取れた。以下で、詳しく見ていきたい。  

 まずは、A さんの「疲れてくると、どうやって歩いていいかわからない」

（ AFN#6p117）という退院後の経験を入 り 口に、しびれている身体と動作、

そして習慣や時間がどのように現れてくるのかを見ていきたい。A さんは

リハビリ病院に約 1 ヶ月入院し、歩行が安定したと評価され自宅退院と

な った 。 だ が、 外 来 リ ハビ リ 初 日に 「 歩 い てい る う ちに 、 膝 と かわ から

なくなる。」（ AFN #6p118）と担当 PT に伝えていた。歩けることが、少し

先 の時 間 に おけ る 、 何 らか の わ から な さ を 生ん で い た。 こ の 、 時間 を含

み込んだわからなさが、退院後に生じていたことに着目したい。A さんは、

食 料品 を 買 いに 行 っ た り、 リ ハ ビリ を 兼 ね て散 歩 を した り と 、 長距 離・

長 時間 歩 く 機会 が 増 え た。 歩 く こと が で き ると い う 機能 回 復 が 、長 く歩

くことを可能にし、そのことがわからなさを生んでいた。  

このわからなさは、A さん自身にも明確に意識化されていない。医師か

ら歩いていてどうなるか詳細を尋ねられると、「なんだろう、、、筋肉 の疲

れ じゃ な い 、し び れ て て、 ふ わ ふわ し て て 、膝 が 疲 れて く る 、 しび れて

て 、 足 が しん ど く な っ て、」（ AFN#13p229） と 、 因 果関 係 に は の ら な い分

節 がな さ れ た。 し び れ てい る こ とで 、 ふ わ ふわ し た り、 わ か ら なさ が出

現 し、 そ の 中で 歩 行 を 続け る こ とが 、 生 理 学的 な 筋 肉疲 労 と は ちが う疲

れ を生 み 、 その 疲 れ が 歩き 方 ま でも わ か ら なく さ せ る循 環 的 な 現れ をし

ていた。それ故、A さんには歩けないことだけではなく、歩き続ける延長

線上に、「転んだらどうしよう」という事態が生じる可能性が見えていた。 

で は、 身 体 的 に習 慣 化 され て い る はず の 「 歩 く 」 と い うこ と が 、歩 く

こ とに よ り 、わ か ら な くな る と いう 逆 説 的 な事 態 が 、ど の よ う に生 じて

い たの だ ろ う か 。 先 行 研究 （ 坂 井 ， 2008） にお い て も 、職 場 な どの 馴 染

み の場 に い くと 、 自 然 にか ら だ が動 き だ し 、動 作 が 失敗 す る こ とで 、以

前 のよ う に はで き な い こと に 、 その 都 度 気 付か さ れ るこ と が 示 され てい

た 。い わ ば 、こ れ ま で 培っ た 習 慣的 身 体 が 場に 触 発 され 働 き だ し、 顕在
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的身体がその通りには動かないことで、“動作が失敗する”ことが生じて

いたと考えられる。他方で、上記の A さんの場合はどうだろうか。 歩い

ている A さんにおいては、既に習慣的身 体が働いており、顕在的身体も

歩いており、明らかな“動作の失敗”はない。A さんの周囲にはりめぐら

さ れた 実 践 的領 野 が 保 たれ て い るよ う に 見 える 。 だ が、 歩 き 続 ける なか

で、顕在的身体が「歩いている」にもかかわらず、A さんはわからなくな

るのである。  

同様のことは、 C さんの「こわい」にもみられた。「こわい。こうやっ

てないと、こわい。」（ CFN#6p139）と、 C さんは一人で病室にいるときも

立ち 座 り をし、“ 現 在” に お ける 行 為 可 能性 を 確 かめ る 様 子 が見 ら れ た。

これは、退院後もしばらく続いていた。このような C さんの記述から、

次 のこ と が 言え る 。 す なわ ち 、 立ち 座 り が その 都 度 確認 さ れ 、 毎回 でき

た とし て も 、そ れ が 、 常に 現 在 だけ に 留 ま り、 未 来 の動 作 の 可 能性 を保

障 する こ と につ な が っ てい か な い。 一 方 で 、で き る よう に な っ たこ とを

「毎日やってっから」と答えた C さんや、うまく走れないことを「走っ

てなかったから」と語った A さんからは、行為可能性が、習慣の問題に

接 続さ れ て いる こ と が わか る 。 この よ う に 、習 慣 と 関連 づ け て 語ら れて

いたことは、どのように考えられるだろうか。メルロ =ポンティの言葉を

か り る と 、「 習 慣 の 獲 得 と は 身 体 図 式 の 組 み 替 え で あ り 更 新 で あ る 」

（ 1945/1967， p239）とされる。いわば、身体図式という無自覚に働く習

慣 的身 体 に 、新 た な 行 為が 沈 殿 し、 意 識 し なく と も でき る よ う にな るこ

とである。上述の A さん、C さんの記述に照らしてみると、歩くことや立

ち座りが、しびれている身体の習慣的身体に組み込まれづらいと言える。

い わば 、 顕 在が い つ ま でも 習 慣 的な 層 に 馴 染ん で い かず 、 常 に 顕在 的層

に留まり、新たな動作の習慣化が難しいという事態を引き起こしていた。

そ のた め 、 いつ も 意 識 して 歩 い たり 、 立 ち 座り を し なけ れ ば な らな い。

それが、 C さんにおいて見られた常に現在が続くこと であり、「こわい」

ということであり、A さんにおける歩いているなかで生じてくる、歩くこ

とのわからなさであると考えられる。  

 

C．「筋 肉 痛 よりしびれが先 に来 ちゃう」―つながらない時 間  

私 たち は 、 時 間を ど の よう に 経 験 して い る のだ ろ う か 。時 計 の 針が 進

んだことや、太陽が西の空に沈むこと、カレンダーを毎年替えることで、

様々な時間を経験している。いわば、外から時間を知ると言えるだろう。

他 方で 、 私 たち は 時 間 をか ら だ で感 じ て も いる 。 空 腹で お 腹 が 鳴れ ば、

食 事か ら 数 時間 経 過 し たこ と を 知り 、 運 動 の翌 々 日 にな っ て 筋 肉痛 を感

じ るこ と で 若い 頃 と の 差を 感 じ 、歳 を と っ たこ と を 実感 す る 。 後者 は、

私 たち の 身 体に よ っ て 生き ら れ てい る 時 間 だと 言 え るだ ろ う 。 しび れて
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いる身体で生きる経験において、時間はどのように現れるのだろうか 。  

A さんは、「筋肉痛が来ない」ということを繰り返し語っていた。そこ

に は、 筋 肉 痛を 感 じ な いと い う から だ の 変 化だ け で はな く 、 時 間に 関す

る経験の変容も見て取れる。「来ない」という経験が、いかに成り立って

いたのか。 A さんは「今までだったら、 次の日 、あイテェってなるのが、

な く て 、 筋肉 痛 よ り し び れ が 先に 来 ち ゃ う 。」（ AFN#20p338） と 語 っ てい

た 。病 前 は 、昨 日 “ こ の体 ” で 運動 し た こ とが 、 今 日の “ こ の 体” に筋

肉痛として現れていた。このように筋肉痛が生じることを繰り返す中で、

ど のく ら い の負 荷 で 筋 肉痛 に な るの か と い う、 翌 日 のか ら だ に 生じ てく

る こと の 見 通し が 自 ず と立 つ よ うに な っ て いた 。 そ れが 、 実 際 に筋 肉痛

になることで予測が現実となる。さらには、「運動しすぎると筋肉痛にな

っ て 、 そ れで や り す ぎ だ っ た んだ な っ て わ か る け ど」（ AFN#8p151） と 、

筋 肉痛 に な るこ と が 、 昨日 の 運 動の 負 荷 が 大き す ぎ た と 判 断 す る材 料に

な って い た 。言 い 換 え ると 、 筋 肉痛 に な っ たこ と を 起点 と し て 、過 去の

経 験が 捉 え 直さ れ や り すぎ だ っ たと い う 意 味が 与 え られ る 。 さ らに 、捉

え 直さ れ た 過去 の 経 験 と現 在 の 筋肉 痛 が 、 未来 に お いて 実 施 す る際 の基

準 とな っ て いく 。 こ の よう に 、 筋 肉 痛 が 来 ない こ と は、 過 去 や 未来 をも

捉えがたくしていた。そのため、A さんは「わかんないです、鍛えられて

るか。効いてないのかな？おそろしくない ⁈」と判断する術がないことと、

漠然とした不安を感じていた。以上のことから、「筋肉痛が来ない」とい

うのは、自ずと予測される筋肉痛が生じるはずという見通しがまずあり、

そ れが 現 実 にな ら な い こと で 「 来な い 」 と して 経 験 され る こ と につ なが

っていた。  

筋肉痛が生じるはずの場面で起きていたのが、「筋肉痛よりしびれが先

に 来ち ゃ う 」と い う 事 態だ っ た 。こ こ に は 、上 で 見 た“ 筋 肉 痛 が来 るは

ず ”と い う 先取 り さ れ た時 間 に 、筋 肉 痛 で はな く し びれ が 生 じ てい た。

い わば 予 測 と現 実 の 不 一致 で あ る。 と こ ろ が、 し び れが 起 き た 現実 によ

って、筋肉痛が来るはずという予測が否定されてはいない。すなわち、 A

さ んに と っ ては 、 病 前 の経 験 に 導か れ “ 筋 肉痛 が 来 るは ず ” と いう 予測

が 確か さ を 伴い 現 れ て いた 。 そ のた め 、 来 なか っ た とい う よ り も、 むし

ろ先行する時間を飛び越えるかのように、「しびれが 先に
、、

来ちゃう」とい

う理解を生んでいた。  

こ の経 験 は 、 習慣 的 身 体と し て 前 項で 議 論 した 働 き が 、時 間 経 験を 生

み 出し て い ると 言 え る 。習 慣 的 身体 が “ 起 きる は ず
、 、

”の 或 る 事 態を 先行

し て示 す が 、顕 在 的 身 体に お い ては そ れ と は別 の 事 態が 生 じ る 。上 述の

よ うに 、 起 きな か っ た こと を 起 きな か っ た こと と し て確 定 す る こと が難

し く、 起 き る可 能 性 を 残し た ま まに 、 し び れが 先 に 来る と い う 、二 重の

「 今」 が 並 存し て い た 。そ れ は 言い 換 え る と、 習 慣 的身 体 に よ って 見通

さ れた 、 来 るは ず の 時 間を 、 自 らの か ら だ でた ど る こと が 難 し くな るこ
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と だ と も 言 え る 。 B さ ん は 「 い つ か ら っ て い う の は 、 わ か ら な い 。」

（ BFN#2p30） と 、 症 状 の 始 ま り を 尋 ね ら れ 「 わ か ら な い 」 を 重 ね 、 過 去

の時間におけるわからなさを示していた。未来 についても同様に、B さん

は 季 節 の 移 り 変 わ り を 示 し て か ら 、「 ど う な る の か 、 不 安 だ よ ね 。」

（ BFN#7p107-108）と語り、見通しが立たないことを示していた。二重に

な った 曖 昧 な「 今 」 が 起点 と な るこ と で 、 過去 や 未 来の 把 握 も 同時 に曖

昧になることが、 B さんの記述に現れていた。  

一 般的 な 認 識 とし て は 、過 去 ― 現 在― 未 来 が規 則 正 し く連 な っ て経 験

されていると考えられがちである。だが、生きられた経験に立ち戻ると、

そ の よ う には な っ て い な い こ とを 、 メ ル ロ =ポ ン テ ィ （ 1945/1974） が 既

に 指 摘 し てい た （ pp305-340）。し び れ て い る 身 体 で 生 き ら れ て い る 時 間

に 忠実 に 見 てみ る と 、 患者 ら の 時間 経 験 が 次の よ う にな さ れ て いた と言

え る。 起 点 とな る 身 体 の「 今 」 が、 し び れ によ っ て 曖昧 で 不 確 かな もの

となり、起点が曖昧なまま、過去に意味を与え、未来を掴みとっていく。

そ れは 、 自 らの 身 体 で 見通 し た 時間 を 、 自 らた ど っ てい く こ と が難 しく

なるような、つながらない時間の中で生きていくことだと言える。  

 

D．「治 らない」という意 味 の発 生 と更 新 ―生 きられた時 間  

病気になった人にとって、“治るのかどうか”は重要な関心事のひとつ

で ある 。 し かし 、 関 心 の向 か い 方に は 違 い があ る よ うに 思 わ れ る。 例え

ば、糖尿病では「病気であること」を受け入れられない（浮ケ谷，2004）

と いう こ と や、 脳 卒 中 後遺 症 に よる 運 動 麻 痺で は 、 動く ・ で き ると いう

水準で回復への願望が示されていた（山内， 2007）。そこでは、治るのか

ど うか と い う議 論 は 見 当た ら な い。 つ ま り 、患 者 の 関心 が そ こ へは 向か

っていないことが伺える。では、しびれではどうだろうか。  

し びれ は “ 難 治性 ” と 称さ れ る よ うに 、 医 療者 に と っ ては 「 治 らな い

もの」として、広く認識されている。患者への病状説明では、 B さんの記

述 に も あ る よ う に 、 主 治 医 か ら 「 年 単 位 で 付 き 合 っ て い く も の だ 。」

（ BFN#1p2） と 曖 昧 に 伝 えら れ る こ と が 多 い 。そ の 一 方 で、「 そ れは 、 治

らないっていうことだろうと。」（ BFN#1p2）と、患者も難治性であること

を受け入れているように見える。他方で、「こういうのはすぐには治らな

いから」（ BFN#4p63）と、治ることへの希望を持ち続けているようにも見

え る。 こ の よう な 、 し びれ に ま つわ る 「 治 る― 治 ら ない 」 を 、 患者 の経

験からこの意味の生成や更新のされ 方を見ていきたい。  

 

A さん B さんにおいては、折々に「治る―治らない」が話題に上がって

いたのに対して、C さんは入院 3 ヶ月頃に「とうとう、治んなかった。し

びれ。」（ CFN#10p208）と語られたのみであった。C さん宅の改修工事が進
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み 、退 院 と いう 時 間 の 区切 り が 、自 ら の 目 の前 に 訪 れた こ と で 、し びれ

が「とうとう、治んなかった。」という完了した意味を帯びて現れていた。

C さん自身が「とうとう」と語っていたように、治らないということがこ

れまでも念頭に置かれており、退院という治療の区切りが見えたことで、

「治んなかった」と いう意味が生じてきたことがわかる。この C さんの

「 治ん な か った 」 し び れは 、 医 師か ら 病 状 説明 と し て告 げ ら れ るよ うな

「治らない症状」としてのしびれではない。むしろ、「治んなかった」と

いうことが、C さんがしびれている身体で生きる時間を通して、意味を持

っ て立 ち 上 がっ て き た 。ま た 、 そこ に は 退 院ま で の 回復 を 見 通 して いた

基準があったことも、示されている。その差異があることが、「治んなか

った」と完了した時間を含んで現れていた。  

A さんにおいては、治る―治らないの意味が、医師からの説明、他の症

状 との 比 較 、半 年 と い う時 間 的 な区 切 り な ど、 様 々 な状 況 の 絡 みあ いの

なかで生じていた。以下で詳しく見ていこう。入院中、A さんは“治るか

ど うか ” に つい て 問 う よう な 発 言は 一 度 も なか っ た 。こ の よ う な、 すっ

ぽ りと 訴 え がな く な る “空 白 期 間” の 存 在 は、 臨 床 でも し ば し ば確 認さ

れ る。 こ の “空 白 期 間 ”の 存 在 が、 医 療 者 にと っ て その 後 の 患 者の 訴え

が、“唐突”のように聞こえさせる可能性がある。他方で、 A さんの経験

に 立ち 帰 っ てみ る と 、 空白 と は 違う 様 相 が 現れ て く る。 医 師 か らは 「治

るかどうかわからない」という説明がなさ れていた一方で、受傷後 1 ヶ

月頃の A さんは、「感覚ってどんどん変わっていくから」（ AFN#1p18）と

語 って い た 。そ こ に は 、自 ら の 意思 や 努 力 など と は 別の 次 元 の テン ポに

ど んど ん 乗 り、 変 化 を 実感 し て いた 様 子 が あっ た 。 医療 者 か ら 見た “空

白期 間 ” は、“ 治 ら ない 可 能 性を 受 容 し てい る ” ので も、“ 治る か ど うか

と いう 不 安 がな い ” わ けで も な い。 む し ろ 、治 る か どう か わ か らな いこ

と を念 頭 に おき つ つ も 、変 わ っ てい く 最 中 にあ る 身 体を 生 き て おり 、治

るかどうかということへの関心が背後に退いていたと言える。  

 

次に、時間と症状の意味の含みあ いを見ていきたい。 A さんは、受傷 3

ヶ月目に医師から「『 6 ヶ月経って残っているものは、一生残る』って、

一 生も の だ って 」 と 、 治ら な い 可能 性 、 い わゆ る “ 症状 固 定 ” に基 づく

診断を告げられた。他方で、A さんの実感としては、「しびれはね、右は、

前 か ら 比 べる と 、 少 し 楽 に な りま し た 。」（ AFN#11p197） と 、 そ の 時 期に

はしびれが軽減していたことがわかる。それが基盤となり、『 6 ヶ月』ま

での残り 2 ヶ月が、回復可能性を含みもつ時間として意味をもち、治ら

ないということを少し先に置くことを可能にしていた。そして、「そろそ

ろ 、 半 年 、今 あ る の は 、 一 生 付き 合 っ て い か な い と。」（ AFN#20p333）と

医師から告げられると、「思ったより残った。」（ AFN#25p417）という意味

が生じてきた。だが、 A さんは「まだね、半年だから 、これからどうなる
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か 、 よ く なる か も し れ な い し、」（ AFN#25p418） と 、 半 年 が ゴ ー ル か ら 通

過 点と な り 、そ の 先 も 良く な る 可能 性 が な いわ け で はな い も の とし て拓

か れ た 。 そ し て 、 次 は 「 1 年 と か 、 経 っ て み な い と わ か ら な い し 、、、」

（ AFN#25p418）と評価時点が更新されていた。  

これは、“症状固定”のように、ある時期が 来たらそれで症状が変わら

な いと す る 見方 と は 異 なる 視 点 を提 示 し て いる 。 つ まり 、 患 者 の生 きら

れ た時 間 に おい て は 、 半年 と い う症 状 固 定 する 時 期 が定 ま っ て おり 、患

者 がそ れ を 甘受 す る の では な い 。 時 間 だ け が身 体 と 関係 な く あ るわ けで

も 、症 状 だ けが 治 ら な いも の と して あ る の では な く 、時 間 の 区 切り が症

状 に「 思 っ たよ り 残 っ た」 と 意 味を 持 た せ 、そ の 意 味が 半 年 を ゴー ルで

は なく 、 通 過点 に す る とい う 意 味の 更 新 を 促し て い た。 回 復 過 程に ある

身 体と 時 間 との 含 み あ いが 、 そ れぞ れ に 意 味を 与 え 経験 を 成 り 立た せる

という、ダイナミックな意味生成である。  

“ 症状 固 定 ” のよ う に 、医 療 現 場 には 、 時 計時 間 の 経 過に 則 っ て、 人

体 に或 る 変 化が 生 じ る とい う 見 方が 強 く 働 いて い る 。こ の 見 方 が、 しび

れ を訴 え る 患者 に 向 け られ た 時 には 、 次 の よう な こ とが 生 じ る 。登 喜ら

（ 2005） は、 し び れ ・ 痛み へ の 医 療者 の 対 応と し て ≪ 本気 で 取 り合 っ て

く れな い ≫ とい う サ ブ カテ ゴ リ ーを 挙 げ 、 しび れ を 訴え て も ノ イロ ーゼ

扱 いさ れ る とい う 患 者 の語 り を 紹介 し て い た。 医 療 者に と っ て は、 しび

れ は“ 症 状 固定 ” し て おり 変 化 しな い も の であ り 、 それ を 訴 え 続け る行

為 が、 精 神 疾患 や 障 害 受容 が で きて い な い とい う 論 点に 取 っ て 代わ ら れ

る 。 こ の よ う な 状 態 が 脳 卒 中 後 の 鬱 （ Morimoto et al.,2002） と 捉 え る

ことにもつながっている可能性がある。  

こ こで 、 鬱 や 障害 受 容 とい う 既 存 の見 方 を 一旦 棚 上 げ し、 記 述 に立 ち

帰り、しびれが時計時間に沿って改善していくのかを、検討していく。 A

さ んは 、 入 院中 に は し びれ で 困 ると い う こ とに は 言 及し て お ら ず、 むし

ろ 大丈 夫 そ うだ と い う 見通 し を 立て て い た 。と こ ろ が、 退 院 後 の初 回外

来リハビリで「しびれに意外に支配されましたね。」（ AFN#6p121）と、家

事 など で 様 々な も の に 触れ る 度 に、 し び れ が「 う わ ぁ！ 」 と い う形 容し

がたい嫌な感じとして現れていた。 C さんにも同様の様子があり、 4 ヶ月

近い入院期間の後半に、右手と、しびれている左手を見比べながら、「平

らに感じない」「同じ感じがしない」と違和感をしばしば語るようになっ

た。退院を想定した訓練により、歩行器使用ではなく伝い歩きが始まり、

壁やカーテン、机など様々な身の回りのものに触れる機会が増えていた。

時 間の 経 過 に沿 っ て 、 症状 が 改 善す る と い う既 存 の 見方 か ら す ると 、そ

の 訴え は 入 院中 に 多 く 、退 院 前 や退 院 後 で は少 な く なる は ず で ある 。記

述 では 、 逆 の こ とが 示 され て い た 。登 喜 ら （ 2005）は 、 運 動 障 害と 比 べ

て常態化しない様子を、「何らかの刺激によって、不快な知覚と感情を呼

び 起こ す と いう よ う に 固定 し た もの で は な く、 常 態 化が 困 難 な 変幻 性と
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いう特徴がある。」（ p83）と考察していた。これを、さらに一歩進めてみ

よ う。 症 状 が常 態 化 す ると い う 先入 見 や 、 常態 化 し ない こ と を 変幻 性と

見 做す こ と から 離 れ て みる と 、 次の こ と が 見え て く る。 生 き ら れた 経験

には、“人体”に見られるような、先に述べた医学的な経時変化とは異な

る 位相 が あ った 。 す な わち 、 こ れま で 見 て きた よ う にし び れ て いる 身体

においては、接触すること自体がし びれを立ち上げる契機になっており、

そ れは 時 が 経て ば 軽 減 する と い う類 の も の では な い 。生 活 に は 無数 の接

触 が含 ま れ てい る 。 ス ーパ ー の 袋や 調 理 の ため ボ ウ ルに 触 れ た り、 食器

を 洗っ て い るな か で 滴 が足 の 甲 に落 ち た り 、季 節 が 移り 長 袖 を 着る こと

で 新た に 衣 類と 接 触 す る部 位 が 生じ る な ど であ る 。 この よ う な 、生 活の

文 脈に よ っ て、 半 年 以 上経 過 し てい て も ひ どく な っ たと 感 じ た り、 変わ

らないと感じられていた。つまり、しびれている身体では、“半年”“ 1 年”

という時計時間がそれとしてある一方で、接触においていつも“或る時”

に戻ってしまうような、別様の時間もあることがわかる。  

 

E．「何 していても気 持 ちが悪 い」―からだが意 識 される  

こ れま で 見 て きた よ う に、 し び れ てい る 身 体に お い て は、 コ ン トロ ー

ルが利かないような“応答しないからだ”の在り様や、自らの身体を「他

人 みた い 」 と感 じ る よ うな “ 自 分の か ら だ ”が 疎 遠 にな る よ う な様 子が

記 述さ れ た 。い わ ば 、 しび れ て いる こ と に より 、 か らだ と し て わか って

い たこ と が 、覆 い 隠 さ れ曖 昧 に なる 経 験 だ と言 え る 。そ の よ う な中 で、

患者らは「気持ち悪い」「嫌な感じ」としびれについて表現していた。こ

れ らは 、 ビ リビ リ な ど オノ マ ト ペで 示 さ れ るし び れ の感 じ 方 を 表し てい

た 。加 え て 、感 じ 方 だ けで は な く、 し び れ てい る 身 体で 生 き る とい う こ

とにおける側面も含意していたと思われる。B さんの記述から詳細に検討

していく。  

B さんの抜粋 6（ BFN#1p15-16）で示したように、しびれについて語る

中 で、 オ ノ マト ペ を 用 いた 後 に 「な ん か 言 って も ぴ った り く る 感じ じゃ

な い。 便 秘 にな っ て 、 トイ レ で 座る と 、 便 秘云 々 と 言う よ り は 、気 持ち

が悪い。リハビリしていても、何していても気持ちが悪い。」と表現する

に 至っ た 。 ぴっ た り こ ない こ と が分 か っ た あと に 、 トイ レ や リ ハビ リな

どの具体的な生活場面を挙げ、「何していても気持ちが悪い」と表現され

た こと に 着 目し た い 。 これ は 、 何か ひ と つ の症 状 だ けを 説 明 し よう とし

ているというよりは、「何していても」という何らかの関わりによって生

じること、つまり、しびれている身体で世界に投企された、世界内存在 7 0

                                                                 
7 0  世 界 内 存 在（ 独： I n - d e r - We l t - s e i n）『 存 在 と 時 間 』期 の ハ イ デ ガ ー の 思 索 の 中 心 概 念 の

一 つ 。 孤 立 し た 人 間 が 、 そ れ 自 体 完 結 し た 外 的 世 界 に 対 し て 認 識 主 体 と し て 向 か い 合 い 、

接 近 し て ゆ く と い う 近 代 哲 学 の 基 本 的 な 構 図 を 排 し 、 自 分 が つ ね に す で に 一 定 の 世 界 の 内

に い る こ と を 既 成 事 実 と し て 見 出 す ほ か な い 人 間 の 在 り よ う を 強 調 す る も の で あ る 。（『 現
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としての生きづらさを示していると思われる。どのように、「何していて

も 気持 ち が 悪い 」 が 生 じて い た のか 、 ＜ 身 体＞ と い う視 点 か ら みて いこ

う。  

前 節で の 議 論 でも 触 れ たが 、 何 か をし て い ると き 、 私 たち は 自 分の か

ら だを ほ と んど 意 識 し ては い な い。 例 え ば 、排 便 の ため に ト イ レに 座っ

た 際に 、 ど のよ う に 座 るか を 考 える 必 要 も なく 座 り 、安 定 し た 姿勢 を保

つ こと が で きて い る 。 そこ で は 、便 の ほ う に注 意 が 向か い 、 座 って いる

ことは背景に退いている。ところが、B さんは逆のことを語っている。便

秘 とい う 特 に排 便 が 気 にな る 状 況で ト イ レ に座 っ て も、 便 秘 の こと より

も 、気 持 ち が悪 い こ と が前 面 に 出て き て し まう 。 仮 に、 完 全 麻 痺で 動け

な かっ た り 、感 覚 が 完 全に 消 失 して い る の であ れ ば 、こ の よ う な気 持ち

悪 さは 生 じ てこ な い だ ろう 。 だ が、 前 節 「 しび れ て いる 身 体 」 で見 たよ

うに、自らの身体が背後に退かず、「からだ」が違和感を伴い現れていた。

つまり、「気持ちが悪い」というのは、自分のからだが背景に退かないこ

と 、常 に 何 かを す る こ とに お い て、 目 的 よ りも 先 に から だ が 自 覚さ れる

気持ち悪さであると言える。  

身 体的 存 在 で あり な が ら、 か ら だ を感 じ る こと が 気 持 ち悪 さ に つな が

る とい う の は、 ど の よ うに 生 じ てい た の か 。現 れ て いた か ら だ に焦 点を

当て検討する。同じく上で引用した B さんの状況を見ると、「気持ち悪い」

と語る前に、「腰部、臀部、座っていても当たるところが、ピリピリする、

どうやって表現していいかわからない」（ #1p15-16）と、接触面に生じる

感 覚を 語 っ てい た 。 つ まり 、 腿 やお 尻 に 「 当た る 」 とい う 意 味 が生 じ、

そ こに 注 意 が向 か っ て しま う こ とで 、 便 座 に座 っ て いる 私 も 同 時に 浮き

上がってくる。私たちは普段座るということにおいて、“私が座っている”

と 考え る こ とは な い 。 いわ ば 、 私と い う 意 識が 働 く こと も な く 、既 にか

ら だが 座 っ てし ま っ て いる 。 普 段は 感 じ る こと の な い、 私 た ち が身 体的

存 在と し て 生き て い る 基盤 と も なっ て い る こと ま で も、 し び れ とと もに

見 えて し ま う。 つ ま り 、感 じ ら れず に 働 く こと で 、 その 役 割 を 果た して

い たも の ま でも 、 し び れに よ っ て感 じ ら れ てし ま う 、過 度 に 意 識が そこ

に 向か っ て 行っ て し ま うこ と が 、か ら だ を 感じ る 気 持ち 悪 さ に つな がっ

ていたと言える。  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                            

象 学 事 典 』 p 2 7 9 よ り 要 約 し て 引 用 ）  
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研 究 、実 践 への示 唆 ・課 題  

Ⅰ．実 践 への示 唆  

 本研 究 か ら、 こ れ ま で探 究 さ れて こ な か った “ し びれ て い る 身体 ”で

生 きる 経 験 とそ の 意 味 が開 示 さ れた 。 こ の よう な 現 象学 的 な 記 述に より

明 らか に さ れ た 経 験 は 、同 じ 経 験を し て い る患 者 た ちや こ う し た患 者た

ち に関 わ る 医療 者 に 、 しび れ て いる 身 体 で 生き る 自 らの 経 験 、 ある いは

患 者の 経 験 を捉 え 直 す こと を 触 発し 、 新 た な理 解 を 生む こ と を 可能 にす

る と考 え る 。例 え ば 、 読み 手 が 医療 者 で あ る場 合 に は、 か つ て 関わ った

患 者や 今 目 の前 に い る 患者 の 訴 えが 、 対 処 すべ き こ との よ う に 聞こ えた

り 、難 治 性 であ る こ と を受 容 し てい な い よ うに 聞 こ える だ け で はな く、

患 者が そ の 身体 で 何 を どの よ う に感 じ 、 訴 えを 発 し てい た の か を理 解す

る こと に つ なが る 可 能 性が あ る 。い わ ば 、 見え て い たの に 見 て いな かっ

た もの 、 聞 こ え て い た のに 聞 い てい な か っ た患 者 の 声が わ か り 、新 たな

理解を生む。実際、私が FW をしているなかで、私がしびれの患者に関心

を 寄せ て い るこ と が 、 その 病 棟 全体 の 関 心 を高 め た り、 私 と 患 者と の会

話 を耳 に し 、患 者 の 事 を軽 症 だ と見 做 し て いた が 、 そう で は な かっ たと

気 付か さ れ たと い う こ とが 起 き てい た 。 上 記の よ う に医 療 者 の 見方 がか

わ るこ と で 、先 行 研 究 で示 さ れ てい た 「 医 療者 に わ かっ て も ら えな い」

と いう 患 者 の経 験 が 、 わか っ て もら え た 経 験に な る 可能 性 が あ る。 医学

的 な治 療 と して 実 施 で きる こ と が少 な い 時 こそ 、 看 護の 力 が 必 要と され

る 時で あ る 。し び れ て いる 身 体 への 近 づ き がた さ と でも 言 え る もの が、

医 療者 だ け では な く 、 患者 に も あっ た こ と が記 述 さ れた 。 患 者 と看 護師

が 伴に し び れて い る 身 体に 近 づ き、 理 解 し よう と し てい く と き 、本 記述

はその道標になるような示唆の在り方を呈していると言える。  

 以下 で は 、具 体 的 に どの よ う な視 点 が 実 践へ の 示 唆と し て 、 提示 され

たか述べていきたい。  

 

 しび れ に 関し て は 、 長年 「 慣 れる し か な い」 と い う説 明 が 医 療者 から

な され て き た。 そ こ に は、 既 存 の研 究 数 の 少な さ も あり 、 具 体 的な 情報

は ほと ん ど 含ま れ て い なか っ た 。情 報 の 少 なさ は 、 自分 だ け に 起き てい

る こと な の か、 異 常 な ので は な いか 、 ど う なっ て し まう の か と 様々 な面

か ら患 者 を 不安 に さ せ る。 本 研 究参 加 者 ら も、 リ ハ ビリ 中 に 同 病の 他の

患 者の 様 子 を観 察 し た り、 そ の 患者 に 関 わ って い た スタ ッ フ に 症状 につ

い て尋 ね た り、 退 院 後 に外 来 リ ハビ リ に 通 って い た “先 輩 患 者 ”に どの

時 期に 、 ど んな こ と が 起き て い たの か 尋 ね てい た 。 また 、 イ ン ター ネッ

ト上の SNS を活用し、同病の患者に、自らの身体におきたことを伝えた

り 、情 報 を 得た り し て おり 、 具 体的 な 生 活 の 文 脈 を 伴っ た 情 報 提供 が不
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足 して い た こと が 推 察 され る 。 そこ で 、 本 研究 で 開 示さ れ た し びれ てい

る 身体 を 基 に、 か ら だ がど の よ うに 経 験 さ れる の か につ い て 、 次の よう

な具体的な実践、情報提供が可能であると考える。  

 1 点目は、しびれが神経支配領域だけに限局される経験にはなっていな

い こと で あ る。 む し ろ 、動 作 の 中で 「 か ら だが バ ラ バラ に な っ てい る気

が する 」 と いう 、 か ら だの ま と まり を も 崩 して い く よう な 経 験 にな ると

い うこ と で あ る 。 局 所 的な 症 状 とし て 捉 え てい る と 、広 が り を とも なう

し びれ の 経 験に 、 そ の 都度 戸 惑 うこ と に な る。 だ が 、あ ら か じ めそ の可

能 性を 知 っ てお く こ と で、 状 況 に応 答 し て いく こ と も可 能 に な ると 思わ

れる。  

2 点目は、これまでからだが無自覚に行っていた様々な区別や、感覚の

確かさが損なわれる可能性である。例えば、しびれなのか、痛みなのか、

冷 たさ な の か、 気 持 ち 悪さ な の かと い う 症 状間 の 区 別が 、 し び れに よっ

て 明確 に 分 けら れ る よ うな 形 で は、 経 験 さ れに く く なっ て い た 。ま た、

下 半身 が し びれ て い る と、 便 が 出る の か 、 ガス な の か、 そ れ と もし びれ

や 灼熱 感 が そう 感 じ さ せて い て 実際 は 何 も ない の か とい う 、 今 自分 が感

じ てい る 感 覚が 本 当 な のか ど う かと い う 疑 問が 生 じ る。 病 前 で あれ ば、

痛 いと 感 じ たら 疑 い よ うも な く 痛か っ た も のが 、 そ れが し び れ によ って

わからなくなったりする。症状間の区別や、感じられたことの確かさは、

い ずれ も 病 前に お い て は、 考 え るま で も な くか ら だ がわ か っ て いた こと

で ある 。 い わば 、 無 自 覚に で き てい た こ と であ る 。 その た め 、 でき なく

な るこ と に も気 づ き づ らい と 思 われ る 。 特 に、 懸 念 され る の は 排泄 の問

題 であ る 。 尿漏 れ や 、 便意 の 不 確か さ な ど が生 じ て いた が 、 そ れら はデ

リ ケー ト な 話題 で あ り 、語 り づ らさ も 見 ら れた 。 し びれ て い る こと で、

自 律神 経 障 害と は 別 の 理由 か ら 、排 泄 に 関 する 問 題 が生 じ る 可 能性 があ

ることを、予め伝えておくことも重要である。  

3 点目は、症状の現れ方についてである。序論でも検討したように、し

び れは 、 物 や人 な ど 様 々な 関 係 性の 中 で 生 じて い た 。ま ず 、 物 との 関係

で ある が 、 患者 ら は 、 様々 な 物 との 接 触 に より 、 異 常な 冷 た さ や飛 び上

が るよ う な 違和 感 を 経 験し て い た。 退 院 後 は、 多 様 なも の と の 接触 の機

会 も増 え 、 それ に よ り 、一 時 的 にし び れ が ひど く な った よ う に 感じ る可

能 性が あ る こと や 、 季 節の 変 化 や、 着 衣 の 変化 に よ って 、 こ れ まで とは

違 った 感 じ 方が 現 れ る こと が あ るこ と も 、 回復 期 か ら慢 性 期 へ の移 行 時

期 には 重 要 な情 報 と な るだ ろ う 。次 に 、 周 囲の 人 と の関 係 で あ る。 言葉

に しづ ら い こと も 、 し びれ の 困 難さ の 一 つ であ り 、 患者 自 身 も 苦悩 する

点である。本研究の方法論とも重なるが、しびれに関心を寄せる態度で、

長 期間 か か わり 、 会 話 を重 ね て いく 中 で 、 患者 ら は 「何 て 言 っ てい いか

わからない」と言いながらも、表現することを諦めはしなかった。また、

何か伝えようとすることで、私が不在のときでも OT や PT に、しびれの
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こ と、 自 ら のか ら だ に つい て 積 極的 に 尋 ね る様 子 が 確認 で き た 。こ れら

の こと か ら 、言 葉 に な りに く い もの で あ っ ても 、 医 療者 や 家 族 など 周囲

が 関心 を 寄 せ関 わ り 続 ける こ と で、 患 者 が 言葉 を 見 つけ て い け る可 能性

が 示さ れ た 。さ ら に は 、本 論 文 が記 述 と い うス タ イ ルで 、 文 脈 を伴 い提

示 して い る こと で 、 そ れを 読 ん だ他 の し び れを 経 験 して い る 患 者も 、論

文 中の 参 加 者の 言 葉 を 手が か り に、 自 ら の 経験 を 理 解し た り 、 他者 に伝

え る術 を 得 る可 能 性 が 拓か れ た と言 え る 。 家族 に と って も 、 常 日頃 患者

で ある 家 族 構成 員 が 訴 えて い た こと や 行 動 が、 わ か るよ う に な るき っか

けを得る手がかりになるだろう。  

 

 次に 、 医 療実 践 に 焦 点を 当 て て述 べ て い きた い 。 ここ で は 、 既存 の枠

組みとの対比で次 の 3 点について述べていく。  

 1 点目は、患者らはしびれている身体を、「患側―健側」という医学的

な 分類 に 沿 って の み 経 験し て は いな い と い うこ と で ある 。 一 見 する と、

当 たり 前 の こと の よ う だが 、 実 際に 、 患 者 でさ え も 患側 を 使 わ なけ れば

大 丈夫 で は ない か と 考 えて い た 。と こ ろ が 、生 活 と いう 文 脈 を 伴っ た現

れ の前 で は 、か ら だ を 使わ な い 患側 、 使 う 健側 と い うよ う に 分 ける こと

は なさ れ て いな い し 、 不可 能 で あっ た 。 か らだ を 切 り分 け て 部 分と して

見 るの で は なく 、 病 む 身体 と し てま る ご と 見て い く 全人 的 な 視 点が 導入

されて久しい。だが、「患側―健側」に分けて示すこと自体が、患者や医

療 者の 見 方 をそ の よ う に分 け さ せ、 そ れ に よっ て 経 験に お い て は分 かれ

得ない身体のあり様を、分けて示すこと につながっていたのではないか。 

 2 点目は「他人みたい」という、中間的なしびれている身体のあり様を

知るということである。麻痺のように完全に他人であるとも言いきれず、

病 前の よ う に自 分 で あ ると も 言 いき れ な い 、そ の 間 に挟 ま る よ うな 身体

経 験が 至 る 所で な さ れ てい た 。 この よ う な 、他 人 み たい な 自 分 とい うこ

と が、 自 分 であ る と い う確 か さ を 揺 る が し てい た 。 加え て 、 行 為可 能性

は 保た れ て いて も 、 そ の調 和 が 崩 れ て 感 じ られ る こ とも 示 さ れ た。 この

よ うな 視 点 を含 ん だ 、 ケア も 重 要で あ る 。 具体 的 に は、 麻 痺 な どの 他疾

患 の患 者 と 比べ る の で はな く 、 また 行 為 可 能性 の み に目 を 向 け るの では

な く、 で き てい る 中 で も、 そ れ をど の よ う に感 じ て いる の か 確 認し てい

く こと が 重 要で あ る 。 その 中 で 、先 に 述 べ たよ う に 、言 葉 を 共 に作 って

い くこ と も 可能 に な る と思 わ れ る。 さ ら に 、発 症 後 数年 経 過 し た患 者経

験 を明 ら か に し た坂 井 （ 2008）の 研 究 結 果 を参 照 す る と、 本 研 究の よ う

な 回復 期 に 、よ り 前 述 の調 和 の 崩れ や 自 分 の不 確 か さが 、 問 わ れや すい

と 言え る 。 いわ ば 、 回 復期 は 、 これ ま で と は異 な る 自ら の か ら だを 発見

させられる時期でもあるため、より丁寧な関わりが必要であると言える。 

3 点目は、しびれという語の多義性である。医療の場でしびれという語

を 用い る と 、感 覚 過 敏 なの か 、 鈍麻 な の か 、消 失 な のか と 分 類 に当 ては
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め るこ と を 迫ら れ る 。 だが 、 そ れに は 当 て はま ら な い経 験 で あ るこ とが

明 らか に な った 。 過 敏 と鈍 麻 と いう 相 反 す る状 況 が 同時 に 生 じ たり 、文

脈 に応 じ て 異な る と い う点 を 念 頭に お き 、 分類 す る ので は な く 患者 の経

験に丁寧に寄り添うことが重要である。  

 

最 後に 、 末 梢 神経 障 害 によ る し び れと の 関 連に つ い て 述べ た い 。近 年

増加している、 CIPN においても患者理解とケアの構築が急務とされてい

る 。文 献 検 討で も 触 れ たが 、 し びれ て い る こと に よ る生 活 上 の 困難 さや

対処法については、脳卒中後遺症と CIPN では結果として大きな違いは見

ら れな か っ た。 だ が 、 研究 数 が 少な い こ と に加 え 、 両者 の 相 違 点を 見出

す こと を 目 的と し た 研 究自 体 が まだ な さ れ てい な い 。そ の た め 、比 較し

相違について検討するには、更なる研究の蓄積がまず必要となる。  

本 研究 か ら 末梢 神 経 障 害の 患 者 やそ の ケ ア に携 わ る 医療 者 に 対 して は 、

次 のこ と が 示唆 と し て 言え る 。 まず 、 末 梢 神経 障 害 の患 者 に と って は、

本 記述 を 読 むこ と で 、 自ら の 経 験の 理 解 が 進ん だ り 、何 が 起 き てい るの

か を言 語 化 して い く き っか け を 得る 可 能 性 があ る 。 さら に 、 そ の言 語化

に より 、 医 療者 に 自 ら の状 態 を 伝え や す く なり 、 医 療者 も 患 者 の状 態に

合わせたケアを創造していく契機になるだろう。医療者の関わり として、

具体的にできることに関しては、上の医療実践への示唆で述べたことが 、

末梢神経障害においても重なる点が多いと考える 。  

 

Ⅱ．今 後 の課 題  

し びれ は 不 可 逆的 な 症 状で あ る と され 、 患 者は し び れ てい る 身 体と 生

涯付き合っていかねばならない。そのような経過にあるしびれについて、

本研究では回復期に焦点を当て FW を実施した。そこで明らかになった、

時間と症状の含みあいから、今後同じ患者が 1 年、 2 年、 3 年とどのよう

に 経過 し て いく の か と いう 、 長 期的 な 視 点 で も 見 て いく 必 要 が ある と考

える。  

ま た、 医 療 者 がし び れ を訴 え る 患 者と の 関 わり に 、 難 しさ を 感 じて い

る こと は よ く知 ら れ て いる 。 だ が、 研 究 と して 患 者 と医 療 者 の 関係 に着

目 し、 そ の 経験 を 明 ら かに し た もの は 見 当 たら な い 。今 後 、 し びれ を訴

え る患 者 と 日々 接 し て いる 看 護 師や 、 理 学 療法 士 、 作業 療 法 士 への イン

タビューやフィールドワークを基に探究がなされることが期待される。  

さ らに 、 こ れ まで は 、 その 共 有 の 難し さ か らほ と ん ど なさ れ て いな か

っ た、 し び れを 語 る と いう 点 に 着目 し た い 。研 究 に おけ る イ ン タビ ュー

や、SNS や患者会として患者同士語りあうこと で、自らのしびれを表現す

る 言葉 を 見 つけ る 契 機 にな る 可 能性 が あ る 。対 処 法 を探 究 す る 研究 だけ

ではなく、患者自身が主体的に動いていける場を共に作っていくような、
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実践的研究的取り組みも重要だと思われる。  

最 後に 、 方 法 論に つ い て述 べ た い 。本 研 究 では 、 言 葉 にな り づ らい と

さ れる し び れの 現 れ を つか む た め、 長 期 間 同じ 患 者 にか か わ り 、行 動を

共にするなかで、出現したしびれの輪郭を患者と共につかまえていった。

そ の中 で 、 患者 は お ぼ ろげ な が ら言 語 化 し 、そ れ を 手が か り に 言葉 を見

つ けて い た 。さ ら に は 、か ら だ の動 き 、 発 生す る 音 、患 者 の 目 線な ど言

葉以外の情報も FN として書きつけていたことにより、言葉になっていな

い こと に も 、意 味 が 立 ちあ が っ てい る こ と に気 付 く こと が で き た。 これ

は 、イ ン タ ビュ ー の み で行 う 研 究や 、 数 回 関わ る だ けの 研 究 方 法で は、

到 達で き な かっ た こ と であ る 。 いわ ば 、 研 究者 で あ る私 が 、 関 心を 寄せ

長 期間 傍 に いる こ と が 、患 者 に 語る こ と を 促し 可 能 にさ せ て い た側 面も

あ る。 そ う であ る な ら ば、 日 常 生活 の 多 く の場 面 に 関わ っ て い る看 護師

が 、こ の 役 割を 担 え る 可能 性 が 見え て く る 。記 述 に もあ っ た 、 清拭 や更

衣 、ト イ レ など 様 々 な 場面 で 患 者ら は 、 し びれ て い る身 体 に 出 会っ てい

た 。そ の よ うな 場 面 で 、患 者 は 顔を し か め たり 、 声 を漏 ら し た りす る。

そ れを 、 患 者だ か ら 当 たり 前 と 看做 し て し まう 日 常 から 掬 い 出 し、 その

場 面で 患 者 に声 を 掛 け るこ と で 、患 者 が し びれ を 表 現す る 場 を 得る こと

につながるだろう。  

 

Ⅲ．看 護 学 への寄 与  

 本研 究 が 看護 学 に ど の よ う に 貢献 し 、 発 展さ せ て いく こ と に つな がる

のかを述べたい。  

 1 点目は、難治性とされ る自覚症状へ の、症状改善とは異なるアプロー

チ の可 能 性 を見 出 し た 点で あ る 。難 治 性 で ある 場 合 は、 関 わ る 方策 が限

られており、足が遠のいたり、「受容」という枠組みを患者に当てはめた

り する 傾 向 にな り が ち であ っ た 。 ま た 、 自 覚症 状 に 関し て は 、 主観 的で

あ り医 療 者 には わ か ら ない と い う立 場 で 研 究さ れ る こと が 多 か った 。こ

の よう な 点 に、 研 究 成 果と し て 次の 事 を 提 示す る こ とが で き た 。ひ とつ

は 、症 状 の みに 焦 点 を 当て 介 入 評価 す る の では な く 、患 者 の 経 験に まず

立 ち帰 り 、 理解 す る こ とに 関 心 を向 け る こ とで あ る 。そ の 態 度 が関 係性

を 築き 、 症 状改 善 と は 異な る ケ アの 糸 口 を 示す 可 能 性で あ る 。 もう 一つ

は 、他 者 に はわ か ら な いと さ れ る、 自 覚 症 状が 見 え るよ う に な る視 点の

取 り方 を 、 フィ ー ル ド ノー ツ を 通し て 示 し た点 で あ る。 何 が ど のよ うに

み え、 そ こ に自 覚 症 状 がど の よ うに 現 れ て いる の か とい う 、 現 れ方 の一

端 を示 せ た ので は な い かと 考 え る。 そ れ に より 、 症 状を 緩 和 す る方 策に

と らわ れ が ちで あ っ た 医療 の 枠 組み を 、 柔 軟に し て いく 可 能 性 を示 すこ

とができた。  

2 点目は、研究方法についてである。今回、しびれという事象に臨むに
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あ たり 、 既 存の 現 象 学 的な 分 析 方法 を そ の まま 適 応 する の で は なく 、メ

ルロ =ポンティの身体論を視座に、しびれている身体の探究に最もふさわ

し い方 法 を 吟味 し て い った 。 そ のこ と 自 体 が、 看 護 学に お け る 現象 学的

な 研究 へ の 寄与 で あ る とと も に 、し び れ の 研究 に 取 り組 む 研 究 者に とっ

ても具体的な一つの道筋を示すことにつながったと考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



201 

 

結 論  

し びれ に つ い ての 既 存 の見 方 に 対 して 、 結 果考 察 で 記 述さ れ た しび れ

ている身体の経験から、以下の点を見出した。  

1 点目は、しびれが神経支配領域だけに限局された 経験ではないという

こ とで あ る 。 つ ま り 、 しび れ て いる と い う 経験 に は 、志 向 性 が どこ に、

そ して 何 に 向か っ て い るの か に よっ て 、 局 在化 で き る経 験 と 局 在化 しづ

ら い経 験 に 見え る こ と があ る 。 他方 で 、 し びれ が 局 在化 さ れ る こと が、

わ から な い とい う 経 験 を生 む と 同時 に 、 わ から な い なか で 世 界 に能 動的

に 向か っ て いく 足 場 に なっ て い た 場 面 も あ った 。 い わば 、 局 在 化 が わか

ら なさ を 生 み、 わ か ら なさ に よ り 生 じ る 難 しさ が 局 在化 さ れ る こと で 補

うという分けられない経験 も同時に含まれていた。  

2 点目は、一見動作が出来ているように見えたとしても、その動作が習

慣 化し て い くま で に 時 間を 要 す ると い う こ とで あ る 。そ の こ と が、 歩い

たり立ったりという基本動作を常に意識して行わせることになり、「こわ

い」という不安を生じさせていた。  

3 点目は、しびれている身体における時間経験が曖昧なものになるとい

う こと で あ る。 病 前 の 経験 か ら 、到 来 す る はず の 未 来が わ か っ ても 、他

の 感覚 を 覆 うよ う に し び れ が 現 れ、 実 際 に 起き た こ とと の 齟 齬 が生 じて

し まう 。 そ のこ と が 、 自ら の 身 体で 見 通 し た時 間 を 、自 ら た ど って いく

こ とが 難 し くな る よ う な、 つ な がら な い 時 間の 中 に 患者 を お く こと にな

っていた。  

4 点目は、しびれの改善が時間の経過と必ずしも比例しないことである。

患 者ら は 、 様々 な 物 と の接 触 に より 、 異 常 な冷 た さ や飛 び 上 が るよ うな

違 和感 を 経 験し て い た 。退 院 後 は、 接 触 機 会も 増 え 、し び れ が ひど くな

っ たよ う に 感じ て い た 。 し び れ てい る 身 体 で生 き る とい う こ と は、 時計

時 間が そ れ とし て 意 識 され な が らも 、 無 数 の接 触 に より 常 に し びれ を意

識させられる別様の時間を歩むことにもなっていた。  
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資 料 1  

「中枢神経障害によるしびれの経験」の研究  説明書依頼書  

 

本研究は下記 の目的 で行うもので す。研 究の趣旨をご 理解の 上、ご協 力を

お願いいたし ます 。以下の項目を お読み いただき 、研究に 参 加することに 同

意される場合 は、同 意書 2枚（研究参 加者 控・研究者控 ）にご 署名下さい。

ご署名頂きま したら 、研究参加者 と研究 者がそれぞれ 1枚 ずつ 研究終了まで

保管すること と致し ます。  

 

記  

1．研 究 の目 的 ・意 義  

しびれは運動 障害な どと比べると 、 見 た 目 か ら そ の 存 在 が わ か り づ ら く 、

周囲の人にそ の辛さ が伝わりにく い症状 であるといえ ます 。この研究は 、し

びれの経験を 明らか にすることが 目的で すが、しびれ だけに 焦 点を絞って患

者様の体験を とらえ ることはしま せん 。なぜなら 、ご本人 の 中では他の後 遺

症のことや生 活や仕 事のことなど 、様々な こととの関連 のなか にしびれもあ

り、体験 されてい る そのままに詳 細に記 述することを 目的と しています 。そ

のため、様々な症 状 がどのように 体験さ れているのか 、ま た 日々感じてい る

想いなどに着 目した いと考えてい ます 。 し び れ は 確 立 し た ケ ア が ま だ な く 、

脳卒中や脊髄 損傷以 外にも糖尿病 や化学 療法の副作用 などの 他の場面でも

同様に辛さを 抱えて 過ごしていら っしゃ る方が大勢い ます。本 研究でしびれ

の経験を明ら かにす ること は、今 後のケア の礎になるよ うな本 質的な示唆が

得られると考 えてい ます。  

 

2．研 究 方 法 ・期 間  

①  研究期間：ご 退院さ れるまでの間 に、週 1～２回程度日 中にお 伺いしま

す。ご協力可 能な方 は、退院後の 生活の 様子をお伺い するた めにイン

タビューのご 依頼さ せて頂きたく 存じま す。もちろん 、入院 中だけの

研究ご協力で も結構 です。  

②  研究方法  

【見学・同行 】食事 ・トイレ介助 や、お 散歩やレクリ エーシ ョンなど

を一緒にさせ て頂い たり、リハビ リテー ションの見学 をお願 いさせて

頂きたく存じ ます。 ご承諾頂ける 場合に は、その中で 自然に 語られた

言葉やしぐさ などを 、ノートに記 録させ て頂くことも お願い 申し上げ

ます。その際、すべ てに同行する わけで はないので、合計す ると 1日あ

たり 2～ 3時間程度を 予定しており ます。 疲労が強い際 や、一 人になり

たいとお感じ になら れたときは、 退席い たしますので 遠慮な くおっし

ゃって下さい 。  

【インタビュ ー】ご 協力頂ける場 合には 、ご退院まで の間に 1回 /月約



210 

 

60分程度のイ ンタビ ューをお願い させて 頂きたく存じ ます。 ご承諾頂

ける方には、退院後 1か月、2か月、3ヶ月 の間にも可能 な範囲 でお話を

聞かせて頂き たいと 考えておりま す。ま た、ご許可頂 ける場 合には、

お話しの内容 を録音 したいと考え ており ます。さらに 、イン タビュー

終了後から半 年から 1年後位に、お伺 いした お話の意図が 適切に 表現で

きているかの 確認を お願いさせて 頂きた く存じます。 ご協力 頂ける方

には入院中に 連絡先 を頂戴したい と考え ております。  

 

3．カルテの閲 覧  

 ご病気の情 報を得 るために、 病 名 ・ 発 症 か ら の 経 過 ・ こ れ ま で の 治 療 に つ い て カ

ル テ の 閲 覧 を お 願 い さ せ て 頂 き た く 存 じ ま す 。 カ ル テ を 閲 覧 す る 場 合 は 、 病 院 指 定 の 規 則

に 沿 っ て 閲 覧 い た し ま す 。得 ら れ た 情 報 は 、研 究 以 外 の 目 的 で は 使 用 い た し ま せ ん 。ま た 、

プ ラ イ バ シ ー は 固 く 守 る こ と を お 約 束 い た し ま す 。  

 

4．研 究 への参 加 ・協 力 の自 由 意 思  

この研究への 参加・協力は、お 断りにな ることもでき ます。お断りにな っ

ても、あなた が受ける 医療サービス に関し て不利益を被 ること は一切ないこ

とを施設長に 約束し て頂いており ます 。また、協 力の有無 を 病棟管理者に お

伝えすること もあり ません。研究への参 加・協力 は 、自 由意 思によりご判 断

頂き、協 力への可 否 につきまして は、病 棟設置の研究 者宛て の箱にお入れ く

ださい。  

 

5．研 究 への参 加 ・協 力 の拒 否 権  

この研究への 参加・協力を同意し た場合 であっても 、いつ で も途中でやめ

ることができ ます 。研究の参加・協力 を 取りやめるこ とによ って不利益を 被

ることは一切 ありま せん。こ ちらも施 設 長に約束して 頂いて おります 。遠慮

なく研究者に お伝え ください 。直接言 い づらい場合は 、ご 説 明時にお渡し し

ました書類に ご記入 いただき、研 究者宛 ての箱にお入 れくだ さい。  

 

6．プライバシーの保 護  

この研究にご 協力い た だける場合 、 プ ラ イ バ シ ー は 固 く 守 り ま す 。 ま た 、

研究のデータ および 結果は、研究の目 的 以外に用いる ことは ありません 。録

音は ICレコーダーで 行い、音 声データ を 保存したあと は、直 ちに ICレコーダ

ーのデータを 消去い たします。また、録 音データは 、研究者 が逐語録（ 音声

を文書にした もの ）を作成し 、安全な 場 所で管理し調 査結果 がまとまった 時

点で消去・破 棄いた します。  

 

7．個 人 情 報 の保 護 の方 法  

個人情報の保 護のた め、個人名・病院 名・発症年月日な どはす べて記号化
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し、厳重に取 り扱い ます。研究結 果を 論 文 や そ の 他 の 方 法 で 公 表 す る 際 は 、

匿名性を守り ます 。また、デ ータはす べ て自宅の鍵の かかる 引出で管理い た

します。  

 

8．研 究 に参 加 ・協 力 することにより期 待 される利 益  

この研究にご 協力い ただくことに より、患 者様ひとりひ とりの 体験に寄り

添ったケアや 、患者目 線の看護援助 への示 唆が得られる ことが 期待されます 。 

 

9．研 究 に参 加 ・協 力 することにより起 こりうる危 険 並 びに不 快 な状 態 とそれが生 じ

た場 合 の対 処 方 法  

この研究に参 加・協 力することに より起 こりうる不快 な状態 として、ご自

分の状態と直 面する ことによって 生じ る 苦 痛 や 不 安 な 状 態 が 考 え ら れ ま す 。

万一、こ のような状 態が生じた場 合は、すぐに研究活 動を中 断し、病 棟管理

者に報告相談 し対応 いたします 。また 、無 理にお話を聞 くこと はありません

し、途中 で参加を取 りやめること もでき ます。常 に、心 身の 状態を病棟管 理

者に充分確認 し、研 究者自身でも 確認・熟考し、あ なたの安 全・安楽を第一

において実施 致しま す。  

 

10．研 究 結 果 の公 表 方 法  

研究結果は博 士論文 として公表し ます 。また、関 連学会等 で 発表いたしま

す。研究結 果をご希 望 の場合は、同意書の 下 欄にご連絡先 をご記 入ください 。 

 

11．  研 究 中 ・終 了 後 の対 応  

この研究の期 間中お よび終了後で も、この 研究に関する 質問が ありました

ら、いつでも 下記坂 井の連絡先に お問い 合わせくださ い。  

 

なお、本研究は「平成 25年度首都大学東京荒川キャンパス研究安全倫理

委員会」の承認（承認番号○○○○）を受け実施するものです。  

 

 

 

研 究 代 表 者 :坂 井 志 織 （ さ か い  し お り ）  

所 属 ：         電 話 ：       メ ー ル ア ド レ ス ：   

指 導 教 員 ： 西 村 ユ ミ （ に し む ら  ゆ み ）  

住 所 ：    所 属 ：   電 話 ：       メ ー ル ア ド レ ス ：  
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資 料 2  

研究への参加・協力の同意書  

私は、「 中枢神経 障 害によるしび れの経 験」に関す る研究に ついて、別 紙

説明文書を用 いて以 下の説明を受 けまし た。その 際、不明なこ とに関して質

問したりして 、内容 を十分理解し ました 。そこで 、私の 自由 意思にもとづ い

てこの研究に 協力す ることに同意 します 。  

＊下記の内容 につい て説明を受け 、ご理解 いただけまし た箇所 にチェックを

お願い致しま す。ご 病気による症 状でチ ェックが難し い場合 は、ご家 族な

どの代筆でも 結構で す。  

□本 研 究 の目 的  

□本 研 究 の方 法  

  □リハビリ見 学 同 行                    許 可 する  ・  しない  

  □生 活 援 助 の実 施                    許 可 する  ・  しない  

  □入 院 中 のインタビュー                  協 力 する  ・  しない  

□退 院 後 のインタビュー                   協 力 する  ・  しない  

  □インタビュー時 の録 音                  許 可 する  ・  しない  

  □インタビュー内 容 を整 理 した際 の内 容 確 認     協 力 する  ・  しない  

     □上 記 協 力 のための退 院 後 の連 絡       許 可 する  ・  しない  

                 許 可 した連 絡 先 ：                   

□研 究 への参 加 ・協 力 の自 由 意 思  

□研 究 への参 加 ・協 力 の拒 否 権  

□プライバシーの保 護  

□個 人 情 報 の保 護  

□カルテの閲 覧                       許 可 する  ・  しない  

□研 究 結 果 の公 開                   許 可 する  ・  しない  

日付：平成    年    月    日   

参加者（署名 ）：                   

研究者（署名 ）：                   

＊立会人／代 諾者（ 署名）：               

（本人との関 係）：               

（理由）：               

研 究 代 表 者 :坂 井 志 織 （ さ か い  し お り ）  

所 属 ：         電 話 ：       メ ー ル ア ド レ ス ：   

指 導 教 員 ： 西 村 ユ ミ （ に し む ら  ゆ み ）  

住 所 ：    所 属 ：   電 話 ：       メ ー ル ア ド レ ス ：  

                                                

□ 研 究 の 報 告 書 の 送 付 を 希 望 し ま す 。  

 送 付 先 ご 氏 名 ：               

 送 付 先 ご 住 所 ：                                   
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資 料 3  

研究への協力の同意書  

 

私は、「 中枢神経 障 害によるしび れの経 験」に関す る研究に ついて、別 紙

計画書を用い て以下 の説明を受け ました 。その際 、不 明なこと に関して質問

し内容を十分 理解し ました。そこで 、下記 について同意 し研究 への協力をし

ます。  

 

①  研究対象者（ 入院患 者）が研究協 力を断 っても日々の リハビ リやケア

に何ら支障が ないこ とを保証しま す。  

②  研究への協力 が強制 的にならない ように 、協力の可否 につい ては病棟

管理者に報告 しなく てもよいこと を保証 します。  

③  研究対象者（ 入院患 者）への対応 に関す る研究者から の報告 には、病

棟管理者・ス タッフ が協力するこ とを保 証します。  

 

＊下記の内容 につい て説明を受け 、ご理解 いただけまし た箇所 にチェックを

お願い致しま す。  

□本 研 究 の目 的  

□本 研 究 の方 法  

  □リハビリ見 学 同 行                  許 可 する  ・  しない  

  □生 活 援 助 の実 施                 許 可 する  ・  しない  

  □入 院 中 のインタビュー                許 可 する  ・  しない  

□プライバシーの保 護  

□個 人 情 報 の保 護  

□カルテの閲 覧                       許 可 する  ・  しない  

□研 究 結 果 の公 開                    許 可 する  ・  しない  

 

日付：平成    年    月    日   

   

施設長（署名 ）：                   

研究者（署名 ）：                   

研 究 代 表 者 :坂 井 志 織 （ さ か い  し お り ）  

所 属 ：         電 話 ：       メ ー ル ア ド レ ス ：   

指 導 教 員 ： 西 村 ユ ミ （ に し む ら  ゆ み ）  

住 所 ：    所 属 ：   電 話 ：       メ ー ル ア ド レ ス ：  

                                                

□ 研 究 の 報 告 書 の 送 付 を 希 望 し ま す 。  

 送 付 先 ご 氏 名 ：               

 送 付 先 ご 住 所 ：                                   
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